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一
、仏
法
と
は
何
で
す
か
？

親
愛
な
る
仏
弟
子
た
ち
へ
：

仏
法
を
修
学
す
る
前
に
、
仏
法
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を

持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。
も
し
法
を
間
違
っ
て
捕
ら
え
て
い

た
ら
、
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
も
効
果
を
得
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
の
努
力
も
無
駄
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
、
仏
法
と
い
う
の
は
何
な
の
か
を
こ
こ
で
簡
単
明

瞭
に
説
明
し
ま
す
。

仏
教
の
創
設
者
は
釈
迦
牟
尼
仏
（
世
尊
）
で
す
。
世
尊

は
、
中
国
の
歴
史
記
載
で
は
、
三
千
年
前
に
北
印
度
に
誕
生

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
歴
史
に
よ
り
ま
す
と
、
世
尊
は
周
昭
王

二
十
四
年
（
甲
寅
）
に
誕
生
さ
れ
、
周
穆
王
五
十
三
年
（
壬

申
）
に
入
滅
さ
れ
、
七
十
九
年
間
に
亘
っ
て
こ
の
世
間
に
住

世
さ
れ
ま
し
た
。
現
代
中
国
仏
教
に
記
載
さ
れ
て
い
る
仏
涅

槃
の
記
念
日
を
先
輩
の
高
僧
方
は
こ
の
暦
に
よ
っ
て
定
め
ま

し
た
。
歴
史
文
献
に
よ
り
ま
す
と
、
世
尊
は
、
無
上
正
等
正

覚
を
得
た
三
十
歳
よ
り
、
四
十
九
年
間
の
歳
月
を
費
や
し
衆

生
の
為
に
説
法
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
仏
入
滅
の
千
年
後
、

す
な
わ
ち
中
国
東
漢
明
帝
永
平
十
年
（
西
暦
六
十
七
年
）
の

時
、
仏
教
は
初
め
て
中
国
に
伝
来
し
ま
し
た
。

仏
教
を
知
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
次
の
事
で
あ
り
ま
す
。

「
仏
」

「
法
」

「
仏
法
」

「
仏
教
」

こ
れ
ら
の
仏
語
は
我
々
の
修
学
に
大
い
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
「
仏
」
と
い
う
字
は
梵
語
よ
り
音
訳
さ
れ
た
も
の
で
、

「
智
慧
」
と
「
覚
悟
」
の
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。
当
時
は

直
接
「
智
」
「
覚
」
と
訳
さ
ず
、
「
仏
陀
」
と
い
う
音
訳
文

字
で
訳
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
仏
陀
」
と
い
う
言
葉
に
は
無

限
で
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
中
国
言
語
の

「
智
」
と
「
覚
」
で
は
完
全
に
そ
の
深
意
を
包
括
す
る
こ
と
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は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
音
訳
を
採
用
し
、
そ
れ
に
注
解

を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
仏
」
と
い
う
字
は
「
体
」

と
「
用
」
で
構
成
さ
れ
、
本
体
（
体
）
か
ら
言
え
ば
「
智

慧
」
、
作
用
（
用
）
か
ら
言
え
ば
「
覚
悟
」
と
い
う
意
味
で

す
。「

体
」
に
は
、
三
種
の
智
が
あ
り
ま
す
。

第
一
、
「
一
切
智
」
：
現
代
哲
学
名
詞
に
言
い
換
え
れ

ば
、
正
確
に
宇
宙
真
相
と
本
体
を
知
る
こ
と
で
す
。
こ
の
様

な
智
慧
は
、
仏
教
に
お
い
て
「
一
切
智
」
と
言
い
ま
す
。

第
二
、
「
道
種
智
」
：
種
と
は
種
々
繁
雑
な
現
象
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
宇
宙
の
現
象
は
莫
大
で
無
限
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
様
な
現
象
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
、
ど
こ
か
ら
来

て
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
そ
し
て
様
々
な
結
果
に
結

び
つ
き
ま
す
。
正
確
明
瞭
に
宇
宙
万
象
を
知
る
智
慧
を
「
道

種
智
」
と
言
い
ま
す
。

第
三
、
「
一
切
種
智
」
：
宇
宙
人
生
の
真
相
を
究
極
に
明

瞭
化
し
、
些
か
の
迷
い
も
な
く
、
更
に
些
か
の
誤
差
も
無
い

こ
と
。
こ
の
様
な
智
慧
を
「
一
切
種
智
」
と
言
い
ま
す
。

釈
迦
牟
尼
仏
は
こ
の
三
種
の
智
慧
を
す
べ
て
具
え
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
智
慧
か
ら
作
用
が
働
き
、
す
な
わ
ち
完
全
か

つ
正
確
に
宇
宙
人
生
の
真
相
に
対
す
る
理
解
を
得
ら
れ
ま

す
。
智
慧
よ
り
覚
り
が
生
じ
ま
す
。
教
典
の
中
の
「
覚
」
に

は
三
種
類
あ
り
ま
す
。
一
、
自
己
覚
悟
。
二
、
他
人
を
覚
ら

せ
る
こ
と
。
三
、
円
満
な
る
覚
悟
。
小
乗
阿
羅
漢
、
辟
支

仏
、
こ
の
よ
う
な
人
達
は
自
分
だ
け
が
覚
り
を
得
る
と
い
う

こ
と
。
こ
の
人
達
は
人
を
覚
ら
せ
、
人
を
助
け
よ
う
と
す
る

菩
提
心
を
起
こ
し
て
い
な
い
た
め
、
小
乗
に
属
し
ま
す
。
大

乗
に
属
す
る
菩
薩
は
自
分
自
身
が
覚
っ
た
後
、
自
然
に
す
べ

て
の
覚
り
を
得
よ
う
と
す
る
人
達
を
覚
ら
せ
ま
す
。
「
覚
り

を
得
よ
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
機
縁
が
熟
し
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
菩
薩
は
必
ず
主
動
的
に
手
助
け
を
し
ま
す
。
そ
の

人
が
自
覚
か
ら
円
満
究
極
な
る
覚
悟
に
至
る
ま
で
見
守
っ
て

下
さ
り
ま
す
。
「
円
満
究
極
な
る
覚
悟
」
と
は
キ
リ
ス
ト
教

の
「
全
知
全
能
」
の
主
―
―
上
帝
（
イ
エ
ス
）
と
同
じ
く
、
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仏
教
で
は
「
仏
陀
」
と
称
し
ま
す
。
仏
曰
く
「
す
べ
て
の
衆

生
は
本
来
こ
の
円
満
な
る
智
慧
と
徳
用
（
覚
は
そ
の
徳
性
が

作
用
す
る
こ
と
）
が
具
わ
っ
て
い
る
」
『
円
覚
経
』
に
は

「
す
べ
て
の
衆
生
は
本
来
仏
で
あ
る
」
と
、
ま
た
『
華
厳

経
』
に
は
「
す
べ
て
の
衆
生
は
皆
、
如
来
の
智
慧
と
徳
相
を

持
っ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
衆
生
は
仏
と
平
等

で
、
少
し
も
違
わ
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
我
々
の
智
慧
徳
用
は
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
や
っ

て
失
っ
た
の
か
は
、
仏
の
一
言
、
「
す
べ
て
は
妄
想
と
執
着

が
あ
る
為
、
覚
り
を
開
け
な
い
」
で
説
明
出
来
る
で
し
ょ

う
。
言
い
換
え
る
と
こ
れ
は
病
の
根
本
で
す
。
妄
想
と
執
着

は
す
べ
て
の
苦
の
原
因
で
あ
り
、
一
切
の
迷
い
、
惑
い
と
災

難
の
原
因
と
な
り
、
生
と
死
、
そ
し
て
脱
出
で
き
ぬ
輪
廻
転

生
の
原
因
で
も
あ
り
ま
す
。
妄
想
と
執
着
を
除
け
れ
ば
自
在

を
得
ら
れ
、
そ
の
上
、
智
覚
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
も
し
一
切
の
妄
想
と
執
着
を
徹
底
的
に
取
り
除
く
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
我
々
の
仏
性
が
再
び
回
復
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
事
実
真
相
は
大
乗
経
典
に
明
白
に
記
述
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

大
智
大
覚
の
対
象
に
な
る
も
の
は
、
限
り
の
な
い
時
空
に

包
容
さ
れ
て
い
る
森
羅
万
象
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
万
」
は
数
字
の
単
位
で
は
な
く
、
無
量
の
表
し
、
い
わ
ゆ

る
極
め
て
多
い
こ
と
で
あ
る
の
喩
で
す
。
経
典
で
は
、
体
の

一
本
の
う
ぶ
毛
、
ま
た
は
微
塵
と
い
う
字
で
表
し
、
こ
れ
は

「
小
」
の
面
か
ら
言
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
「
正
報
」

（
自
分
自
身
の
こ
と
）
は
繊
細
な
毛
の
か
け
ら
で
、
「
依

報
」
（
生
活
環
境
の
こ
と
）
は
微
塵
で
す
。
大
き
い
面
か
ら

言
え
ば
空
虚
法
界
に
遍
在
す
る
一
切
の
物
事
に
喩
え
ら
れ
、

こ
の
一
切
の
物
事
は
智
慧
と
覚
悟
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏

は
一
つ
の
代
名
詞
で
こ
れ
ら
の
万
事
万
物
を
表
し
、
す
な
わ

ち
「
法
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
「
仏
法
」
と
い

う
二
つ
の
字
の
綴
り
は
限
り
の
な
い
智
慧
と
覚
悟
と
い
う
意

味
に
転
じ
ま
す
。
中
国
の
古
い
諺
で
「
仏
法
無
辺
」
（
仏
法

に
は
辺
界
と
限
界
が
な
い
）
と
云
い
、
本
当
に
そ
の
通
り
で
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す
。
覚
る
客
体
は
限
り
が
な
く
、
覚
る
主
体
で
あ
る
智
慧
も

限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
無
量
無
辺
の
智
慧
と
覚
悟
は
自

身
の
本
能
で
す
。

但
し
、
仏
法
に
は
、
理
論
上
分
り
難
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
仏
は
「
我
々
の
本
来
あ
る
智
慧
と
覚
悟
は
、
智
慧
と
覚

悟
の
対
象
に
な
る
物
と
は
一
体
で
、
二
つ
の
も
の
で
は
な

い
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
理
解
し
難
い
で
し
ょ

う
。
も
し
仏
の
言
葉
が
本
当
で
あ
る
な
ら
（
実
際
は
真
実
に

違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
）
、
こ
の
智
慧
と
覚
悟
は
究
極
円
満
な

る
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
を
信
ず
る
べ
き
で
す
。

も
し
「
能
知
」
（
主
体
で
あ
る
智
慧
）
と
「
所
知
」
（
客
体

で
あ
る
智
慧
の
対
象
）
は
対
立
す
る
も
の
な
ら
、
こ
の
智
慧

と
覚
悟
は
円
満
で
あ
る
法
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
有
限
で
あ
っ
て
、
究
極
円
満
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
仏
は
「
能
知
、
能
覚
」
（
智
慧
、
悟
り
）
と

「
所
知
、
所
覚
」
（
智
慧
の
対
象
、
覚
り
の
対
象
）
が
一
で

あ
り
、
不
二
、
一
如
（
一
は
不
二
、
如
は
不
異
）
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
仏
法
の
中
で
熟
知
さ
れ
る
「
一
真
法
界
」
（
円

覚
を
得
た
仏
の
世
界
）
及
び
「
華
厳
世
界
」
で
最
も
真
実
性

の
あ
る
こ
と
で
、
最
も
円
満
な
る
こ
と
で
、
最
高
の
領
域
と

な
り
ま
す
。
浄
土
宗
で
い
う
極
楽
浄
土
は
一
真
法
界
に
属
し

て
い
ま
す
。
以
上
の
説
明
で
、
我
々
は
「
仏
法
」
に
含
ま
れ

て
い
る
意
味
の
一
通
り
認
識
を
得
た
で
し
ょ
う
。

民
国
初
年
、
欧
陽
竟
無
と
い
う
名
の
方
は
当
時
の
一
大
仏

学
者
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
南
京
に
て
支
那
内
学
院
を
創
立

し
、
出
家
と
在
家
の
両
方
を
含
め
数
多
く
の
仏
教
人
材
が
輩

出
し
ま
し
た
。
こ
の
大
師
は
民
国
十
二
年
に
第
四
中
山
大
学

（
現
南
京
師
範
大
学
）
で
「
仏
法
は
宗
教
で
も
な
く
、
哲
学

で
も
な
く
、
今
日
の
必
需
で
あ
る
」
と
い
う
題
目
の
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
中
国
の
仏
教
界
で
大
き
な
反

響
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
彼
は
沢
山
の
事
例
に
て
仏
法
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
と
、
仏
法
の
正
確
な
概
念
を
陳
述
し

ま
し
た
。
こ
の
講
演
の
内
容
は
、
王
恩
洋
居
士
に
よ
っ
て
整

理
さ
れ
、
一
冊
の
本
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
で

も
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
こ
の
よ
う
な
事

で
、
彼
の
観
点
は
非
常
に
正
し
い
も
の
と
言
え
ま
す
。
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仏教とは、釈迦牟尼が一切の衆生に対して行う多元的で至善円満な社会教育である。

釈迦牟尼は、諸法（この世に存在する有形・無形の一切のもの）は平等であり、自性（そのものが本来備え

ている真の性質）は本来偽りのないものであり、功徳の力を持った宇宙の人生真相であると述べられた。
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二
、仏
教
と
は
何
で
す
か
？

仏
教
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
こ
れ
は
仏
教
を

学
ぶ
人
に
と
っ
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
す
。
「
仏

教
」
は
仏
陀
の
教
え
で
す
。
仏
が
九
法
界
の
衆
生
に
対
す
る

至
善
で
円
満
な
る
教
育
で
す
。
教
え
の
内
容
は
無
量
無
辺
な

事
柄
と
道
理
を
包
括
し
て
お
り
、
大
学
で
の
授
業
の
全
学

科
よ
り
も
内
容
は
更
に
豊
富
で
す
。
時
間
の
観
点
か
ら
言
え

ば
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
論
じ
る
も
の
で
す
。
空
間
の
観

点
か
ら
言
え
ば
、
今
現
在
の
生
活
か
ら
限
り
の
な
い
宇
宙
世

界
ま
で
探
究
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
仏
教
は
仏

の
教
え
で
あ
り
、
教
育
で
あ
り
ま
す
。
宗
教
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
智
慧
に
よ
っ
て
宇
宙
人
生
を
覚
る
と
い
う
教
育

で
す
。
中
国
孔
子
の
教
育
は
一
世
「
一
生
」
で
、
生
か
ら
死

ま
で
の
教
育
で
あ
り
、
仏
法
は
三
世
に
わ
た
る
教
育
で
す
。

す
な
わ
ち
過
去
・
現
在
・
未
来
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
仏
教
は
本
当
に
教
育
で
す
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
以
下
の
点
を
よ
く
観
察
し
て
見
れ
ば
分
か
る

で
し
ょ
う
。
日
常
生
活
の
中
で
は
、
教
育
体
制
に
於
い
て
の

み
師
と
生
徒
の
呼
び
方
を
し
ま
す
。
我
々
は
釈
迦
牟
尼
仏
を

元
祖
、
始
祖
と
称
呼
し
、
す
な
わ
ち
本
師
、
根
本
の
師
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
い
わ
ゆ
る
こ
の
教
育
は
世
尊
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
世
尊
は
創
始
者
で
す
。
我
々

は
自
分
の
こ
と
を
「
弟
子
」
と
呼
び
ま
す
。
弟
子
は
中
国
古

来
の
学
生
が
自
分
に
対
す
る
呼
名
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
衆
生
と
仏
の
関
係
は
生
徒
と
師
の
関
係
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
し
ょ
う
。
宗
教
上
は
上
帝
と
信

者
の
関
係
は
、
師
と
弟
子
と
い
う
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仏
教
で
は
、
は
っ
き
り
と
こ
の
事
を
解
き
明
か
し
て
お
り
ま

す
。
仏
は
我
々
の
師
で
あ
り
、
菩
薩
は
我
々
の
同
級
生
及
び

先
輩
に
当
た
り
ま
す
。
菩
薩
と
我
々
の
関
係
は
先
輩
と
後
輩

の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
で
、
我
々
は
出
家
の
人
々
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を
「
和
尚
」
と
呼
び
ま
す
が
、
実
際
に
、
各
寺
院
に
「
和

尚
」
に
な
れ
る
方
は
一
人
だ
け
で
す
。
「
和
尚
」
は
梵
語

で
、
訳
さ
れ
る
と
、
「
親
教
師
」
で
、
す
な
わ
ち
直
接
教
え

て
く
れ
る
師
と
い
う
意
味
に
あ
り
ま
す
。
直
接
の
指
導
教
師

で
、
生
徒
と
非
常
に
親
密
な
る
関
係
で
す
。
直
接
指
導
し
て

く
れ
る
師
以
外
は
「
法
師
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
学

校
で
沢
山
の
教
師
の
中
で
、
自
分
を
指
導
し
た
こ
と
の
な
い

教
師
の
場
合
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
「
和
尚
」
と
「
法
師
」

の
違
い
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
「
和
尚
」
を
代
表
し
て
授
業

す
る
人
は
「
阿
闍
梨
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
阿
闍
梨
の
言
行
は

我
々
の
模
範
で
、
阿
闍
梨
は
我
々
の
真
の
師
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
故
、
我
々
は
阿
闍
梨
を
師
と
尊
敬
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

呼
名
は
教
育
界
の
専
属
名
詞
で
、
宗
教
界
に
は
同
様
な
言
葉

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
宗
教
で
は
な
く
、
教
育
で
あ

る
こ
と
を
証
明
出
来
ま
す
。

尚
、
仏
教
道
場
の
組
織
か
ら
見
れ
ば
、
寺
院
は
仏
教
教
育

と
仏
教
芸
術
が
融
合
さ
れ
た
産
物
機
構
で
す
。
現
在
の
学

校
と
博
物
館
が
合
併
さ
れ
た
形
式
と
似
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
現
代
で
い
う
芸
術
教
育
の
こ
と
で
す
。
現
代
人
は
い
つ

も
芸
術
と
い
う
こ
と
を
口
に
し
ま
す
が
、
仏
教
の
教
育
で
は

二
、
三
千
年
前
か
ら
す
で
に
芸
術
教
育
が
浸
透
し
て
お
り
ま

し
た
。
寺
院
の
組
織
か
ら
見
て
も
現
代
の
学
校
と
類
似
す
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

「
和
尚
」
と
は
学
校
の
学
長
に
相
当
し
、
教
育
政
策
を
練

る
人
で
あ
り
、
講
義
内
容
を
定
め
、
教
師
を
招
聘
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
和
尚
の
職
務
で
あ
り
、
和
尚
の
下
に
三
人

の
助
手
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
の
寺
院
で
は
主
事
と
言

い
ま
す
。
教
務
を
担
当
す
る
人
は
「
典
座
」
（
て
ん
ざ
）

で
、
訓
導
を
担
当
す
る
人
は
「
維
那
」
（
い
な
）
で
、
総
務

を
担
当
す
る
人
は
「
監
寺
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
名
称
は
学
校

と
異
な
り
ま
す
が
、
執
行
さ
れ
る
職
務
は
全
く
同
様
で
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
寺
院
の
組
織
は
学
校
と
同
様
、
し
か
も
よ

く
完
備
さ
れ
て
い
る
学
校
で
す
。
仏
教
の
創
始
及
び
中
国
仏

教
が
成
立
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
顧
み
る
と
、
そ
の
体
制
の

一
貫
は
教
育
体
系
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
の
事
実

を
明
白
に
認
識
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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三
、現
代
の
異
体
仏
教

現
在
社
会
で
は
、
仏
教
に
は
少
な
く
と
も
四
種
類
の
異
な

っ
た
形
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
四
種
類
の
形
態
は
、
分
別
の

つ
か
な
い
人
々
を
困
惑
さ
せ
て
い
ま
す
。

第
一
、
伝
統
的
仏
教
。
す
な
わ
ち
「
仏
陀
の
教
育
」
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
釈
迦
牟
尼
仏
本
来
の

主
旨
で
す
が
、
現
在
で
は
伝
統
的
仏
教
は
珍
し
く
な
っ
て
お

り
、
よ
く
見
か
け
る
の
は
多
少
変
質
し
て
い
る
仏
教
で
す
。

第
二
、
宗
教
的
仏
教
。
仏
教
は
本
来
宗
教
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
現
在
で
は
宗
教
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
対
し
我
々
も
反
論
出
来
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
か
と
言
う

と
、
外
見
上
は
本
当
に
宗
教
に
見
え
る
か
ら
で
す
。
か
つ
て

の
寺
院
で
は
、
毎
日
八
時
間
の
授
業
を
す
る
の
は
普
通
で
し

た
。
し
か
し
、
今
は
ど
こ
に
も
一
日
に
八
時
間
の
授
業
を
す

る
寺
院
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
古
代
の
中
国
の
寺
院
は
毎
日

八
時
間
の
授
業
を
し
、
八
時
間
の
修
行
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
修
行
方
式
に
は
坐
禅
と
念
仏
の
二
種
類
の
修
行
が
あ
り

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
毎
日
十
六
時
間
の
修
行
を
保
つ
こ
と
が

出
来
、
「
解
」(

理
解)

と
「
行
」
（
実
行
）
は
相
応
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
授
業
は
聴
講
と
研
究
討
論
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
理
論
上
の
事
を
指
し
ま
す
。
清
浄
心

を
養
い
、
「
覚
、
正
、
浄
」
を
探
り
求
め
ま
す
。
毎
日
十
六

時
間
を
修
行
に
費
や
し
て
い
れ
ば
、
妄
念
は
自
然
に
少
な
く

な
り
、
成
就
も
早
ま
り
ま
す
。
し
か
し
現
在
よ
く
見
か
け
る

仏
教
の
道
場
は
、
た
だ
毎
日
仏
を
拝
む
所
が
多
く
、
少
し
の

福
報
を
得
ら
れ
る
だ
け
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
仏
教
は
本
当
に
宗
教
に
変
身
し
か
ね
ま
せ
ん
。

第
三
、
仏
学
。
仏
教
は
学
術
と
哲
学
に
転
じ
た
結
果
で

す
。
現
在
一
部
の
大
学
で
「
仏
教
哲
学
」
と
い
う
学
科
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
法
は
哲
学
と
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
ど
う
し
て
仏
法
を
哲
学
と
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と

は
、
間
違
い
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
よ
く
考
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え
て
く
だ
さ
い
。
仏
教
教
育
は
よ
く
完
備
さ
れ
て
い
る
大
学

の
教
育
で
あ
り
、
各
学
科
全
部
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

哲
学
に
な
り
ま
す
と
、
こ
の
一
科
目
だ
け
に
限
定
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
為
、
こ
の
見
方
も
間
違
っ
て
い
ま
す
。
欧
陽

氏
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
演
説
し
ま
し
た
。
仏
教
は
哲
学
で

は
な
く
宗
教
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
法
は
仏
法
そ
の
も
の
で

あ
り
、
一
切
の
衆
生
に
と
っ
て
必
需
な
こ
と
で
す
。
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
に
言
い
切
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
仏
法
は
我
々

生
活
の
中
で
す
べ
て
の
直
面
し
て
い
る
問
題
を
解
決
出
来
ま

す
。
現
在
の
生
活
問
題
か
ら
将
来
の
生
死
一
大
事
ま
で
解
決

出
来
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
理
解
し
て
い
る
仏

教
の
教
育
内
容
の
奥
深
さ
と
幅
広
さ
は
氷
山
の
一
角
で
、
学

術
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
完
全
な
間
違
い
で
す
。

第
四
、
邪
道
の
仏
教
。
こ
れ
は
最
近
三
、
四
十
年
の
間
に

出
現
し
た
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
不
幸
な
事
で
す
。
皆
さ
ん

が
周
知
の
如
く
、
仏
教
は
善
の
教
え
を
主
旨
に
し
て
い
ま

す
。
人
が
良
い
人
間
に
な
る
事
を
勧
め
て
い
ま
す
。
学
術
仏

教
は
真
理
を
求
め
知
識
を
研
究
し
て
お
り
、
社
会
に
危
害
を

加
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
邪
教
に
な
れ
ば
、
正
し

い
道
か
ら
外
れ
、
人
間
性
の
弱
点
を
利
用
し
仏
教
の
名
義
で

衆
生
を
騙
し
、
傷
付
け
、
社
会
秩
序
を
乱
し
、
民
衆
の
安
全

を
脅
か
す
等
の
不
良
事
態
に
な
り
ま
す
。
そ
い
う
こ
と
は
変

質
し
て
お
り
、
変
わ
り
過
ぎ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
邪
教
は

宣
伝
文
句
を
使
い
、
人
々
を
誘
惑
し
て
い
ま
す
。
一
旦
邪
教

に
関
わ
っ
て
し
ま
い
、
騙
さ
れ
た
と
気
づ
い
た
時
は
後
悔
し

て
も
遅
い
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
、
現
代
社
会
の
中
に
は
主
に
こ
の
四
種
類
の
仏

教
が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
目
を
光
ら
せ
、
よ
く
見
分
け
、
よ

く
考
え
、
一
体
ど
う
い
う
仏
法
を
学
ん
だ
ら
我
々
が
真
に
幸

福
を
つ
か
め
る
の
か
を
明
白
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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四
、仏
陀
の
教
育
目
標

（
一
）仏
教
の
学
位
制
度

仏
教
が
教
育
で
あ
れ
ば
、
そ
の
教
育
目
的
は
何
で
す
か
？

釈
迦
牟
尼
仏
は
た
く
さ
ん
の
経
論
の
中
で
度
々
「
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
」
を
言
及
し
ま
す
。
こ
れ
は
梵
語
音
訳
で
、
尊

敬
の
た
め
訳
さ
ず
、
こ
の
事
は
仏
教
教
育
の
総
目
標
で
す
。

中
国
語
に
訳
さ
れ
る
と
「
無
上
正
等
正
覚
」
と
い
う
意
味
で

す
。
そ
れ
で
は
三
段
階
に
分
け
て
説
明
い
た
し
ま
す
。
こ
の

三
段
階
と
は
「
正
覚
」
、
「
正
等
正
覚
」
、
「
無
上
正
等
正

覚
」
で
あ
り
ま
す
。

世
尊
は
、
世
間
の
人
で
も
宇
宙
人
生
に
対
す
る
覚
悟
が
あ

る
が
、
但
し
覚
悟
の
程
度
は
円
満
で
は
な
い
と
説
か
れ
ま
し

た
。
科
学
者
、
哲
学
者
、
宗
教
家
た
ち
は
、
世
間
の
物
事
を

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
「
正
覚
」
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
彼
ら
は
覚
悟
し
て
い
ま
す

が
、
煩
悩
は
ま
だ
断
ち
切
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
未
だ
「
貪
、

瞋
、
痴
、
慢
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
是
と
非
、
他
人
と
自

我
が
あ
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
は
凡
夫
で
あ
り
、

聖
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
「
正
覚
」
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
も
し
貪
、
瞋
、
痴
、
慢
、
人
と
我
、
是
と
非
、
煩
悩
を

全
て
断
ち
切
っ
て
煩
悩
を
払
え
た
ら
、
仏
は
初
め
て
こ
の
人

を
「
正
覚
」
と
認
め
ま
す
。
「
正
覚
」
と
い
う
学
位
を
獲
得

出
来
る
こ
と
で
す
。
仏
教
で
は
こ
の
人
に
「
阿
羅
漢
」
と
い

う
称
号
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
は
最
初
の
学
位
で
す
。
「
阿
羅

漢
」
の
次
の
学
位
は
「
正
等
正
覚
」
と
な
り
ま
す
。
「
等
」

と
は
仏
に
等
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
仏
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
「
等
」
と
い
う
の
は
心
の
用
い
方
が
仏
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
で
す
。
「
阿
羅
漢
」
の
心
の
用
い
方
は
仏
と
違

い
、
我
々
と
同
じ
な
の
で
す
。
阿
羅
漢
が
我
々
と
違
う
と
こ

ろ
は
、
我
々
に
煩
悩
が
あ
り
、
彼
ら
に
は
煩
悩
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
心
を
仏
教
で
は
、
「
識
心
」
と
言
い
ま
す
。
本
物

の
心
で
は
な
く
、
真
の
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
本

物
で
な
い
心
、
す
な
わ
ち
妄
心
の
働
き
に
よ
っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
人
と
の
付
き
合
い
は
度
合
い
を
過
ぎ
な
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い
よ
う
心
掛
け
る
べ
き
で
す
。
人
に
好
か
れ
た
時
に
は
、
真

実
で
は
な
い
こ
と
を
悟
る
べ
き
で
す
。
本
物
で
は
な
い
感
情

の
前
で
本
気
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
気
に
な
っ
た
ら

煩
悩
が
起
こ
り
ま
す
。
世
間
の
人
は
、
よ
く
好
き
な
人
に
対

し
、
愛
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
結
婚
し
て
間
も

な
く
、
い
つ
の
間
に
か
離
婚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
人

生
を
真
剣
に
生
き
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
感
情

は
真
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
菩
薩
は
真
心
を
使
い
ま
す
。
真

心
は
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
仏
は
真
心
を
使
い
、

菩
薩
も
真
心
を
用
い
ま
す
。
仏
の
心
は
「
円
満
的
真
心
」
で

あ
り
、
菩
薩
の
心
は
「
分
証
的
真
心
」
で
す
。
仏
は
、
経
典

の
中
で
月
に
喩
え
て
説
か
れ
て
い
ま
す
。
仏
の
心
は
十
五
夜

の
満
月
の
如
き
で
す
。
そ
し
て
、
菩
薩
の
心
は
三
日
月
の
如

き
で
す
。
三
日
月
の
月
光
に
し
て
も
、
本
物
の
光
で
あ
り
、

只
ま
だ
円
満
に
な
っ
て
い
な
い
だ
け
の
こ
と
で
す
。
欠
け
た

月
も
菩
薩
の
心
で
あ
り
、
真
心
で
あ
り
、
た
だ
ま
だ
円
満
に

な
っ
て
い
な
い
だ
け
の
こ
と
で
す
。
満
月
に
な
る
と
、
「
正

等
正
覚
」
に
な
り
ま
す
。
阿
羅
漢
と
辟
支
仏
が
用
い
る
心

は
、
水
面
に
映
っ
て
い
る
月
と
鏡
に
映
っ
て
い
る
花
の
如
き

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
鏡
花
水
月
」
の
こ
と
で
、
本
物
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
心
の
持
ち
方
か
ら
見
る
と
、
菩
薩
と
仏
の
心
は

極
め
て
相
似
し
て
い
ま
す
。
本
物
の
心
で
す
。
初
心
の
菩
薩

は
一
品
の
無
明
を
破
り
、
一
分
の
法
身
を
証
得
す
れ
ば
、
そ

の
心
も
本
物
の
心
に
な
り
、
絶
対
に
虚
偽
が
な
く
、
「
正
等

正
覚
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の
段
階
の
学
位
は
「
菩
薩
」
と
称

せ
ら
れ
ま
す
。
阿
羅
漢
が
学
士
、
菩
薩
が
修
士
、
仏
が
博
士

に
喩
え
ら
れ
ま
す
。
其
の
為
、
仏
と
は
通
称
で
あ
り
、
釈
迦

牟
尼
仏
は
一
人
の
専
属
名
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
衆
生
は
智

慧
が
究
極
円
満
に
達
し
た
ら
、
真
心
円
証
の
仏
と
な
り
ま

す
。
仏
が
達
し
た
境
地
は
「
無
上
正
等
正
覚
」
の
こ
と
で

す
。
前
述
し
た
よ
う
に
仏
、
菩
薩
、
阿
羅
漢
は
仏
教
学
位
の

名
称
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
仏
菩
薩
等
は
人
間

で
、
仙
人
や
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
菩
薩
を
神
様
と
思
っ

た
ら
間
違
い
で
す
。
要
す
る
に
仏
は
宇
宙
人
生
の
真
相
を
完

全
に
明
瞭
に
し
、
円
満
な
る
智
慧
を
獲
得
し
て
い
る
人
で

す
。
円
満
な
る
智
慧
を
得
る
こ
と
は
仏
教
の
教
え
の
最
終
目
標
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で
す
。
従
っ
て
、
仏
法
は
智
慧
の
教
育
で
あ
り
、
智
慧
の
教

学
で
あ
り
ま
す
。

（
二
）仏
教
の
教
学
目
標

仏
教
教
学
の
目
標
は
、
徹
底
的
に
「
迷
信
」
を
除
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
仏
法
で
は
、
よ
く
「
破
迷
開
悟
，
離
苦
得

樂
」
と
言
い
ま
す
。
「
迷
」
と
は
、
自
分
自
身
と
自
分
が
生

活
し
て
い
る
環
境
の
真
相
に
つ
い
て
明
瞭
に
し
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
真
相
が
分
か
ら
ず
、
見
方
と
考
え
方
が
誤
っ
て
い

る
故
、
行
動
も
間
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
苦
を

招
き
ま
す
。
も
し
真
に
宇
宙
人
生
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
て
、
見
方
、
考
え
方
、
遣
り
方
が
全
て
正
し
け
れ

ば
、
人
生
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
「
破
迷
開

悟
」
（
迷
い
を
除
い
て
悟
り
を
開
く
こ
と
）
と
は
、
原
因
の

事
を
言
い
ま
す
。
「
離
苦
得
楽
」
（
苦
を
離
れ
て
楽
を
得
る

こ
と
）
と
は
、
結
果
を
表
す
事
で
す
。
こ
の
目
的
を
達
成
す

る
為
に
は
、
「
破
迷
開
悟
」
（
迷
信
を
除
き
、
真
の
智
慧
が

開
け
る
こ
と
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
現
実
の
環
境
の
中
で
識
別
能
力
が
備
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
何
を
識
別
す
る
か
と
言
う
と
、
真
、
妄
、
邪
、
正
、

是
、
非
、
及
び
善
、
悪
、
利
、
害
な
ど
の
こ
と
で
す
。
そ
し

て
す
べ
て
の
衆
生
が
理
性
、
大
覚
（
仏
の
さ
と
り
を
得
る
こ

と
）
、
奮
発
、
積
極
性
、
楽
観
、
前
向
き
で
慈
悲
心
を
以
て

世
間
に
利
益
を
与
え
る
よ
う
な
宇
宙
人
生
観
を
築
け
る
助
け

と
な
り
ま
す
。
仏
教
は
消
極
的
で
は
な
く
、
時
代
遅
れ
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
に
真
の
利
益
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
事

は
明
ら
か
で
す
。
『
無
量
寿
経
』
に
曰
く
、
仏
教
は
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
衆
生
が
直
面
し
て
い
る
苦
難
と
問
題
を
解
決
し
て

く
れ
ま
す
。
我
々
各
人
に
、
一
生
の
中
で
幸
福
、
家
庭
円

満
、
社
会
調
和
、
豊
か
な
国
家
、
世
界
和
平
と
い
う
目
標
を

実
現
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
仏
教
の
世
間
に
於
け

る
目
標
で
す
。
更
な
る
遠
い
目
標
は
、
煩
悩
を
断
ち
切
り
、

三
界
を
越
す
こ
と
で
、
更
な
る
殊
勝
な
事
で
す
。
所
以
に
仏

法
は
教
学
で
あ
り
、
真
、
善
、
美
、
慧
、
及
び
永
遠
な
る
真

実
と
幸
福
な
ど
の
教
育
成
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
事
を
認

識
す
べ
き
で
す
。
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仏の弟子として孝道を歩もう。孝は人が本来持つものであり、心に孝がなければ、いくら善

行を積んでもそれはすべて偽善であり、徳にはならない。それは根を失った草木のようである。

行為に孝道があれば、徳を積むことは容易である。



五
、仏
教
教
育
の
入
門
―
―

地
蔵
経

（
一
）大
円
満

仏
教
の
教
学
目
的
と
方
針
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
仏
が
一
生
の
中
で
説
法
し
た
法
の
こ
と
を
説
明
し

ま
し
ょ
う
。
仏
は
ど
う
い
う
法
を
説
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
宇
宙
人
生
の
真
相
を
説
き
明
か
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
後
に
仏
の
弟
子
た
ち
が
そ
れ
ら
を
文
字
と
し
て
記
録

し
、
現
在
の
経
典
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
経
典
は
仏
教
の

教
科
書
で
、
大
乗
仏
教
の
啓
蒙
と
な
る
経
典
は
『
地
蔵
経
』

で
あ
り
ま
す
。
仏
教
の
入
門
書
で
す
。
仏
法
に
含
ま
れ
て
い

る
真
実
な
る
意
義
は
『
地
蔵
経
』
の
中
に
明
白
に
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
但
し
言
語
で
は
な
く
、
光
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
示
し
て
い
ま
す
。
仏
は
こ
の
法
会
の
始
ま
り
か
ら
大
い
に

光
明
を
発
し
、
無
量
な
る
光
明
を
発
し
て
い
ま
し
た
。
経
文

に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
：
大
円
満
光
明
雲
、

大
慈
悲
光
明
雲
、
大
智
慧
光
明
雲
、
大
般
若
光
明
雲
、
大
三

昧
光
明
雲
…
大
讃
嘆
光
明
雲
ま
で
と
記
し
て
い
ま
す
。
十
の

光
明
雲
は
法
を
表
し
て
い
ま
す
。
十
種
類
の
み
で
は
な
く
、

無
量
無
辺
の
意
味
を
表
す
事
で
す
。
中
国
人
の
一
般
的
な

考
え
で
は
一
か
ら
十
ま
で
は
、
完
成
す
る
意
味
が
あ
り
、

「
十
」
は
円
満
を
表
す
数
字
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
無
量
寿

経
』
の
「
無
量
」
と
全
く
同
じ
意
味
で
す
。
『
無
量
寿
経
』

の
「
無
量
」
は
い
わ
ゆ
る
『
地
蔵
経
』
の
「
円
満
」
と
同
じ

事
で
す
。
円
満
と
は
、
十
種
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た

が
、
無
量
と
言
え
ば
「
寿
」
だ
け
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
の
中

に
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
無
量
な
寿
だ
け
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
こ
と
が
無
量
で
す
。
一
切
の
無
量
の
中
で
、

寿
命
は
一
番
重
要
で
す
。
ど
う
い
う
訳
で
こ
の
よ
う
に
言
え

る
で
し
ょ
う
か
？
譬
え
無
量
な
る
土
地
と
無
量
な
る
財
宝
を

所
有
し
て
も
、
も
し
寿
命
が
な
け
れ
ば
享
受
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
浄
土
宗
で
は
単
な
る
「
寿
」
で
一
切
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の
無
量
を
代
表
し
、
代
わ
り
に
『
地
蔵
経
』
で
は
十
種
類
の

光
明
雲
で
代
表
し
て
い
ま
す
。
「
一
即
是
多
，
多
即
是
一
」

（
一
は
即
ち
多
数
で
、
多
数
は
即
ち
一
で
あ
る
）
。
無
限
な

宇
宙
人
生
を
す
べ
て
説
明
し
尽
く
せ
ま
す
。
仏
は
ど
う
い
う

事
に
基
づ
い
て
説
法
さ
れ
、
宇
宙
人
生
の
真
相
を
説
明
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
第
一
は
、
「
大
円
満
光
明
雲
」
で
す
。

密
宗
の
「
大
円
満
」
は
顕
宗
の
「
真
如
自
性
」
の
事
で
す
。

真
如
自
性
は
す
な
わ
ち
大
円
満
で
す
。
真
心
、
一
番
で
あ
る

真
諦
は
皆
大
円
満
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
述
べ
ら
れ

る
九
種
類
の
事
は
皆
「
大
円
満
」
を
説
明
す
る
も
の
で
す
。

「
慈
悲
」
、
「
智
慧
」
は
円
満
で
、
す
べ
て
が
円
満
で
あ

り
、
万
事
が
円
満
で
す
。
円
満
で
な
い
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
大
円
満
と
言
い
、
す
な
わ
ち
我
々
の
真
如
本
性
で

す
。
仏
は
こ
こ
か
ら
無
量
無
辺
な
経
典
を
説
か
れ
、
宇
宙
人

生
の
真
相
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
説
か
れ
た
全
て
の
も

の
は
我
々
が
本
来
具
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
元
々
持
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
世
尊
が
四
十
九
年
間
に
わ
た
り

説
法
さ
れ
た
の
は
、
す
べ
て
我
々
自
身
の
事
に
対
し
て
の
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
教
育
は
他
の
一
般
的
な
教
育
と
違

っ
て
、
我
々
自
身
と
関
り
切
れ
な
い
も
の
で
す
。
要
す
る

に
、
世
尊
は
一
切
の
衆
生
に
ど
う
い
う
法
を
説
い
た
か
と
い

う
と
、
一
言
で
言
え
ば
大
円
満
な
る
法
を
説
か
れ
て
い
ま
し

た
。世

間
の
人
々
は
毎
日
何
の
為
に
苦
労
し
て
一
生
懸
命
働
く

の
で
し
ょ
う
か
？
ど
う
い
う
原
動
力
で
、
毎
日
早
く
出
て
遅

く
帰
る
よ
う
な
事
を
維
持
さ
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
み

な
さ
ん
が
周
知
の
通
り
、
「
名
」
と
「
利
」
の
為
で
す
。

「
利
」
は
「
名
」
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
何
も

報
酬
が
な
く
一
文
も
貰
え
な
か
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ま
だ
仕

事
を
続
け
る
で
し
ょ
う
か
？
自
然
に
気
が
落
ち
て
、
気
力
が

失
わ
れ
て
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
社
会

機
能
を
回
転
さ
せ
る
原
動
力
は
「
利
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
次
は
「
名
」
（
名
誉
）
の
為
で
す
。
仏
と
菩
薩
が
我
々

よ
り
大
変
辛
労
で
十
法
界
の
中
で
努
力
し
、
真
面
目
に
教
学
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を
す
る
の
は
ど
う
い
う
力
に
動
か
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
力
は
二
番
目
の
「
大
慈
悲
光
明
雲
」
に
よ
る
も
の

で
す
。
母
親
が
自
分
の
子
に
、
特
に
ま
だ
赤
ん
坊
で
あ
る
子

に
対
し
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
面
倒
を
見
る
の
は
何
の
為
で

し
ょ
う
か
？
利
の
為
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
名
の
為
で
し

ょ
う
か
？
ど
ち
ら
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
内
心
か
ら
の

愛
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
愛
を
込
め
て
い
る
心
を
慈
悲
心
と

言
い
ま
す
。
仏
は
大
慈
大
悲
の
心
で
一
切
の
衆
生
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
愛
は
平
等
で
無
条
件
な
も
の
で
す
。
こ
の

大
慈
大
悲
は
表
し
切
れ
な
い
強
大
な
力
で
永
久
に
諸
仏
、
諸

菩
薩
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
諸
仏
、
諸
菩
薩
は
終
わ
り
な
く

十
方
世
界
で
無
量
無
辺
の
衆
生
を
教
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
慈

悲
と
は
重
要
な
事
で
あ
り
、
「
大
円
満
光
明
雲
」
の
次
に

重
要
な
の
は
「
大
慈
悲
光
明
雲
」
に
な
り
ま
す
。
仏
法
を

学
ぶ
事
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
修
行
で
あ
り
、
他
人
に

も
勧
め
、
法
を
押
し
広
め
、
衆
生
を
利
益
す
る
殊
勝
な
行
為

で
す
。
仏
法
を
他
人
に
紹
介
し
、
勧
め
る
の
は
ど
う
い
う
力

か
ら
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
も
慈
悲
の
動
力
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
が
本
当
の
仏
法
で
す
。
も
し
「
名
」
の
為
、

す
な
わ
ち
知
名
度
の
為
に
説
法
す
る
な
ら
、
或
い
は
「
利
」

の
為
、
一
回
の
講
演
に
い
く
ら
か
の
報
酬
を
も
ら
う
為
で
あ

る
な
ら
ば
、
大
間
違
い
で
す
。
そ
れ
は
仏
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
完
全
に
仏
法
の
精
神
に
反
す
る
事
で
す
。
仏
法
で
は
、

自
分
が
修
行
す
る
事
と
、
他
人
を
教
化
す
る
事
は
完
全
に
無

条
件
で
す
。
仏
法
の
流
通
も
同
様
で
す
。
現
代
版
の
経
典
に

は
、
よ
く
「
著
作
権
に
よ
り
複
製
禁
ず
」
と
い
う
文
字
が
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
商
売
で
あ
り
、
衆
生
を
利
益
す

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
仏
教
の
本
を
貰
っ
た
ら
、

ま
ず
版
権
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
も
し
そ
の
よ
う
な
文
字
が
あ
れ

ば
、
絶
対
に
読
み
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
真
の

善
知
識
は
衆
生
に
恩
恵
を
受
け
さ
せ
る
為
で
あ
り
、
版
権
は

決
し
て
要
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
複
製
を
歓
迎
し
ま
す
。
真

の
善
知
識
は
、
常
に
広
大
な
心
、
報
恩
、
慈
悲
、
救
済
の
精

神
を
最
優
先
と
し
、
心
と
行
は
相
応
し
、
内
か
ら
流
れ
出
た
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言
語
と
教
誨
は
真
実
性
が
あ
り
、
必
ず
後
世
の
参
考
と
為
に

な
り
ま
す
。
心
の
狭
い
人
、
す
な
わ
ち
名
と
利
を
捨
て
ら
れ

な
い
人
は
、
良
い
も
の
が
書
け
ま
せ
ん
。
大
円
満
を
語
る
の

は
無
理
で
す
。
そ
う
い
う
本
を
読
む
と
い
う
事
は
時
間
の
無

駄
で
あ
り
、
全
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

慈
悲
と
は
理
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
感
情
的
に
な
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
感
情
的
に
な
る
の
は
迷
い
で
あ
り
、
間

違
い
で
す
。
仏
教
で
は
、
よ
く
「
慈
悲
為
本
，
方
便
為
門
」

（
慈
悲
を
原
則
と
し
、
方
便
を
方
法
と
す
る
）
と
言
い
ま

す
。
こ
れ
は
仏
が
衆
生
を
教
化
す
る
二
大
原
則
で
す
。
仏
教

で
は
、
又
「
慈
悲
は
災
難
を
生
み
出
し
、
方
便
も
卑
劣
に
繋

が
り
か
ね
な
い
」
と
別
の
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
最

初
の
説
と
正
反
対
に
な
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
も
し
理
性

を
失
っ
た
ら
、
感
情
で
事
を
判
断
し
行
動
す
る
と
な
る
と
、

慈
悲
は
災
難
に
な
り
、
方
便
も
卑
劣
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

続
け
て
「
智
慧
大
円
満
」
を
説
き
ま
す
。
円
満
な
る
智
慧
よ

り
円
満
な
る
慈
悲
が
自
然
に
外
に
現
れ
ま
す
。
智
慧
は
方
便

法
で
す
。
種
々
多
様
な
方
法
手
段
と
大
慈
悲
の
力
で
押
し
動

か
し
て
、
こ
の
よ
う
に
無
尽
な
衆
生
が
迷
い
を
除
き
、
悟
り

を
開
き
、
苦
を
離
れ
快
楽
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
四
つ

目
は
「
大
般
若
光
明
雲
」
、
円
満
な
る
般
若
。
「
般
若
」
と

「
智
慧
」
は
ど
う
い
う
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
『
大

般
若
経
』
で
は
、
「
般
若
は
無
知
、
無
所
不
知
」
（
自
性
の

智
慧
は
何
も
知
ら
な
い
、
作
用
す
れ
ば
知
ら
な
い
事
が
あ
り

ま
せ
ん
）
と
説
か
れ
ま
す
。
「
無
知
」
と
は
「
般
若
」
の
こ

と
で
、
「
無
所
不
知
」
と
は
「
智
慧
」
の
事
で
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
ひ
と
つ
は
「
体
」
で
、
ひ
と
つ
は
「
用
」
（
作

用
、
受
身
）
で
す
。
亦
は
別
の
角
度
か
ら
よ
り
明
白
に
な
り

ま
す
。
宇
宙
現
象
を
説
明
で
き
る
智
慧
は
「
智
慧
」
で
、
煩

悩
と
妄
想
を
断
ち
切
る
こ
と
の
出
来
る
智
慧
は
「
般
若
」
で

す
。
般
若
で
あ
る
智
慧
を
「
根
本
智
」
と
言
い
ま
す
。
宇
宙

現
象
を
説
明
で
き
る
智
慧
は
「
後
得
智
」
と
言
い
ま
す
。

「
後
得
智
」
は
「
根
本
智
」
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
も
し
宇
宙
が
大
円
満
で
あ
る
こ
と
を
体
得
出
来
な
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け
れ
ば
、
そ
の
事
実
を
説
明
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
中
国
の

禅
宗
も
単
に
禅
波
羅
蜜
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
「
般
若
波

羅
蜜
」
と
言
い
ま
す
。
六
祖
恵
能
大
師
は
『
壇
経
』
の
中

で
、
い
つ
も
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
」
を
唱
え
る
よ
う
に
弟

子
に
勧
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
禅
宗
は
禅
定
だ
け
で
は
な
く

般
若
も
修
し
て
い
ま
す
。

般
若
、
智
慧
と
は
、
智
慧
の
体
と
智
慧
の
作
用
で
、
「
無

知
」
と
「
無
所
不
知
」
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
無
知
で
あ
る

般
若
で
し
か
煩
悩
と
妄
想
を
断
ち
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
す
。
妄
想
と
煩
悩
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
ら
、
自
性
の
大

円
満
を
体
得
出
来
、
本
来
あ
る
能
力
が
回
復
さ
れ
て
来
ま

す
。
作
用
が
働
け
ば
知
ら
な
い
も
の
が
な
く
な
り
、
出
来
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
智
慧
と
般
若
の
光
明
雲
に
は
こ
う

い
う
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
種
の
智
慧
、

般
若
と
智
慧
は
、
共
に
前
に
言
及
し
た
教
学
の
目
的
で
あ
る

「
無
上
正
等
正
覚
」
の
事
で
す
。
す
な
わ
ち
、
究
極
で
円
満

な
る
智
慧
で
す
。

智
慧
と
は
、
我
々
の
本
能
と
自
性
が
本
来
具
わ
っ
て
い
る

も
の
で
、
元
々
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
今

は
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
仏
は
そ
の
真
相
を
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
我
々
が
迷
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

す
。
で
も
本
当
は
失
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
覚
悟
す
れ
ば
ま

た
智
慧
を
取
り
戻
せ
る
の
で
す
。
ど
う
い
う
方
法
で
迷
い
を

除
き
、
本
性
に
あ
る
円
満
な
る
智
慧
を
取
り
戻
せ
る
の
で
し

ょ
う
か
？
仏
は
こ
の
方
法
を
禅
定
に
あ
る
と
教
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
『
地
蔵
経
』
で
い
う
「
大
三
昧
光
明
雲
」
で
す
。

「
三
昧
」
は
梵
語
で
、
「
正
受
」
と
訳
さ
れ
、
す
な
わ
ち
禅

定
の
こ
と
で
す
。

仏
法
で
修
行
と
は
、
修
は
修
正
で
、
行
は
行
為
で
す
。
す

な
わ
ち
間
違
っ
た
行
為
を
修
正
す
る
こ
と
で
す
。
行
為
は
言

い
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
有
り
ま
す
。
で
す
か
ら
仏
法
は
無
量

無
尽
な
行
為
を
主
に
三
種
類
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
一
、
身

体
よ
り
生
じ
た
身
業
行
為
で
す
。
二
、
言
語
よ
り
生
じ
た
口

業
行
為
で
す
。
三
、
心
に
念
頭
が
起
き
る
と
い
う
意
業
行
為
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で
す
。
幾
ら
多
様
な
行
為
が
あ
っ
て
も
、
全
部
身
口
意
に
包

括
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
「
三
業
行
為
」
と
言
い
ま
す
。
考
え

の
間
違
い
、
見
解
の
間
違
い
、
話
の
間
違
い
、
動
作
の
間
違

い
、
こ
れ
ら
を
間
違
っ
た
行
為
と
言
い
ま
す
。
一
切
の
間
違

い
を
修
正
す
る
こ
と
は
修
行
に
な
り
ま
す
。
三
業
行
為
を
修

正
す
る
こ
と
は
心
を
主
と
し
ま
す
。
禅
宗
に
曰
く
「
修
行
は

根
本
か
ら
為
す
べ
き
で
あ
る
」
何
を
根
本
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
？
「
心
」
は
根
本
に
な
り
ま
す
。
念
頭
が
起
き
る
こ
と

は
根
本
の
こ
と
で
す
。
心
が
正
し
け
れ
ば
、
言
語
と
行
動
は

必
ず
正
し
い
し
、
心
が
正
し
く
な
け
れ
ば
、
真
似
し
て
も
、

本
物
に
は
な
れ
ず
、
す
ぐ
に
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
と

い
う
訳
で
、
心
か
ら
修
正
す
る
事
が
大
切
で
す
。
三
昧
は

「
心
定
」
（
心
は
定
に
維
持
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と
）
で

す
。
仏
法
の
行
門
は
無
量
無
辺
に
あ
り
ま
す
。
八
万
四
千
の

法
門
（
法
は
方
法
、
門
は
戸
と
道
の
こ
と
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
沢
山
の
方
法
と
道
は
、
す
べ
て
禅
定
を
修
す
る
為
に
あ

り
ま
す
。
禅
宗
だ
け
が
定
を
修
す
る
と
い
う
誤
解
を
無
く

し
て
下
さ
い
。
実
は
ど
の
宗
派
で
も
禅
定
を
修
し
て
い
ま

す
。
浄
土
宗
の
「
一
心
不
乱
」
と
は
、
禅
定
で
す
。
教
下

で
は
「
止
観
」
を
修
し
、
止
観
は
禅
と
い
う
事
で
す
。
密
宗

で
は
「
三
密
相
応
」
（
身
、
口
、
意
が
清
浄
に
な
る
こ
と
）

と
言
い
ま
す
。
相
応
と
は
禅
の
事
で
す
。
従
っ
て
、
仏
教
各

宗
派
と
法
門
で
用
い
ら
れ
る
名
称
は
違
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
同
じ
事
を
指
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
法
は
平
等
で
あ

り
、
異
な
る
道
で
も
同
じ
終
着
点
に
到
着
出
来
、
上
下
の
順

位
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
に
合
っ
た
方
法
で
、
自
分
が

使
い
や
す
く
自
由
自
在
に
発
揮
出
来
る
方
法
を
選
ぶ
べ
き
で

す
。
仏
法
の
学
習
で
最
も
大
切
な
の
は
、
一
種
の
法
門
に
専

念
す
る
事
で
す
。
た
く
さ
ん
の
法
門
を
勉
強
す
れ
ば
迷
い
を

生
じ
、
か
え
っ
て
成
就
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
常

に
重
要
な
認
識
で
す
。
「
三
昧
」
は
仏
教
で
最
も
大
切
な
部

分
と
要
点
で
す
。
戒
、
定
、
慧
と
い
う
三
学
科
で
、
戒
が
あ

る
た
め
禅
定
を
得
ら
れ
、
禅
定
が
あ
る
た
め
智
慧
が
開
き
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
、
般
若
智
慧
は
禅
定
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。
自
性
は
元
々
定
の
状
態
に
あ
り
、
動
く
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
大
三
昧
光
明
雲
」
と
言
い
ま
す
。
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十
種
の
光
明
雲
の
前
半
は
原
理
で
、
後
半
は
原
則
に
な
り

ま
す
。
原
則
の
一
番
目
は
「
大
吉
祥
光
明
雲
」
で
す
。
吉
祥

と
は
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
？
本
来
得
る
べ
き
も
の

が
獲
得
出
来
た
ら
「
吉
祥
」
で
、
貰
う
べ
き
で
は
な
い
も
の

を
得
た
ら
吉
祥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
吉
祥
の
定
義
で

す
。
こ
こ
に
は
非
常
に
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
無

尽
な
時
空
と
法
界
ま
で
、
理
論
で
あ
っ
て
も
、
現
象
で
あ
っ

て
も
、
す
べ
て
我
々
の
知
る
べ
き
事
で
、
一
切
の
万
事
万
物

の
受
用
も
我
々
が
得
る
べ
き
も
の
で
す
。
こ
れ
を
「
大
吉

祥
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
念
仏
し
、
西
方
極
楽
世
界
を

一
心
に
思
う
と
、
西
方
極
楽
世
界
で
の
依
正
荘
厳
（
自
身
と

環
境
が
殊
勝
で
あ
る
）
が
享
受
出
来
ま
す
。
も
し
華
蔵
世
界

に
生
ま
れ
た
ら
毘
盧
遮
那
仏
の
依
正
荘
厳
が
享
受
出
来
ま

す
。
こ
れ
は
吉
祥
の
本
来
の
意
味
で
す
。
仏
が
機
に
応
じ
て

説
法
す
る
こ
と
は
最
吉
祥
な
事
で
す
。
仏
が
法
を
説
く
原
則

は
、
一
、
真
理
に
反
し
な
い
事
、
す
な
わ
ち
決
し
て
宇
宙
人

生
の
真
相
に
反
す
る
事
を
し
ま
せ
ん
。
二
、
衆
生
の
程
度
に

適
合
す
る
事
で
す
。
も
し
程
度
が
釣
り
合
わ
な
く
、
程
度
の

浅
い
人
に
深
い
意
味
を
説
く
と
理
解
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

無
駄
で
、
不
吉
祥
に
な
り
ま
す
。
程
度
の
高
い
人
に
易
し
く

説
く
と
興
味
を
失
い
、
不
吉
祥
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

機
と
理
に
適
合
し
た
説
法
が
最
も
吉
祥
な
事
で
、
説
く
側
も

聞
く
側
も
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。
真
実
な
る
ご
利
益
を
得
ら

れ
て
、
こ
れ
が
最
も
吉
祥
な
事
で
あ
り
、
大
い
な
る
吉
祥
で

円
満
な
る
吉
祥
で
す
。

次
は
「
福
徳
」
に
入
り
ま
す
。
大
吉
祥
は
機
と
理
に
合
っ

て
、
衆
生
の
基
礎
に
適
合
す
る
事
で
す
。
現
代
の
人
々
は
、

い
つ
も
思
い
求
め
て
い
る
も
の
は
富
、
智
慧
、
健
康
と
長
寿

で
す
。
こ
れ
ら
は
今
の
生
活
に
欲
し
い
も
の
で
、
「
福
徳
」

の
事
で
す
。
も
し
仏
が
こ
れ
ら
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
な
か

っ
た
ら
、
仏
法
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
々
は
振
り
返
る
事
も
な

く
す
ぐ
に
去
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

か
？
今
欲
し
い
物
が
手
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
将
来
の
大
福
報

と
い
う
の
は
見
通
し
も
つ
き
ま
せ
ん
。
い
つ
享
受
出
来
る
の

か
に
は
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
因
っ
て
、
目
の
前
の
福
利
を
必

ず
得
ら
れ
て
か
ら
、
将
来
は
も
っ
と
大
き
な
福
報
が
あ
る
事
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を
信
じ
て
も
ら
え
る
の
で
す
。
花
と
果
実
の
よ
う
に
、
美
し

い
花
か
ら
き
っ
と
良
い
実
が
実
り
ま
す
。
も
し
花
が
咲
か
な

か
っ
た
ら
、
良
い
実
を
結
ぶ
と
言
う
こ
と
を
信
じ
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
吉
祥
の
後
は
必
ず
大
福
徳
が

あ
り
ま
す
。
「
福
徳
」
は
果
報
で
あ
り
、
果
に
応
じ
た
因
が

あ
り
ま
す
。
一
定
の
因
は
一
定
の
果
を
生
み
ま
す
。

仏
教
で
は
「
功
徳
」
と
言
う
の
は
、
福
徳
と
違
っ
て
、
真

実
性
の
あ
る
も
の
で
す
。
諸
仏
は
仏
果
を
証
得
し
た
後
で

も
、
百
劫
を
か
け
て
一
途
に
福
報
を
積
み
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
福
報
が
無
け
れ
ば
衆
生
を
救
え
ま
せ
ん
。
説
法
が
出
来

て
も
、
福
が
な
け
れ
ば
信
じ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
で
す
。
も

し
あ
る
人
が
、
自
分
の
大
福
徳
は
修
行
に
よ
っ
て
得
た
も
の

と
言
え
ば
、
見
る
人
は
羨
ま
し
く
思
い
、
自
然
に
こ
の
人
を

学
ぶ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
智
慧
の
上
に
福

徳
が
あ
れ
ば
、
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
所
謂

「
戒
に
よ
っ
て
定
が
生
じ
ま
す
。
定
に
よ
っ
て
慧
が
開
く
」

事
で
す
。
「
戒
、
定
、
慧
」
と
い
う
三
学
は
功
徳
に
属
し
ま

す
。
こ
れ
は
仏
法
が
教
え
て
く
れ
る
真
の
事
で
、
福
を
修

し
、
慧
を
修
し
、
福
徳
と
智
慧
を
共
に
修
す
る
事
で
す
。

修
行
に
は
方
法
が
大
事
で
す
。
方
法
の
中
に
標
準
は
重
要
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
頼
る
標
準
は
「
大
帰
依
」
の
事
で
す
。

大
帰
依
と
は
、
普
段
で
言
う
「
仏
、
法
、
僧
」
三
宝
に
帰
依

す
る
事
で
は
な
く
、
大
円
満
な
る
自
性
に
帰
依
す
る
事
に
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
円
満
な
る
自
性
三
宝
で
あ
り
、
「
覚
、

正
、
浄
」
に
帰
依
す
る
事
で
す
。
最
後
は
、
「
讃
嘆
」
に
な

り
ま
す
。
讃
嘆
と
は
、
実
を
言
う
と
、
衆
生
を
教
化
す
る
こ

と
で
す
。
自
性
の
円
満
な
る
功
徳
を
讃
嘆
し
、
自
性
の
無
量

な
る
功
徳
を
讃
嘆
す
る
事
で
す
。
仏
の
教
え
は
我
々
の
円
満

な
る
自
性
を
悟
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
禅
宗
で
は
よ
く
「
生
ま

れ
る
前
に
本
来
の
姿
」
と
言
い
ま
す
。
「
本
来
の
姿
」
と

は
、
大
円
満
な
る
自
性
と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
法
の
教
え
と

学
び
は
す
べ
て
こ
れ
を
目
標
に
し
、
方
向
と
し
ま
す
。

以
上
述
べ
た
の
は
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
に
拠
る
も
の
で

す
。
経
文
の
始
め
に
は
世
尊
が
光
を
放
た
れ
、
無
量
無
辺
の
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意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
十
種
（
十
は
円
満
の
意

味
を
代
表
す
る
）
を
略
説
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
文
は
、
よ

く
簡
単
に
そ
の
ま
ま
読
み
通
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
に
深
い
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
『
地

蔵
経
』
だ
け
が
こ
れ
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仏

の
説
く
無
量
無
辺
の
経
論
は
「
大
円
満
」
の
顕
れ
で
す
。
前

の
五
句
は
大
円
満
の
自
性
で
、
後
の
五
句
は
大
円
満
の
起
用

で
、
す
な
わ
ち
大
円
満
が
作
用
す
る
事
で
す
。
こ
れ
は
仏
陀

教
学
の
依
拠
で
、
こ
の
よ
う
な
経
文
は
仏
が
大
乗
経
典
の
中

で
よ
く
説
か
れ
て
い
ま
す
。
時
に
言
語
で
表
し
、
時
に
光
を

放
つ
事
に
よ
っ
て
表
し
ま
す
。
こ
う
い
う
事
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
理
解
し
た
上
で
誦
経
す
れ
ば
味
わ
い
が
出

て
来
る
で
し
ょ
う
。

（
二
）大
乗
円
満
法
／

      

地
蔵
・
観
音
・
文
殊
・
普
賢

大
乗
仏
法
の
学
習
の
次
第
は
四
大
菩
薩
を
代
表
と
し
ま

す
。
第
一
位
は
九
華
山
の
「
地
蔵
菩
薩
」
、
第
二
位
は
普

陀
山
の
「
観
音
菩
薩
」
、
第
三
位
は
五
台
山
の
「
文
殊
菩

薩
」
、
第
四
位
は
峨
嵋
山
の
「
普
賢
菩
薩
」
で
、
四
大
菩
薩

が
全
体
の
仏
法
を
代
表
し
ま
す
。

「
地
」
は
大
地
で
、
大
地
に
育
つ
植
物
と
穀
物
が
我
々
を

養
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
大
地
を
離
れ
た
ら
生
存
出
来
な
く

な
り
、
地
下
の
資
源
と
宝
蔵
は
我
々
の
生
活
を
満
足
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
仏
は
「
大
地
」
を
我
々
の
「
心
地
」

（
本
心
、
心
性
の
こ
と
）
と
喩
え
ま
す
。
我
々
の
心
地
は
実

に
円
満
で
、
本
来
無
量
な
慈
悲
、
無
量
な
智
慧
、
無
量
な
般

若
、
そ
し
て
無
量
な
吉
祥
、
無
量
な
福
徳
が
具
わ
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
仏
の
説
く
、
一
切
の
経
論
は
無
量
で
す
。
一

切
の
経
典
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
部
の
経
、
更
に
一
文
字
ま

で
大
円
満
で
す
。
み
な
さ
ん
、
こ
の
道
理
が
分
か
れ
ば
そ
の

味
わ
い
が
無
尽
で
あ
る
事
を
理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。
『
地

蔵
経
』
は
主
に
仏
教
に
入
門
す
る
時
の
最
初
の
学
習
方
法
、

「
孝
行
」
と
「
尊
師
」
と
い
う
事
で
す
。
仏
教
教
育
は
「
師
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道
」
で
、
「
師
道
」
は
「
孝
道
」
の
基
礎
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
親
孝
行
の
心
が
な
け
れ
ば
、
師
を
尊
敬
出
来
る

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
老
師
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
、
い
く

ら
学
問
と
能
力
の
あ
る
師
で
も
学
問
と
能
力
を
伝
授
出
来
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
「
尊
師
重
道
」
（
師
を
尊
敬
し
、
道
を

重
ん
じ
る
こ
と
）
は
学
業
を
成
就
さ
せ
る
事
で
す
。
『
地
蔵

菩
薩
本
願
経
』
は
仏
教
の
『
孝
経
』
で
す
。
「
孝
道
」
は
大

円
満
の
大
い
な
る
根
本
で
す
。
一
切
の
円
満
は
こ
こ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
大
円
満
を
広
げ
て
進
展
さ
せ
る
と
、
「
孝
行
」

と
「
尊
師
」
に
な
り
ま
す
。
孝
行
を
発
揚
す
れ
ば
、
一
切
の

衆
生
を
孝
順
す
る
こ
と
と
な
り
、
分
別
、
執
着
を
無
く
し
、

一
切
は
平
等
で
す
。
無
尽
な
時
空
と
法
界
に
あ
る
一
切
の
衆

生
を
孝
順
す
る
事
は
観
音
法
門
と
な
り
ま
す
。
観
音
は
地
蔵

を
発
揚
さ
せ
た
も
の
で
す
。
地
蔵
が
な
け
れ
ば
観
音
も
あ

り
ま
せ
ん
。
建
物
を
建
て
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
一
階
が
な

け
れ
ば
二
階
も
あ
り
ま
せ
ん
。
観
音
は
地
蔵
の
延
伸
で
、
大

慈
大
悲
と
い
う
事
で
す
。
「
孝
、
慈
」
と
は
、
感
情
に
任
せ

て
物
事
に
当
た
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
理
性

に
基
づ
い
て
真
実
な
受
用
が
得
ら
れ
、
正
面
の
利
益
に
な
り

ま
す
。
第
三
位
の
菩
薩
は
文
殊
菩
薩
で
、
智
慧
を
代
表
し
ま

す
。
普
賢
菩
薩
は
「
実
践
」
を
代
表
し
、
孝
、
敬
、
慈
悲
、

智
慧
を
日
常
生
活
に
応
用
さ
せ
る
事
で
す
。
我
々
は
朝
か
ら

夜
ま
で
、
対
人
、
対
物
、
対
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
い
て

こ
の
原
則
に
反
し
て
い
な
け
れ
ば
、
普
賢
菩
薩
で
す
。
普
賢

菩
薩
は
ど
う
い
う
修
行
を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
誰

で
も
普
賢
に
な
る
事
が
出
来
、
普
賢
法
門
は
円
満
な
る
法
門

で
す
。
『
華
厳
経
』
に
曰
く
「
普
賢
行
を
修
し
な
け
れ
ば
仏

道
は
円
覚
出
来
な
い
」
。
そ
れ
は
普
賢
の
心
は
大
円
満
で
あ

り
、
す
べ
て
の
願
は
大
円
満
で
あ
り
、
す
べ
て
の
行
（
行

為
）
は
大
円
満
で
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
中
に
真
実
の
智
慧

が
な
け
れ
ば
普
賢
の
大
願
は
円
満
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
四
大

菩
薩
は
こ
の
意
味
を
表
し
、
大
円
満
な
る
仏
法
を
代
表
し
て

い
ま
す
。
所
以
に
、
地
蔵
か
ら
孝
行
を
学
び
、
更
に
観
音
の

大
慈
、
文
殊
の
大
智
、
普
賢
の
大
願
大
行
を
学
び
ま
す
。
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六
、仏
法
修
学
の
五
大
科
目

(

一) 
三
福

仏
の
説
法
は
非
常
に
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
異
な
る

人
々
に
そ
れ
ぞ
れ
相
応
す
る
教
化
を
し
、
決
ま
っ
た
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
仏
の
教
え
方
は
ど
う
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
も

大
円
満
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
性
か
ら
の

表
れ
で
す
。
す
な
わ
ち
法
門
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
事
が
分

か
り
ま
す
。
『
華
厳
経
』
で
述
べ
た
主
従
は
円
満
で
す
。
主

が
あ
れ
ば
、
そ
の
他
は
従
と
な
り
ま
す
。
世
尊
釈
迦
牟
尼
仏

が
主
で
あ
れ
ば
、
他
の
諸
仏
は
み
ん
な
従
に
な
り
ま
す
。
毘

盧
遮
那
仏
が
主
で
あ
れ
ば
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
従
に
な
り
ま

す
。
阿
弥
陀
仏
が
主
で
あ
れ
ば
、
毘
盧
遮
那
仏
は
従
に
な
り

ま
す
。
任
意
の
ど
の
仏
で
も
、
主
に
な
れ
て
従
に
も
な
れ
ま

す
。
菩
薩
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
観
音
菩
薩
が

本
尊
な
ら
ば
、
諸
仏
は
従
に
な
り
ま
す
。
『
地
蔵
経
』
を
主

と
し
た
ら
一
切
の
経
は
従
に
な
り
、
『
金
剛
経
』
を
主
と
し

た
ら
『
無
量
寿
経
』
、
『
華
厳
経
』
、
『
法
華
経
』
は
従
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
仏
法
は
真
の
平
等
、
真
の
無
碍
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
次
は
教
学
の
綱
領
に
進
み
ま
す
。

仏
教
の
中
で
ど
の
法
門
を
修
し
て
も
こ
の
法
門
が
一
番
と
讃

嘆
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
門
が
一
番
と
言
う
の
は
他
の
法
門
は

第
二
に
な
る
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
置
く
べ
き
で
す
。
誤
解
と
過
失
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
べ
き
で
す
。
ど
う
い
う
過
失
か
と
言

え
ば
、
自
分
を
褒
め
て
、
他
人
を
貶
す
事
で
す
。
こ
れ
は
大

い
に
戒
を
破
る
事
に
な
り
ま
す
。
完
全
な
間
違
い
で
す
。
学

習
の
綱
領
上
で
は
、
『
観
無
量
寿
仏
経
』
の
縁
起
に
つ
い
て

あ
る
典
故
が
あ
り
ま
す
。
韋
提
希
夫
人
の
家
庭
が
思
い
が
け

な
い
出
来
事
に
遭
い
ま
し
た
。
彼
女
は
初
め
て
世
間
の
苦
し

み
を
理
解
し
、
釈
迦
牟
尼
仏
に
「
こ
の
世
間
は
本
当
に
苦
難

が
い
っ
ぱ
い
で
、
も
は
や
未
練
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
っ

と
い
い
生
活
環
境
、
も
っ
と
清
涼
な
世
界
、
造
悪
の
無
い
世

界
が
あ
れ
ば
、
私
は
そ
の
世
界
に
往
生
し
た
い
の
で
す
」
と
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言
い
ま
し
た
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
非
常
に
慈
悲
深
く
、
十
方
諸

仏
の
世
界
を
神
通
力
で
彼
女
の
目
の
前
に
変
現
し
、
彼
女
自

身
に
観
察
さ
せ
、
選
択
さ
せ
ま
し
た
。
彼
女
は
、
釈
迦
牟
尼

仏
の
期
待
に
背
く
事
な
く
西
方
極
楽
世
界
を
選
び
ま
し
た
。

世
尊
に
そ
こ
に
往
生
す
る
方
法
を
教
示
す
る
よ
う
に
と
懇
願

し
ま
し
た
。
世
尊
は
方
法
を
説
明
す
る
前
に
先
ず
三
種
の
浄

業
を
修
め
る
方
法
を
教
え
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
女
に
こ
の
三

種
の
浄
業
は
「
三
世
諸
仏
の
浄
業
正
因
」
（
正
因
と
い
う
の

は
直
接
な
原
因
、
一
切
の
も
の
に
本
来
そ
な
わ
っ
て
い
る

理
）
で
あ
る
こ
と
を
説
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な

話
で
、
三
世
一
切
諸
仏
の
修
行
証
果
は
皆
こ
の
三
福
を
基
礎

と
し
て
い
ま
す
。
建
物
を
建
て
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
高
さ

や
様
式
に
関
わ
ら
ず
土
台
は
一
緒
で
す
。
「
浄
業
三
福
」
は

仏
法
の
共
同
な
る
基
礎
で
あ
り
ま
す
。
必
ず
こ
の
基
礎
の
上

に
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
の
仏
法
を
成
就
さ
せ
る
事
が

出
来
ま
す
。
と
り
わ
け
こ
れ
は
非
常
に
大
切
な
事
で
す
。

１
．
人
天
福

浄
業
三
福
は
第
一
：
「
孝
養
父
母
、
奉
事
師
長
、
慈
心
不

殺
生
、
十
善
戒
を
修
す
」
第
二
：
「
三
帰
を
受
持
し
、
戒
を

備
え
、
威
儀
を
犯
さ
ず
」
第
三
：
「
菩
提
心
を
発
す
る
こ

と
、
因
果
を
深
く
信
じ
、
大
乗
を
読
誦
し
、
人
に
仏
法
を
薦

め
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
経
の
中
で
仏
が
説
く
「
善

男
子
」
「
善
女
人
」
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
善
の
定
義
と

は
、
善
の
標
準
と
は
、
三
種
の
淨
業
を
具
え
る
事
で
す
。

十
一
の
項
目
を
全
部
守
れ
た
ら
大
乗
経
の
基
準
の
善
男
子
、

善
女
人
と
言
え
ま
す
。
そ
の
標
準
の
高
さ
は
明
ら
か
で
す
。

小
乗
経
の
善
男
子
、
善
女
人
で
あ
れ
ば
、
二
番
目
の
項
目
ま

で
実
行
す
れ
ば
十
分
で
す
。
も
し
人
道
、
天
道
の
善
男
子
、

善
女
人
で
あ
れ
ば
、
一
番
目
の
項
目
だ
け
が
具
わ
っ
て
い
れ

ば
十
分
で
す
。
『
地
蔵
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
は
大
乗
仏
法

で
す
。
中
に
言
及
し
た
善
男
子
、
善
女
人
は
三
福
十
一
項
目

を
全
部
具
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
一
つ
だ
け

で
も
守
れ
な
か
っ
た
ら
善
男
子
、
善
女
人
の
資
格
が
あ
り
ま
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せ
ん
。
み
な
さ
ん
は
読
経
の
時
に
自
分
が
「
善
男
子
」
「
善

女
人
」
に
当
て
嵌
ま
る
か
ど
う
か
考
え
た
事
は
あ
り
ま
す

か
？仏

が
説
法
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
的
な
修
学
で
あ
ろ

う
と
、
又
は
宇
宙
人
生
の
真
相
に
つ
い
て
も
、
一
字
一
句
ま

で
も
大
円
満
に
相
応
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
真
如
本
性
か

ら
顕
れ
た
も
の
で
す
。
第
一
句
を
見
ま
し
ょ
う
：
「
孝
養
父

母
」
の
「
孝
」
と
い
う
字
は
会
意
字
で
す
。
こ
の
字
の
意
味

を
真
剣
に
理
解
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
こ
の
字
の
上
の
部

分
は
「
老
」
で
、
下
の
部
分
は
「
子
」
で
す
、
こ
れ
は
我
々

に
訴
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
前
代
は
後
代
と
一
体
の
事
で

す
。
一
で
あ
っ
て
二
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
洋
人
は
父
と
子

は
二
で
あ
っ
て
一
で
は
な
い
と
主
張
し
世
代
間
の
溝
を
生
じ

さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
孝
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
孝
」
に
は

世
代
間
の
溝
が
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
過
去
が
あ
り
、
未
来

に
は
ま
た
未
来
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
は
始
ま
り
が
な
く
、

未
来
に
は
終
わ
り
が
無
く
、
無
始
と
無
終
は
本
来
一
体
で

す
。
こ
れ
は
仏
法
の
中
で
よ
く
言
う
事
で
、
縦
に
三
際
に
わ

た
り
横
に
十
方
に
覆
わ
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
全
宇
宙

は
「
孝
」
と
い
う
字
の
表
れ
で
、
無
尽
な
時
空
と
法
界
ま
で

も
一
つ
の
「
孝
」
と
い
う
字
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
人
が
孝
道
を
円
満
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
？

諸
仏
如
来
の
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
成
仏
し
て
い
な
け

れ
ば
、
孝
と
い
う
字
を
円
満
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

「
孝
養
」
の
孝
は
理
性
を
指
す
こ
と
で
、
養
は
行
徳
を
指
し

ま
す
。
単
に
父
母
の
身
を
奉
養
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
父
母

の
心
と
志
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
『
戒
経
』
に
曰

く
「
一
切
の
男
子
は
我
が
父
、
一
切
の
女
人
は
我
が
母
で
あ

る
」
こ
れ
は
父
母
を
孝
順
す
る
心
を
発
揚
さ
せ
る
事
で
、
尽

虚
空
遍
法
界
（
虚
空
を
つ
く
し
、
法
界
を
す
み
ず
み
ま
で
広

く
行
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
）
の
全
て
の
法
は
「
孝
道
」
の
表

し
で
す
。
で
す
か
ら
大
乗
仏
法
は
孝
道
を
基
礎
と
し
て
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
法
は
師
道
で
あ
り
、
孝
道
の
基
礎
を
失

く
し
た
ら
師
道
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
人
は
親
孝
行
を
し
な
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い
で
師
を
恭
敬
出
来
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
必
ず
何
ら

か
の
企
み
が
あ
り
ま
す
、
師
の
ご
機
嫌
を
取
ろ
う
と
し
て
い

る
か
、
人
に
言
え
な
い
目
的
が
あ
る
の
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
父
母
を
孝
順
し
更
に
師
を
尊
重
す
る
の
は
理
に
適
い
ま

す
。
誰
で
も
こ
の
様
で
あ
る
べ
き
で
す
。
こ
の
事
実
関
係
を

明
瞭
に
す
れ
ば
、
仏
と
菩
薩
、
中
国
の
古
く
か
ら
の
聖
人
先

賢
が
我
々
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
「
孝
道
」
だ
と
い
う
事
が

分
か
り
ま
す
。
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
は
仏
教
の
『
孝
経
』

で
す
。
「
孝
行
」
だ
け
で
も
我
々
の
自
性
に
具
わ
る
無
尽
な

宝
蔵
を
開
発
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
因
っ
て
、
こ
の
三
種

の
浄
業
の
中
で
、
孝
行
が
一
番
目
に
あ
る
理
由
で
す
。
根
本

の
根
本
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
事
で
す
。
中
国
人
は
先
祖

を
祭
祀
す
る
事
を
重
要
と
し
、
祖
先
は
我
々
か
ら
遥
か
千
年

万
年
の
昔
に
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
年
越
し
と
節
日
に
な
る

と
記
念
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
内
の
道
理
を
知
れ
ば
記
念
す

る
意
義
も
明
瞭
に
な
る
で
し
ょ
う
。
先
祖
は
我
々
と
一
体
で

す
か
ら
、
隔
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誠
心
誠
意
、
記
念
す
れ

ば
自
性
に
相
応
し
ま
す
。
遠
祖
を
忘
れ
て
い
な
け
れ
ば
目
の

前
の
父
母
を
孝
順
し
な
い
訳
が
な
い
、
き
っ
と
親
孝
行
を
し

ま
す
。
父
母
を
孝
行
す
る
人
は
必
ず
師
長
を
尊
敬
し
ま
す
。

こ
れ
は
自
性
の
徳
の
受
用
で
す
。
師
長
を
尊
敬
せ
ず
、
老
師

の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
勉
強
も
し
な
け
れ
ば
、
父
母
を
心

配
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
不
孝
な
事
で
す
。
又
、
兄

弟
仲
は
隔
て
な
く
親
密
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
仲
が
良

く
な
か
っ
た
ら
父
母
を
心
配
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
不

孝
で
す
。
従
事
し
て
い
る
仕
事
に
真
面
目
で
責
任
感
が
強
い

人
は
必
ず
奉
公
遵
法
し
ま
す
。
父
母
に
心
配
を
掛
け
な
い
こ

と
は
孝
順
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
孝
順
は
自
性
に
具
わ
る
徳

用
が
究
極
円
満
に
な
る
こ
と
で
、
仏
は
我
々
に
こ
こ
か
ら
学

び
始
め
る
よ
う
に
と
教
示
し
て
い
ま
す
。
師
を
尊
敬
す
る
と

言
っ
た
ら
、
仏
は
我
々
の
最
初
の
師
で
、
三
千
年
前
の
創
始

者
で
あ
る
本
師
、
こ
の
本
師
を
い
つ
も
思
い
、
尊
敬
し
て
い

た
ら
目
の
前
の
師
を
尊
敬
し
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

道
理
で
仏
像
を
供
養
す
る
の
は
そ
れ
が
神
明
で
は
な
く
、
而
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し
て
そ
れ
を
世
尊
の
遺
像
と
見
な
し
ま
す
。
報
恩
と
い
う
意

味
で
す
。
そ
れ
は
仏
の
弟
子
が
仏
像
と
先
祖
を
供
養
す
る
と

い
う
理
由
で
す
。
非
常
に
深
遠
な
意
義
を
有
し
ま
す
。
仏
像

と
先
祖
の
位
牌
を
見
る
度
に
孝
道
と
尊
師
を
重
ん
じ
る
念
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仏
法
は
『
地
蔵
経
』
で
大
円
満
を
述
べ
た
後
、
続
け
て

「
慈
悲
」
を
説
き
ま
す
。
三
福
の
中
で
孝
行
と
尊
師
の
次
は

「
慈
悲
」
で
す
。
こ
こ
で
、
「
慈
悲
」
が
本
性
に
あ
る
徳
で

あ
る
事
が
分
り
ま
す
。
非
常
に
重
要
な
科
目
で
す
。
孝
行
と

尊
敬
の
拡
大
は
慈
悲
に
な
り
ま
す
。
慈
悲
と
は
、
第
一
は
不

殺
生
、
奥
深
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
『
地
蔵
経
』
を

熟
読
し
完
全
に
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
句
の
真
意
に

対
す
る
会
得
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
本
当
に
体
得
し
た
ら
一

切
の
悪
業
の
中
で
殺
業
は
最
も
罪
の
重
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ど
う
い
う
訳
で
し
ょ
う
か
？
一
切
の
命
あ
る
衆
生
は
自

分
の
生
命
を
惜
し
み
ま
す
。
み
ん
な
生
き
よ
う
と
い
う
欲
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
死
ぬ
こ
と
を
恐
れ
ま
す
。
そ
れ
は
前
世
で

の
善
悪
さ
ま
ざ
ま
の
所
為
が
原
因
と
な
っ
て
、
現
世
で
そ
の

結
果
と
し
て
受
け
る
種
々
の
報
い
だ
と
言
っ
て
も
、
そ
の
人

は
果
報
を
受
け
る
時
に
は
前
世
で
他
人
を
殺
傷
し
た
か
ら
、

今
世
で
そ
の
人
に
殺
害
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
前
世
で
彼
の
肉
を
食
べ
た
か
ら
、
今
世
で
彼
に
自
分

の
肉
を
供
養
す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
彼
が
そ
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
た
ら
、
業
に
よ
る
債
が
す
べ
て
返
済
さ
れ

て
無
に
な
る
で
し
ょ
う
。
も
し
彼
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の

で
は
な
く
、
恨
み
を
忘
れ
ず
、
あ
る
人
に
殺
さ
れ
来
世
に
は

そ
の
人
を
探
し
出
し
必
ず
殺
そ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
延
々

と
続
き
、
終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
積
も
っ
た
恨
み
が
益
々

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
一
番
恐
ろ
し
い
事
で
す
。
「
慈
悲
」

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
慈
悲
に
含
ま
れ
て
い
る
意
味
は
無
限

に
深
く
広
く
、
仏
は
と
り
わ
け
こ
の
こ
と
を
重
要
視
し
て
い

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
殺
生
は
恩
師
不
敬
で
、
父
母
不
孝

で
す
。
恩
師
で
あ
る
仏
が
五
条
の
根
本
戒
を
教
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。
第
一
条
は
不
殺
生
で
す
。
も
し
我
々
が
、
ま
だ
殺
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生
し
、
恩
師
の
教
誨
に
背
い
て
い
た
ら
、
師
に
対
し
不
敬
に

な
り
ま
す
。
師
を
尊
敬
し
な
い
こ
と
は
父
母
不
孝
に
も
な
り

ま
す
。
師
の
教
訓
に
従
う
こ
と
は
父
母
の
子
に
対
す
る
期
待

で
す
。
も
し
師
の
教
え
に
従
わ
ず
衆
生
を
殺
し
た
ら
、
慈
悲

心
が
喪
失
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
孝
行
と
尊
敬
の
念
も
喪
失

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
に
深
遠
で
計
り
知
れ
な
い
意
義
が

あ
り
、
よ
く
吟
味
し
て
下
さ
い
。
最
後
の
句
は
「
十
善
業
を

修
す
」
十
善
業
は
世
間
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
善
の
標
準
で

す
。
仏
曰
く
「
こ
の
十
種
の
善
業
を
修
す
れ
ば
、
決
し
て
三

悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
上
品
の
十
善
で
あ
れ

ば
、
天
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
禅
定
と
四
無
量

心
を
加
え
れ
ば
（
無
量
な
衆
生
に
対
し
、
楽
を
与
え
、
苦

を
除
か
せ
よ
う
と
起
こ
す
四
つ
の
心
。
慈
無
量
心
、
悲
無

量
心
、
喜
無
量
心
、
捨
無
量
心
の
四
つ
。
四
等
心
。
四
無

量
）
、
高
い
天
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
色
界

天
、
無
色
界
天
な
ど
の
天
界
で
す
。
仏
は
「
十
善
」
を
三
大

類
に
ま
と
め
ま
す
：
身
業
・
口
業
・
意
業
。
身
業
に
は
不
殺

生
・
不
偸
盗
・
不
邪
淫
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
在

家
の
人
に
対
す
る
も
の
で
、
出
家
の
人
の
場
合
は
不
淫
欲
と

な
り
ま
す
。
貪
欲
と
愛
を
完
全
に
断
ち
ま
す
。
淫
欲
を
断
た

な
け
れ
ば
、
功
夫
や
善
行
が
い
く
ら
優
れ
て
も
、
定
力
が
い

く
ら
良
く
て
も
、
せ
い
ぜ
い
欲
界
天
に
生
ま
れ
ま
す
。
欲
界

に
は
六
層
の
天
が
あ
り
ま
す
。
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
欲
が

薄
く
な
り
ま
す
。
拠
っ
て
、
真
の
禅
を
修
す
る
人
は
禅
定
を

得
れ
ば
、
初
禅
（
四
禅
の
一
つ
。
色
界
に
お
け
る
禅
定
の
最

初
の
階
位
で
、
ま
だ
喜
・
楽
等
の
五
種
の
心
の
は
た
ら
き
が

伴
う
状
態
。
こ
れ
を
修
し
て
色
界
の
初
禅
天
に
生
ま
れ
る
。

初
静
慮
（
し
ょ
じ
ょ
う
り
ょ
）
と
も
い
う
）
を
得
る
だ
け
で

も
、
定
力
に
よ
っ
て
淫
心
を
伏
す
る
こ
と
が
出
来
、
決
し
て

作
用
し
ま
せ
ん
。
財
・
色
・
名
・
食
・
睡
と
五
種
の
念
頭
も

起
き
ず
、
根
が
絶
え
て
い
な
く
て
も
禅
定
の
功
夫
に
よ
っ
て

妄
念
が
伏
せ
ら
れ
て
、
起
き
な
い
状
態
に
保
た
れ
ま
す
。
こ

の
様
に
す
れ
ば
初
禅
天
以
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
出
来
、
こ

の
事
実
が
明
白
に
な
れ
ば
参
禅
し
て
定
を
得
る
こ
と
は
容
易
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で
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
参
禅
す
る
と
き
、
真
面
目
に

考
え
て
見
て
下
さ
い
。
財
・
色
・
名
・
食
・
睡
と
い
う
五
種

の
欲
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
も
し
心
を
動
か

さ
れ
て
い
た
ら
初
禅
天
に
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
真
に
影
響
さ
れ

な
く
な
っ
た
ら
禅
定
成
就
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
因
っ
て
、

禅
定
を
学
ぶ
人
は
沢
山
い
て
も
禅
定
を
体
得
出
来
る
人
は
僅

か
で
す
。
小
定
が
少
し
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
真
に
禅

定
を
得
て
色
界
天
に
生
ま
れ
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
不

偸
盗
と
は
与
え
ら
れ
て
な
け
れ
ば
取
ら
な
い
事
で
す
。
た
と

え
ば
あ
る
人
が
税
金
を
少
な
く
納
め
よ
う
と
考
え
る
事
、
い

わ
ゆ
る
「
脱
税
」
は
偸
盗
で
す
。
国
家
の
所
有
物
を
盗
む
事

で
す
。
犯
し
た
罪
は
重
い
で
す
。
一
人
の
物
を
盗
め
ば
、
将

来
そ
の
人
に
返
せ
ば
い
い
も
の
で
す
が
、
国
の
物
を
盗
ん
だ

ら
、
こ
の
国
に
沢
山
の
納
税
者
が
い
れ
ば
、
み
ん
な
債
権
者

に
な
り
ま
す
。
米
国
に
は
二
億
の
人
口
が
い
て
、
二
億
の
人

が
債
権
者
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
事
で
あ
り
、
返

し
て
も
返
し
切
れ
ず
、
永
遠
に
悪
道
で
罪
を
償
う
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
当
に
仏
法
を
学
ぶ
人
で
あ
れ
ば
、
必

ず
奉
公
遵
法
し
、
不
正
に
利
益
を
得
る
事
は
決
し
て
し
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
不
偸
盗
戒
を
犯
さ
ず
・
不
邪
淫
戒
を
犯
さ
ず

・
不
殺
生
戒
を
犯
さ
な
い
こ
と
を
身
業
清
浄
と
称
し
ま
す
。

口
業
に
は
四
種
あ
り
ま
す
。
口
と
は
言
語
を
指
し
、
そ
れ

に
四
種
類
の
善
法
が
あ
り
ま
す
。
第
一
、
不
妄
言
で
す
。
妄

言
と
は
不
誠
実
の
こ
と
、
人
を
騙
し
正
直
で
な
い
こ
と
で

す
。
第
二
、
不
両
舌
で
す
。
両
舌
は
是
非
を
挑
発
し
、
両
方

の
人
に
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
た
こ
と
を
言
っ
て
、
両
人
を
仲
た

が
い
さ
せ
る
こ
と
で
、
陰
口
を
言
う
こ
と
で
す
。
甲
の
前
で

「
乙
は
貴
方
の
悪
口
を
言
い
ま
し
た
」
乙
の
前
で
「
甲
は
貴

方
の
悪
口
を
言
い
ま
し
た
」
こ
れ
は
人
々
を
混
乱
さ
せ
て
、

故
意
に
有
無
に
関
係
な
く
両
舌
を
使
う
こ
と
で
す
。
こ
の
社

会
に
は
、
多
く
の
人
は
無
意
識
の
う
ち
に
是
非
を
挑
発
し
て

い
ま
す
。
言
葉
を
伝
え
る
時
は
、
伝
え
れ
ば
伝
え
る
ほ
ど
本

来
の
意
味
が
曲
が
っ
て
行
き
、
間
違
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
元
々
こ
の
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
伝
言
の
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中
で
任
意
に
意
味
を
増
減
し
、
本
来
の
意
味
が
本
末
転
倒
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
多
大
な
過
失
で
す
。
小
さ
け
れ

ば
、
両
者
を
反
目
し
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
大
き
け

れ
ば
両
国
に
交
戦
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
様
な

過
失
は
甚
大
で
あ
り
、
決
し
て
起
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
第

三
、
不
悪
口
で
す
。
悪
口
と
は
言
葉
の
節
度
や
礼
儀
が
な

く
、
人
を
あ
し
ざ
ま
に
の
の
し
る
こ
と
で
す
。
人
が
聞
い
た

ら
気
分
を
悪
く
す
る
よ
う
な
こ
と
で
す
。
第
四
、
不
綺
語
で

す
。
綺
語
と
は
企
図
が
あ
っ
て
都
合
よ
く
言
う
こ
と
で
す
。

非
常
に
人
の
気
に
合
う
言
葉
で
、
た
だ
し
目
的
は
不
純
で

す
。
社
会
上
の
多
く
の
映
画
・
歌
劇
・
音
楽
は
一
見
害
の
無

い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
よ
く
考
え
て
見
る
と
こ
れ
ら

は
大
概
人
に
殺
・
盗
・
淫
・
妄
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
様

な
も
の
は
全
部
綺
語
に
属
し
ま
す
。
口
は
こ
の
四
種
の
業
か

ら
遠
の
く
と
、
口
業
清
浄
と
な
り
ま
す
。

第
三
は
意
業
で
す
。
心
に
こ
う
し
よ
う
と
思
う
こ
と
で
、

心
の
働
き
で
す
。
思
業
と
も
言
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
念
頭
は

三
大
類
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
不
貪
・
不
瞋
・
不
痴
で
す
。

「
貪
」
は
貪
愛
で
、
け
ち
や
物
惜
し
み
す
る
こ
と
も
含
ま

れ
、
欲
望
は
満
た
さ
れ
ず
、
命
を
惜
し
ま
ず
満
足
を
追
い
求

め
る
こ
と
は
貪
欲
で
す
。
手
に
入
っ
た
物
を
手
放
せ
な
い
。

人
の
役
に
立
つ
た
め
に
施
せ
ず
、
こ
れ
を
け
ち
と
言
い
ま

す
。
修
学
に
は
一
番
の
障
碍
に
な
り
ま
す
。
仏
教
で
は
我
々

に
「
布
施
」
の
手
段
で
け
ち
と
貪
欲
の
障
碍
を
取
り
除
か
せ

ま
す
。
数
多
く
の
修
行
者
は
名
声
、
富
と
五
欲
六
塵
（
五

欲
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
の
五
境
に
対
し
て
起
こ
す
情

欲
。
財
欲
・
色
欲
・
飲
食
欲
・
名
欲
・
睡
眠
欲
の
五
つ
の
欲

望
。
六
塵
、
六
境
の
こ
と
。
心
を
汚
し
て
煩
悩
を
起
こ
さ
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
塵
と
い
う
）
な
ど
に
対
す
る
貪
欲
が
な
く

な
り
、
非
常
に
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
今
度
は
仏
法

に
対
し
て
欲
を
起
し
ま
す
。
こ
れ
も
あ
れ
も
勉
強
し
た
く
な

り
ま
す
。
よ
く
考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。
彼
の
貪
欲
は
ま
だ

断
て
て
い
ま
せ
ん
。
仏
法
は
我
々
に
欲
あ
る
心
を
断
つ
こ
と

を
教
え
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
貪
欲
の
対
象
を
変
え
さ
せ
る
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こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
世
間
法
に
執
着
し
、
今
は

仏
法
に
執
着
し
て
い
ま
す
。
貪
欲
は
未
だ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
間
違
い
で
す
。
絶
対
に
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
因
っ
て
、

仏
法
に
も
、
世
間
法
に
も
欲
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
貪

欲
は
一
切
の
罪
障
の
根
源
で
す
。
そ
の
次
は
瞋
恚
で
す
。
瞋

恚
と
は
自
分
の
思
い
と
違
う
も
の
に
対
し
て
、
怒
り
う
ら
む

こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
瞋
恚
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
貪
欲

が
満
足
で
き
ず
、
瞋
恚
を
起
し
ま
す
。
瞋
恚
は
大
き
な
煩
悩

で
す
。
こ
の
「
貪
・
瞋
・
痴
」
を
三
毒
煩
悩
と
称
し
ま
す
。

「
け
ち
」
は
悪
鬼
に
な
る
業
因
で
す
。
死
ん
だ
ら
ど
う
し
て

悪
鬼
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
貪
欲
が
断
て
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
ど
う
し
て
地
獄
に
堕
ち
る
の
で
し
ょ
う
か
。
瞋
恚

が
断
て
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
畜
生
に
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
愚
痴
で
す
。
愚
痴
と
は
、
智
慧
が
な
い
こ
と

で
す
。
世
間
法
や
仏
法
に
は
真
偽
が
あ
り
、
邪
が
あ
り
、
是

非
が
あ
り
、
善
悪
が
あ
り
、
弁
え
ら
れ
な
く
、
認
識
が
足
り

な
く
、
偽
を
真
と
見
な
し
、
邪
を
正
と
見
な
し
、
故
意
か
否

か
に
関
わ
り
な
く
、
「
愚
痴
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
三
毒
煩
悩

は
、
悟
り
に
と
っ
て
は
一
番
の
障
碍
に
な
り
ま
す
。
仏
法
の

修
学
は
特
に
禅
宗
の
祖
師
大
徳
が
「
根
本
を
修
す
」
と
提
唱

し
ま
す
。
根
本
と
は
心
の
こ
と
で
す
。
貪
・
瞋
・
痴
を
遠
ざ

け
、
消
滅
さ
せ
、
自
然
に
真
心
が
顕
露
し
ま
す
。
こ
れ
を
根

本
修
行
と
い
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
身
三
、
口
四
、
意
三
を
十
善
業
と
称
し
ま
す
。

我
々
は
孝
養
父
母
、
奉
事
師
長
、
慈
心
不
殺
を
奉
行
し
、
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
世
間
の
善
人
と
言
え
ま
す
。
し
か

し
ま
だ
仏
の
経
典
の
中
で
説
く
善
男
子
、
善
女
人
に
適
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
標
準
は
も
っ
と
高
い
も
の
で
す
。
最
低
の

標
準
で
も
容
易
に
至
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
台
湾
で
は
、
政
府

は
近
年
良
い
人
と
良
い
事
を
称
え
よ
う
と
い
う
風
習
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
良
い
人
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ

ら
の
条
件
が
具
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
も
し
こ
の
四
条

が
具
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
選
抜
さ
れ
た
人
は
良
い
人
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
良
い
人
の
標
準
は
前
述
し
た
仏
法
の
四
つ
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の
条
件
を
守
る
こ
と
で
す
。
簡
単
に
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
善
の
最
低
の
標
準
で
す
。
真
剣
に
修
学
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

２
．
二
乗
福

三
福
の
第
二
は
二
乗
福
で
あ
り
、
小
乗
仏
教
と
い
う
こ
と

で
す
。
大
乗
は
小
乗
を
基
礎
と
し
、
隋
唐
の
時
代
に
、
小
乗

仏
教
は
中
国
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
翻
訳
さ
れ
た
経
典
は
完
璧

に
完
成
さ
れ
て
い
て
、
一
定
の
期
間
に
盛
ん
で
し
た
が
、
期

間
は
長
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
唐
朝
の
末
期
に
小
乗
は

段
々
衰
え
て
い
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
小
乗
仏
教
は
中
国
で

の
伝
承
が
絶
え
た
の
で
し
ょ
う
か
？
昔
の
仏
法
を
学
ぶ
人
達

は
儒
家
や
道
家
の
基
礎
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
中
国
の
儒
学

や
道
学
は
、
十
分
に
小
乗
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
が
出
来

ま
し
た
。
道
家
は
道
教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
儒
家
や
道
家
の

思
想
は
大
乗
に
非
常
に
近
い
で
す
。
因
っ
て
、
中
国
で
儒
と

道
は
小
乗
の
代
替
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
は
、
仏
法
を
学
ぶ

人
は
「
四
書
」
・
「
五
経
」
・
『
老
子
』
・
『
荘
子
』
と
い

う
典
籍
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
大
乗
仏
法
の
修

学
基
礎
も
着
実
で
し
た
。
こ
れ
が
原
因
で
小
乗
が
衰
え
ま
し

た
。
今
日
仏
法
を
勉
強
す
る
人
は
小
乗
を
学
ば
ず
、
儒
家
や

道
家
も
学
ば
ず
、
建
物
の
土
台
を
省
略
し
た
の
と
同
じ
様

に
、
一
階
を
抜
か
し
て
、
二
階
か
ら
建
て
る
。
い
わ
ゆ
る
空

中
楼
閣
で
す
。
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
こ
の
一
代
に
真
の
仏
法
人
材
が
出
現
し
な
い
原
因
で

す
。
小
乗
仏
法
は
人
天
の
基
礎
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
親

孝
行
・
尊
師
・
慈
心
・
十
善
行
を
修
す
こ
と
で
、
こ
の
基
礎

が
あ
れ
ば
本
当
に
仏
教
の
門
に
入
る
こ
と
が
出
来
、
仏
を
学

ぶ
条
件
が
揃
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仏
教
の
門
に
入
る
に
は

先
ず
弟
子
入
り
し
、
三
帰
戒
を
受
け
ま
す
。
三
帰
戒
は
盛
大

厳
粛
で
大
事
な
こ
と
で
、
小
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

正
式
に
釈
迦
牟
尼
仏
に
師
事
す
る
こ
と
で
す
。
一
生
師
の
教

訓
に
従
っ
て
修
学
し
、
修
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
正
式

に
弟
子
入
り
し
た
ら
、
師
は
修
学
の
総
綱
領
、
指
導
原
則
を
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伝
授
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
時
点
で
修
行
す
る
標
準
が

出
来
ま
す
。
こ
の
標
準
は
行
為
を
修
正
す
る
最
高
の
指
導
原

則
で
、
こ
れ
を
「
三
帰
依
伝
授
」
と
い
い
ま
す
。
三
帰
と

は
、
仏
に
帰
依
し
、
法
に
帰
依
し
、
僧
に
帰
依
す
る
こ
と
で

す
。
か
つ
て
三
帰
と
言
え
ば
、
誰
も
が
理
解
し
誤
解
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
仏
法
は
現
在
に
至
っ
て
、
仏
・

法
・
僧
と
聞
け
ば
、
三
帰
の
意
義
を
誤
解
す
る
人
は
か
な
り

い
ま
す
。
「
帰
依
仏
」
と
聞
け
ば
、
仏
像
と
考
え
ま
す
、
仏

像
に
帰
依
す
る
の
は
間
違
い
で
す
。
「
帰
依
法
」
と
聞
け

ば
、
経
典
と
考
え
ま
す
。
「
帰
依
僧
」
と
聞
け
ば
、
出
家
の

人
と
考
え
ま
す
。
三
帰
の
意
味
を
完
全
に
曲
解
し
て
し
ま
い

ま
す
。
唐
時
代
に
禅
宗
の
六
祖
恵
能
大
師
は
後
人
が
三
帰
に

対
す
る
誤
解
を
防
ぐ
た
め
、
『
壇
経
』
で
三
帰
を
伝
授
す
る

時
、
仏
・
法
・
僧
の
文
字
を
使
わ
ず
、
「
覚
に
帰
依
、
正
に

帰
依
、
浄
に
帰
依
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。
我
々
は
こ
の
斬
新

な
発
想
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
趣
旨
を
理
解
し
、
誤
解
を
免
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
「
仏
」
は
覚
で
あ
り
、
覚
悟
の
意
味
で

す
。
「
法
」
は
正
で
あ
り
、
正
し
い
認
知
と
正
し
い
見
解
で

す
。
「
僧
」
は
浄
で
あ
り
、
六
根
清
浄
、
一
塵
も
染
ま
ら
な

い
事
で
す
。
因
っ
て
、
我
々
修
行
の
主
要
な
拠
り
所
は
自
性

覚
、
自
性
正
と
自
性
浄
に
依
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
「
自
性

三
宝
」
と
言
い
、
我
々
の
真
の
帰
依
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
決

し
て
誰
か
に
帰
依
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
は
っ
き
り
と
認

識
し
て
下
さ
い
。
こ
う
い
う
事
で
な
か
っ
た
ら
、
仏
教
の
門

に
入
っ
た
ば
か
り
で
は
、
初
の
授
業
を
間
違
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
三
帰
を
伝
授
証
明
す
る
師
は
、
必
ず
三
帰
の
真
の
意
義

を
説
明
し
て
下
さ
い
ま
す
。
そ
れ
が
本
当
の
三
帰
依
伝
授
に

な
り
ま
す
。
我
々
は
聞
い
た
ら
喜
ん
で
受
持
し
、
教
訓
に
従

っ
て
奉
行
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
釈
迦
牟
尼
仏
の
弟
子
に

な
り
、
諸
仏
如
来
の
弟
子
と
な
れ
ま
す
。
も
し
本
当
の
仏
の

弟
子
で
あ
れ
ば
、
経
典
に
あ
る
三
十
六
位
の
護
法
神
は
日
夜

保
護
し
て
下
さ
る
で
し
ょ
う
。
も
し
帰
依
す
る
の
が
間
違
っ

て
い
れ
ば
、
諸
仏
の
加
持
を
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
ず
「
帰
依
仏
」
を
説
き
ま
し
ょ
う
。
帰
依
の
「
帰
」
は
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振
り
返
る
事
で
す
。
「
依
」
は
依
拠
す
る
事
で
す
。
我
々
は

無
量
劫
を
経
て
、
六
道
で
輪
廻
生
死
し
、
真
に
頼
る
と
こ
ろ

が
な
く
、
本
当
に
哀
れ
な
事
で
す
。
こ
れ
は
善
知
識
に
巡
り

合
え
ず
、
良
い
師
に
出
会
え
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
今
日
は

良
い
師
に
出
会
え
ま
し
た
。
師
は
我
々
を
教
導
す
る
と
は
、

迷
い
と
顛
倒
か
ら
振
り
返
り
、
自
性
覚
に
依
拠
す
る
事
で

す
。
自
性
は
本
来
の
覚
り
で
あ
り
、
故
に
仏
に
帰
依
す
る
と

は
外
の
仏
で
は
な
く
、
自
性
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
で
あ
り
、

浄
宗
で
は
「
自
性
彌
陀
、
唯
心
浄
土
」
と
言
い
ま
す
。
弥
陀

は
自
性
が
変
現
し
た
も
の
で
、
釈
迦
も
自
性
が
変
現
し
た
も

の
、
十
方
三
世
一
切
の
諸
仏
如
来
は
皆
、
自
性
が
現
し
た

仏
で
す
。
所
以
に
我
々
が
帰
依
す
る
の
は
自
性
仏
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
自
性
覚
で
す
。
仏
と
は
覚
り
の
意
味
で
す
。
今
か

ら
我
々
は
覚
而
不
迷
で
あ
る
べ
し
。
対
人
・
対
物
・
対
事
に

も
必
ず
覚
っ
て
、
絶
対
迷
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
覚
而
不

迷
」
（
覚
っ
て
迷
わ
な
い
こ
と
）
と
は
、
本
当
の
帰
依
で

す
。
も
し
仏
に
帰
依
し
て
も
未
だ
迷
惑
顛
倒
し
、
正
誤
を
分

別
出
来
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
反
省
を
し
て
い
ず
、
拠
り
所

が
な
い
事
で
す
。
こ
の
帰
依
は
名
だ
け
の
も
の
で
内
容
が
存

在
し
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
保
護
神
の
守
護
を
得
ら
れ
ず
、

感
応
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
必
ず
は
っ
き
り
と
弁
え

て
、
自
性
覚
に
帰
依
し
て
下
さ
い
。

第
二
「
帰
依
法
」
で
す
。
「
法
」
と
は
宇
宙
人
生
に
対
す

る
見
方
や
考
え
方
が
完
全
に
事
実
真
相
に
符
合
す
る
事
で

す
。
即
ち
正
し
い
思
想
、
正
確
な
見
解
で
す
。
仏
経
で
は

「
正
知
正
見
」
（
正
し
い
認
知
、
正
し
い
見
解
）
と
言
い
、

或
い
は
「
仏
知
仏
見
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
自
性
の
法
宝

で
あ
り
、
外
か
ら
来
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
陀
は

我
々
に
間
違
っ
た
考
え
方
と
見
方
を
反
省
さ
せ
、
自
性
に
あ

る
正
知
正
見
に
依
る
べ
し
と
説
か
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
帰
依

法
」
と
言
い
ま
す
。
で
す
か
ら
「
法
」
は
自
性
の
知
見
で
あ

り
、
人
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
の
偉
大

な
と
こ
ろ
で
、
敬
服
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
我
々
を
引
っ
ぱ
り

回
し
た
り
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
は
我
々
に
正
々
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堂
々
と
独
立
自
主
的
な
人
間
に
な
る
よ
う
に
と
教
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仏
の
最
も
尊
敬
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

で
し
ょ
う
。

「
僧
」
と
は
清
浄
と
い
う
意
味
で
、
六
根
清
浄
の
事
で

す
。
六
根
は
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
で
あ
り
ま
す
。
接

触
す
る
外
界
は
色
、
声
、
香
、
味
、
触
、
法
と
な
り
ま
す
。

凡
夫
は
根
塵
が
接
す
る
と
外
界
に
汚
染
さ
れ
ま
す
。
自
分
の

思
い
に
合
っ
た
境
界
に
出
会
え
ば
、
貪
欲
が
起
き
ま
す
。
自

分
の
思
い
に
逆
ら
っ
た
境
界
に
出
会
え
ば
、
瞋
恚
心
が
起
き

ま
す
。
瞋
恚
に
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
五

欲
や
七
情
は
全
て
汚
染
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
す
。

こ
れ
は
心
地
へ
の
汚
染
で
す
。
仏
は
我
々
に
自
性
は
本
来
清

浄
で
あ
り
、
少
し
も
汚
染
が
な
い
と
教
え
て
い
ま
す
。
我
々

は
一
切
の
汚
染
か
ら
脱
出
し
、
自
性
の
清
浄
心
に
依
る
こ
と

を
「
帰
依
僧
」
と
言
い
ま
す
。

三
帰
依
を
ま
と
め
て
言
い
ま
す
と
、
「
帰
依
仏
」
は
覚
り

を
得
て
迷
わ
な
い
こ
と
、
「
帰
依
法
」
は
正
し
い
知
見
に
従

い
邪
を
遠
ざ
け
る
事
、
「
帰
依
僧
」
は
清
浄
で
染
ま
ら
な
い

こ
と
で
す
。
仏
が
我
々
に
教
え
た
行
持
を
修
正
す
る
三
大
要

領
（
三
つ
の
標
準
）
は
「
覚
、
正
、
浄
」
で
あ
り
、
自
性
三

宝
の
事
で
す
。
覚
、
正
、
浄
は
誰
に
で
も
具
わ
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
以
前
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
人
々
は
、
今
日

か
ら
見
返
っ
て
こ
れ
に
依
る
べ
き
で
す
。
仏
は
我
々
に
四
六

時
中
、
覚
、
正
、
浄
を
思
い
出
し
、
覚
、
正
、
浄
に
よ
っ
て

我
々
の
思
想
、
見
解
、
言
行
の
修
正
を
三
帰
依
と
せ
よ
。
そ

れ
が
本
当
の
帰
依
で
あ
る
と
説
か
れ
ま
し
た
。

「
覚
、
正
、
浄
」
と
い
う
三
原
則
は
三
つ
の
宝
で
す
。
三

宝
は
「
一
而
三
、
三
而
一
」
（
一
が
三
で
あ
り
、
三
が
一
で

あ
る
）
の
事
で
、
一
と
三
の
分
別
が
な
く
、
同
じ
で
あ
る
事

で
す
。
よ
く
考
え
て
見
て
下
さ
い
。
悟
り
を
開
い
た
人
に
見

解
の
間
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
人
の
心
は
清
浄
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
心
が
清
浄
で
な
か
っ
た
ら
、

見
解
が
不
正
確
で
、
そ
の
人
は
ま
だ
覚
っ
て
い
な
い
事
で

す
。
同
様
に
、
正
し
い
知
見
を
持
つ
人
は
覚
ら
な
い
訳
が
な
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く
、
清
浄
に
な
ら
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
「
一

而
三
、
三
而
一
」
の
事
で
す
。
仏
は
我
々
に
三
つ
の
見
性
成

仏
の
門
を
開
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
講
堂
に
三
つ
の
門

が
あ
る
様
に
、
一
つ
の
門
か
ら
入
れ
ば
一
切
を
得
ら
れ
ま

す
。
中
国
の
大
乗
宗
派
で
は
、
禅
宗
は
「
覚
」
門
か
ら
進
入

す
る
方
法
を
選
択
し
、
大
悟
徹
底
（
一
切
の
迷
い
を
断
ち
切

っ
て
、
悟
り
に
も
滞
ら
な
い
こ
と
。
悟
り
切
っ
て
絶
対
の
真

理
と
一
体
に
な
る
こ
と
）
で
、
本
性
を
見
抜
い
て
覚
る
事
を

条
件
と
し
ま
す
。
教
下
（
禅
宗
以
外
は
教
下
に
属
し
ま
す
）

で
は
、
例
え
ば
天
台
宗
、
華
厳
宗
、
三
論
宗
、
法
相
宗
な
ど

は
「
正
」
門
か
ら
入
り
ま
す
。
経
典
の
教
訓
を
所
依
と
し
て

見
解
、
思
想
、
言
行
を
修
正
し
ま
す
。
念
仏
す
る
浄
土
宗
と

密
宗
の
両
宗
は
「
浄
」
門
よ
り
入
り
、
清
浄
心
を
修
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
一
而
三
、
三
而
一
の
事
で
す
。
こ
れ
ら
沢
山

の
宗
派
は
、
こ
の
三
つ
の
標
準
の
中
で
、
任
意
に
一
門
を
選

べ
ば
、
選
択
が
違
っ
て
も
、
成
果
は
完
全
に
一
致
し
ま
す
。

門
に
入
る
前
は
違
っ
て
も
（
覚
、
正
、
浄
の
違
い
）
門
に
入

っ
た
ら
完
全
に
同
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
初
め
て
分
か
る

事
は
、
法
門
は
本
当
に
平
等
で
、
上
下
の
差
別
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
但
し
、
「
覚
」
門
は
必
ず
上
根
（
優
れ
た
能
力
、

資
質
。
ま
た
、
そ
れ
を
有
す
る
人
）
の
人
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
優
れ
た
人
で
、
心
が
非
常
に
清
浄
な
人
で
な
け
れ

ば
学
べ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
門
か
ら
絶
対
に

入
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
六
祖
大
師
が
『
壇
経
』
で
述
べ
た

の
は
、
大
師
が
弟
子
を
引
き
受
け
る
条
件
は
上
上
の
人
で
あ

り
、
も
し
上
上
の
根
性
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
覚
門
を
通
れ

ず
、
修
し
て
も
悟
り
を
開
け
な
い
と
明
記
し
て
い
ま
し
た
。

「
正
」
門
は
一
般
の
根
性
で
も
歩
む
事
は
出
来
ま
す
が
、
時

間
は
比
較
的
長
く
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
み
、
学
校
教
育
と

同
じ
よ
う
に
小
学
、
中
学
、
大
学
、
研
究
所
を
経
て
、
長
い

年
月
を
掛
け
、
長
い
道
の
り
と
な
り
ま
す
。
「
浄
」
門
に
な

る
と
、
浄
と
密
の
両
宗
は
共
に
こ
こ
よ
り
入
門
し
、
清
浄
心

を
専
修
し
ま
す
。
今
の
末
法
時
期
に
こ
の
両
宗
が
繁
栄
し
て

い
る
の
は
、
実
に
道
理
に
適
っ
て
い
ま
す
。
「
浄
門
」
で
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は
、
上
根
で
な
く
て
も
長
い
時
間
を
掛
け
な
く
て
も
出
来
ま

す
。
こ
の
両
宗
の
中
で
、
と
り
わ
け
阿
弥
陀
仏
を
専
念
す
る

浄
土
宗
が
密
宗
よ
り
広
く
摂
受
さ
れ
、
成
就
し
易
く
、
更
に

容
易
に
清
浄
心
を
得
ら
れ
ま
す
。
我
々
は
自
性
三
宝
を
明
ら

か
に
認
識
し
、
正
し
い
法
門
を
選
択
出
来
れ
ば
、
修
行
の
所

依
と
し
て
真
の
帰
依
処
が
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
仏
と
菩
薩
の
形
像
の
前
で
形
式
上
に
帰
依
を
受
け
て

も
、
ど
こ
か
ら
回
帰
し
、
何
に
依
る
べ
き
か
を
相
変
わ
ら
ず

解
ら
な
け
れ
ば
、
間
違
い
と
な
り
ま
す
。

前
述
し
た
自
性
三
宝
の
道
理
に
つ
い
て
少
し
理
解
出
来
た

で
し
ょ
う
。
も
し
日
常
生
活
の
中
で
一
つ
の
拠
り
所
も
見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
、
三
帰
は
ま
た
無
に
戻
り
ま
す
。
我
々
は
ど

こ
で
真
の
拠
り
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
言
え

ば
、
そ
れ
は
三
帰
依
を
実
際
の
生
活
の
中
で
実
践
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
仏
教
の
ど
の
宗
派
で
も
所
依
し
て
い
る
経
典

と
修
学
方
法
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
華
厳
宗
の
所
依
と
す

る
三
宝
で
は
、
「
仏
」
は
毘
盧
遮
那
仏
で
す
。
「
法
」
は

『
華
厳
経
』
で
す
。
「
僧
」
は
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
及
び

四
十
一
の
法
身
大
士
菩
薩
僧
で
、
修
学
の
手
本
で
す
。
我
々

は
彼
ら
に
従
っ
て
学
び
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
な
れ
ば
、
三

帰
依
は
落
着
に
な
り
ま
す
。
法
華
宗
と
言
え
ば
、
こ
の
宗
は

本
師
釈
迦
牟
尼
仏
を
主
と
し
て
、
我
々
は
本
師
釈
迦
牟
尼
仏

を
所
依
と
し
て
、
こ
れ
は
「
仏
」
宝
で
す
。
『
妙
法
蓮
華

経
』
は
「
法
」
宝
で
す
。
『
法
華
経
』
に
述
べ
た
菩
薩
は

「
僧
」
宝
で
あ
り
、
み
ん
な
我
々
修
学
の
手
本
で
す
。
浄
土

宗
が
所
依
す
る
仏
宝
は
阿
弥
陀
仏
で
、
阿
弥
陀
仏
は
我
々
の

真
の
帰
依
処
で
す
。
法
宝
は
『
無
量
寿
経
』
と
浄
土
の
五
経

一
論
と
な
り
ま
す
。
僧
宝
は
観
音
、
勢
至
、
文
殊
、
普
賢
諸

大
菩
薩
で
す
。
観
世
音
菩
薩
の
慈
悲
を
学
び
、
大
勢
至
菩
薩

の
専
一
を
学
び
ま
す
。
『
楞
厳
経
・
大
勢
至
菩
薩
念
仏
円
通

章
』
で
は
、
大
勢
至
菩
薩
と
そ
の
他
の
諸
菩
薩
等
、
帰
依
し

た
時
点
か
ら
成
仏
す
る
ま
で
、
阿
弥
陀
仏
を
一
心
専
念
し
ま

す
。
こ
の
一
句
の
仏
名
で
、
「
方
便
を
借
り
ず
に
、
自
然
に

心
が
開
け
る
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
「
借
」
と
は
他
の
法
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門
の
補
助
と
い
う
意
味
で
、
浄
業
を
修
す
る
も
の
に
は
、
他

の
法
門
の
補
助
を
借
り
る
こ
と
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
初
発

心
か
ら
成
仏
す
る
ま
で
阿
弥
陀
仏
を
専
念
す
る
の
み
で
す
。

ど
の
よ
う
に
念
仏
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
秘
訣

は
、
「
都
攝
六
根
，
淨
念
相
繼
」
（
六
根
を
摂
受
し
、
清
浄

な
る
念
が
絶
え
な
い
こ
と
）
で
す
。
「
浄
念
」
と
は
、
念
仏

の
時
、
懐
疑
が
な
く
、
混
じ
り
合
い
が
な
く
、
心
は
清
浄

で
、
清
浄
心
で
唱
え
ま
す
。
「
相
継
」
と
は
、
一
句
又
一
句

と
、
絶
え
ず
続
け
る
こ
と
で
す
。
混
じ
り
が
な
く
、
懐
疑
が

な
く
、
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
勢
至
菩
薩
が

説
い
て
下
さ
っ
た
念
仏
の
秘
訣
で
あ
り
ま
す
。
「
都
摂
六

根
」
「
浄
念
相
継
」
の
方
法
で
念
仏
す
れ
ば
絶
対
成
功
し
ま

す
。
夏
蓮
居
老
居
士
は
、
一
冊
の
「
浄
修
捷
要
」
を
編
集
し

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
浄
宗
の
初
祖
は
大
勢
至
菩
薩
で
あ
る
と

言
う
説
が
あ
り
ま
す
。
私
は
始
め
て
読
ん
だ
時
、
こ
れ
に
驚

覚
し
ま
し
た
。
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
説
で
し
た
。
そ

れ
が
理
解
で
き
た
時
、
私
は
非
常
に
そ
れ
を
讃
嘆
し
、
老
居

士
の
説
は
非
常
に
正
し
い
と
認
識
し
、
歓
喜
を
覚
え
ま
し

た
。
大
勢
至
菩
薩
は
尽
虚
空
遍
法
界
で
、
初
め
て
念
仏
法
門

を
専
修
し
た
初
祖
で
あ
り
、
法
界
に
於
け
る
初
祖
で
す
。

我
々
は
再
び
振
り
返
っ
て
娑
婆
世
界
を
見
て
み
る
と
、
娑
婆

世
界
に
釈
迦
牟
尼
仏
は
成
仏
を
示
現
し
、
第
一
部
『
華
厳

経
』
を
説
か
れ
ま
し
た
。
華
厳
会
に
普
賢
菩
薩
の
十
大
願
王

で
導
か
れ
極
楽
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
華
厳
経
』
で

は
、
普
賢
菩
薩
が
娑
婆
の
初
祖
と
な
り
ま
す
。
『
無
量
寿

経
』
が
中
国
に
伝
来
し
て
か
ら
、
東
晋
の
慧
遠
大
師
は
廬
山

で
念
仏
堂
を
建
て
、
意
気
投
合
の
蓮
友
百
二
十
三
人
を
集

め
、
『
無
量
寿
経
』
に
依
っ
て
念
仏
法
門
を
専
修
し
ま
し

た
。
慧
遠
大
師
は
中
国
浄
土
宗
の
初
祖
に
な
り
ま
す
。
所
以

に
、
今
日
の
浄
宗
初
祖
は
以
下
の
三
名
の
方
と
な
り
ま
す
。

中
国
初
祖
は
慧
遠
大
師
、
娑
婆
初
祖
は
普
賢
菩
薩
、
法
界
初

祖
は
大
勢
至
菩
薩
で
す
。

私
は
、
米
国
で
弘
法
し
て
い
た
頃
、
李
炳
南
老
居
士
に
、

特
別
に
浄
宗
を
西
洋
国
家
で
伝
道
す
べ
し
と
言
い
付
け
ら
れ
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て
お
り
ま
し
た
。
私
は
ダ
ラ
ス
で
小
さ
な
仏
堂
を
設
け
ま
し

た
。
老
師
は
私
に
「
華
厳
蓮
社
」
と
扁
額
を
書
い
て
下
さ
い

ま
し
た
。
私
が
台
湾
で
十
七
年
間
に
亘
っ
て
華
厳
経
を
説
い

て
い
た
講
堂
も
こ
の
名
称
で
し
た
。
今
回
建
て
た
道
場
は
、

高
さ
は
二
十
一
尺
あ
り
ま
し
た
が
、
大
陸
か
ら
求
め
た
西
方

三
聖
図
は
た
だ
の
四
尺
の
高
さ
で
、
仏
堂
に
供
養
す
る
と
仏

堂
が
高
す
ぎ
て
、
ど
う
も
釣
り
合
っ
て
い
な
い
の
が
気
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
壁
に
も
し
一
枚
大
き
な
彩
絵
の

仏
像
が
あ
り
、
し
か
も
仏
像
は
米
国
人
の
顔
つ
き
で
あ
れ

ば
、
仏
法
が
米
国
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
象
徴
に
な
る
と
私
は

し
ば
し
ば
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
米
国
に
来
る
一
日
前
、

あ
る
人
が
一
枚
の
仏
像
を
贈
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
贈
り
主

が
不
明
で
、
画
家
も
不
明
で
し
た
が
、
簡
豊
文
居
士
が
代
わ

り
に
受
け
た
の
で
す
。
寄
贈
さ
れ
た
時
に
「
こ
の
仏
像
を
ダ

ラ
ス
仏
堂
で
供
養
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
広
げ
て
見
た
ら
、
そ
れ
は
油
絵
の
西
方
三
聖
図
で
し

た
。
本
当
に
不
可
思
議
で
す
。
阿
弥
陀
仏
は
印
度
人
の
顔

で
、
観
音
菩
薩
は
中
国
人
の
面
相
で
、
大
勢
至
菩
薩
は
西
洋

人
像
で
し
た
。
本
当
に
感
応
道
交
（
仏
と
人
間
と
が
融
和
す

る
こ
と
。
人
に
応
じ
た
仏
の
は
た
ら
き
か
け
と
、
そ
れ
を
感

じ
と
る
人
の
心
と
が
相
交
わ
り
、
合
致
す
る
こ
と
）
が
不
可

思
議
で
す
。
大
勢
至
菩
薩
は
浄
宗
の
初
祖
で
、
そ
の
初
祖
が

米
国
に
来
ま
し
た
。
浄
宗
は
本
当
に
米
国
に
伝
わ
っ
た
こ
と

を
意
味
し
、
「
浄
宗
学
会
」
は
米
国
で
成
立
し
ま
し
た
。
夏

蓮
居
老
居
士
が
提
唱
し
た
も
の
で
、
中
国
大
陸
で
ま
だ
建
立

さ
れ
て
い
ず
、
一
番
目
の
「
浄
宗
学
会
」
は
ダ
ラ
ス
で
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
至
菩
薩
は
米
国
人
像
で
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
私
は
歓
喜
無
量
で
し
た
。
こ
れ
は
浄
宗
の
三
宝
で
、

我
々
の
真
実
の
帰
依
処
で
す
。
阿
弥
陀
仏
を
学
び
、
『
無
量

寿
経
』
を
学
び
、
観
音
、
勢
至
を
学
び
、
彼
ら
は
我
々
修
行

の
模
範
で
あ
り
、
修
行
の
標
準
で
、
こ
れ
を
真
の
三
帰
と
言

い
ま
す
。
こ
の
次
に
、
説
明
す
る
の
は
住
持
三
宝
で
す
。

「
住
持
三
宝
」
と
は
、
仏
像
、
経
典
、
出
家
の
人
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
は
我
々
の
真
の
帰
依
処
で
は
あ
り
ま
せ
ん

–48–



が
、
そ
の
作
用
は
三
宝
が
世
に
住
持
す
る
事
を
象
徴
し
、
振

り
返
り
帰
依
す
る
事
を
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
家
で
仏
像

を
供
養
し
て
い
れ
ば
、
仏
像
を
見
る
度
に
自
分
が
自
性
仏
に

帰
依
す
る
事
を
思
い
起
さ
せ
、
処
世
や
対
人
、
対
物
の
接
し

方
は
、
必
ず
覚
而
不
迷
で
あ
る
べ
き
で
す
。
も
し
注
意
す
る

人
が
い
な
か
っ
た
ら
、
忘
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
迷
惑
顛

倒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
仏
像
は
帰
依
を
気
付
か
せ
る
作

用
が
大
き
い
の
で
す
。
我
々
の
仏
像
を
供
養
す
る
功
徳
と
利

益
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
経
典
を
毎
日
読
む
こ
と
が
大
事
で

す
。
仏
菩
薩
に
聞
か
せ
る
た
め
に
読
む
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
無
量
寿
経
を
読
む
の
は
阿
弥
陀
仏
に
聞
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
教
訓
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
阿
弥
陀
仏

は
経
の
中
で
ど
の
よ
う
な
心
掛
け
で
、
ど
の
よ
う
に
処
世
、

対
人
、
対
物
す
べ
き
か
を
教
導
し
て
く
れ
ま
す
。
『
無
量
寿

経
』
を
自
分
の
思
想
、
見
解
、
言
行
に
活
か
し
、
実
際
の
日

常
生
活
に
用
い
れ
ば
『
無
量
寿
経
』
に
な
り
ま
す
。
『
無
量

寿
経
』
は
我
々
の
本
当
の
生
活
の
写
実
で
あ
る
よ
う
に
実
践

す
れ
ば
、
帰
依
法
は
確
実
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
法
宝
」

で
す
。
次
に
「
僧
宝
」
と
は
出
家
す
る
人
の
こ
と
で
す
。
出

家
の
人
を
見
た
ら
、
持
戒
で
あ
っ
て
も
、
破
戒
で
あ
っ
て

も
、
自
分
に
六
根
清
浄
で
あ
る
べ
き
だ
と
気
付
か
せ
て
く
れ

ま
す
。
浄
而
不
染
（
清
浄
で
染
ま
ら
な
い
こ
と
）
は
出
家
の

人
の
大
功
徳
で
す
。
ど
う
い
う
方
法
で
修
し
ま
す
か
？
そ
の

方
法
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
所
謂
八
万
四
千
法
門
が
あ
り
、
更

に
無
量
無
辺
の
法
門
が
あ
り
ま
す
。
法
と
は
方
法
で
、
門
と

は
門
戸
の
事
で
す
。
も
し
覚
・
正
・
浄
を
修
し
な
け
れ
ば
、

仏
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
以
に
、
方
法
は
沢
山
あ
っ
て
も

目
標
は
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
は
道
が
違
っ
て
も
一
に
帰
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
、
法
門
は
平
等
で
す
。
上
下
の
差
別
は
あ

り
ま
せ
ん
。
我
々
浄
土
を
修
し
た
ら
絶
対
に
禅
、
密
、
諸
宗

を
貶
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
彼
ら

は
我
々
の
歩
む
道
と
違
っ
て
も
目
標
は
一
致
し
て
い
ま
す
。

我
々
は
こ
こ
ま
で
乗
車
し
て
来
る
と
こ
ろ
を
、
他
の
人
々
は

歩
い
て
来
ま
す
。
其
の
人
達
は
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
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道
路
で
も
こ
こ
ま
で
辿
り
着
け
る
か
ら
で
す
。
誰
で
も
自
由

に
選
択
出
来
ま
す
。
一
人
の
同
窓
が
、
私
に
「
仏
法
に
は
た

く
さ
ん
の
法
門
が
あ
っ
て
、
惑
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
法
門
を

修
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
地
面
に
一
つ
の
ボ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
は
そ

の
ボ
ー
ル
を
指
し
て
言
い
ま
し
た
。
「
仏
教
は
こ
の
ボ
ー
ル

の
よ
う
に
、
法
門
は
球
の
表
面
に
あ
る
無
数
な
点
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
仏
法
は
円
心
を
求
め
る
こ
と
を
教
え
て
い
ま

す
。
任
意
の
一
点
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
行
け
ば
、
円
心
に
到
達

で
き
ま
す
。
そ
し
て
第
二
の
点
と
第
三
の
点
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
」
古
人
曰
く
「
道
を
辿
っ
て
帰
宅
し
、
遠
回
り
し
な

い
」
。
彼
は
理
解
で
き
ま
し
た
。
仏
法
は
求
め
る
の
は
真
心

で
、
本
性
を
知
っ
た
ら
全
体
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
因
っ
て
、
ど
の
法
門
で
あ
っ
て
も
、
秘
訣
は
「
専
」

（
専
一
）
で
、
専
修
す
れ
ば
、
必
ず
成
就
で
き
ま
す
。
定
が

得
ら
れ
、
慧
を
開
け
ま
す
。
大
円
満
の
自
性
を
証
得
で
き
、

自
性
は
完
全
に
開
顕
で
き
ま
す
。
所
以
に
、
住
持
三
宝
は

我
々
に
多
大
な
功
徳
を
貢
献
し
て
い
ま
す
。
出
家
の
人
は
僧

宝
で
あ
り
、
す
べ
て
の
出
家
の
人
を
尊
敬
す
べ
き
で
す
。
良

い
出
家
の
人
を
親
近
し
、
如
法
で
な
い
出
家
の
人
は
遠
ざ
け

ま
す
。
「
遠
ざ
け
る
」
と
は
そ
の
人
を
学
ば
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
尊
敬
し
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
行
為
と

姿
で
、
自
分
に
啓
示
を
与
え
、
注
意
力
を
養
う
と
い
う
こ
と

が
真
の
帰
依
三
宝
で
す
。
つ
ま
り
「
帰
依
三
宝
」
は
、
絶
対

に
特
定
の
人
に
帰
依
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
特

定
の
人
に
帰
依
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
厳
重
な
問
題
に
な
り

ま
す
。
ど
う
し
て
で
す
か
？
将
来
は
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
ま

す
。
僧
団
は
団
結
の
団
体
で
す
か
ら
、
尽
虚
空
遍
法
界
は
一

つ
の
僧
団
に
な
り
ま
す
。
法
界
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
ま
で
分

布
し
て
い
ま
す
が
、
一
個
の
整
体
で
す
。
も
し
我
々
が
あ
る

法
師
に
帰
依
す
る
と
認
知
し
、
こ
の
法
師
を
師
と
し
て
見
な

し
、
そ
し
て
あ
の
法
師
は
師
で
は
な
い
と
思
っ
た
ら
、
党
派

を
作
り
、
団
体
を
分
化
す
る
と
い
う
罪
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
「
和
合
僧
を
破
る
」
と
い
う
罪
に
な
り
ま
す
。
戒
経
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の
中
で
和
合
僧
を
破
る
罪
は
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
五
逆
重
罪
の
一
つ
で
す
。
五
逆
重
罪
と
は
、
父
を

殺
し
、
母
を
殺
し
、
仏
を
傷
つ
け
、
菩
薩
や
阿
羅
漢
を
殺

し
、
和
合
僧
を
破
る
こ
と
で
す
。
帰
依
し
て
い
な
け
れ
ば
こ

の
罪
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
帰
依
し
て
は
和
合
僧
を
破
る
こ
と

に
な
り
、
大
変
な
大
悪
に
な
り
ま
す
。
更
に
知
る
べ
き
こ
と

に
帰
依
は
只
一
回
と
い
う
事
。
甲
法
師
に
会
っ
た
ら
三
帰
依

し
、
乙
法
師
に
会
っ
た
ら
又
三
帰
依
し
、
た
く
さ
ん
の
法
師

に
帰
依
し
、
自
分
は
た
く
さ
ん
の
法
師
に
保
護
さ
れ
て
い
る

と
自
慢
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
泥
菩
薩
が

河
を
渡
る
よ
う
に
自
身
も
守
れ
ず
、
誰
も
あ
な
た
を
保
護
し

ま
せ
ん
。
唯
一
自
性
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
で
、
真
に
諸
仏

に
護
念
さ
れ
、
善
神
に
守
護
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら

こ
の
観
念
を
明
確
か
つ
正
確
に
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
、
決

し
て
間
違
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
帰
依
を
受
け
た
人

が
帰
依
に
つ
い
て
ま
だ
明
白
に
し
て
い
ず
、
再
び
帰
依
を
受

け
、
反
省
し
、
自
性
覚
・
正
・
浄
に
依
れ
ば
本
当
の
帰
依
に

な
り
ま
す
。
儀
式
を
も
う
一
回
挙
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
法
名
を
新
た
に
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
誠
心

誠
意
に
受
け
れ
ば
、
真
に
三
帰
の
主
旨
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
「
受
持
三
帰
」
は
仏
教
入
門
の
最
も
重
要
な
一
節

で
、
非
常
に
重
大
で
厳
粛
な
こ
と
で
す
。
も
し
本
当
に
受
け

た
ら
、
仏
法
を
学
ぶ
こ
と
を
即
下
に
開
始
す
べ
き
で
す
。

三
帰
を
受
け
た
ら
、
保
持
す
べ
き
で
す
。
覚
、
正
、
浄
を

失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
時
何
処
で
も
覚
・
正
・
浄
を
憶

念
す
る
こ
と
は
我
々
の
行
為
を
修
正
す
る
標
準
で
す
。
仏
教

の
修
行
方
法
は
無
量
無
辺
で
あ
り
、
覚
・
正
・
浄
を
修
す
る

以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
覚
、
正
、
浄
、
三
門
は
見
性
の
三

門
で
、
任
意
に
一
門
を
修
し
成
就
す
れ
ば
三
法
門
が
全
部
得

ら
れ
ま
す
。
中
国
で
は
、
仏
教
は
十
宗
派
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
宗
も
修
学
の
着
眼
点
は
違
い
ま
す
。
念
仏
法
門
を
修
し
よ

う
と
発
願
し
た
人
は
浄
門
か
ら
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
念
仏
す
る
人
は
一
心
不
乱
で
あ
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。
一
心
不
乱
と
は
清
浄
心
で
あ
り
、
心
が
清
け
れ
ば
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土
も
清
く
な
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
、
阿
弥
陀
仏
に
会
う
こ
と

に
よ
り
仏
果
を
得
ら
れ
ま
す
。

「
衆
戒
を
具
え
る
」
の
「
衆
」
と
は
た
く
さ
ん
と
い
う
意

で
す
。
た
く
さ
ん
の
戒
律
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
五
戒
で

す
。
五
戒
は
仏
教
の
根
本
戒
で
す
。
出
家
比
丘
は
二
百
五
十

の
戒
を
受
け
ま
す
。
而
し
て
本
当
の
戒
律
は
前
か
ら
の
十
七

条
目
の
四
重
十
三
僧
残
で
す
。
こ
れ
ら
は
戒
に
属
し
、
そ
の

他
は
威
儀
に
属
し
ま
す
。
威
儀
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
威

儀
と
は
、
礼
儀
、
礼
節
の
こ
と
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、

処
世
、
対
人
と
対
物
の
有
様
で
す
。
規
範
を
遵
守
す
べ
き
で

す
。
昔
、
章
嘉
大
師
は
「
三
帰
五
戒
は
、
仏
法
を
学
ぶ
人
に

と
っ
て
、
少
し
も
離
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
私
に
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。
当
時
私
は
台
北
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
の

で
、
大
師
は
例
を
挙
げ
て
「
あ
な
た
が
汽
車
で
台
北
か
ら
高

雄
ま
で
行
く
場
合
、
一
枚
の
切
符
を
手
に
持
ち
、
乗
車
し
た

時
か
ら
目
的
地
に
到
着
す
る
ま
で
、
こ
の
切
符
を
失
く
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
三
帰
五
戒
は
こ
の
切
符
と
同
じ
よ
う
に
大

切
な
も
の
で
す
」
大
師
は
、
三
帰
五
戒
か
ら
離
れ
れ
ば
、
仏

法
が
失
わ
れ
、
仏
の
弟
子
で
な
く
な
る
と
教
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。

五
戒
の
第
一
条
は
不
殺
生
、
第
二
条
は
不
偸
盗
、
第
三
条

は
不
邪
淫
、
第
四
条
は
不
妄
語
（
嘘
を
言
わ
ず
）
、
第
五
条

は
不
飲
酒
で
す
。
前
の
四
条
は
「
性
罪
」
で
、
戒
を
受
け
る

か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
破
っ
た
ら
有
罪
に
な
り
ま
す
。
戒
を

受
け
な
い
人
が
破
っ
て
も
、
罪
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
戒
を
受
け
た
人
が
破
っ
た
ら
も
う
一
重
の
「
破

戒
」
の
罪
が
加
わ
り
ま
す
。
た
だ
不
飲
酒
の
一
条
は
戒
を
受

け
て
い
な
い
人
に
は
罪
に
な
り
ま
せ
ん
。
戒
を
受
け
れ
ば
罪

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
条
を
「
遮
戒
」
と
言
い
ま

す
。
不
飲
酒
は
酔
っ
た
後
乱
れ
る
事
態
を
防
ぐ
こ
と
で
前
の

四
種
の
戒
を
破
ら
な
い
よ
う
に
設
け
た
戒
で
す
。
こ
れ
は
予

防
法
で
、
本
来
は
罪
が
あ
り
ま
せ
ん
。
発
心
し
て
戒
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
法
師
の
詳
し
い
解
説
を
受
け
、
そ
れ

に
よ
り
適
当
な
持
戒
の
方
法
を
身
に
着
け
ま
す
。
決
し
て
単
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に
戒
律
条
文
を
参
照
す
る
だ
け
で
は
持
戒
を
保
持
で
き
ま
せ

ん
。
戒
を
正
し
く
保
持
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
仏
が
戒
を
設

け
た
意
図
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
其
々
の
戒
に
は

「
開
、
遮
、
持
、
犯
」
が
あ
り
ま
す
。
戒
律
を
守
り
、
保
持

し
、
日
常
生
活
の
中
で
自
由
自
在
に
応
用
さ
せ
る
べ
き
で

す
。
戒
律
に
硬
く
縛
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
人

達
は
、
戒
律
が
多
過
ぎ
て
、
犯
し
や
す
い
か
ら
、
戒
を
学
ば

な
い
方
が
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
所
以
に
、
大
抵
の
人
々

は
仏
教
の
経
典
、
経
論
、
道
理
を
学
ぶ
こ
と
の
ほ
う
が
学
び

易
い
か
ら
好
き
で
あ
り
、
戒
律
は
厳
し
す
ぎ
て
、
学
ば
な
い

方
が
い
い
と
言
い
ま
す
。
戒
律
と
は
仏
の
行
持
で
す
。
行
持

が
な
け
れ
ば
仏
法
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
礼
儀
が
な
け
れ
ば
儒

家
が
滅
び
ま
す
。
戒
が
無
け
れ
ば
仏
法
も
滅
亡
し
ま
す
。
た

だ
経
典
を
誦
読
す
る
だ
け
で
教
訓
を
奉
行
し
な
け
れ
ば
、
真

実
の
利
益
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
真
実
の
学
問
は
実
行
を
重
ん

じ
ま
す
。
仏
法
の
実
行
は
戒
律
で
す
。
戒
律
は
正
し
い
生
活

規
範
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
尊
が
在
世
の
と
き
に
は
、
生
活

と
説
法
に
於
け
る
す
べ
て
が
生
き
生
き
と
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
快
楽
で
し
た
。
従
っ
て
、
仏
教
は
一
切
の
衆
生
に
快

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
法
は
絶
対
に
人
を
縛
る
こ

と
で
は
な
く
、
一
切
の
衆
生
を
利
益
し
、
衆
生
に
真
の
幸
福

と
快
楽
を
与
え
て
下
さ
い
ま
す
。
戒
律
の
設
定
は
我
々
に
幸

福
で
円
満
な
人
生
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
導
い
て
く
れ
る
規

範
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
本
当
に
認
識
し
た
ら
、
快
く

仏
教
の
戒
律
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、

講
経
す
る
法
師
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
戒
律
を
説
く
法
師

は
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
説
く
人
が
い
ま
せ

ん
。
同
様
に
、
経
を
聞
く
人
が
多
く
、
戒
を
聞
く
人
が
少
な

い
の
で
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
こ
れ
も
犯

罪
だ
し
、
あ
れ
も
地
獄
に
堕
ち
ま
す
し
。
等
々
、
一
回
聞
い

た
ら
二
回
目
か
ら
も
う
来
な
く
な
り
、
三
日
目
か
ら
は
聴
衆

が
い
な
く
な
り
ま
す
。
実
際
、
戒
律
が
円
満
な
る
こ
と
は
、

詳
細
に
戒
律
の
開
、
遮
、
持
、
犯
を
体
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
窮
屈
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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台
中
の
李
炳
南
老
居
士
は
生
活
が
簡
単
素
朴
で
、
一
日
一

食
だ
け
で
し
た
。
私
が
台
中
に
い
た
頃
、
師
の
日
中
に
一

食
の
生
活
は
も
う
何
十
年
も
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
一
般
の

持
午
（
昼
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
こ
と
）
よ
り
も
厳
格
で
し

た
。
も
し
師
が
学
生
に
夕
食
に
招
か
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
快
く

受
け
ま
す
。
し
か
も
自
分
が
行
く
だ
け
で
は
な
く
、
よ
く
私

を
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
持
午
し
て
い
た
の

で
、
夜
は
食
べ
ず
、
朝
と
昼
前
に
食
べ
る
だ
け
だ
っ
た
の
で

す
。
始
め
の
時
、
私
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
師
は
私
が

持
午
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
に
、
ど
う
し
て
ま
だ
私
を

連
れ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
？
師
は
た
だ
「
一
緒
に
行
こ

う
、
一
緒
に
行
こ
う
」
と
言
う
ば
か
り
で
し
た
。
最
後
に
師

は
私
に
「
あ
な
た
は
こ
の
不
満
そ
う
な
顔
や
、
こ
の
態
度
で

は
、
小
乗
の
人
で
す
よ
。
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
衆
生
を
済
度
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
一
切
の
衆
生
を
喜
ば
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は

破
戒
で
は
な
く
、
開
戒
と
言
う
の
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
斎
戒
に
は
こ
ん
な
意
味
が
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に

し
ま
し
た
。
老
師
は
又
、
「
人
々
が
誠
心
誠
意
に
あ
な
た
を

招
い
た
時
、
も
し
行
か
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
は
人
情
が
無
い

と
誤
解
さ
れ
ま
す
よ
。
彼
は
仏
法
に
近
づ
こ
う
と
し
な
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
更
に
仏
法
を
学
ぶ
人
は
傲
慢
で
す
か
ら
、

そ
の
人
達
と
付
き
合
わ
な
い
方
が
い
い
と
宣
伝
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
人
に
業
を
造
ら
せ
る
こ
と
で

す
。
」
と
指
摘
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
老
師
の
行
動
は
、
斎

戒
を
破
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
開
戒
」
で
あ
る
。
一
切
の
衆

生
に
歓
喜
心
を
起
さ
せ
、
随
縁
し
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
宴
会
場
に
着
い
た
ら
、
主
人
が
「
先
生
は
持

午
す
る
こ
と
を
知
ら
な
く
て
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と

詫
び
ら
れ
ま
し
た
。
李
老
師
が
、
持
午
し
て
い
て
も
来
ら
れ

た
こ
と
に
は
、
彼
を
更
に
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
夜
に
食
べ
た

く
て
、
人
に
招
待
さ
せ
る
場
合
は
破
戒
に
な
り
ま
す
。
持
午

し
て
い
る
こ
と
を
他
人
が
知
ら
な
く
て
、
誠
心
誠
意
に
招
待

さ
れ
れ
ば
行
く
べ
き
で
す
。
で
す
か
ら
、
仏
教
の
戒
律
は
生
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き
生
き
と
し
て
い
て
、
自
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
台
中
の
李
炳
南
老
師
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

以
前
、
私
は
懺
雲
法
師
に
師
事
し
た
頃
、
厳
し
く
持
午
し
て

お
り
ま
し
た
。
懺
雲
法
師
を
離
れ
、
李
老
師
に
師
事
し
て
、

経
教
を
学
び
ま
し
た
。
李
老
師
に
何
回
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
段
々
柔
軟
性
を
持
っ
て
適
応
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

早
年
、
私
に
古
い
友
達
が
い
て
、
抗
戦
期
間
中
に
彼
は
二

人
の
友
達
と
一
緒
に
日
本
人
に
追
い
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
彼
ら
は
中
華
門
外
の
あ
る
お
寺
に
逃
げ
込
ん
で
、
お
寺

の
老
和
尚
に
救
わ
れ
、
日
本
人
に
捕
わ
れ
ず
殺
さ
れ
ず
に
済

み
ま
し
た
。
抗
戦
勝
利
後
、
彼
ら
が
南
京
に
戻
り
、
命
の
恩

人
で
あ
る
老
和
尚
を
思
い
出
し
（
何
時
も
心
の
中
で
思
っ
て

い
ま
し
た
）
老
和
尚
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
南
京
の
飯
店
で
盛
大
な
宴
会
を
用
意
し
、
老
和
尚
を

招
待
し
ま
し
た
。
老
和
尚
が
席
に
着
い
て
宴
席
を
見
た
ら
、

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
鳥
料
理
、
鴨
料
理
、
魚
料
理
、
肉
料
理
、

等
等
並
べ
て
い
て
、
案
の
定
の
盛
宴
で
し
た
。
こ
の
時
、
彼

ら
は
突
然
思
い
出
し
ま
し
た
「
困
っ
た
！
出
家
の
人
は
精
進

料
理
だ
け
を
食
べ
る
の
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？

ど
う
し
て
精
進
料
理
の
事
を
考
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今

日
は
命
の
恩
人
で
あ
る
老
和
尚
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
結
局
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
老

和
尚
は
非
常
に
慈
悲
深
げ
に
、
箸
を
取
っ
て
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
「
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
座
り
く
だ
さ
い
」
そ
し
て
宴
会
は

始
ま
り
、
老
和
尚
は
躊
躇
な
く
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

皆
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
老
和
尚
は
斎
戒
を
破
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
否
、
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
仏
法
の

中
の
「
慈
悲
為
本
，
方
便
為
門
」
（
慈
悲
を
根
本
と
し
て
、

方
便
を
手
段
と
す
る
）
の
活
用
で
す
。
四
摂
法
の
中
の
菩

薩
は
一
切
の
衆
生
に
歓
喜
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
彼

ら
は
故
意
に
人
を
困
ら
せ
た
の
で
は
な
く
、
本
当
に
誠
心
誠

意
に
報
恩
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
法
師
も
そ
れ
に
対
し
感
激
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し
、
全
然
彼
ら
を
咎
め
る
様
子
は
無
か
っ
た
の
で
、
皆
は
感

動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
菩
薩
の
衆
生
を
摂
取
す
る
一
つ
の
方

法
で
す
。
も
し
老
和
尚
が
顔
色
を
変
え
て
責
め
て
い
た
ら
、

人
々
の
仏
法
を
学
ぶ
機
縁
を
断
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
老
法
師
は
大
智
慧
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
、
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
衆
生
を
迎
え
入
れ
た
の
で
す
。
仏
法
は

こ
ん
な
に
方
便
で
、
か
つ
円
融
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
乗

仏
法
の
殊
勝
で
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。

「
嚴
持
戒
律
」
（
厳
し
く
堅
く
戒
律
を
守
る
こ
と
）
と

は
、
戒
律
の
範
囲
は
非
常
に
深
く
広
く
あ
り
、
単
に
釈
迦
牟

尼
仏
が
設
定
し
た
戒
律
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
の
法
律
、
社

会
の
道
徳
、
各
地
方
の
風
俗
習
慣
、
諺
で
「
郷
に
入
れ
ば
郷

に
従
う
」
、
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
す
べ
て
を
犯
さ
ず
、

こ
れ
を
遵
守
す
べ
き
で
す
。
中
国
に
い
れ
ば
、
中
国
の
法

律
、
中
国
の
道
徳
観
念
、
風
俗
習
慣
を
守
り
ま
す
。
米
国
に

い
れ
ば
、
米
国
の
法
律
を
遵
守
し
、
米
国
人
の
道
徳
観
念
を

理
解
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
み
な
戒
律
の
範
囲
内
に
あ
り
ま

す
。
言
い
換
え
る
と
、
戒
律
は
日
常
生
活
の
規
範
で
す
。
現

在
は
交
通
が
便
利
に
な
っ
た
た
め
、
通
信
が
発
達
し
、
世
界

各
国
を
旅
行
す
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

本
国
の
法
律
、
風
俗
人
情
を
理
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
が
旅
行
で
訪
ね
る
国
家
や
地
区
の
法
律
、
風
俗
習
慣
ま

で
も
知
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
い
実
践

す
る
。
こ
れ
を
「
嚴
持
戒
律
」
と
言
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が

周
知
の
如
く
、
世
尊
は
二
千
五
百
年
以
前
の
古
印
度
に
生
ま

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
当
時
の
戒
律
の
多
く
は
、
今
日
、
適

用
し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
生
活

方
式
が
違
い
、
服
装
の
着
用
習
慣
も
違
い
ま
す
。
二
百
五
十

条
の
戒
律
の
中
で
、
数
十
条
は
服
を
着
用
す
る
規
範
で
し

た
。
我
々
の
服
装
は
、
印
度
人
と
違
っ
て
、
そ
れ
ら
の
規
範

は
完
全
に
適
応
し
ま
せ
ん
。
現
代
人
の
食
事
も
、
古
代
印
度

人
の
食
事
と
違
い
ま
す
。
現
代
人
は
古
の
人
々
と
違
っ
て
、

所
以
に
現
代
人
は
戒
を
持
す
る
こ
と
は
、
戒
律
の
精
神
、
理

論
、
先
賢
典
範
を
守
る
こ
と
で
す
。
持
戒
で
最
も
重
要
な
の
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は
戒
律
の
精
神
、
原
理
を
堅
く
守
る
こ
と
で
す
。
「
諸
惡
莫

作
，
衆
善
奉
行
」
（
悪
事
を
せ
ず
、
善
行
を
奉
行
す
る
こ

と
）
。
「
諸
悪
莫
作
」
は
小
乗
戒
で
、
自
立
的
で
あ
り
、
自

分
で
遵
守
す
る
こ
と
で
す
。
所
謂
中
国
人
が
言
う
「
独
善
其

身
」
（
自
分
だ
け
を
制
し
良
く
す
る
こ
と
）
で
す
。
持
戒
を

す
る
者
は
見
る
人
が
い
な
く
て
も
、
独
り
で
い
て
も
、
戒
に

違
反
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
放
逸
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
菩

薩
戒
は
大
衆
の
中
に
入
っ
て
修
す
る
も
の
で
、
他
人
に
対
し

て
ど
う
い
う
戒
律
を
守
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
い
う
規
矩
を

守
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
仏
は
、
我
々
に
他
人
に

対
し
て
は
「
衆
善
奉
行
」
、
自
身
に
対
し
て
「
諸
悪
莫
作
」

す
べ
き
だ
と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
戒
律
に
従
え
ば
間
違

い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
現
代
の
我
々
が
認
識
し
た
戒

律
精
神
の
所
在
で
す
。
仏
法
は
、
中
国
に
伝
わ
っ
た
後
、
中

国
の
国
情
、
文
化
背
景
等
は
、
印
度
と
違
い
、
ま
し
て
や
中

国
人
の
意
識
形
態
や
生
活
方
式
は
印
度
人
の
文
化
と
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。
所
以
に
戒
律
は
中
国
に
来
た
後
、
修
訂
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
唐
代
の
百
丈
大
師
が
、
清
規

を
制
定
し
た
の
は
戒
律
を
本
土
化
、
現
代
化
に
仕
上
げ
る
事

で
し
た
。
戒
の
精
神
は
完
全
不
変
で
、
た
だ
条
文
を
改
め
て

修
正
し
、
国
家
の
法
律
と
同
じ
よ
う
に
、
何
年
か
ご
と
に
一

回
修
訂
し
ま
す
。
新
し
い
状
況
に
な
り
ま
す
と
（
原
理
原
則

は
変
り
が
な
い
）
、
条
文
を
必
ず
修
訂
し
て
か
ら
適
応
し
ま

す
。
中
国
大
陸
の
各
地
区
、
各
省
、
各
県
、
各
寺
院
に
は
、

み
ん
な
清
規
が
あ
り
ま
す
。
清
規
は
、
必
ず
現
地
大
衆
の
修

学
条
件
に
適
う
も
の
で
、
現
代
化
と
本
土
化
と
い
う
こ
と
で

大
衆
の
修
行
に
協
力
し
ま
す
。
こ
の
点
を
明
瞭
に
し
な
け
れ

ば
、
仏
法
は
行
き
詰
り
、
生
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
現
代
化
と
本
土
化
の
こ
と
が
理
解
で
き
れ
ば
、
仏
法
を

活
気
づ
か
せ
末
永
く
斬
新
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し

て
全
世
界
に
広
く
伝
わ
り
、
一
切
の
国
家
民
族
に
喜
ん
で
迎

え
入
れ
ら
れ
ま
す
。
仏
は
「
人
は
持
戒
し
法
を
守
れ
ば
こ
の

人
は
心
身
安
定
に
な
り
、
憂
懼
恐
怖
が
な
く
な
る
」
と
説
か

れ
ま
し
た
。
心
身
安
定
し
た
後
は
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
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そ
れ
故
修
行
は
と
り
わ
け
戒
律
を
重
視
し
ま
す
。
も
し
奸
詐

で
法
律
に
違
反
す
る
人
が
居
れ
ば
、
政
府
は
制
裁
し
な
く
て

も
、
良
心
が
咎
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
心
身
不
安
で
あ
れ
ば

定
を
修
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
定
を
修
す
る
前
提
は
ま

ず
安
心
に
な
る
こ
と
で
す
。
心
身
穏
和
は
定
を
修
す
る
基
礎

で
す
。
で
す
か
ら
、
「
因
戒
得
定
，
因
定
開
慧
」
（
戒
に
よ

り
禅
定
が
得
ら
れ
、
禅
定
に
よ
り
智
慧
が
開
く
）
と
言
う
の

は
、
道
理
に
適
う
も
の
で
す
。
第
二
条
で
あ
る
厳
持
戒
律
は

二
乗
福
で
あ
り
、
二
乗
に
あ
る
人
々
の
修
学
の
基
礎
で
す
。

３
．
大
乗
福

も
っ
と
水
準
を
高
く
す
れ
ば
、
大
乗
は
小
乗
に
基
づ
い
て

建
て
ら
れ
ま
す
。
大
乗
福
に
は
四
つ
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
「
発
菩
提
心
」
で
す
。
中
国
は
大
乗
仏
教
で
、
菩
提

心
を
発
す
る
時
、
よ
く
人
に
発
心
を
勧
め
ま
す
。
一
体
ど
う

い
う
心
を
発
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
菩
提
心
と
は
何
で
し

ょ
う
か
？
こ
の
こ
と
を
理
解
出
来
る
人
は
僅
か
で
す
。
「
三

帰
、
衆
戒
、
菩
提
心
」
は
仏
教
の
最
も
基
本
的
な
常
識
で
、

十
分
明
白
に
で
き
な
か
っ
た
ら
、
学
ん
で
も
迷
惑
顛
倒
な
話

で
す
。
「
菩
提
」
は
梵
語
で
、
「
覚
悟
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。

菩
提
心
は
、
本
当
に
覚
悟
し
た
心
で
、
真
実
で
世
俗
の
迷
い

を
離
れ
た
心
で
す
。
何
を
覚
悟
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
人
生

は
本
当
に
苦
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で

す
。
三
界
の
全
て
は
、
苦
に
満
ち
て
い
ま
す
。
人
界
に
は
苦

が
あ
り
ま
す
し
、
天
界
に
も
苦
が
あ
り
ま
す
。
八
苦
（
生
・

老
・
病
・
死
の
四
苦
に
、
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
（
お
ん
ぞ

う
え
く
）
・
求
不
得
苦
（
ぐ
ふ
と
っ
く
）
・
五
陰
盛
苦
（
ご

お
ん
じ
ょ
う
く
）
を
加
え
た
八
つ
の
苦
し
み
）
が
全
て
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
語
れ
ば
、
二
時
間
で
も
語
り
切
れ
ま
せ
ん
。

色
界
天
に
生
ま
れ
る
の
は
、
禅
定
を
修
し
た
か
ら
で
あ
り
、

し
か
も
財
、
色
、
名
、
食
、
睡
と
の
五
欲
を
断
ち
切
っ
た
か

ら
で
す
。
天
界
に
は
苦
々
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
壊
苦
と
行
苦

が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
も
し
禅
定
の
功
力
が
も
っ
と
深
け
れ
ば

無
色
界
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
体

–58–



を
持
つ
必
要
も
な
く
な
り
（
三
界
に
於
け
る
最
高
級
の
凡

夫
）
、
無
色
界
天
の
人
々
は
、
身
体
が
苦
の
元
だ
と
分
か

り
、
物
は
病
の
根
本
だ
と
分
か
り
、
も
し
こ
の
物
質
の
色
身

が
な
け
れ
ば
ど
ん
な
に
自
在
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
と
い
う
強

い
願
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
無
色
界
天
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
そ
の
人
々
に
は
身
体
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
所
謂
霊
界
と
い
う
こ
と
で
、
神
識
だ
け
が
あ
り
、

苦
々
と
壊
苦
は
皆
消
滅
し
て
い
ま
す
。
色
身
が
存
在
す
れ
ば

生
、
老
、
病
、
死
が
あ
り
ま
す
。
物
質
が
存
在
す
れ
ば
成
住

壊
空
が
あ
り
ま
す
。
無
色
天
に
は
こ
の
二
種
類
の
苦
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ま
だ
行
苦
が
あ
り
ま
す
。
行
苦
と
は
、
永
久
に

保
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
我
々
が
よ
く
言
う
「
青

春
は
常
駐
出
来
ま
せ
ん
」
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
行
苦
で
す
。

年
を
重
ね
る
に
連
れ
年
を
取
っ
て
行
き
ま
す
。
止
め
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
三
類
の
苦
は
、
三
界
に
す
べ
て
具
わ
っ

て
い
て
、
快
楽
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
三
界
の
真
相
を
明

瞭
に
す
れ
ば
、
悟
り
が
開
か
れ
ま
す
。
覚
れ
れ
ば
、
自
然
に

苦
を
離
れ
よ
う
、
楽
を
得
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
苦
を
離
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
に
は
必
ず

三
界
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
三
界

を
超
越
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
仏
陀
が
教
え
て
く
れ

る
方
法
に
従
い
、
真
に
修
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
、
本
当
の
「
発
菩
提
心
」
と
言
い
、
真
の
覚
り
で
す
。

又
、
仏
が
教
え
て
く
れ
た
「
四
弘
誓
願
」
は
菩
提
心
が
具
体

的
に
実
践
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
仏
は
大
乗
経
典
で
は
よ
く

「
二
乗
人
、
所
謂
阿
羅
漢
と
辟
支
仏
に
は
菩
提
心
が
あ
り
ま

せ
ん
。
大
乗
菩
薩
は
菩
提
心
を
発
し
て
い
ま
す
」
と
説
か
れ

て
い
ま
す
。
四
弘
誓
願
の
標
準
で
見
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で

き
ま
す
。
菩
薩
の
心
は
、
一
切
の
衆
生
を
普
遍
に
済
度
す
る

こ
と
で
す
。
自
分
が
苦
の
中
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
自
分
を

済
度
し
、
更
に
自
分
の
家
族
、
親
族
友
人
を
済
度
し
、
無
量

無
辺
の
衆
生
を
済
度
し
ま
す
。
平
等
普
遍
で
済
度
す
る
こ
と

が
大
菩
提
心
で
す
。
小
乗
人
に
は
分
別
と
執
着
が
あ
っ
て
、

気
に
入
っ
た
人
を
救
い
ま
す
が
、
気
に
入
ら
な
い
人
は
救
い
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ま
せ
ん
。
小
乗
人
は
、
衆
生
に
求
め
ら
れ
れ
ば
、
気
が
向
け

ば
教
え
ま
す
が
、
求
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
主
動
的
に
は

教
え
ま
せ
ん
。
大
乗
菩
薩
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『
無

量
寿
経
』
に
曰
く
「
菩
薩
は
衆
生
の
た
め
に
呼
ば
れ
な
く
て

も
自
ら
行
動
し
、
菩
薩
を
捜
さ
な
く
て
も
、
彼
は
あ
な
た
を

捜
し
に
来
る
」
仏
法
を
主
動
的
に
衆
生
に
紹
介
し
、
推
薦
す

る
の
が
菩
薩
の
事
業
で
す
。
所
以
に
、
菩
薩
の
心
は
、
二
乗

人
と
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
四
願
の
中
の
第
一
願
で
す
。
我
々

に
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」
と
勧
め
ま
す
。
実
際
に
四
願
は
こ

の
一
願
だ
け
に
な
り
ま
す
。
後
の
三
願
は
、
皆
こ
の
一
願
を

完
成
さ
せ
る
為
の
も
の
で
す
。
衆
生
を
済
度
し
よ
う
と
願
う

こ
と
は
、
自
分
自
身
が
救
わ
れ
な
け
れ
ば
、
衆
生
を
済
度
す

る
能
力
も
備
わ
り
ま
せ
ん
。
衆
生
済
度
の
為
に
は
ど
う
修
行

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
に
は
、
先
ず
自
分
の
煩

悩
を
断
ち
切
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
修
行
の
順
序

で
あ
っ
て
、
第
一
段
階
で
す
。
も
し
順
序
を
間
違
え
れ
ば
、

修
学
は
成
功
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
先
に
煩
悩
を
断
ち
切
り
、

そ
れ
か
ら
法
門
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
あ
る
人
が
仏
法
を
学
ぼ

う
と
思
い
、
煩
悩
を
断
て
ず
に
、
法
門
を
学
び
始
め
、
四
弘

誓
願
の
後
の
二
条
だ
け
を
取
り
、
前
の
両
願
を
捨
て
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
と
煩
悩
を
断
つ
こ

と
が
全
部
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
法
門
無
量
誓
願

学
、
仏
道
無
上
誓
願
成
」
の
二
願
よ
り
着
手
し
ま
す
。
四
階

建
て
の
建
物
を
建
て
る
よ
う
に
、
下
の
一
、
二
階
を
略
し
て

上
の
三
、
四
階
だ
け
を
建
て
よ
う
と
す
る
の
は
、
一
目
瞭
然

で
無
理
な
こ
と
で
す
。
現
代
は
、
修
行
す
る
人
は
た
く
さ
ん

い
て
も
、
成
就
す
る
人
々
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
根
本
か
ら
修

す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
未
だ
深
切
に
衆
生
済
度

と
い
う
弘
願
を
発
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
衆
生
を
済
度
す

る
心
は
大
慈
悲
の
心
で
す
。
こ
の
心
は
、
無
比
な
力
に
よ

り
、
人
を
押
し
、
精
進
さ
せ
、
真
剣
に
修
学
す
る
よ
う
に
さ

せ
ま
す
。
ど
う
し
て
煩
悩
を
断
て
る
か
と
言
え
ば
衆
生
を
済

度
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
す
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
衆
生

–60–



が
、
我
々
の
救
い
を
待
ち
、
永
遠
に
苦
難
か
ら
脱
出
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
も
し
徳
行
、
学
問
、
能
力
が
無
け

れ
ば
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
煩
悩
を

断
ち
、
徳
行
を
成
就
し
、
広
く
法
門
を
学
び
、
仏
道
を
円
成

さ
せ
よ
う
と
発
願
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
一
切
の
衆
生
を
普

遍
に
済
度
す
る
為
で
す
。
自
分
自
身
の
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
大
慈
悲
の
力
で
あ
り
、
地
蔵
経
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
大
円
満
の
次
に
重
要
な
の
は
大
慈
悲
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
重
要
な
修
学
の
順
序
で
す
。

も
し
、
あ
る
方
が
あ
な
た
に
ま
ず
法
門
を
勉
強
す
る
よ
う

に
と
勧
め
た
ら
、
大
変
な
問
題
で
す
。
早
年
、
私
は
李
炳
南

老
師
に
師
事
し
た
頃
、
李
老
師
に
つ
い
て
仏
法
を
学
ぼ
う
と

決
め
ま
し
た
。
弟
子
と
し
て
師
に
礼
拝
し
よ
う
と
し
た
時
、

老
師
は
三
つ
の
条
件
を
持
ち
出
し
ま
し
た
。
「
第
一
、
今
日

か
ら
私
一
人
の
説
法
を
聞
く
だ
け
で
、
他
の
ど
の
法
師
、
居

士
大
徳
の
説
法
も
聞
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
第
二
、
今
日
か

ら
読
む
本
は
、
仏
典
、
他
の
書
籍
に
関
わ
ら
ず
、
私
の
同
意

な
く
し
て
一
切
読
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」
一
番
目
の
「
聞

か
ず
」
と
は
耳
を
塞
ぐ
こ
と
で
、
二
番
目
の
「
見
ず
」
と
は

目
を
遮
る
こ
と
で
す
。
又
、
「
第
三
、
あ
な
た
の
今
ま
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
一
切
認
め
ま
せ
ん
。
一
律
廃
除
し
ま
す
。

今
日
か
ら
私
に
つ
い
て
始
め
か
ら
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
こ

の
三
つ
の
条
件
は
、
苛
刻
で
し
た
。
最
初
に
聞
い
た
と
き
、

こ
の
老
師
は
専
制
跋
扈
で
、
ま
っ
た
く
道
理
が
通
じ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
態
度
は
非
常
に
偉
く
、
ま
た
人
を

見
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
で
も
良
く
考
え
て
見

て
、
最
終
的
に
こ
の
条
件
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
弟
子
入
り
致
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、
こ
れ
が
戒
律

だ
と
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
こ
れ
は
私
の
煩
悩
を

断
た
せ
る
方
法
で
し
た
）
多
く
聞
き
、
多
く
見
る
と
煩
悩
も

多
く
な
り
ま
す
。
少
な
く
聞
く
こ
と
、
少
な
く
見
る
こ
と
、

更
に
聞
か
ず
、
見
ず
に
い
れ
ば
、
煩
悩
は
な
く
な
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
、
老
師
は
こ
の
方
法
で
、
私
に
「
煩
悩
無
尽
誓
願

断
」
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
老
師
の
教
導
を
遵
守
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し
、
半
年
後
に
は
、
妄
念
が
少
な
く
な
り
、
心
が
清
浄
に
な

り
、
智
慧
が
増
長
し
つ
つ
、
真
の
利
益
を
得
ま
し
た
。
私

は
、
五
年
間
に
亘
っ
て
師
の
教
戒
を
遵
守
し
、
非
常
に
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
為
、
私
は
真
に
受
用
を
得
ま
し
た
の

で
、
自
ら
更
に
五
年
間
修
行
を
延
ば
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
師
の
三
条
の
戒
を
十
年
間
に
亘
っ
て
遵
守
し
、
仏
法
の

基
礎
が
築
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
煩
悩
無
尽
誓
願
断
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
心
が
清
浄
に
な
れ
ば
、
師
の
教
法
も
開
放
と

な
り
、
幅
広
く
参
学
す
る
よ
う
に
と
勧
め
て
下
さ
い
ま
し

た
。
参
学
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
任
意
に
誰
の
説
く
経

で
も
聞
い
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
魔
の
説
法
で
あ
っ
て

も
構
い
ま
せ
ん
し
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
も
構
わ
な
い
の
で

す
。
そ
の
意
味
は
、
一
切
の
見
聞
は
あ
な
た
に
利
益
を
与
え

る
だ
け
で
、
決
し
て
害
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
邪
正
、

是
非
を
弁
別
す
る
能
力
が
備
わ
り
ま
し
た
か
ら
、
人
に
引
っ

張
ら
れ
て
、
方
向
を
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
も
う
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
い
う
能
力
が
備
わ
っ
た
ら
、
師
は
あ
な
た
を
外
に

行
か
せ
ま
す
。
初
学
の
人
々
は
未
だ
こ
う
い
う
能
力
が
な

く
、
こ
れ
を
聞
い
た
ら
こ
れ
は
い
い
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
行

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
子
供
に
対
し
、
親
が
厳
し
く
躾
を

す
る
の
は
、
子
が
ま
だ
邪
正
、
是
非
、
得
失
利
害
を
知
ら
な

い
か
ら
で
す
。
李
炳
南
老
師
は
、
本
当
に
大
慈
悲
で
心
が
強

く
、
責
任
感
も
強
く
、
尽
心
尽
力
で
あ
り
ま
し
た
。
所
以
に

仏
法
を
学
ぶ
に
は
こ
う
い
う
道
を
辿
る
べ
き
で
す
。
大
善
知

識
に
親
近
す
る
こ
と
で
す
。
師
の
三
条
の
戒
律
を
遵
守
す
る

と
い
う
こ
と
は
「
師
承
」
と
言
い
ま
す
。
徳
行
と
学
問
が
成

就
す
る
に
は
、
師
の
指
導
な
く
し
て
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
良
師
と
巡
り
逢
え
ま
せ
ん
。
良
い
師
は
、
ど
う

求
め
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
多
生
広
劫
の
善

根
、
福
徳
、
因
縁
に
よ
っ
て
、
巡
り
会
え
る
も
の
で
す
。
一

生
を
掛
け
て
も
良
師
に
出
会
え
な
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
あ
る
人
が
私
に
「
法
師
、
あ
な
た
は
幸
運
で

す
。
良
い
老
師
に
出
会
え
ま
し
た
ね
。
我
々
は
ど
こ
を
探
し

て
も
、
良
師
に
出
会
う
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
勉
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強
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

本
当
の
こ
と
で
す
。
良
師
に
出
会
う
こ
と
は
求
め
て
も
可
能

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
非
常
に
得
難
い
、
機
縁
で
す
。

自
身
が
真
剣
に
善
根
の
種
を
蒔
い
て
善
縁
を
培
う
べ
き
で

す
。
も
し
ど
う
し
て
も
出
会
え
な
か
っ
た
ら
、
他
に
方
法
が

あ
り
ま
す
。
古
人
よ
り
学
び
ま
す
。
往
昔
李
炳
南
老
師
が
私

を
教
え
た
時
、
老
師
は
非
常
に
謙
虚
に
言
い
ま
し
た
、
「
私

の
能
力
で
、
五
年
間
だ
け
あ
な
た
に
教
え
る
事
が
出
来
ま

す
」
老
師
は
私
に
印
光
法
師
を
学
ぶ
よ
う
に
と
勧
め
ま
し

た
。
印
光
法
師
は
李
炳
南
老
師
の
師
で
あ
り
ま
し
た
。
印
光

法
師
を
師
と
し
て
敬
う
よ
う
に
と
私
に
勧
め
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
私
は
ま
だ
初
学
で
あ
り
、
ま
だ
出
家
も
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
老
師
は
、
又
、
言
い
ま
し
た
「
古
人
の

中
で
は
蘇
東
坡
を
学
ぶ
な
。
今
人
の
中
で
は
、
梁
啓
超
を
学

ば
な
い
よ
う
に
。
こ
の
二
人
は
大
仏
学
者
で
し
た
が
、
仏
法

を
学
ぶ
こ
と
に
於
い
て
成
就
し
て
い
ま
せ
ん
。
故
に
、
こ
の

二
人
を
学
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
。
で
す
か
ら
、
李
老
師

は
私
に
印
光
法
師
を
学
ぶ
よ
う
に
と
勧
め
ま
し
た
。
印
光
法

師
は
今
日
の
最
も
良
い
模
範
で
、
い
い
典
型
の
師
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、
我
々
が
も
し
い
い
善
智
識
を
見
つ
け
ら
れ
な
け

れ
ば
、
古
人
の
私
淑
弟
子
に
な
る
よ
う
に
と
説
明
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
成
就
し
た
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
中
国
で
、
古
人
に
師
事
し
た
人
は
孟
子
が
最
初
の

人
で
し
た
。
孟
子
は
、
孔
子
を
学
び
、
（
孔
子
は
そ
の
時
も

う
生
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
）
孔
子
の
本
は
世
間
に
あ
り
ま

し
た
の
で
、
孟
子
は
孔
子
の
著
書
で
あ
る
『
論
語
』
に
専
念

し
、
本
の
中
か
ら
孔
子
の
教
訓
を
受
け
、
一
途
に
孔
子
を
学

び
ま
し
た
。
孟
子
は
こ
の
師
だ
け
に
従
っ
て
、
専
心
に
一
人

を
学
び
ま
す
。
孟
子
の
修
学
は
成
功
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

所
以
に
、
中
国
歴
史
上
で
孔
子
を
大
聖
、
至
聖
と
し
て
、
孟

子
を
亜
聖
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
来
中
国
歴
史

上
で
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
成
就
し
た
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
最
も
著
名
だ
っ
た
の
が
漢
朝
の
司
馬
遷
で
あ
り
ま
し

た
。
彼
は
中
国
第
一
部
の
史
書
で
あ
る
『
史
記
』
を
書
き
ま
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し
た
。
司
馬
遷
は
左
丘
明
を
学
び
、
た
だ
一
家
を
学
び
、
専

一
に
『
左
伝
』
を
読
誦
し
、
『
左
伝
』
の
文
章
と
修
養
を
学

び
、
成
功
し
、
一
代
の
文
豪
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
唐
朝
韓

愈
の
よ
う
に
、
唐
宋
八
大
家
の
一
人
で
、
す
な
わ
ち
「
八
代

之
衰
」
を
執
筆
し
た
韓
昌
黎
で
あ
り
ま
し
た
。
韓
昌
黎
の
師

は
誰
で
す
か
？
史
記
で
す
。
彼
は
司
馬
遷
を
学
び
、
『
史

記
』
を
専
攻
し
、
『
史
記
』
の
文
章
と
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
遂
に
唐
宋
八
大
家
の
首
領
と
な
り
ま
し
た
。
仏
教

で
、
明
代
の

益
大
師
は
浄
宗
の
祖
師
で
す
。

益
大
師
の

師
は
誰
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
蓮
池
大
師
で
し
た
。
当
時
蓮

池
大
師
は
往
生
さ
れ
ま
し
た
が
、
蓮
池
大
師
の
著
述
は
世
に

あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
で

益
大
師
は
完
全
に
蓮
池
大
師

の
著
作
に
依
っ
て
修
学
し
ま
し
た
。
一
人
の
師
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
、
一
人
の
師
の
教
導
に
従
う
こ
と
で
す
。
李
老
師

が
、
当
時
私
に
教
え
た
よ
う
に
、
一
人
の
古
大
徳
に
師
事
す

れ
ば
、
絶
対
に
間
違
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
に
つ
い

て
学
び
、
一
家
の
こ
と
を
学
び
、
成
熟
す
れ
ば
、
こ
れ
も

「
師
承
」
と
な
り
ま
す
。

今
日
、
皆
さ
ん
に
こ
の
事
を
紹
介
し
た
わ
け
は
、
私
か
ら

学
ば
な
い
で
と
言
う
た
め
で
す
。
私
に
は
、
あ
な
た
方
の
師

に
な
る
能
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
李
炳
南
老
師
は
、
印
光
法
師

を
学
ぶ
よ
う
に
と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
こ
こ
で
皆

さ
ん
に
最
高
の
師
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
と
『
無
量
寿
経
』
を

紹
介
し
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
は
我
々
の
師
で
、
我
々
は
一
緒
に

『
無
量
寿
経
』
に
依
っ
て
修
学
し
、
修
学
が
成
功
す
れ
ば
成

仏
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
知
る
べ
き
こ
と
は
、
一
門
に
専
念
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
一
門
を
通
達
し
た
ら
定
を
得
ら
れ
、
智

慧
が
開
け
ま
す
。
古
人
は
こ
の
段
階
で
の
修
学
期
間
を
一
般

的
に
五
年
間
と
し
て
定
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
五
年
間
で
一

門
を
専
攻
し
、
五
年
後
、
広
く
経
論
を
学
び
始
め
ま
す
。
そ

の
頃
に
な
れ
ば
、
目
に
光
が
輝
き
、
経
義
は
自
然
明
瞭
に
な

り
ま
す
。
も
し
智
慧
が
開
け
な
か
っ
た
ら
、
意
識
、
虚
妄
、

分
別
を
用
い
て
、
三
百
年
を
学
ん
で
も
、
経
義
が
わ
か
ら
な

い
だ
け
で
な
く
、
古
人
の
注
解
を
見
て
も
意
味
を
誤
解
す
る
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で
し
ょ
う
。
必
ず
、
自
分
は
本
当
に
悟
り
が
開
け
た
ら
、
再

び
、
古
人
の
注
解
を
見
れ
ば
、
そ
の
境
地
と
こ
の
経
に
対
す

る
理
解
が
瞭
然
と
な
る
で
し
ょ
う
。

李
炳
南
老
師
が
往
年
教
え
て
く
れ
た
三
条
の
戒
律
は
、
李

老
師
が
独
創
し
た
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
一
昨

年
（
一
九
八
九
年
）
、
私
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
布
教
し
て
い

た
頃
、
演
培
法
師
に
招
か
れ
て
講
演
し
ま
し
た
。
私
は
、
青

年
学
生
が
数
多
く
い
た
の
を
見
て
、
若
い
頃
の
経
験
を
青

年
学
生
に
紹
介
し
ま
し
た
。
彼
ら
に
、
演
培
法
師
に
つ
い
て

修
学
す
る
よ
う
に
と
勧
め
ま
し
た
。
演
培
法
師
一
人
だ
け
に

つ
い
て
学
び
、
一
家
の
言
を
学
べ
た
ら
、
必
ず
成
就
し
ま
す

と
。
講
演
が
終
わ
っ
た
後
、
演
公
法
師
は
私
の
手
を
取
っ
て

応
接
間
に
入
り
、
お
茶
を
飲
み
ま
し
た
。
演
培
法
師
は
、
自

分
が
小
沙
弥
の
頃
、
観
宗
寺
に
い
て
、
諦
閑
法
師
が
彼
に
こ

の
三
条
を
与
え
た
と
言
い
ま
し
た
。
こ
の
事
を
聞
い
て
、
私

は
初
め
て
悟
っ
た
の
で
す
。
そ
も
そ
も
こ
の
三
条
は
中
国
祖

師
、
代
々
に
渡
り
伝
承
し
た
生
徒
を
受
け
入
れ
る
三
つ
の
条

件
で
し
た
。
特
定
の
人
の
為
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
に
て
本
当
の
「
師
承
」
を
知
り
ま
し
た
。
師
が
認

め
た
生
徒
に
は
、
必
ず
こ
の
三
個
の
条
件
を
遵
守
さ
せ
ま

す
。
先
ず
あ
な
た
の
目
を
遮
り
、
耳
を
塞
ぎ
、
煩
悩
を
遮
断

し
て
進
入
さ
せ
ず
、
「
煩
悩
無
尽
誓
願
断
」
と
な
り
ま
す
。

本
当
に
断
っ
た
ら
、
煩
悩
は
少
な
く
な
り
智
慧
が
増
え
ま

す
。
そ
れ
か
ら
外
の
世
界
へ
行
っ
て
参
学
し
ま
す
。
そ
れ
が

「
法
門
無
量
誓
願
学
」
で
す
。
所
以
に
、
広
く
学
ぶ
。
博
聞

は
第
二
段
階
に
当
た
り
ま
す
。
絶
対
に
、
初
め
か
ら
「
法
門

無
量
誓
願
学
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
信
じ
な
け
れ
ば
、

次
の
比
喩
で
感
じ
取
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
人
の
法
師
の
教
導

に
従
っ
て
、
一
つ
の
法
門
を
修
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
。
二

人
の
法
師
の
教
え
は
、
二
つ
の
方
法
に
な
り
ま
す
。
三
人
の

法
師
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
十
字
路
に
い
る
の
と
同
じ
よ

う
な
も
の
で
す
。
四
人
の
法
師
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
十

字
街
頭
を
彷
徨
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ど
う
習
え
ば
い
い
の
か
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分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
所
以
に
、
一
人
に
つ
い
て
学
ぶ
の

が
正
し
い
こ
と
で
道
理
に
適
い
ま
す
。
我
々
は
、
古
大
徳

が
、
高
僧
伝
、
居
士
伝
で
よ
く
二
十
年
、
三
十
年
に
亘
っ
て

ひ
と
り
の
師
に
随
い
、
悟
り
が
開
け
て
か
ら
は
じ
め
て
外
に

出
て
参
学
し
た
事
を
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
道
理

に
適
っ
て
い
ま
す
。
仏
法
の
修
学
が
成
就
で
き
る
か
否
か
は

こ
れ
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
こ
の
秘
訣
、
こ
の
道
理
を
遵
守
す

る
こ
と
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
成
功
は
夢
に
な
り
ま
す
。

良
師
に
出
会
え
な
け
れ
ば
、
私
は
「
阿
弥
陀
仏
」
を
師
と
す

る
事
を
推
薦
し
ま
す
。
『
無
量
寿
経
』
は
教
科
書
で
す
。
こ

の
経
を
一
筋
に
五
年
間
読
ん
で
か
ら
ま
た
、
他
の
経
を
読
む

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
甚
大
な
忍
耐
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
定
慧
等
学
」
（
定
慧
を
共
に
修
す
る
こ
と
）
で

す
。 

こ
の
経
以
外
の
経
を
見
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一

冊
だ
け
で
す
。
五
年
後
、
別
の
経
文
を
読
め
ば
理
解
は
昇
華

す
る
で
し
ょ
う
。
定
慧
修
養
を
得
れ
ば
、
一
切
の
こ
と
に
通

達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
仏
法
の
教
学
と
世
間
の
教
学

は
、
観
念
と
方
法
上
で
は
皆
違
い
ま
す
。
世
間
の
人
々
が
読

書
を
す
る
よ
う
に
、
大
学
で
科
目
を
選
び
、
多
い
選
択
肢
の

中
か
ら
慎
重
に
選
択
し
ま
す
。
仏
法
教
学
は
異
な
り
ま
す
。

円
満
な
智
慧
を
開
く
こ
と
が
目
的
で
す
。
将
来
こ
の
大
学
の

す
べ
て
の
科
目
が
明
瞭
に
な
り
ま
す
。
仏
法
は
こ
の
よ
う
に

教
え
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
ら
学
べ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
一

門
か
ら
入
っ
て
、
専
一
に
学
び
ま
す
。
所
謂
「
一
経
に
通
ず

れ
ば
、
一
切
の
経
に
通
ず
」
任
意
に
、
一
部
の
経
典
を
選
べ

ば
い
い
の
で
す
。
最
も
重
要
な
の
は
「
一
門
を
専
攻
す
る
」

こ
と
で
す
。
こ
の
経
に
ま
だ
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
絶
対
に

第
二
部
の
経
を
読
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
通
ず
る
」
と
は

ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
？
通
ず
る
と
い
う
の
は
悟
り
を

開
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
経
か
ら
、
定
を
得
て
、
慧
を

開
く
こ
と
を
通
達
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
其
の
他
の
一

切
の
経
典
を
読
め
ば
、
す
ぐ
に
通
達
出
来
る
で
し
ょ
う
。
こ

こ
に
比
喩
が
あ
り
ま
す
。
世
間
の
人
々
が
学
問
を
す
る
時
、

学
問
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
、
先
ず
幅
広
く
そ
れ
か
ら
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磨
き
を
か
け
て
最
後
は
専
攻
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
良
く

考
え
て
み
れ
ば
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
ど
ん
な
に
高
く
て
も
広
く

て
も
、
極
限
が
あ
り
、
頂
上
に
到
達
し
た
ら
終
点
に
な
り
ま

す
。
だ
が
仏
法
は
違
い
ま
す
。
仏
法
は
、
木
を
植
え
る
よ
う

に
、
ま
ず
根
、
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
枝
、

葉
、
花
、
実
へ
と
成
長
し
、
無
量
無
辺
に
広
が
り
ま
す
。
一

点
か
ら
生
ま
れ
て
、
発
散
さ
れ
、
最
後
に
は
大
円
満
に
至
り

ま
す
。
結
果
的
に
出
世
間
法
に
通
達
出
来
な
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
間
法
の
学
問
で
は
、
極
限
に
至
っ
た
ら
突
破
で

き
な
く
な
り
、
広
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
上
昇
す
る
こ
と
も

出
来
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
仏
法
に
は
終
点
が
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
冷
静
に
か
つ
真
剣
に
考
え
て
下
さ
い
。
こ

の
事
実
の
真
相
を
明
瞭
に
出
来
れ
ば
、
仏
法
教
学
の
善
巧
方

便
と
、
教
学
法
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
絶
対
に
世
間
一
般

の
浅
識
が
理
解
で
き
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
、
あ

ま
り
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
が
、
続
け
る
と
、
後
の
成
就

は
本
当
に
不
可
思
議
な
事
が
起
こ
り
ま
す
。
世
間
法
は
、
最

初
は
博
学
多
聞
の
様
に
見
え
ま
す
が
、
後
に
な
れ
ば
、
何
も

通
じ
な
く
な
り
ま
す
。
仏
法
が
採
用
し
た
教
学
方
法
は
、
異

な
り
ま
す
か
ら
、
結
果
は
自
然
に
異
な
り
ま
す
。

四
弘
誓
願
は
、
世
尊
が
我
々
に
教
示
し
た
修
学
の
順
序

で
、
修
学
の
過
程
で
す
。
こ
の
四
過
程
に
従
い
修
学
す
れ

ば
、
必
ず
究
竟
円
満
に
至
れ
ま
す
。
最
後
の
「
仏
道
無
上
誓

願
成
」
は
煩
悩
が
尽
き
、
法
門
が
円
満
に
な
る
こ
と
で
す
。

無
量
無
辺
の
法
門
は
す
べ
て
を
通
達
し
、
円
満
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
成
仏
道
」
と
言
い
ま
す
。
世
尊
は
、
『
華
厳

経
』
に
、
と
り
わ
け
華
厳
最
終
の
「
普
賢
菩
薩
行
願
品
」
を

強
調
し
ま
す
。
全
四
十
巻
が
あ
る
た
め
、
我
々
は
『
四
十
華

厳
』
と
称
し
ま
す
。
世
尊
は
善
財
童
子
を
仏
法
修
学
の
模
範

と
し
て
、
我
々
に
、
理
論
方
法
を
教
え
、
更
に
行
動
で
我
々

に
示
し
、
日
常
生
活
の
中
で
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
善
財
童

子
が
最
初
に
親
近
し
た
師
は
、
文
殊
師
利
菩
薩
で
し
た
。
文

殊
菩
薩
は
善
財
に
前
述
し
た
三
個
の
条
件
を
遵
守
す
る
事
を

教
え
ま
し
た
。
煩
悩
を
断
つ
こ
と
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
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っ
て
、
戒
、
定
、
慧
の
基
礎
が
完
成
し
ま
す
。
文
殊
菩
薩
の

と
こ
ろ
で
、
持
戒
、
定
を
修
し
、
智
慧
を
開
き
、
智
慧
を
開

い
た
ら
、
文
殊
菩
薩
は
善
財
を
解
放
し
て
参
学
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
が
著
名
な
「
五
十
三
参
」
で
す
。
「
五
十
三
参
」

は
社
会
の
各
種
の
異
な
る
業
界
、
各
種
の
異
な
る
学
術
、
各

種
の
異
な
る
人
物
、
老
若
男
女
、
仏
法
を
学
ぶ
人
々
、
出
家

の
人
々
、
在
家
の
人
々
等
を
代
表
す
る
こ
と
で
、
色
々
と
何

で
も
触
れ
ら
れ
、
す
べ
て
を
学
習
し
、
見
聞
を
広
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
善
財
の
究
竟
円
満
な
智
慧
を
成
就
さ
せ
ま
し
た
。

最
後
に
（
こ
こ
が
特
別
に
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
）
、

普
賢
菩
薩
に
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
賢
菩
薩
は
、

「
十
大
願
王
」
を
以
て
極
楽
へ
導
き
、
西
方
極
楽
世
界
に
往

生
し
、
阿
弥
陀
仏
に
会
う
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀

仏
に
会
え
ば
、
無
上
仏
道
が
円
満
成
就
出
来
ま
す
。
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
無
上
仏
道
を
成
就
し
た
け
れ
ば
、

阿
弥
陀
仏
に
会
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
に
会

え
な
か
っ
た
ら
、
煩
悩
を
断
ち
、
法
門
を
学
べ
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
無
上
仏
道
は
簡
単
に
成
就
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

て
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？
『
華
厳
経
』
で
の
華
厳
会
は
、

偉
大
な
毘
盧
遮
那
仏
の
法
会
で
す
。
一
真
法
界
で
、
十
法
界

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
真
法
界
（
初
住
菩
薩
以
上
の
仏
の
世

界
、
法
身
菩
薩
の
住
む
世
界
）
で
は
、
文
殊
、
普
賢
は
、
皆

円
教
の
等
覚
菩
薩
で
、
華
厳
会
で
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願

を
立
て
ま
し
た
。
往
年
、
私
は
『
華
厳
経
』
を
説
い
た
時
、

こ
の
事
実
を
見
て
非
常
に
驚
喜
し
ま
し
た
。
華
厳
世
界
の
等

覚
菩
薩
が
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
の
は
何
の
為
で
し
ょ

う
。
当
時
、
本
当
に
必
要
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
考

え
た
ら
、
只
一
つ
の
事
と
一
つ
の
理
由
の
為
に
、
無
上
正
等

正
覚
を
証
悟
し
に
行
く
だ
け
で
す
。
も
し
こ
の
事
の
為
で
な

か
っ
た
ら
、
実
際
そ
こ
に
行
く
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
詳
し
く
観
察
し
た
ら
、
正
に
こ
の
為
で
あ
り
、
善
財
も

こ
の
為
で
し
た
。
私
は
、
こ
こ
で
忽
然
大
悟
し
た
の
で
す
。

真
正
に
、
円
満
無
上
菩
提
を
成
就
し
た
け
れ
ば
（
円
教
の
仏

果
で
あ
る
）
極
楽
世
界
に
行
く
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
所
以
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に
、
『
四
十
華
厳
』
の
中
の
「
普
賢
行
願
品
」
は
、
詳
細
に

こ
の
四
弘
誓
願
を
解
い
た
も
の
で
す
。
『
四
十
華
厳
』
を
明

瞭
に
す
れ
ば
、
大
乗
を
修
学
す
る
時
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
道

を
歩
ん
だ
ら
い
い
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
真
正
明
瞭
、
真
正

覚
悟
、
菩
提
心
を
発
し
て
か
ら
、
真
実
の
覚
り
の
心
を
発
す

る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
真
に
迷
わ
ず
、
顛
倒

せ
ず
、
菩
提
の
道
に
一
路
順
風
に
な
る
で
し
ょ
う
。

第
二
句
は
「
深
信
因
果
」
（
因
果
を
深
く
信
じ
る
事
）
で

す
。
往
昔
、
私
は
『
無
量
寿
経
』
を
読
み
、
何
時
も
こ
の
経

文
に
惑
わ
さ
れ
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
て
こ

の
疑
惑
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
こ
の
句
が
第
一

条
に
あ
れ
ば
、
疑
惑
が
起
き
ず
、
道
理
が
通
じ
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
第
三
福
は
菩
薩
が
修
す
る
福
で
、
ま
さ
か
大
菩

薩
が
因
果
の
事
実
を
受
け
入
れ
ず
、
因
果
を
信
じ
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
我
々
で
も
わ
か
る
こ
と
で
、
善

行
に
は
よ
い
報
い
、
悪
行
に
は
悪
い
報
い
を
受
け
ま
す
。
善

因
に
は
善
果
、
悪
因
に
は
悪
果
を
受
け
ま
す
。
ど
う
し
て
菩

薩
は
分
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
菩
薩
に
「
深
信
因

果
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
納
得
が
行
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
後
に
な
っ
て
華
厳
経
十
地
品
ま
で
読
ん
だ
ら
、
恍

然
と
悟
り
ま
し
た
。
仏
は
『
華
厳
経
・
十
地
品
』
に
「
十
地

菩
薩
は
始
終
念
仏
を
離
れ
ず
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。
私
は
こ

れ
で
初
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
華
厳
会
に
登
地
し
た
菩
薩
か

ら
十
地
、
等
覚
ま
で
、
こ
の
十
一
の
位
の
菩
薩
（
究
極
な
仏

果
に
最
も
近
い
位
の
諸
菩
薩
）
は
念
仏
法
門
を
修
し
ま
す
。

な
ん
と
こ
こ
の
「
因
果
」
は
「
念
仏
は
因
、
成
仏
は
果
」
を

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
因
果
に
関
し
て
、
本
当
の
こ
と
を
言

う
と
、
た
く
さ
ん
の
菩
薩
は
知
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
た
く
さ

ん
の
菩
薩
は
、
仏
が
語
っ
た
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
も
ま
だ
信

じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
所
以
に
、
仏
は
こ
こ
で
彼
ら
に

「
深
信
因
果
」
（
深
く
因
果
を
信
じ
）
「
念
仏
は
因
、
成
仏

は
果
」
と
教
え
て
い
ま
す
。
文
殊
、
普
賢
、
善
財
が
西
方
極

楽
世
界
に
往
生
す
る
ぞ
と
発
願
し
た
の
は
こ
の
話
を
信
じ
た

か
ら
で
す
。
私
は
『
華
厳
』
を
読
み
、
『
華
厳
』
を
講
じ
た
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因
縁
で
こ
の
こ
と
を
通
達
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
本

当
に
簡
単
に
信
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
三
句
は
「
読
誦
大
乗
」
（
大
乗
経
典
を
読
誦
す
る
こ

と
）
で
す
。
こ
れ
は
菩
薩
が
修
行
す
る
こ
と
で
す
。
菩
薩
は

仏
法
を
一
日
も
休
ま
ず
学
び
、
一
日
も
休
ま
ず
読
経
し
ま

す
。
読
経
は
、
仏
の
た
め
で
な
く
、
経
は
、
仏
が
説
い
た
も

の
で
、
仏
は
人
々
の
読
経
を
聞
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
が
読
経
す
る
の
は
、
仏
と
菩
薩
の
教
訓
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
『
無
量
寿
経
』
を
読
む
の
は
阿
弥
陀
仏
が
目
の
前
で

我
々
を
教
導
す
る
こ
と
で
、
阿
弥
陀
仏
が
説
く
道
理
は
、

我
々
に
宇
宙
人
生
の
真
相
を
分
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で

す
。
阿
弥
陀
仏
の
教
訓
は
、
我
々
が
こ
の
世
間
で
菩
薩
道
を

ど
の
よ
う
な
態
度
で
、
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
で
、
ど
う
い
う

方
式
で
行
う
べ
き
か
を
教
導
し
た
も
の
で
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
経
典
の
一
切
の
教
訓
を
確
実
に
遵
守
す
れ
ば
読
経
か
ら

真
実
の
利
益
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
仏
の
弟
子
に
と
っ

て
、
読
経
の
最
低
水
準
は
毎
日
早
晩
二
課
を
行
う
こ
と
で

す
。
早
晩
課
（
朝
晩
の
授
業
）
は
ど
う
し
た
ら
如
法
で
し
ょ

う
か
？
み
な
さ
ん
は
知
る
べ
き
で
、
早
課
は
仏
の
教
訓
を
聞

く
こ
と
で
あ
り
、
自
分
を
喚
起
さ
せ
る
事
で
す
。
私
は
、
今

日
一
日
の
心
持
ち
、
念
頭
、
処
世
、
対
人
、
対
物
な
ど
は
仏

の
教
導
に
反
し
な
い
こ
と
で
あ
る
と
発
心
す
る
の
を
早
課
と

言
い
ま
す
。
晩
課
で
は
反
省
、
検
討
を
行
い
ま
す
。
経
典
を

開
い
て
真
面
目
に
反
省
し
、
仏
の
教
誨
を
心
に
記
し
た
の
か

ど
う
か
。
守
っ
た
か
ど
う
か
。
も
し
守
れ
な
か
っ
た
ら
、
真

剣
に
懺
悔
を
し
、
過
ち
を
改
め
て
翌
日
は
必
ず
努
力
し
守
る

よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
早
晩
課
の
功
徳
利
益
で
す
。
反
対

に
、
朝
一
回
仏
と
菩
薩
に
読
経
し
、
夜
再
び
読
経
し
、
自
分

の
心
持
ち
や
念
頭
は
、
経
典
の
教
訓
と
些
も
ず
れ
て
い
な

い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
々
、
泥
塑
木
彫
の
仏
像
に
面
し
、
朝
一

回
仏
像
を
騙
し
、
夜
も
う
一
回
仏
像
を
騙
し
、
甚
大
な
罪
悪

を
起
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
も
し
生
き
て
い
る
人
を
騙
し

た
ら
、
ま
だ
許
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
泥
塑
木
彫
の
仏

像
を
騙
し
て
、
し
か
も
一
日
二
回
も
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
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功
徳
が
あ
る
と
言
う
の
は
大
間
違
い
で
す
。
ど
ん
な
に
重
い

罪
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
早
晩
課
は
ほ
と
ん
ど
形

式
に
流
れ
て
い
ま
す
、
少
し
も
内
容
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
ど
う
や
っ
て
功
徳
利
益
を
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
浄

土
宗
を
修
す
る
人
は
、
過
去
に
於
い
て
、
朝
晩
に
各
一
部
の

『
阿
弥
陀
経
』
、
三
遍
の
往
生
呪
を
読
み
、
仏
名
（
阿
弥
陀

仏
）
を
念
じ
て
い
ま
し
た
（
回
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い

い
の
で
す
）
。
朝
晩
は
同
じ
で
、
こ
れ
は
「
専
」
（
専
一
の

こ
と
）
で
す
。
た
く
さ
ん
の
経
論
を
読
ん
で
は
い
け
ま
せ

ん
。
多
く
な
れ
ば
混
雑
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
正
し
い
修

行
が
出
来
ず
、
精
進
し
な
く
な
り
ま
す
。
『
阿
弥
陀
経
』
の

経
文
は
意
味
が
浅
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
に
意

味
が
深
い
も
の
で
す
。
信
心
が
清
浄
に
な
る
こ
と
が
最
も
大

事
で
す
。
真
実
の
利
益
を
得
ら
れ
ま
す
。
私
が
『
阿
弥
陀
経

注
疏
』
を
講
じ
た
の
は
、
今
回
が
三
回
目
で
、
ま
だ
説
き
終

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
回
目
を
講
じ
た
時
、
録
音
テ
ー
プ
が

な
く
、
二
回
目
は
録
音
テ
ー
プ
に
残
せ
ま
し
た
。
九
十
分
の

録
音
テ
ー
プ
で
、
計
三
百
十
五
巻
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

三
百
十
五
日
で
説
法
は
円
満
に
な
り
ま
し
た
。
所
以
に
『
阿

弥
陀
経
』
は
分
か
り
に
く
く
、
意
味
が
深
す
ぎ
ま
す
。
現
在

『
無
量
寿
経
』
を
読
む
よ
う
に
と
皆
さ
ん
に
勧
め
て
い
ま

す
。
『
無
量
寿
経
』
は
分
か
り
や
す
く
、
『
阿
弥
陀
経
』
程

意
味
が
深
く
あ
り
ま
せ
ん
。
『
阿
弥
陀
経
』
は
、
文
字
上
、

平
明
で
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
意
味
が
無
限
で
、
広
く

深
い
の
で
す
。
『
無
量
寿
経
』
の
意
味
は
、
さ
ほ
ど
深
く
な

く
、
意
味
も
理
解
で
き
、
教
訓
は
顕
明
で
明
白
で
す
。
学
べ

ば
ご
利
益
を
得
ら
れ
ま
す
。
も
し
仕
事
が
と
て
も
忙
し
く
、

毎
日
一
部
を
読
む
事
で
も
難
し
け
れ
ば
、
私
は
、
台
湾
と
米

国
の
道
場
に
教
え
た
よ
う
に
、
早
課
で
一
回
『
無
量
寿
経
』

第
六
品
（
四
十
八
誓
願
）
を
読
む
よ
う
に
と
勧
め
ま
す
。
ど

う
し
て
で
す
か
？
こ
れ
は
浄
宗
の
核
心
で
あ
り
、
浄
宗
の
根

源
で
す
。
修
行
す
る
に
は
必
ず
阿
弥
陀
仏
と
同
様
な
願
を
立

て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
弥
陀
が
あ
る
願
を
立
て
れ
ば
、
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私
も
そ
う
い
う
願
を
立
て
ま
す
。
私
の
心
は
阿
弥
陀
仏
の
心

と
同
じ
で
、
私
の
願
も
阿
弥
陀
仏
の
願
と
同
じ
に
な
る
よ
う

に
と
願
い
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
と
同
心
同
願
、
こ
れ
は
意
気
投

合
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
、
当
然
一
緒
に
な
り
ま
す
。
晩
課

は
三
十
二
品
か
ら
三
十
七
品
ま
で
を
読
み
ま
す
。
仏
陀
が

我
々
に
日
常
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
悪
を
断
ち
、
ど
の

よ
う
に
善
を
修
し
、
ど
の
よ
う
に
存
養
す
る
か
を
教
え
て
い

ま
す
。
説
い
た
教
訓
は
、
対
人
、
対
物
に
対
す
る
原
則
で

す
。
必
ず
肝
に
銘
じ
て
遵
守
す
べ
き
で
す
。
こ
の
六
品
の
経

は
戒
律
で
す
。
受
持
と
は
す
な
わ
ち
持
戒
す
る
こ
と
で
す
。

持
戒
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
の
行
、
解
と
同
様
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
様
に
心
も
一
緒
で
、
願
、
解
、
行
も
一
緒
で
あ
れ

ば
、
あ
な
た
も
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

浄
土
を
修
す
れ
ば
、
成
就
し
な
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日

阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
『
阿
弥
陀
経
』
を
唱
え
て
も
、
信
、

願
、
解
、
行
が
阿
弥
陀
仏
に
反
し
て
い
れ
ば
、
い
く
ら
念
じ

て
も
相
応
し
ま
せ
ん
。
古
人
曰
く
「
毎
日
十
万
回
仏
名
を
唱

え
て
も
無
駄
で
あ
る
」
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

口
だ
け
で
、
心
を
込
め
て
い
ま
せ
ん
。
心
願
が
阿
弥
陀
仏
と

相
応
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
朝
暮
課
読
誦
本
は
、
古
人
が

制
定
し
た
も
の
で
、
当
時
の
人
々
の
為
に
な
り
ま
す
が
、
現

代
社
会
で
は
、
環
境
が
た
く
さ
ん
変
化
し
て
お
り
、
あ
る
儀

軌
は
も
う
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
過
去
の
人

は
、
課
誦
に
つ
い
て
皆
理
解
出
来
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
当
に
人
に
気
づ
か
せ
反
省
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
、
我
々
が
朝
暮
課
本
を
読
む
の
は
、
意
味
が
理
解
で
き

な
け
れ
ば
、
人
に
気
づ
か
せ
反
省
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
果

た
せ
ず
、
読
誦
し
た
だ
け
に
な
り
ま
す
。
二
、
三
歳
の
子
供

が
歌
う
よ
う
に
、
発
音
は
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
意
味
を
知
ら
ず
、
理
解
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
、
読
誦

は
仏
と
菩
薩
に
聞
か
せ
る
為
な
ら
ば
、
仏
と
菩
薩
は
聞
く
事

が
出
来
な
い
上
に
、
我
々
の
努
力
も
無
駄
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
朝
暮
二
課
の
効
果
を
得
ら
れ
な
い
原
因
で
す
。

念
誦
の
目
的
と
方
法
を
理
解
し
、
仏
法
の
修
学
綱
領
に
従
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っ
て
修
す
れ
ば
、
初
め
て
仏
法
の
殊
勝
な
功
徳
利
益
を
得
ら

れ
ま
す
。
仏
教
経
論
は
非
常
に
多
く
、
好
き
な
一
種
を
選
べ

ば
良
い
の
で
す
。
選
択
す
れ
ば
、
一
門
を
専
攻
し
、
少
な
く

と
も
五
年
間
の
時
間
が
必
要
で
す
。
現
代
人
は
忍
耐
力
に

欠
け
て
い
て
、
い
つ
も
、
勧
め
ら
れ
て
も
忍
耐
力
が
少
な
い

た
め
、
実
行
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
仕
方

な
く
五
年
間
を
八
割
、
六
割
に
し
て
、
三
年
間
に
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
以
上
妥
協
し
た
ら
、
恐
ら
く
効
果
が
な
く
な
り
ま

す
。
私
は
、
李
炳
南
老
師
の
門
下
に
十
年
間
い
て
、
第
一
部

で
学
ん
だ
の
は
『
阿
難
問
事
仏
吉
凶
経
』
で
、
小
乗
経
で

す
。
第
二
部
は
『
阿
弥
陀
経
』
、
第
三
部
は
「
普
賢
行
願

品
」
、
第
四
部
は
『
金
剛
経
』
、
第
五
部
は
大
経
で
、
『
大

仏
頂
首
楞
厳
経
』
で
す
。
順
序
に
よ
り
、
一
つ
ず
つ
学
び
、

ど
の
経
に
も
長
い
時
間
を
か
け
、
大
変
な
忍
耐
力
を
も
っ
て

完
成
し
ま
し
た
。
『
華
厳
経
』
に
な
り
ま
す
と
、
李
老
師
が

第
一
巻
を
解
き
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
後
の
七
十
九
巻
か
ら
晉

経
六
十
巻
、
貞
元
四
十
巻
に
至
る
ま
で
私
は
全
部
体
得
出
来

ま
し
た
。
『
法
華
経
』
、
『
阿
含
経
』
、
『
禅
密
集
』
等
に

関
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
が
な
く
て
も
明
瞭
で
し
た
。
古
人
曰

く
「
一
部
の
経
に
通
じ
れ
ば
、
一
切
の
経
に
通
じ
、
障
碍
は

な
い
。
」
こ
の
利
益
は
老
師
の
指
導
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
教
学
法
は
、
一
部
の
経
を
学
べ
ば
一
部
だ
け
を

理
解
で
き
る
の
で
は
な
く
、
一
部
の
経
を
学
ん
だ
ら
、
す
べ

て
の
経
が
理
解
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
所
謂
真
の
円
融

で
す
。
孔
子
の
教
学
で
は
、
学
生
が
も
し
一
か
ら
三
を
知
ら

な
け
れ
ば
、
孔
子
は
教
え
て
下
さ
い
ま
せ
ん
。
所
以
に
学
習

は
専
一
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
李
炳
南
老
師
は
、
学
生
を

教
導
す
る
時
に
「
経
を
聴
く
の
は
言
語
と
文
章
を
聴
く
こ
と

で
は
な
く
、
経
の
道
理
と
教
理
を
聴
く
べ
き
で
す
」
と
教
え

ま
し
た
。
「
理
」
と
は
、
世
間
と
出
世
間
の
一
切
の
法
に
貫

通
し
て
い
る
こ
と
で
、
も
し
未
だ
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
教
義

を
聞
け
ば
い
い
こ
と
で
す
。
義
は
一
宗
の
理
論
で
、
も
し
一

支
派
の
理
論
を
通
達
で
き
た
ら
、
そ
れ
で
も
い
い
の
で
す
。

も
っ
と
も
高
明
な
の
は
、
教
理
に
入
る
こ
と
で
す
。
そ
の
次
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は
教
義
で
す
。
こ
れ
ら
は
一
切
の
法
に
通
用
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
で
き
れ
ば
本
当
の
受
持
で
す
。
で
も
、
こ
れ
ら
は
智

慧
に
基
づ
く
こ
と
で
す
。
智
慧
は
必
ず
「
戒
、
定
、
慧
」
の

実
践
に
よ
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
老
師
の
施
し
た
教
戒

と
方
法
を
徹
底
的
に
遵
守
し
、
心
を
落
ち
着
か
せ
、
変
化
に

心
を
動
か
さ
れ
ず
、
忍
辱
波
羅
蜜
を
修
し
、
強
い
忍
耐
力
で

学
ぶ
こ
と
で
す
。
も
し
有
る
人
に
他
の
法
門
と
経
典
の
良
さ

を
紹
介
さ
れ
て
も
、
耐
え
て
動
か
さ
れ
ず
、
暫
時
聴
か
ず
見

ず
に
、
傍
に
置
き
、
智
慧
が
開
け
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
は

じ
め
て
見
ま
す
。
智
慧
が
顕
れ
な
か
っ
た
ら
見
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
と
に
か
く
一
つ
の
法
門
に
専
一
す
る
人
は
、
成
功
す

る
希
望
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。
こ
れ
は
修
行
が
成
功
す

る
秘
訣
で
す
。

以
上
述
べ
た
十
句
は
自
分
が
利
益
を
得
ら
れ
る
事
で
、
自

分
の
修
学
の
た
め
と
な
り
ま
す
。
最
後
の
一
句
だ
け
は
、
世

尊
が
我
々
に
仏
法
を
普
く
大
衆
に
紹
介
す
る
よ
う
に
と
教
え

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
次
の
一
句
は
「
勧
進
行
者
」
、
人
に

仏
法
を
勧
め
、
他
人
を
精
進
さ
せ
よ
う
と
努
め
る
人
は
菩
薩

で
、
所
以
に
大
乗
経
典
に
善
男
子
、
善
女
人
と
云
う
「
善
」

は
こ
の
条
件
で
す
。
「
孝
養
父
母
」
か
ら
「
勧
進
行
者
」
ま

で
全
部
円
満
に
行
え
れ
ば
、
大
乗
経
で
い
う
善
男
子
、
善
女

人
に
相
応
し
ま
す
。
善
に
は
標
準
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
み
な
さ
ん
は
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
す
べ
き
で
す
。
『
地

蔵
経
』
で
云
う
、
善
男
子
、
善
女
人
は
地
蔵
菩
薩
の
名
号
を

唱
え
、
地
蔵
菩
薩
を
供
養
す
れ
ば
将
来
百
回
三
十
三
天
（
天

界
の
ひ
と
つ
）
に
往
復
で
き
、
悪
道
に
堕
ち
な
い
果
報
を
得

た
こ
と
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
普
通
の
修
行
者
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
世
間
法
の
善
男
子
、
善
女
人
と
言
え
ば
、

第
一
福
だ
け
が
具
わ
っ
て
い
れ
ば
い
い
こ
と
で
、
小
乗
教
で

は
二
福
ま
で
、
大
乗
仏
法
で
は
三
福
す
べ
て
を
具
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
所
以
に
、
我
々
が
経
典
の
中
の
善
男
子
、
善

女
人
を
読
ん
だ
ら
、
我
々
自
身
は
そ
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
、
ど
こ
ま
で
実
行
し
て
い
る
か
、
標
準
に
相
応
し
て
い

る
か
、
特
に
大
乗
仏
法
に
於
い
て
、
我
々
は
善
男
子
、
善
女

人
と
言
え
る
か
を
自
問
す
べ
き
で
す
。
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（
二
）六
和
敬

『
観
無
量
寿
仏
経
』
の
三
福
は
、
我
々
修
行
の
根
本
的
な

基
礎
で
、
こ
の
基
礎
か
ら
離
れ
た
ら
、
大
乗
ば
か
り
で
な
く

人
天
の
善
も
成
就
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
我
々
は
此
処

か
ら
仏
法
を
学
び
始
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
尊
が
説
か
れ
た

『
観
無
量
寿
仏
経
』
の
経
文
で
す
。
三
福
を
特
に
詳
細
に
述

べ
て
い
ま
し
た
。
よ
く
体
得
し
、
出
来
る
だ
け
遣
り
遂
げ
て

自
分
の
修
学
の
根
基
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

自
修
の
基
礎
の
上
に
共
修
の
基
礎
が
あ
り
ま
す
。
も
し
こ
の

基
礎
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
一
緒
に
共
修
し
て
も
得
が
あ
り

ま
せ
ん
。
共
同
の
認
識
が
な
く
、
雑
談
し
、
互
い
に
合
わ
な

け
れ
ば
、
共
修
よ
り
一
人
で
修
行
し
た
方
が
い
い
の
で
す
。

共
修
に
は
共
修
の
戒
律
が
あ
り
ま
す
。
所
謂
、
世
尊
が
教
え

て
く
れ
た
「
六
和
敬
」
で
す
。

「
三
福
」
は
個
人
修
行
の
基
礎
で
す
。
「
六
和
」
は
大
衆

が
共
修
す
る
た
め
の
戒
律
で
あ
り
、
基
本
的
な
修
学
方
法
で

す
。
仏
法
の
僧
団
と
は
、
四
人
以
上
同
じ
所
に
住
み
共
修
す

る
団
体
の
こ
と
で
す
。
世
尊
は
僧
団
の
た
め
に
六
条
の
戒
律

を
制
定
し
、
大
衆
は
皆
こ
の
六
条
の
戒
律
を
遵
守
し
ま
す
。

こ
れ
が
仏
法
の
僧
団
で
す
。
み
ん
な
は
世
尊
の
弟
子
で
す
。

「
六
和
敬
」
は
団
体
共
修
す
る
基
本
的
な
規
則
で
す
か
ら
、

出
家
の
団
体
と
在
家
の
団
体
に
関
わ
ら
ず
必
ず
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
一
、
「
見
和
同
解
」
（
見
方
が
同
一
で
あ
る
こ
と
）

で
、
共
同
の
認
識
を
築
く
こ
と
で
す
。
団
体
の
中
で
修
学
の

理
論
と
方
法
に
つ
い
て
共
同
の
見
解
を
持
つ
べ
き
で
す
。
こ

れ
は
大
衆
が
共
修
す
る
と
き
の
基
礎
で
す
。
世
尊
が
在
世
の

時
、
「
恒
順
衆
生
、
随
喜
功
徳
」
（
衆
生
に
従
順
し
、
他
人

の
な
す
善
を
見
て
、
こ
れ
に
し
た
が
い
、
喜
び
の
心
を
生
ず

る
こ
と
）
を
確
実
に
守
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、
た
く
さ
ん
の

見
解
が
異
な
る
人
々
の
た
め
に
無
量
無
辺
の
法
門
を
開
き
ま

し
た
。
仏
教
の
宗
派
と
法
門
が
多
い
の
は
、
こ
の
縁
故
に
よ

っ
て
開
か
れ
た
か
ら
で
す
。
大
衆
が
一
緒
に
集
ま
っ
て
、
今

日
の
所
謂
社
会
と
な
り
、
社
会
が
本
当
に
安
定
す
る
に
は
ま

–76–



ず
人
々
が
互
い
に
協
同
調
和
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
唯
一

「
和
」
は
、
我
々
の
見
解
や
思
想
、
乃
至
生
活
方
式
ま
で
存

在
す
る
差
を
徐
々
に
縮
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

一
切
平
等
で
あ
る
こ
と
で
す
。
「
和
」
の
後
は
「
平
」
に
な

り
ま
す
。
「
平
」
が
あ
れ
ば
、
皆
の
心
も
安
定
に
な
り
、

「
安
」
の
次
に
は
「
楽
」
が
あ
り
ま
す
。
快
楽
を
得
た
け
れ

ば
、
心
が
安
定
し
身
も
安
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
「
和
」
は

最
初
の
基
礎
で
す
。
仏
法
は
「
和
敬
」
を
重
視
し
、
世
間
法

も
「
和
」
を
重
視
し
ま
す
。
孔
夫
子
は
、
こ
の
字
を
最
重
要

の
科
目
と
し
て
列
し
、
教
導
し
ま
し
た
。
『
論
語
』
に
曰
く

「
禮
之
用
，
和
為
貴
」
（
礼
儀
を
用
い
て
、
和
が
最
も
大
切

で
あ
る
）
私
は
、
何
年
か
前
に
北
京
の
故
宮
を
見
学
し
ま
し

た
。
故
宮
に
は
三
つ
の
主
要
な
建
築
物
が
あ
り
、
中
国
人
は

そ
れ
を
「
金

殿
」
と
言
い
ま
す
。
実
際
、
そ
の
扁
額
に
書

か
れ
て
い
た
の
は
「
金

殿
」
で
は
な
く
「
太
和
殿
」
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
「
太
和
殿
」
の
後
は
「
中
和
殿
」
で
、

「
中
和
殿
」
の
後
は
「
保
和
殿
」
で
す
。
み
な
さ
ん
は
そ
の

命
名
の
宗
旨
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
三
つ
の
大
殿

は
皆
「
和
」
と
命
名
さ
れ
、
清
朝
の
帝
王
は
、
何
に
よ
っ
て

天
下
と
国
家
を
統
治
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
「
和
」
を
以
て

治
め
て
い
ま
し
た
。
清
朝
の
末
期
に
な
っ
て
、
家
庭
の
不

和
、
朝
廷
の
不
和
が
起
こ
り
、
国
が
滅
び
ま
し
た
。
も
し
清

朝
が
続
け
て
太
和
、
中
和
、
保
和
の
精
神
を
維
持
し
て
い
れ

ば
、
恐
ら
く
現
代
も
未
だ
大
清
帝
国
の
天
下
が
続
い
て
い
た

で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
中
国
人
も
こ
れ
程
た
く
さ
ん
の

苦
難
に
遭
わ
ず
に
済
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

「
和
」
は
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
一
緒
に
集

ま
っ
て
必
ず
こ
の
こ
と
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

世
尊
は
我
々
に
た
く
さ
ん
の
経
典
を
説
き
、
無
量
の
法
門

を
開
き
、
我
々
に
全
て
を
修
学
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

は
色
々
な
異
な
っ
た
根
性
を
持
つ
人
に
合
わ
せ
る
為
で
、
す

な
わ
ち
各
種
異
な
る
見
解
と
需
要
を
持
つ
大
衆
に
適
合
す
る

為
で
す
。
そ
れ
が
後
世
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
宗
派
に
発
展

し
ま
し
た
。
人
々
の
好
み
が
異
な
り
ま
す
か
ら
、
仏
法
は
、
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中
国
に
伝
来
し
て
以
来
、
全
部
で
十
の
宗
派
に
分
別
し
ま
し

た
。
『
華
厳
経
』
を
好
む
人
は
、
一
つ
の
道
場
を
建
て
、
華

厳
を
専
修
し
ま
す
。
『
法
華
経
』
を
好
む
人
は
、
も
う
一
つ

の
道
場
を
建
て
、
法
華
を
専
修
し
ま
す
。
こ
れ
で
明
瞭
に
な

っ
た
の
は
、
古
代
の
寺
院
は
、
実
際
に
現
代
の
専
門
大
学
に

譬
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
集
ま
る
皆
さ
ん
は
、
好
み
、
見

解
、
思
想
が
一
致
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に
、
一
つ
の
道
場
の

中
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
な
い
よ
う
に
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
一
つ
も
成
就
で
き
ま
せ
ん
。
仏
法
の
法
門
に
関
わ
ら

ず
、
成
就
で
き
る
か
否
か
は
「
専
」
に
あ
り
、
中
国
の
古
代

教
学
で
、
童
蒙
に
「
三
字
経
」
を
勉
強
さ
せ
よ
う
と
教
導
し

ま
す
。
「
三
字
経
」
に
曰
く
「
教
之
道
，
貴
以
專
」
（
教
学

の
道
は
専
一
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
）
無
上
で
甚
深
で
あ

る
仏
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
専
一
に
な
ら
な
け
れ
ば
ど
う

や
っ
て
成
就
で
き
ま
し
ょ
う
か
？
因
っ
て
、
同
士
を
集
め

て
、
こ
の
一
部
の
経
典
だ
け
を
修
し
、
こ
の
法
門
を
修
し
、

貴
重
な
の
は
「
専
」
（
専
一
）
と
い
う
字
に
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
、
互
い
に
検
討
研
究
し
、
精
進
す
れ
ば
成
就
で
き
る
で

し
ょ
う
。

我
々
は
浄
土
を
修
し
ま
す
。
浄
土
宗
が
依
る
経
典
は
最
も

少
な
い
の
で
す
。
古
代
で
は
「
三
経
一
論
」
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
「
五
経
一
論
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
五
経
と

は
、
清
朝
の
咸
豊
の
時
、
魏
源
居
士
が
『
華
厳
経
』
最
後

の
一
巻
で
あ
る
「
普
賢
行
願
品
」
を
三
経
の
後
に
付
け
加

え
、
四
経
に
し
ま
し
た
。
民
国
初
年
の
印
光
大
師
は
、
『
大

仏
頂
首
楞
厳
経
・
大
勢
至
菩
薩
念
仏
円
通
章
』
を
四
経
の
後

に
列
し
、
五
経
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
は
こ
れ
を
例
と
し

て
、
こ
ち
ら
の
人
々
は
『
無
量
寿
経
』
が
好
き
で
、
あ
ち
ら

の
人
々
は
『
阿
弥
陀
経
』
が
好
き
で
、
こ
の
両
種
の
人
達
が

集
ま
れ
ば
互
い
に
溶
け
合
わ
ず
、
和
合
出
来
ま
せ
ん
。
こ
ち

ら
は
『
無
量
寿
経
』
を
、
あ
ち
ら
は
『
阿
弥
陀
経
』
を
読
誦

し
た
い
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
二
つ
の
道
場
を
建
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
浄
土
宗
は
同
じ
宗
派
で
、
ど
う
し
て
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
道
場
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
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な
る
ほ
ど
、
原
因
は
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
更
に
一
部
の
経

に
依
る
に
し
て
も
、
一
緒
に
『
阿
弥
陀
経
』
に
依
っ
て
修
行

す
る
と
し
た
ら
、
あ
る
人
は
『
蓮
池
大
師
註
疏
』
に
基
づ
き

修
学
し
、
あ
る
人
は
『

益
大
師
註
疏
』
に
基
づ
き
修
学
し

ま
す
。
こ
の
両
種
の
人
が
依
拠
す
る
解
釈
も
又
、
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
、
同
様
に
『
阿
弥
陀
経
』
に
依
拠
し
修
行
す
る

人
で
も
二
つ
の
道
場
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
真
実

な
「
見
和
同
解
」
の
道
場
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
気

投
合
の
人
達
は
、
一
緒
に
共
修
す
れ
ば
成
就
で
き
ま
す
。

我
々
は
、
同
一
の
経
に
依
拠
し
、
同
一
の
註
疏
に
依
拠
し
て

も
念
誦
の
方
法
は
違
い
ま
す
。
あ
る
人
は
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
と
念
誦
し
、
速
度
が
遅
く
、
あ
る
人
は
「
阿
弥
陀
仏
！

阿
弥
陀
仏
！
阿
弥
陀
仏
！
」
と
、
速
度
が
速
く
、
こ
の
二
種

類
の
人
が
一
緒
に
共
修
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
こ
か
ら

連
想
さ
れ
る
の
は
、
以
前
の
仏
教
道
場
の
荘
厳
さ
は
、
人
が

山
門
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
か
ら
粛
然
と
敬
う
念
を
起
こ
さ
せ

ま
す
。
道
場
の
道
学
や
修
行
の
仲
間
は
一
つ
の
見
方
と
一
つ

の
考
え
方
で
、
一
つ
の
法
門
に
依
拠
し
修
行
す
れ
ば
、
少
し

も
乱
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
現
代
人
は
仏
を
学
ん
で
も

成
功
し
な
い
理
由
を
敏
感
に
感
じ
取
れ
ま
す
。
現
代
の
道

場
、
今
日
は
甲
法
師
を
招
き
、
こ
の
法
門
を
講
じ
、
明
日
は

乙
法
師
を
招
き
あ
の
法
門
を
講
じ
、
同
じ
道
場
の
中
で
た
く

さ
ん
の
法
門
を
共
修
し
て
い
た
ら
必
ず
摩
擦
を
起
こ
し
ま

す
。
衝
突
も
起
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
実
に
難
し
い

で
す
。
仏
に
も
出
来
な
い
事
で
、
ま
し
て
凡
夫
で
し
た
ら
尚

更
で
す
。
「
見
和
同
解
」
は
道
場
が
成
り
立
つ
基
本
中
の
基

本
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
を
守
れ
れ
ば
、
大
衆

は
共
修
す
れ
ば
大
い
な
る
恩
恵
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。

ひ
と
つ
の
団
体
で
の
大
衆
の
考
え
方
や
見
方
が
一
致
し
、

趣
味
や
目
標
も
同
一
で
あ
れ
ば
、
和
合
に
な
り
ま
す
。
ひ
と

つ
の
僧
団
と
し
て
成
り
立
ち
ま
す
。
も
し
異
な
る
点
が
あ
っ

た
ら
、
一
緒
に
共
修
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
別
の
僧
団
を
成

立
し
た
方
が
良
い
の
で
す
。
共
修
す
れ
ば
必
ず
互
い
に
妨
げ

に
な
り
、
互
い
に
成
就
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
所
以
に
世
尊
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が
無
量
無
辺
の
法
門
を
開
く
こ
と
は
各
種
見
解
や
思
想
や
趣

味
が
異
な
る
衆
生
を
み
ん
な
成
就
さ
せ
る
為
で
し
た
。
こ
れ

は
仏
法
の
偉
大
で
周
到
な
と
こ
ろ
で
す
。
つ
ま
り
「
殊
途
同

歸
，
法
門
平
等
」
（
異
な
る
途
で
も
同
じ
所
に
帰
し
、
法
門

は
平
等
で
あ
る
こ
と
）
で
、
仏
は
絶
対
に
人
に
某
法
門
を
修

す
る
よ
う
に
と
無
理
矢
理
に
勧
め
ま
せ
ん
。
『
観
無
量
寿
仏

経
』
の
中
で
、
韋
提
希
夫
人
が
こ
の
世
界
の
苦
し
み
を
深
く

感
じ
、
仏
国
土
に
往
生
し
た
く
な
っ
た
時
、
世
尊
は
彼
女
に

西
方
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
よ
う
に
と
紹
介
せ
ず
、
無
量
無

辺
の
諸
仏
刹
土
を
彼
女
の
目
の
前
に
顕
現
し
、
彼
女
自
身
に

選
択
さ
せ
ま
し
た
。
（
自
分
で
選
択
し
た
も
の
は
気
に
入
り

ま
す
）
凡
夫
は
よ
く
他
人
に
無
理
矢
理
押
し
付
け
ま
す
。
私

は
こ
の
法
門
が
良
い
と
思
う
か
ら
、
あ
な
た
も
一
緒
に
勉
強

し
ま
し
ょ
う
と
人
を
引
っ
張
っ
て
、
（
彼
は
こ
の
法
門
に
興

味
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
）
そ
う
い
う
人
が
入
っ
て
来
た
ら
、

考
え
方
、
見
方
、
意
見
な
ど
は
多
く
溶
け
合
え
ず
、
団
体
は

よ
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
傷
害
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
は
警
戒

す
べ
き
こ
と
で
、
一
番
良
い
方
法
は
、
大
乗
仏
教
を
普
遍
に

紹
介
し
、
好
き
な
法
門
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
こ
こ
は
浄
土
宗

で
す
、
念
仏
好
き
な
人
は
こ
こ
に
来
て
自
分
に
合
う
か
ど
う

か
を
見
て
く
だ
さ
い
。
禅
宗
好
き
な
人
は
禅
宗
法
門
を
、
密

宗
を
好
む
人
は
密
宗
法
門
を
学
ん
で
下
さ
い
。
す
べ
て
が
良

い
で
す
。
必
ず
し
も
皆
を
自
分
の
と
こ
ろ
に
引
っ
張
っ
て
来

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
門
は
平
等
で
あ
り
、
み
ん
な
仏

陀
が
大
慈
大
悲
で
機
縁
に
適
え
る
よ
う
建
立
し
た
も
の
で
す

か
ら
、
互
い
に
尊
重
礼
賛
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
「
見
和
同

解
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
、
「
戒
和
同
修
」
で
す
。
皆
さ
ん
は
一
緒
に
住
み
修

学
し
規
範
を
定
め
る
べ
き
で
す
。
規
範
が
な
け
れ
ば
秩
序
が

乱
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
合
宿
規
約
に
は
必
ず
仏

の
制
定
し
た
根
本
戒
が
含
ま
れ
、
在
家
の
僧
団
と
出
家
の
僧

団
に
も
よ
り
ま
す
が
、
在
家
の
僧
団
は
五
戒
を
基
礎
と
し
ま

す
。
出
家
の
僧
団
は
、
比
丘
戒
と
比
丘
尼
戒
を
基
礎
と
し
、

そ
れ
か
ら
大
衆
が
現
在
共
に
生
活
す
る
中
で
遵
守
す
べ
き
必

–80–



須
規
範
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
言
う
と
、

寺
院
の
「
常
住
公
約
」
で
、
一
人
か
二
人
で
起
草
さ
れ
て
会

議
の
中
で
大
衆
が
討
論
し
、
最
後
に
議
決
を
通
過
し
、
道
場

に
住
む
す
べ
て
の
人
が
必
ず
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
常
住
公
約
に
は
国
家
の
法
律
も
含
ま
れ
ま
す
。
仏
法
を

学
ぶ
に
は
必
ず
規
範
と
法
律
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
誰
も
が
奉
公
遵
法
出
来
れ
ば
こ
の
団
体
に
は
争
論
が
な

く
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
団
体
の
人
々
は
、
皆
地
位
が
平

等
で
、
特
権
階
級
が
あ
り
ま
せ
ん
。
所
以
に
仏
教
の
僧
団
は

民
主
的
持
戒
遵
法
の
団
体
で
す
。

第
三
、
「
身
和
同
住
」
で
す
。
こ
れ
は
一
緒
に
住
ん
で
共

修
す
る
こ
と
で
す
。
道
場
の
建
立
は
、
各
々
の
共
修
す
る
分

子
を
成
就
さ
せ
る
為
で
あ
り
、
こ
れ
が
目
的
で
す
。
絶
対
に

社
会
責
任
を
逃
避
す
る
た
め
に
仏
教
道
場
で
生
活
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
こ
の
観
念
を
持
っ
て
い
た

ら
、
完
全
に
間
違
い
で
す
。
十
方
の
供
養
を
受
け
て
ど
う
し

た
ら
返
せ
ま
す
か
？
こ
の
罪
は
無
量
で
、
債
を
償
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
経
の
中
で
は
っ
き
り
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
共
に
住
む
こ
と
は
、
同
一
の
道
場
に
住
む

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
一
人
ず
つ
自
分
の
部
屋
が
あ

っ
て
、
裕
福
な
地
区
の
よ
う
に
豪
華
な
部
屋
が
あ
れ
ば
、
こ

ん
な
心
地
よ
い
環
境
で
の
修
行
は
成
就
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？
恐
ら
く
一
人
も
成
就
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て

で
し
ょ
う
か
？
『
地
蔵
経
』
に
「
閻
浮
提
衆
生
の
念
頭
は
す

べ
て
罪
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
人
間
に
は
、

無
始
曠
劫
か
ら
迷
惑
顛
倒
し
無
量
無
辺
の
罪
を
成
し
、
悪
い

習
性
も
多
く
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
集
ま
れ
ば
、
多
く
の
目

に
見
ら
れ
、
多
く
の
指
に
指
さ
れ
、
一
挙
一
動
は
ま
だ
謹
慎

で
遵
法
し
ま
す
。
も
し
部
屋
の
門
が
閉
じ
て
人
に
見
ら
れ
な

く
な
る
と
自
由
に
な
り
放
逸
し
、
欠
点
が
た
く
さ
ん
出
て
し

ま
い
ま
す
。
昼
は
修
行
し
、
夜
を
放
逸
す
れ
ば
、
功
夫
が
完

全
に
な
く
な
り
、
成
就
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
仏
陀
は
大
智

が
あ
っ
て
深
く
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ら
合
宿
は
ど
う
し
た
ら
如
法
に
な
る
で
し
ょ
う
？
共
通
ベ
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ッ
ド
で
寝
る
こ
と
で
す
。
夜
は
皆
一
緒
に
寝
ま
す
。
昼
夜
共

に
大
衆
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
睡
眠
の
時
も
格
好
よ
く
慎
み
深

く
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
大
衆
に
頼
る
真
意
で
す
。

寺
院
の
寮
（
寝
室
）
に
行
っ
て
見
れ
ば
、
全
部
共
通
ベ
ッ
ド

で
す
。
一
人
一
人
に
決
ま
り
の
位
置
が
あ
り
、
布
団
は
き
ち

ん
と
整
っ
て
い
て
軍
隊
の
よ
う
で
、
軍
隊
よ
り
も
厳
格
で
、

軍
隊
の
紀
律
よ
り
も
良
く
出
来
て
い
ま
す
。
道
場
に
住
ん
で

こ
の
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
習
性
は
薫
陶
さ
れ
、
戒
、
定
、

慧
を
以
て
心
行
を
改
め
真
の
修
行
が
出
来
ま
す
。
寺
院
に
は

ど
う
し
て
単
独
の
寮
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
住

持
と
執
事
を
務
め
る
人
は
事
務
が
多
い
為
、
生
活
立
居
は
大

衆
と
一
緒
に
出
来
な
い
か
ら
で
す
（
大
衆
は
学
生
の
よ
う
に

規
則
が
正
し
い
）
執
事
は
、
事
務
を
処
理
し
皆
の
為
に
務
め

て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
部
屋
が
あ
り
、
住
持

の
部
屋
は
「
方
丈
」
（
方
円
一
丈
）
と
言
い
、
部
屋
の
空
間

が
小
さ
く
、
心
地
よ
く
住
ま
せ
る
為
で
は
な
く
、
大
衆
の
修

行
を
妨
害
し
な
い
こ
と
が
目
的
で
す
。
そ
れ
か
ら
年
老
い
た

人
に
も
単
独
の
部
屋
が
あ
り
、
病
人
に
も
単
独
の
部
屋
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
う
特
殊
な
人
以
外
、
皆
は
共
通
ベ
ッ
ド
で

寝
ま
す
。
「
身
和
同
住
」
は
こ
う
い
う
意
味
で
、
本
当
に
修

行
で
成
功
し
た
け
れ
ば
、
現
代
の
裕
福
な
社
会
に
於
い
て
、

こ
の
方
法
な
し
で
は
成
功
で
き
ま
せ
ん
。

第
四
、
「
口
和
無
争
」
で
す
。
こ
れ
は
皆
が
一
緒
に
住
ん

で
も
争
論
が
な
い
こ
と
で
す
。
真
正
に
修
道
の
た
め
に
努
力

す
る
こ
と
で
す
。
人
と
付
き
合
う
時
に
一
番
造
り
易
い
業
は

口
業
で
す
。
古
人
は
よ
く
「
病
は
口
か
ら
入
り
、
禍
は
口
か

ら
出
る
」
と
言
い
ま
す
。
話
が
多
け
れ
ば
、
必
ず
失
言
し

ま
す
。
あ
る
時
、
言
っ
た
者
の
心
に
な
く
て
も
聴
い
た
者
は

気
に
し
て
い
る
な
ど
誤
解
を
生
じ
や
す
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
内
に
怨
み
を
買
っ
た
こ
と
に
な
り
、
後
の
果
報
を
招
く
事

に
な
り
ま
す
。
実
際
に
言
う
と
そ
れ
は
非
常
に
苦
悩
で
、
所

以
に
古
徳
が
よ
く
我
々
に
「
一
句
の
言
葉
を
減
ら
し
、
一
句

仏
の
名
号
を
多
く
唱
え
な
さ
い
」
と
教
訓
し
ま
す
。
言
語
は

少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
良
い
の
で
す
。
必
要
の
な
い
言
語
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は
言
わ
な
い
の
が
最
善
で
す
。
私
は
、
前
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
説
法
し
た
時
、
あ
る
同
修
が
私
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
し

た
。
高
校
に
通
っ
て
い
る
自
分
の
子
供
が
、
夏
休
み
の
間
に

日
本
に
三
日
間
、
禅
学
会
に
参
加
し
、
そ
し
て
、
帰
っ
て
き

た
ら
又
行
き
た
い
と
言
い
ま
し
た
。
こ
の
禅
宗
道
場
は
日
本

人
が
建
立
し
た
も
の
で
、
現
在
、
そ
の
和
尚
は
世
を
去
り
ま

し
た
が
、
彼
の
米
国
の
弟
子
に
よ
っ
て
継
続
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
特
色
は
、
道
場
に
入
る
と
話
す
こ
と
は
一
切

禁
止
さ
れ
ま
す
。
毎
日
の
日
課
は
座
禅
で
す
。
朝
の
八
時
か

ら
午
後
の
五
時
半
ま
で
、
再
び
七
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
座

禅
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
他
は
何
も
し
ま
せ
ん
。
三
日
間
は

一
言
も
話
さ
ず
（
人
々
は
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
い
れ
ば

心
が
気
楽
に
感
じ
ら
れ
る
）
三
日
間
た
だ
座
る
だ
け
で
、
私

の
子
供
は
非
常
に
そ
れ
を
気
に
入
り
、
良
い
印
象
が
残
っ
て

い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
種
の
道
場
の
特
色
は
「
口

和
無
争
」
で
す
。
話
さ
な
け
れ
ば
争
う
事
も
な
く
な
り
ま

す
。
厳
格
な
道
場
で
は
雑
談
話
が
聞
こ
え
ず
、
本
当
の
道
場

に
は
世
間
話
も
あ
り
ま
せ
ん
。
念
仏
の
道
場
は
四
六
時
中
た

だ
「
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
大
き
い
声
と
小
さ
い
声
が
連
綿
に

堂
内
に
響
き
渡
り
ま
す
。
本
当
の
密
宗
の
道
場
で
し
た
ら
、

呪
文
を
唱
え
る
声
が
連
綿
し
て
い
ま
す
。
私
が
最
初
に
師
事

し
た
師
は
章
嘉
大
師
で
し
た
。
立
派
な
上
人
で
し
た
。
私
は

三
年
間
に
亘
っ
て
章
嘉
大
師
に
親
近
し
ま
し
た
。
章
嘉
大
師

が
念
誦
を
止
め
る
の
は
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

師
が
念
誦
す
る
時
、
声
は
出
ま
せ
ん
が
唇
は
微
か
に
動
き
ま

す
。
我
々
は
そ
れ
を
見
て
、
師
が
念
誦
し
て
い
る
と
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
金
剛
持
と
言
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
口
が
動

い
て
声
が
出
な
い
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
時
で
も
、
接
客
の
時

で
も
師
は
念
誦
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
話
す
時
だ
け
念
誦
を

止
め
ま
す
。
話
し
終
わ
っ
た
ら
再
び
念
じ
始
め
ま
す
。
師
は

私
が
今
ま
で
会
っ
た
唯
一
の
本
当
の
修
行
者
で
し
た
。
師
は

本
当
の
清
浄
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
妄
想
も
雑
念
も

あ
り
ま
せ
ん
。
師
に
教
え
を
求
め
る
時
、
師
は
、
我
の
心
が

落
着
く
ま
で
じ
っ
と
待
っ
て
観
察
し
、
そ
し
て
答
え
ま
す
。
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心
が
落
着
い
て
い
な
け
れ
ば
話
し
ま
せ
ん
。
考
え
中
で
は
な

く
、
呪
文
を
念
誦
し
て
い
ま
す
。
師
の
目
は
、
じ
っ
く
り
と

私
の
目
を
覗
き
込
み
、
私
の
心
が
鎮
定
に
な
れ
ば
始
め
て
話

し
ま
す
。
師
の
こ
の
種
の
教
学
法
は
、
非
常
に
特
殊
で
、
二

時
間
で
も
三
、
四
の
言
葉
だ
け
を
話
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
師
の
話
は
、
其
々
に
千
斤
の
力
が
あ
り
ま
し
た
。
一

生
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
必
ず
教
え
を
奉
行
し
ま

す
。
こ
れ
は
本
当
に
「
口
和
無
争
」
を
徹
底
的
に
教
化
し
て

下
さ
っ
た
の
で
す
。
故
に
、
浄
土
宗
念
仏
堂
の
止
口
は
仏
事

の
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
普
段
も
行
う
べ
き
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
自
分
の
修
行
に
絶
対
利
益
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法

で
な
け
れ
ば
目
的
は
簡
単
に
達
し
ま
せ
ん
。

第
五
、
「
意
和
同
悦
」
で
す
。
こ
れ
は
、
い
つ
も
言
う

「
法
喜
充
満
」
（
法
に
よ
り
利
益
を
得
て
喜
び
に
満
た
さ
れ

る
こ
と
）
の
こ
と
で
す
。
我
々
、
仏
法
を
学
ぶ
者
は
、
ど
の

法
門
を
学
ん
で
も
、
最
低
限
の
成
就
と
は
、
喜
び
を
得
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
も
し
楽
し
く
な
け
れ
ば
必
ず
修
行
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。
理
論
に
反
し
て
い
る
か
、
方
法
が
間
違
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
効
果
は
き

っ
と
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
迷
い
を
除
き
、
悟
り
を
開
く
こ
と

は
、
苦
を
離
れ
、
楽
を
得
る
こ
と
で
す
。
苦
痛
、
煩
悩
が
日

に
日
に
少
な
く
な
り
、
日
に
日
に
楽
し
く
な
る
こ
と
は
、
功

夫
が
正
し
い
と
い
う
証
明
が
で
き
ま
す
。
も
し
こ
の
現
象
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
功
夫
に
必
ず
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
真
剣
に
検
討
す
べ
き
こ
と
で
、
問
題
点
と
病
の
根
源
を

見
つ
け
出
し
、
こ
の
病
の
元
を
消
せ
ば
、
仏
法
か
ら
真
の
利

益
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
仏
法
の
修
学
は
、
生
活
の
中
で

（
歴
事
練
心
）
自
分
の
心
を
鍛
え
る
こ
と
で
す
。
「
歴
」
は

経
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、
清
浄
心
、
正
知
正
見
（
正
し
い
認

知
と
正
し
い
見
解
）
、
覚
而
不
迷
（
迷
わ
ず
悟
る
こ
と
）
を

鍛
え
る
こ
と
で
す
。
所
以
に
、
真
実
で
あ
る
仏
弟
子
は
、
善

人
或
い
は
悪
人
に
会
っ
て
も
、
順
境
、
或
い
は
逆
境
に
逢
っ

て
も
、
全
部
自
分
の
罪
障
消
滅
す
る
増
上
縁
で
あ
る
と
見
な

し
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
す
。
心
の
内
の
油
然
と
喜
悦
が
生
じ
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る
こ
と
を
「
法
喜
充
満
」
と
言
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
共
修
し

て
皆
が
法
悦
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
誰
に

で
も
真
実
の
成
就
が
叶
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
六
、
「
利
和
同
均
」
で
、
共
修
す
る
人
々
は
、
物
価
的

生
活
に
於
い
て
も
平
等
で
あ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
古
代
、

道
場
財
源
の
一
部
は
帝
王
が
護
持
し
た
も
の
で
、
所
謂
、
国

家
が
建
立
し
た
道
場
で
す
。
そ
の
次
に
は
大
い
な
る
富
豪
長

者
が
布
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
実
を
言
う
と
、
小
さ
い
布

施
が
集
ま
っ
て
建
立
し
た
道
場
は
古
代
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
、
極
最
近
の
こ
と
で
、
如
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
出
家
の
方
々
が
小
さ
い
布
施
を
求
め
る
こ
と
は
以

前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
家
の
方
の
生
活
は
、
木
の

下
で
一
宿
し
、
日
中
一
食
で
し
た
。
食
事
は
托
鉢
し
ま
す
。

寝
る
と
き
は
日
陰
の
大
き
い
所
を
探
し
、
座
禅
し
て
一
晩
を

過
ご
し
ま
す
。
修
行
の
功
夫
は
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
道
場
の
建
立
は
、
学
校
の
設
立
と
同
じ
よ
う
に
、

衆
生
を
教
化
す
る
た
め
で
し
た
。
道
場
は
、
普
通
そ
の
地
区

の
学
問
と
遠
見
が
あ
る
方
々
が
提
唱
創
建
し
た
も
の
か
、
ま

た
は
富
豪
長
者
が
財
源
を
提
供
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。
道

場
が
出
来
て
か
ら
住
持
と
な
る
高
僧
大
徳
が
礼
聘
さ
れ
、
修

行
し
衆
生
を
教
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
の
設
立

と
非
常
に
似
た
も
の
で
、
校
舎
が
出
来
た
ら
徳
行
と
学
問
と

も
に
優
れ
て
い
る
方
々
を
招
聘
し
、
校
長
や
教
師
と
し
て
務

め
て
頂
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
出
家
の
方
々
に
、
こ
こ
で
衆

生
を
教
導
し
て
頂
く
の
と
同
じ
道
理
で
す
。
仏
教
の
道
場
は

学
校
で
す
か
ら
、
国
家
の
供
養
し
た
も
の
で
も
、
地
方
大
衆

の
供
養
し
た
も
の
で
も
、
こ
の
道
場
に
住
ん
で
い
る
人
々
は

身
分
に
関
係
な
く
、
物
質
的
な
享
受
は
必
ず
平
等
に
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
利
和
同
均
」
と
言
い
ま
す
。

道
場
の
中
で
は
、
六
和
敬
の
一
つ
も
欠
か
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
釈
迦
牟
尼
仏
の
僧
団
で
は
な
く
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
仏
の
真
の
弟
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
家
庭
が
円
満
で
あ
れ
ば
、
万
事
が
う
ま
く
い
く
」
と
い
う

諺
が
あ
る
よ
う
に
、
国
家
が
平
和
で
あ
れ
ば
、
い
く
ら
強
い
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敵
で
も
簡
単
に
侵
犯
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

か
？
団
結
の
力
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
す
。

六
和
敬
の
適
用
範
囲
は
、
小
さ
く
言
え
ば
家
庭
、
会
社
、
社

団
な
ど
で
あ
り
、
大
き
く
言
え
ば
国
家
で
す
。
見
和
同
解
、

戒
和
同
修
、
利
和
同
均
を
実
行
で
き
れ
ば
繁
栄
し
な
い
訳
が

あ
り
ま
せ
ん
。
見
和
同
解
に
な
れ
ば
、
皆
は
同
心
同
徳
で
共

通
の
認
識
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
戒
和
同
修
で
あ
れ

ば
、
人
々
は
法
を
遵
守
し
ま
す
。
利
和
同
均
で
あ
れ
ば
、
生

活
享
受
の
面
で
な
る
べ
く
平
等
に
近
づ
か
せ
、
互
い
の
差
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
人
心
の
不
平
と
社
会
動
乱
を
防

ぎ
ま
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
貧
し
い
人
は
金
持
ち
の

人
が
良
い
生
活
を
享
受
す
る
の
を
見
て
不
平
が
生
じ
ま
す
。

そ
し
て
強
盗
や
造
反
な
ど
不
法
行
為
を
起
こ
し
ま
す
。
目

下
、
商
業
上
で
は
日
本
を
越
え
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

の
商
社
は
、
戦
後
か
ら
興
起
し
、
時
間
は
長
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
日
に
な
っ
て
世
界
一
に
躍
起
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
彼
ら
は
こ
の
三
点
を
実
行
で
き
た
か
ら
で
す
。
世
界
各

国
が
日
本
と
対
抗
で
き
な
い
理
由
は
こ
の
三
点
が
な
い
か
ら

で
す
。
日
本
で
は
、
商
社
が
損
益
を
出
せ
ば
、
高
階
層
の
会

社
役
員
ら
は
給
料
を
も
ら
え
ず
、
普
通
の
社
員
は
従
来
通
り

に
給
料
を
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
社
員
は
感

動
し
得
心
が
行
く
で
し
ょ
う
。
社
員
は
、
意
見
が
あ
る
と

き
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
せ
ず
、
い
つ
も
通
り
出
勤
し
、
た
だ
頭

に
「
意
見
が
あ
り
、
反
抗
し
ま
す
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ

て
い
る
鉢
巻
を
し
、
抗
議
し
ま
す
。
社
長
は
こ
う
い
う
状
況

を
見
た
ら
、
即
、
会
議
を
開
き
、
交
流
し
、
協
調
し
ま
す
。

こ
う
し
た
ら
問
題
も
解
決
さ
れ
、
生
産
も
怠
業
さ
れ
ず
に
済

み
ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
が
世
界
一
の
経
済
大
国
と
い
う

地
位
に
い
ら
れ
る
の
は
こ
の
六
和
敬
を
遵
守
し
た
か
ら
で

す
。
日
本
人
の
長
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
我
が
中
国
の

古
聖
先
賢
の
教
訓
を
よ
く
守
り
遵
守
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
我
々
中
国
人
は
自
分
の
文
化
遺
産
を
完
全
に
見
下
し
顧

み
ず
捨
て
ま
し
た
。
我
々
の
列
祖
に
対
し
て
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
日
本
を
見
て
、
我
々
は
深
く
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恥
じ
入
る
べ
き
で
す
。

二
週
間
前
、
あ
る
同
修
が
ど
う
い
う
結
婚
相
手
を
探
し
た

ら
い
い
で
す
か
と
私
に
尋
ね
ま
し
た
。
私
は
、
彼
に
「
見
和

同
解
の
相
手
で
し
た
ら
、
二
人
は
努
力
す
る
方
向
と
目
標
が

一
緒
で
、
興
味
も
一
緒
で
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
家
庭
は
き

っ
と
円
満
に
な
り
ま
す
よ
。
愛
情
だ
け
で
判
断
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
愛
情
は
無
常
で
す
。
今
は
愛
し
合
っ
て
い
て
も
、

一
旦
結
婚
し
、
お
互
い
の
欠
点
が
見
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
愛

情
の
熱
も
下
が
り
ま
す
。
家
庭
の
悲
劇
へ
と
変
化
し
ま
す
。

絶
対
に
無
常
の
感
情
を
抱
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
家
庭
も
六
和
敬
の
基
礎
の
上
に
建
て
ば
、

真
実
の
幸
福
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
道
理
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
一
生
涯
、
家
庭
円
満
で
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
を

望
ん
で
も
簡
単
に
は
出
来
ま
せ
ん
。

（
三
）三
学
―
―
戒
・
定
・
慧

続
け
て
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
の
は
仏
法
の
課
程
と
標
準

で
す
。
み
な
さ
ん
は
本
質
上
、
仏
教
が
教
育
で
、
宗
教
で
は

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
課
程
は
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。
教
育
内
容
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
こ
と
を
包
括
し
、
絶

対
に
一
箇
所
の
大
学
の
課
程
で
包
括
で
き
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
無
量
無
辺
の
課
程
の
中
で
、
教
科
書
は
経
典
で

す
。
み
な
さ
ん
が
知
る
べ
き
こ
と
は
、
仏
典
は
、
す
べ
て
が

中
国
に
伝
来
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
交
通

は
非
常
に
不
便
で
、
印
度
の
高
僧
が
中
国
に
来
た
り
、
中
国

の
法
師
が
印
度
に
行
っ
た
り
し
て
、
長
期
に
亘
り
選
択
に
選

択
を
重
ね
、
粋
を
集
め
て
中
国
に
持
っ
て
来
ま
し
た
。
つ
ま

り
中
国
に
伝
来
し
た
仏
典
は
み
な
精
華
で
す
。
中
国
に
渡
っ

て
来
て
か
ら
、
全
部
が
翻
訳
で
き
な
く
て
、
仕
方
な
く
再
び

選
別
し
、
最
高
の
も
の
と
最
重
要
の
も
の
だ
け
を
訳
出
し
ま

し
た
。
訳
経
の
仕
事
は
相
当
困
難
で
、
昔
の
訳
場
の
経
費
は

国
家
に
支
え
ら
れ
、
全
国
の
出
家
、
在
家
、
中
国
、
外
国
、

各
界
の
優
れ
た
人
材
を
集
め
、
大
規
模
な
翻
訳
事
業
に
従
事

さ
せ
ま
し
た
。
歴
史
記
載
上
、
鳩
摩
羅
什
（
く
ま
ら
じ
ゅ
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う
）
大
師
の
訳
場
は
四
百
人
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
玄

奘
大
師
の
訳
場
に
は
六
百
人
い
ま
し
た
。
我
々
が
経
典
で
見

る
訳
者
は
、
訳
場
の
主
持
人
（
学
校
の
校
長
の
よ
う
で
あ

る
）
が
代
表
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人
で
訳
し
た
の
で
は

な
く
訳
場
に
い
る
皆
さ
ん
の
共
同
努
力
の
成
果
で
す
。
現
在

保
存
し
て
い
る
中
国
の
漢
文
系
の
仏
典
は
相
当
完
璧
な
も
の

で
す
。
印
度
の
梵
文
経
典
は
、
も
う
ほ
と
ん
ど
遺
失
さ
れ
、

伝
承
が
絶
え
て
お
り
、
残
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
で
す
。
仏

典
は
、
漢
文
経
典
以
外
、
第
二
大
系
統
は
蔵
文
（
チ
ベ
ッ
ト

文
）
経
典
で
す
。
蔵
文
経
典
の
一
部
は
梵
文
よ
り
直
接
訳
出

し
た
も
の
で
、
そ
の
他
の
部
分
は
漢
文
よ
り
転
じ
て
訳
出
し

た
も
の
で
す
。
文
成
公
主
が
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
に
嫁
ぎ
、

仏
法
を
チ
ベ
ッ
ト
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
仏
法
が

チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
っ
た
の
は
中
国
よ
り
六
百
年
遅
れ
て
い
ま

し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
で
仏
法
に
対
す
る
信
仰
心
が
生
じ
た
後
、

又
、
印
度
か
ら
新
た
な
仏
法
が
伝
来
し
ま
し
た
。
所
以
に
、

チ
ベ
ッ
ト
の
仏
法
は
中
国
と
印
度
両
方
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の

で
、
仏
陀
が
ど
の
国
家
地
区
で
説
法
し
て
も
、
内
容
は
戒
、

定
、
慧
の
三
学
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
目
的
は
、
我
々
の

こ
の
時
期
、
こ
の
地
区
の
衆
生
が
持
つ
種
々
の
苦
痛
を
退
治

す
る
こ
と
で
す
。
地
区
と
は
、
こ
の
地
球
の
こ
と
で
、
時

期
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
正
法
、
像
法
、
末
法
で
、
全
部
で

一
万
二
千
年
の
法
運
が
あ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
時

代
、
こ
の
地
区
の
衆
生
の
病
や
苦
痛
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
？
第
一
、
悪
事
を
な
す
こ
と
、
十
悪
を
指
し
ま

す
。
仏
陀
は
「
戒
」
を
用
い
て
退
治
し
ま
す
。
戒
学
は
悪
行

に
対
す
る
薬
で
す
。
第
二
、
人
心
が
散
乱
し
、
定
を
得
ら
れ

な
く
て
清
浄
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
「
定
」
（
禅
定
）
を

用
い
て
退
治
し
ま
す
。
最
後
に
「
慧
」
（
智
慧
）
を
用
い
て

愚
痴
を
退
治
し
ま
す
。
造
悪
、
散
乱
（
注
意
力
が
集
中
で
き

な
い
こ
と
）
愚
痴
は
こ
の
時
代
、
地
区
の
衆
生
の
三
大
病
で

す
。
仏
陀
は
戒
、
定
、
慧
と
い
う
妙
薬
で
退
治
し
ま
す
。
仏

陀
の
説
法
は
衆
生
に
因
ん
で
説
か
れ
た
も
の
で
、
衆
生
に
病

が
な
け
れ
ば
仏
は
説
く
法
も
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
者
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が
病
に
よ
っ
て
薬
を
投
与
す
る
の
と
同
じ
原
理
で
す
。
所
以

に
、
衆
生
に
病
が
あ
れ
ば
、
仏
陀
に
法
が
あ
り
ま
す
。
衆
生

に
病
が
な
け
れ
ば
、
仏
陀
に
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
『
金
剛

経
』
に
曰
く
「
法
尚
應
捨
，
何
況
非
法
」
（
仏
法
と
い
う
の

も
捨
て
る
べ
き
で
、
尚
更
仏
法
で
な
い
も
の
に
執
着
す
べ
き

で
な
い
）
衆
生
に
病
が
無
く
な
っ
た
ら
、
仏
法
も
要
り
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
仏
法
を
使
お
う
と
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
病

気
に
な
り
ま
す
。
健
康
な
人
が
毎
日
薬
を
飲
め
ば
、
病
気
に

な
る
の
と
同
じ
意
味
で
す
。
仏
法
の
一
切
の
経
典
を
効
用
に

よ
っ
て
ま
と
め
れ
ば
主
に
こ
の
三
大
類
と
な
り
ま
す
。

仏
典
は
「
経
、
律
、
論
」
と
い
う
三
蔵
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
定
学
は
経
蔵
で
、
戒
学
は
律
蔵
で
、
慧
学
は
論
蔵
で

す
。
こ
れ
は
図
書
分
類
方
法
で
す
。
始
ま
り
は
、
仏
教
よ
り

伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。
後
に
中
国
人
も
す
べ
て
の
書
物
を
分

類
さ
せ
ま
し
た
。
清
朝
の
康
熙
、
乾
隆
時
代
に
全
国
の
図
書

を
総
整
理
し
、
「
経
、
史
、
子
、
集
」
に
依
っ
て
四
庫
と
分

類
し
ま
し
た
。
庫
は
蔵
と
同
意
語
で
、
庫
は
倉
庫
、
蔵
は
収

蔵
の
意
味
で
す
。
「
四
庫
」
は
、
仏
法
の
「
三
蔵
」
よ
り
啓

示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
三
蔵
に
は
、
大
乗
と
小
乗
が
あ
り
ま

す
。
小
乗
に
は
声
聞
蔵
、
縁
覚
蔵
が
あ
り
、
大
乗
菩
薩
蔵
は

分
類
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
細
か
く
分
か
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
戒

学
は
身
を
調
整
す
る
こ
と
で
あ
り
、
定
学
は
心
を
調
整
す
る

こ
と
で
、
慧
学
は
行
為
を
調
整
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
心
身

の
行
為
を
調
整
す
る
こ
と
で
す
。
因
っ
て
、
仏
法
を
学
ぶ
人

の
心
の
持
ち
方
や
念
頭
、
言
語
作
法
な
ど
は
、
み
ん
な
智
慧

の
流
露
な
の
で
す
。
快
楽
も
当
然
の
事
で
す
。誠実な心で念仏を唱える
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財を成すことは果であり、財施（金品を施すこと）は因である。

聡明さと智慧を持つことは果であり、法施(仏法を説くこと)は因である。

健康と長寿は果であり、無畏施(恐怖を取り除くこと)は因である。

この３つの因があってこそ、３つの果が得られる。



（
四
）六
度

１
．
布
施

我
々
は
、
仏
法
の
教
学
及
び
課
程
の
内
容
を
知
っ
て
か
ら
、

日
常
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
せ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？
ど
の
よ
う
に
人
と
接
し
、
処
世
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
に
対
し
、
仏
陀
は
明
確
な
教
導
を
し

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
き
っ
と
誰
で
も
関
心
の
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
仏
陀
が
一
切
の
大

乗
経
論
の
中
で
広
範
に
説
明
し
、
そ
の
内
容
は
菩
薩
行
の
六

度
で
す
。
す
な
わ
ち
日
常
生
活
の
中
で
、
対
人
、
対
事
、
対

物
、
こ
の
六
つ
の
原
則
を
遵
守
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
布

施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
般
若
で
す
。
朝
起
き
て

か
ら
夜
寝
る
ま
で
、
こ
の
一
日
の
行
為
は
、
全
部
六
波
羅
蜜

（
迷
い
の
此
岸
か
ら
悟
り
の
彼
岸
に
渡
る
意
味
）
で
あ
り
、

こ
れ
が
本
当
の
修
行
で
す
。

大
凡
で
言
う
と
、
世
間
の
人
々
は
最
優
先
に
財
と
富
を
求

め
ま
す
。
財
と
富
が
無
け
れ
ば
、
生
活
は
苦
し
く
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
富
は
第
一
に
追
求
す
る
目
標
で
す
。
そ
の

次
は
、
聡
明
と
智
慧
を
求
め
ま
す
。
次
に
は
、
人
々
は
愚
痴

を
嫌
う
以
外
、
更
に
健
康
長
寿
を
求
め
ま
す
。
人
々
は
こ
の

三
大
目
標
を
追
及
し
続
け
て
い
る
の
は
、
古
今
中
外
に
例
外

が
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
法
は
、
我
々
の
願
望
と
希
望
を
満
た
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
こ
と
を
得
ら
れ
ま
す
か
？
答
え

は
得
ら
れ
ま
す
。
諺
で
「
有
求
必
応
」
（
仏
教
で
は
、
求
め

が
あ
れ
ば
必
ず
叶
う
）
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

て
、
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
は
、
そ
の
人
が
事
実
真
相
に
不
明
瞭
で
、
求
め
る
方
法
が

分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
事
実
真
相
は
道
理
で
す
。
も
し
道

理
と
方
法
が
明
瞭
で
あ
れ
ば
、
叶
わ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仏
陀
は
、
我
々
に
原
理
原
則
を
説
明
し
、
求
め
が
あ
れ

ば
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
の
重
要
な

る
法
則
を
よ
く
心
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仏
陀
は
、
財
と

富
、
智
慧
、
健
康
長
寿
は
、
み
な
果
報
で
あ
る
と
述
べ
、
悪

因
に
悪
果
が
付
き
ま
す
。
果
が
あ
れ
ば
必
ず
因
が
あ
り
、
因
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が
あ
れ
ば
必
ず
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
永
遠
不
変
の
真
理

で
す
。
あ
る
人
が
大
金
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
財
は
ど
こ
か

ら
で
す
か
？
彼
は
賢
く
て
或
い
は
彼
の
方
法
が
良
く
て
金
を

儲
け
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
よ
り
賢
く
方
法
が
良
い
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
う
い
う
人
達
で
は
な

く
、
彼
に
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
仏
陀
は
、
財
と
富
を
得

ら
れ
る
の
は
、
前
世
で
蒔
い
た
因
に
よ
る
こ
と
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
因
を
蒔
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
財
布

施
で
す
。
所
以
に
、
六
度
の
中
で
布
施
が
第
一
に
な
り
、

「
財
布
施
」
を
す
れ
ば
、
財
と
富
を
得
ま
す
。
「
法
布
施
」

を
す
れ
ば
、
聡
明
智
慧
を
得
ま
す
。
「
無
畏
布
施
」
を
す
れ

ば
、
健
康
長
寿
を
得
ま
す
。
つ
ま
り
、
財
と
富
、
聡
明
智

慧
、
健
康
長
寿
と
い
う
三
種
の
果
報
を
得
た
け
れ
ば
、
必
ず

財
施
、
法
施
、
無
畏
施
と
い
う
因
を
修
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
世
間
の
人
々
は
、
今
生
で
こ
の
果
報
を
得
た
人
の
多

数
は
、
前
世
で
修
得
し
た
も
の
で
、
少
数
の
人
は
今
生
で
修

得
し
ま
し
た
。
我
々
の
一
生
は
も
し
積
極
的
に
修
す
れ
ば
、

来
世
を
待
た
な
く
て
も
今
生
で
果
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
果
報

は
必
ず
因
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
ま
す
。
こ
れ
は
永

遠
不
変
の
定
律
で
す
。

（
１
）
財
布
施

「
布
施
」
は
、
す
べ
て
の
大
乗
仏
法
の
中
で
、
菩
薩
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
修
行
で
す
。
無
量
無
辺
の
法
門
を
ま
と
め

る
と
六
度
に
な
り
、
こ
の
六
条
を
ま
と
め
れ
ば
、
布
施
の
み

に
な
り
ま
す
。
所
以
に
、
仏
は
ま
ず
我
々
に
布
施
波
羅
蜜
を

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
「
布
施
」
と
は
、
一
般
の
人
に
は

そ
の
本
当
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
布
施
と
言

え
ば
、
よ
く
お
寺
に
お
金
を
供
養
す
る
こ
と
と
思
う
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
勘
違
い
で
す
。
こ
の
理
解
で
は
、
布
施

は
狭
小
過
ぎ
ま
す
。
菩
薩
の
修
す
る
布
施
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
は
、
日
常
生
活
の
中
で
い
つ
も
他
人
の
為
に
考
え
、

自
分
の
為
で
な
け
れ
ば
布
施
と
供
養
を
修
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
人
々
は
毎
日
布
施
波
羅
蜜
を
修
し
、
毎
日
菩
薩
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道
を
行
じ
る
こ
と
を
た
だ
知
ら
な
い
だ
け
で
す
。
例
え
ば
、

朝
起
き
て
家
族
の
人
の
朝
ご
飯
や
お
茶
な
ど
を
全
部
用
意
す

る
こ
と
は
一
家
を
布
施
、
供
養
す
る
こ
と
で
す
。
あ
な
た
は

菩
薩
道
を
行
じ
て
、
布
施
波
羅
蜜
を
修
し
て
い
ま
す
。
普
賢

菩
薩
の
よ
う
に
広
く
供
養
を
修
す
る
こ
と
で
す
。
楽
し
い
こ

と
と
思
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
悟
れ
ば
、
自
分
が
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
こ
き
使
わ
れ
る
の
か
と
思
わ
な
く
な
り
ま
す
。
不
満

に
思
っ
た
ら
、
す
べ
て
の
布
施
の
功
徳
も
な
く
な
り
ま
す
。

念
を
転
じ
れ
ば
、
辛
労
が
布
施
波
羅
蜜
に
変
わ
り
、
即
刻
、

仏
法
の
快
楽
と
智
慧
の
法
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
米
国
に
あ
る
制
度
で
は
、
人
々
は
布
施
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
医
療
保
険
は
誰
も
買
う

も
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
自
分
が
病
気
に
な
っ

た
ら
、
医
薬
費
が
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
か
ら
で
す
。
毎
月
保

険
料
を
払
う
時
、
万
が
一
病
気
に
な
っ
た
時
の
た
め
に
と
考

え
れ
ば
必
ず
病
気
に
な
り
ま
す
。
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

払
っ
た
お
金
は
無
駄
に
な
り
ま
す
か
ら
。
念
を
転
じ
て
、

私
は
布
施
と
供
養
を
修
し
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
る
人
達
を

助
け
、
供
養
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
布
施
を
し
た
と
思

え
ば
、
一
生
病
気
に
か
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

か
？
あ
な
た
は
病
気
に
な
る
因
を
作
っ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
老
人
の
世
話
を
し
、
布
施
を
し
た
ら
、
将
来
は
善
果
を

得
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
年
を
取
っ
て
も
、
た
く
さ
ん
の
若
者

が
あ
な
た
の
こ
と
を
気
に
掛
け
、
面
倒
を
見
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ど
う
い
う
因
を
蒔
い
た
ら
ど
う
い
う
果
が
得
ら
れ
る
か

と
い
う
と
、
人
が
会
社
に
勤
め
て
、
苦
労
し
て
仕
事
す
る
の

は
、
多
く
給
料
を
も
ら
い
、
地
位
が
上
が
る
た
め
だ
と
思
え

ば
布
施
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
も
し
、
今
日
私
が
苦
労
し
て

仕
事
す
る
の
は
こ
の
会
社
に
布
施
し
、
社
会
大
衆
を
供
養
す

る
た
め
で
、
昇
給
と
昇
進
は
私
の
求
め
る
事
で
は
な
い
と
い

う
よ
う
な
心
が
け
を
す
れ
ば
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
菩
薩
の
施
与
の
心
持
ち
で
仕
事
を
す
れ
ば
、
永
遠

に
疲
れ
ま
せ
ん
し
、
益
々
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
諺

で
よ
く
「
喜
ば
し
い
事
に
逢
え
ば
気
分
が
清
清
し
く
な
る
」
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と
同
じ
こ
と
で
す
。
も
し
、
事
は
自
分
が
好
き
で
や
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
し
か
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
疲
れ
て
嫌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
反
対
に
、
好
き

で
喜
ん
で
や
っ
て
い
る
事
柄
は
、
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
元
気
が

出
ま
す
。
私
は
、
世
界
各
地
で
人
々
に
仏
法
を
紹
介
す
る
の

は
、
私
が
好
き
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
法
布
施

で
す
。
皆
さ
ん
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
、
皆
さ
ん
の
煩

悩
と
苦
痛
が
少
な
く
な
り
、
仏
法
か
ら
喜
び
と
智
慧
を
得

て
、
生
命
を
充
実
さ
せ
、
円
満
な
る
生
活
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
一
九
八
四
年
の
時
、
私
は
三
回
目
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
に
行
き
ま
し
た
。
到
着
し
た
ら
、
講
堂
も
す
で
に
整

っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
講
演
を
始
め
ま
し
た
。
一
日
に
九
時
間

講
演
し
、
し
か
も
立
ち
っ
放
し
で
。
聴
衆
は
座
っ
て
い
ま
し

た
。
座
っ
て
い
た
人
は
疲
れ
ま
し
た
が
、
私
は
少
し
も
疲
れ

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
演
説
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
元
気
が
出

て
き
て
、
声
も
次
第
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
か
？
観
念
と
心
境
が
違
っ
た
か
ら
で
す
。
も
し
、
私

は
一
時
間
い
く
ら
講
演
料
を
も
ら
え
る
か
と
考
え
て
い
て
、

更
に
聴
衆
も
あ
ま
り
元
気
が
な
い
の
を
見
れ
ば
、
疲
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
為
で
は
な
く
、
歓
喜
心
で
、
無
上

で
奥
深
く
微
妙
な
仏
法
を
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
為
に
来
ま
し

た
。
こ
の
歓
喜
は
最
高
の
栄
養
な
る
法
悦
で
す
。
今
、
皆
さ

ん
は
色
ん
な
栄
養
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
本
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教
の
「
禅
悦
為
食
」
（
禅
悦
は
食
で

あ
り
）
と
い
う
の
は
、
何
で
し
ょ
う
か
？
心
地
が
清
浄
で
あ

る
こ
と
で
す
。
悦
は
心
地
が
歓
喜
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
最
も
栄
養
の
あ
る
も
の
で
、
で
す
か
ら
健
康
は
飲
食
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歓
喜
心
を
得
て
、
法
悦
を
得
れ
ば
、
健

康
長
寿
と
青
春
を
保
て
、
衰
老
し
な
く
な
り
ま
す
。
憂
い
は

人
に
年
を
取
ら
せ
、
病
気
に
か
か
ら
せ
ま
す
。
毎
日
、
気
分

が
晴
れ
な
け
れ
ば
、
病
気
し
や
す
く
衰
老
も
早
ま
り
ま
す
。

喜
悦
は
健
康
に
な
る
因
由
で
、
布
施
波
羅
蜜
を
修
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
の
例
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
は
、
こ
こ
で
車
に
保
険
を
か
け
て
い
ま
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す
。
ど
う
し
て
で
す
か
？
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
賠
償
が
で

き
ま
す
。
念
頭
を
転
じ
て
、
こ
れ
は
布
施
を
修
し
て
い
る

こ
と
で
、
事
故
を
起
こ
し
た
人
達
を
助
け
る
た
め
だ
と
考
え

た
ら
、
こ
の
車
は
永
遠
に
事
故
に
遭
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
仏

菩
薩
に
加
持
さ
れ
ま
す
。
念
頭
を
転
じ
れ
ば
、
菩
薩
に
な
り

ま
す
。
念
頭
を
転
じ
な
け
れ
ば
、
始
終
凡
夫
の
ま
ま
で
す
。

菩
薩
と
凡
夫
の
区
別
は
何
で
し
ょ
う
か
？
一
方
は
覚
り
で
、

一
方
は
迷
い
で
す
。
迷
う
者
は
何
で
も
自
分
の
為
と
考
え
、

悟
る
者
は
何
で
も
衆
生
の
為
と
考
え
ま
す
。
衆
生
の
為
で
し

た
ら
、
自
分
が
受
け
る
恩
恵
は
不
可
思
議
で
想
像
出
来
ま
せ

ん
。
自
分
の
為
で
し
た
ら
、
得
し
た
こ
と
は
少
な
く
、
得
れ

ば
じ
き
に
な
く
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
頭
が
良
い
で
し
ょ
う

か
？
ど
ち
ら
が
愚
か
者
で
し
ょ
う
か
？
一
目
瞭
然
で
す
、
所

以
に
、
い
つ
も
一
切
の
衆
生
の
た
め
と
考
え
、
自
分
の
た
め

に
何
か
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し

ま
す
。
今
生
、
あ
な
た
に
財
と
富
が
あ
っ
て
、
金
持
ち
に
な

れ
た
の
は
福
報
が
あ
る
か
ら
で
す
。
金
を
ど
う
や
っ
て
遣
う

の
か
は
智
慧
で
す
。
金
を
社
会
の
た
め
に
使
っ
て
、
大
衆
に

使
う
こ
と
は
大
智
慧
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
金
遣
い
が
上
手

で
す
。
も
し
何
で
も
自
分
の
た
め
に
考
え
て
い
た
ら
、
愚
か

で
す
。
修
行
に
よ
っ
て
得
た
少
し
の
福
報
を
す
ぐ
に
使
い
切

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
念
を
転
じ
れ
ば
、
福
報
を
衆
生
に
布
施

し
、
福
報
は
益
々
増
大
し
、
無
窮
無
尽
に
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
布
施
の
意
味
は
無
量
無
辺
で
す
。
人
々
は
、
毎
日
、

日
常
生
活
の
中
で
、
任
意
の
時
間
と
任
意
の
場
所
で
修
学
が

で
き
ま
す
。
念
を
転
じ
れ
ば
菩
薩
道
を
行
ず
る
こ
と
に
変
じ

ま
す
。
転
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
六
道
の
凡
夫
で
す
。
以
上
、

財
布
施
を
幾
つ
か
の
例
で
説
明
し
た
だ
け
で
、
み
な
さ
ん
は

よ
く
心
得
し
、
思
慮
す
れ
ば
円
満
に
行
え
る
で
し
ょ
う
。

財
布
施
は
仏
法
の
中
で
内
財
（
体
の
一
部
、
或
い
は
体
力

か
智
慧
で
布
施
を
す
る
こ
と
）
と
外
財
（
自
分
の
所
有
品
で

布
施
を
す
る
こ
と
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
外
財
は
身
外
の
も

の
で
、
内
財
は
体
と
智
慧
の
こ
と
で
す
。
医
学
界
で
は
角
膜

や
内
臓
を
寄
付
す
る
こ
と
は
、
内
財
の
一
種
に
な
り
ま
す
。
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尚
、
我
々
が
体
力
で
人
を
助
け
る
の
も
内
財
布
施
で
す
。
も

し
、
我
々
が
人
の
た
め
に
働
き
報
酬
を
得
ず
に
い
れ
ば
、
す

な
わ
ち
義
務
で
働
く
事
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
、
こ
れ
も
内

財
布
施
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
我
々
は
随
時
に
布
施
し
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
心
持
ち
が
な
け
れ
ば
菩
薩

道
を
行
ず
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
布
施
す
る
心
持

ち
が
あ
れ
ば
、
毎
日
の
時
時
刻
刻
に
六
度
を
修
す
る
こ
と
に

な
り
、
菩
薩
法
を
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
菩
薩
と
凡
夫

の
異
な
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
の
一
念

の
心
に
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
一
念
の
覚
り
に
あ
り
ま
す
。

一
切
衆
生
の
為
で
あ
れ
ば
、
菩
薩
で
す
。
一
念
が
迷
っ
て
自

分
の
為
と
な
れ
ば
凡
夫
で
す
。
所
以
に
、
仏
教
の
善
悪
の
標

準
は
、
凡
て
自
分
の
為
で
あ
る
こ
と
は
悪
で
、
他
人
の
為
で

あ
る
こ
と
は
善
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
初
学
の
方
々
に
と

っ
て
は
難
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
は
ど
う
し
て
自
分
の
為

に
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
？
凡
夫
が
成
仏
で
き
な
い

理
由
は
、
両
種
の
執
着
障
碍
が
あ
る
か
ら
で
す
。
第
一
種
は

我
執
で
あ
り
、
第
二
種
は
法
執
で
す
。
我
執
を
破
れ
ば
、
阿

羅
漢
果
位
を
証
得
し
ま
す
。
法
執
を
破
り
尽
く
せ
ば
、
成
仏

に
至
り
ま
す
。
い
つ
も
自
分
の
為
に
考
え
る
人
達
は
、
毎
日

我
執
が
増
え
、
一
切
の
善
法
を
修
し
て
も
、
執
着
が
増
え
る

一
方
で
す
。
執
着
を
脱
せ
ま
せ
ん
か
ら
、
仏
陀
は
こ
れ
を
悪

と
言
い
ま
す
。
三
界
を
出
た
く
な
け
れ
ば
話
は
別
で
す
が
、

三
界
を
出
た
け
れ
ば
、
必
ず
我
執
と
法
執
を
破
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
我
執
は
煩
悩
障
で
、
煩
悩
の
根
源
で
す
。
法

執
は
所
知
障
の
根
源
で
す
。

（
２
）
法
布
施

第
二
種
は
「
法
布
施
」
で
す
。
法
布
施
は
智
慧
、
聡
明
、

才
芸
と
成
る
因
で
す
。
包
括
し
て
い
る
範
囲
は
非
常
に
広

く
、
通
常
は
世
間
と
出
世
間
の
一
切
の
法
と
分
類
さ
れ
ま

す
。
す
な
わ
ち
仏
法
と
世
法
で
す
。
他
人
の
知
り
た
い
こ
と

や
学
び
た
い
こ
と
を
私
が
出
来
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
熱
心
に

教
え
る
こ
と
は
法
布
施
で
す
。
所
以
に
、
布
施
は
必
ず
し
も
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講
経
説
法
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
講
経
説
法
は
無
量
無
辺
の
法

布
施
の
中
の
一
種
で
す
。
例
え
ば
、
甲
は
料
理
が
上
手
で
、

乙
は
下
手
で
学
び
た
い
と
甲
に
頼
ん
だ
ら
、
甲
は
心
を
尽
く

し
て
乙
を
教
導
す
る
こ
と
も
法
布
施
で
す
。
又
、
某
人
は
工

程
が
出
来
ず
私
が
出
来
る
と
し
た
ら
、
私
は
彼
を
教
導
し
教

え
る
こ
と
も
法
布
施
で
す
。
子
供
に
小
学
課
程
を
教
え
る
こ

と
も
法
布
施
で
す
。
乃
至
、
各
業
種
の
知
識
、
技
術
ま
で

を
、
無
条
件
、
無
報
酬
で
伝
授
し
て
い
た
ら
、
皆
、
法
布
施

に
属
し
ま
す
。
も
し
代
価
が
あ
っ
て
学
費
を
取
る
の
で
あ
れ

ば
、
布
施
で
な
く
な
り
ま
す
。
或
い
は
、
あ
る
人
か
ら
の
質

問
：
現
在
学
校
の
先
生
は
収
入
が
あ
っ
て
、
彼
ら
が
子
供
に

教
え
る
の
は
法
布
施
に
な
り
ま
す
か
？
こ
れ
は
教
師
の
一
念

に
よ
り
ま
す
。
も
し
教
師
が
後
代
を
教
育
す
る
目
的
で
名
と

利
の
為
で
は
な
け
れ
ば
、
布
施
に
な
り
ま
す
。
も
し
昇
給
の

為
、
昇
格
の
為
で
し
た
ら
法
布
施
で
な
く
な
り
ま
す
。
本
当

に
法
布
施
を
修
す
る
人
は
、
非
常
に
熱
心
で
、
疲
れ
ず
嫌
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
名

と
利
を
得
ら
れ
な
く
な
る
と
意
気
消
沈
し
て
し
ま
い
ま
す
。

教
導
に
も
熱
心
さ
が
足
り
ず
、
動
力
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
以
に
、
菩
薩
は
い
つ
も
無
尽
な
る
慈
悲
心
で
一
切
の
衆
生

を
利
益
し
、
絶
対
無
条
件
で
、
特
に
仏
法
に
関
る
こ
と
は
、

尚
更
に
で
す
。
仏
陀
は
、
『
無
量
寿
経
』
で
一
切
布
施
の
中

で
法
布
施
は
最
高
で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
法
布

施
は
、
仏
法
布
施
と
言
い
ま
す
。
世
間
の
法
布
施
は
究
竟
に

至
ら
ず
、
唯
一
仏
法
に
よ
る
法
布
施
は
、
一
切
の
衆
生
を
助

け
ら
れ
、
更
に
無
量
な
智
慧
、
無
尽
な
徳
用
、
才
芸
を
獲
得

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
煩
悩
を
断
た
せ
、
生
死
を
離
脱

さ
せ
、
三
界
を
越
え
さ
せ
仏
道
を
円
満
に
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
布
施
は
最
も
円
満
で
、
最
も
殊
勝
で

す
、
唯
一
大
乗
仏
教
に
す
べ
て
が
具
わ
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
一
切
の
諸
仏
如
来
に
讃
嘆
さ
れ
ま
す
。
仏
教
界
を
見
て

み
る
と
、
経
典
を
布
施
す
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
一
項
目
で

す
。
そ
の
次
は
説
法
の
録
音
テ
ー
プ
や
録
画
テ
ー
プ
で
す
。

そ
の
次
は
各
界
に
礼
聘
さ
れ
、
仏
法
を
大
衆
に
紹
介
し
、
法
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を
押
し
広
め
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
法
布
施
で
す
。
し
か

し
、
経
典
を
開
い
て
見
て
、
最
後
に
よ
く
「
版
権
所
有
、
複

製
禁
止
」
な
ど
の
文
字
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
布
施

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
訳
は
、
商
人
が
本
を
売
っ
て
い
る

の
と
同
じ
事
で
す
。
法
布
施
の
功
徳
利
益
が
完
全
に
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
只
の
世
間
の
商
人
が
本
屋
を

開
い
て
売
買
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
け
で
す
。
録
音
テ
ー
プ

に
も
「
版
権
所
有
、
複
製
禁
止
」
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。
更

に
、
少
数
の
法
師
を
礼
聘
す
る
時
も
、
供
養
の
条
件
を
先
に

決
め
、
何
時
間
で
い
く
ら
の
供
養
料
で
は
、
こ
れ
も
売
買
に

変
質
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
部
布
施
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
所
以
に
、
菩
薩
行
は
衆
生
を
利
益
す
る
の
み
で
、
絶
対

に
自
分
の
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
あ
る
所
で
は
供
養
が

な
く
て
、
大
衆
が
本
当
に
仏
法
を
渇
望
し
て
い
た
ら
、
仏
や

菩
薩
は
、
自
費
で
も
衆
生
の
願
望
を
叶
え
ま
す
。
絶
対
に
誰

か
に
無
理
を
さ
せ
ず
困
ら
せ
ず
、
皆
が
本
当
に
仏
法
か
ら
殊

勝
な
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

（
３
）
無
畏
施

第
三
種
は
「
無
畏
布
施
」
で
す
。
衆
生
が
心
身
共
に
不
安

と
恐
怖
を
感
じ
る
時
、
彼
ら
を
助
け
慰
め
る
こ
と
は
無
畏
布

施
で
す
。
そ
の
範
囲
も
非
常
に
広
く
、
例
え
ば
、
あ
る
国
が

他
国
に
侵
略
さ
れ
て
戦
争
が
起
き
て
い
る
場
合
、
皆
が
恐
慌

に
陥
る
状
況
の
中
で
、
従
軍
し
前
方
で
敵
に
抵
抗
し
、
後

方
を
守
護
し
、
後
方
の
人
民
に
生
活
安
泰
を
与
え
る
こ
と
が

無
畏
布
施
で
す
。
又
、
あ
る
人
が
夜
道
を
怖
が
り
、
鬼
や
強

盗
を
恐
れ
て
家
に
帰
る
の
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
時
、
自
分

が
そ
の
人
と
一
緒
に
そ
の
道
を
歩
き
、
家
ま
で
見
送
っ
て
、

恐
怖
を
和
ら
げ
安
心
さ
せ
る
こ
と
も
無
畏
布
施
で
す
。
そ
の

他
の
例
は
、
す
べ
て
を
列
挙
し
な
く
て
も
、
衆
生
に
心
身
を

穏
当
さ
せ
、
一
切
の
恐
怖
か
ら
離
れ
さ
せ
る
こ
と
等
を
す
べ

て
無
畏
布
施
と
言
い
ま
す
。
無
畏
布
施
の
果
報
は
、
健
康
長

寿
で
す
。
此
処
ま
で
話
し
た
ら
、
特
に
皆
さ
ん
に
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
は
、
菜
食
が
無
畏
布
施
に
属
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
切
の
衆
生
が
あ
な
た
を
見
て
も
怖
が
り
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ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
が
あ
な
た
は
、
彼

ら
に
傷
害
を
負
わ
せ
な
い
か
ら
で
す
。
円
満
に
行
え
た
ら
、

健
康
長
寿
の
果
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
に
法
布
施
で
聡

明
智
慧
を
得
ら
れ
ま
す
。
財
布
施
で
、
財
と
富
を
得
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
人
生
に
於
け
る
切
実
で
最
も
基
本
的
な
要
望
で

す
。
こ
の
三
種
の
果
報
を
す
べ
て
得
た
け
れ
ば
、
真
剣
に
三

種
の
布
施
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
国
の
歴
史
上

で
、
富
、
聡
明
、
智
慧
、
健
康
、
長
寿
が
最
も
大
き
く
て
円

満
な
人
は
乾
隆
皇
帝
で
す
。
彼
は
「
貴
為
天
子
，
富
有
四

海
」
（
貴
い
天
子
で
あ
り
、
天
下
の
富
を
有
し
）
で
、
兼
ね

て
よ
り
聡
明
、
智
慧
、
健
康
、
長
寿
が
具
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
彼
は
六
十
年
間
、
皇
帝
を
務
め
、
そ
の
後
、
四
年
間
、

太
上
皇
を
務
め
ま
し
た
。
彼
は
自
分
の
こ
と
を
「
古
希
天

子
」
（
古
く
か
ら
珍
し
い
天
子
）
と
自
称
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
本
当
で
あ
り
、
少
し
も
偽
り
が
な
く
、
自
慢
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
彼
が
過
去
生
の
中
で
清
浄
で
円
満

な
財
施
、
法
施
、
無
畏
施
を
修
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ほ
ど

の
大
き
な
福
報
を
得
ら
れ
た
の
で
す
。

仏
陀
は
大
乗
経
で
、
よ
く
我
々
に
、
菩
薩
は
必
ず
布
施
波

羅
蜜
を
修
す
る
と
教
導
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
波
羅
蜜
は

「
究
竟
円
満
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ど
う
し
た
ら
布
施
を
究

竟
円
満
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
菩
薩
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
す
。
我
々
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
朝
か
ら

晩
ま
で
処
世
、
対
人
、
対
物
に
於
い
て
、
念
を
転
ず
る
だ
け

で
、
す
べ
て
が
布
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
ま
だ
円
満
で
は
な
く
究
竟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
究
竟
円

満
な
る
布
施
と
は
放
棄
、
捨
、
い
わ
ゆ
る
他
人
を
助
け
る
こ

と
で
す
。
ど
の
よ
う
に
放
棄
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

放
棄
と
は
捨
て
る
こ
と
で
す
。
捨
の
後
は
「
得
」
と
い
う
字

が
付
い
て
来
ま
す
。
小
さ
い
捨
に
は
小
さ
い
得
で
、
大
き
い

捨
に
は
大
き
い
得
で
、
捨
て
ず
に
い
れ
ば
得
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仏
陀
が
教
え
た
究
竟
円
満
な
捨
と
は
、
煩
悩
や
憂
い
や

そ
れ
に
生
死
や
輪
廻
等
、
こ
れ
ら
の
全
て
を
布
施
し
た
ら
布

施
波
羅
蜜
に
な
り
ま
す
。
身
の
外
の
物
か
ら
捨
て
る
よ
う
に
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練
習
し
、
一
切
を
捨
て
ら
れ
れ
ば
、
（
煩
悩
、
生
死
ま
で

も
）
自
性
本
来
の
清
浄
光
明
に
回
復
で
き
ま
す
。

２
．
持
戒

第
二
は
「
持
戒
」
で
す
。
持
戒
と
は
遵
法
の
こ
と
で
す
。

世
間
の
一
切
の
物
事
は
大
小
に
関
係
な
く
、
そ
れ
な
り
の
法

則
が
あ
り
ま
す
。
法
則
を
遵
守
す
れ
ば
、
円
満
か
つ
速
や
か

に
で
き
ま
す
。
六
度
の
持
戒
は
、
我
々
に
普
段
は
遵
法
さ
せ

ま
す
が
、
単
な
る
五
戒
、
十
戒
（
根
本
戒
を
指
す
）
を
持

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
に
は
家
庭
の
習
慣
が
あ

り
ま
す
。
父
子
、
夫
婦
、
兄
弟
は
倫
常
で
す
。
長
幼
が
あ
り

ま
す
。
自
然
的
な
秩
序
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
本
末
転
倒
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
顛
倒
す
れ
ば
、
家
が
乱
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
父
は
父
ら
し
く
な
く
、
子
は
子
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
飯
炊
き
に
も
、
洗
米
、
鍋
入
れ
、
温
度
調
節
等
の
順
序
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
法
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
ご
飯
が
う
ま
く

炊
け
ま
せ
ん
。
炒
め
物
に
も
前
後
の
順
序
が
あ
り
ま
す
。
乃

至
、
学
習
ま
で
、
全
部
、
順
序
と
方
法
が
あ
り
ま
す
。
仏
法

を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
仏
法
の
方
法
は
、
も
っ
と
精

密
で
厳
格
で
す
。
も
し
、
仏
法
を
学
ん
で
成
就
し
た
け
れ

ば
、
仏
陀
が
教
え
て
く
れ
る
修
学
順
序
を
必
ず
遵
守
し
、
大

き
い
心
を
発
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
大
き
い
心
と

は
、
一
切
の
衆
生
を
済
度
す
る
願
心
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
煩
悩
を
断
ち
、
習
性
を
断
ち
、
再
び
法
門
を
学
べ

ば
、
最
後
に
円
満
に
仏
道
が
完
成
し
ま
す
。
成
仏
す
れ
ば
、

衆
生
を
救
う
こ
と
が
出
来
、
円
満
に
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」

を
実
現
出
来
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
言
葉
だ
け
で
、
行

動
が
伴
わ
な
い
と
実
現
出
来
な
い
願
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
る
人
が
、
こ
の
よ
う
に
聞
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
：

「
必
ず
成
仏
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
菩
薩
に

な
る
だ
け
で
は
だ
め
で
し
ょ
う
か
。
」
こ
こ
で
知
る
べ
き
こ

と
は
、
菩
薩
は
衆
生
を
救
え
て
も
、
階
位
の
高
い
菩
薩
を
救

え
ま
せ
ん
。
等
覚
菩
薩
で
も
、
同
階
位
の
等
覚
菩
薩
を
救
え

ま
せ
ん
。
成
仏
す
れ
ば
、
等
覚
菩
薩
も
済
度
の
範
囲
内
に
な
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り
ま
す
。
因
っ
て
、
必
ず
仏
道
が
成
せ
れ
ば
、
初
め
て
九
法

界
に
い
る
一
切
の
衆
生
を
広
く
済
度
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
願
が
あ
れ
ば
、
慈
悲
の
力
も
発
揮
で
き
ま
す
。
ど

う
し
て
で
す
か
？
是
非
、
自
他
、
好
悪
な
ど
の
分
別
が
あ
っ

て
、
私
と
仲
の
良
い
人
だ
け
を
救
う
。
絶
対
に
私
が
嫌
っ
て

い
る
人
を
救
わ
な
い
と
な
れ
ば
、
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」
の

下
に
「
一
部
の
人
を
済
度
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
注
解
を
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
真
の
願
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
円
満
な
る
願
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
一
旦
、
円
満
な
る

願
心
を
発
す
れ
ば
、
菩
薩
で
す
。
分
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。

『
華
厳
経
』
で
は
初
住
菩
薩
を
発
心
住
と
言
い
ま
す
。
こ
の

心
を
菩
提
心
と
言
い
ま
す
。
仏
陀
は
、
よ
く
我
々
に
「
慈
悲

為
本
、
方
便
為
門
」
と
教
導
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
活
の
過

し
方
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
普
段
の
心
持
は
、

慈
悲
を
以
て
事
を
成
す
に
は
方
法
が
要
り
ま
す
。
程
良
く
巧

み
に
処
理
す
る
こ
と
で
す
。
方
法
の
中
に
も
ま
た
方
法
が
あ

り
ま
す
。
方
法
は
大
変
重
要
で
す
。
こ
の
教
導
は
、
単
に
仏

法
を
学
ぶ
こ
と
に
限
ら
ず
、
普
遍
に
日
常
生
活
に
応
用
す
べ

き
で
す
。
六
度
は
六
大
綱
領
、
六
大
方
法
で
す
。
六
度
の
各

項
の
中
に
、
た
く
さ
ん
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
方
法
は
、
重

ね
重
ね
る
こ
と
で
、
無
尽
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
う

ま
く
運
用
が
出
来
れ
ば
、
自
在
に
な
れ
て
快
楽
を
得
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
が
持
戒
波
羅
蜜
で
す
。

３
．
忍
辱

第
三
は
「
忍
辱
波
羅
蜜
」
で
す
。
忍
耐
と
は
忍
辱
の
こ
と

で
す
。
ど
ん
な
事
に
従
事
し
て
も
、
忍
耐
力
が
要
り
ま
す
。

当
年
、
訳
経
の
法
師
は
中
国
人
に
は
、
何
事
に
も
屈
し
な
い

個
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
古
書
に
よ
く
「
士
可
殺
不
可

辱
」
（
殺
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
が
、
屈
辱
さ
れ
て
は
い
け

な
い
）
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
忍
と
言
え
ば
、
何
事
に

も
耐
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
殺
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
が
、
屈

辱
だ
け
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
訳
経
の
法
師
は
、
こ

の
名
詞
を
忍
辱
と
訳
し
ま
し
た
。
屈
辱
に
耐
え
ら
れ
れ
ば
、
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他
の
何
事
に
も
耐
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
忍
辱
と
は
、
中
国

人
の
気
骨
あ
る
性
格
に
対
し
て
訳
さ
れ
た
名
詞
で
あ
り
、
そ

の
本
来
の
字
義
は
「
忍
耐
」
だ
け
で
、
屈
辱
の
意
味
は
含
ま

れ
て
い
ず
、
そ
の
意
図
は
、
我
々
に
事
の
巨
細
に
関
係
な
く

忍
耐
力
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
『
金
剛
経
』

で
は
「
一
切
の
法
は
忍
に
よ
っ
て
成
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
忍
耐
力
が
な
け
れ
ば
、
何
事
も
成
就
で
き
ま
せ

ん
。
学
校
の
勉
強
と
言
え
ば
、
大
学
で
四
年
間
勉
強
す
る
の

は
、
四
年
間
を
耐
え
る
こ
と
で
あ
り
、
耐
え
ら
れ
な
け
れ
ば

卒
業
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
二
時
間
半
の
仏
法
講
座
を

聴
く
の
に
も
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
終
わ
り
ま
で
耐
え
ら
れ

れ
ば
今
回
の
仏
法
の
講
座
は
円
満
に
収
ま
り
ま
す
。
人
に
、

忍
耐
力
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
素
質
が
あ
っ
て
も
、
何
の

成
功
も
で
き
ま
せ
ん
。
成
功
は
、
永
遠
に
忍
耐
力
と
根
気
が

あ
る
人
に
属
し
ま
す
。
所
以
に
、
根
気
は
成
功
を
左
右
す
る

非
常
に
重
要
な
条
件
の
一
つ
で
す
。
世
尊
は
、
『
金
剛
経
』

で
我
々
に
菩
薩
の
六
度
を
説
き
、
特
別
に
「
布
施
」
と
「
忍

辱
」
を
強
調
し
て
お
り
、
他
の
事
へ
の
言
及
は
僅
か
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
は
成
否
の
鍵
と
な
る
の

で
す
。

世
間
で
は
、
よ
く
「
處
世
難
，
處
人
更
難
」
（
処
世
は
難

し
い
が
、
人
付
き
合
い
は
更
に
難
し
い
）
と
い
う
伝
え
が
あ

り
ま
す
。
以
前
の
人
付
合
い
は
簡
単
で
し
た
が
、
現
在
の
人

付
合
い
は
昔
よ
り
か
な
り
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因

は
、
以
前
の
教
育
は
、
身
を
正
し
く
持
す
る
こ
と
を
教
え
て

お
り
、
現
在
の
教
育
は
、
事
の
処
し
方
を
教
え
て
い
ま
す
。

現
代
の
人
々
は
、
自
分
の
身
の
処
し
方
を
知
ら
ず
、
自
分
の

情
緒
の
不
安
定
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

故
、
人
に
対
す
る
理
解
は
更
に
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

程
、
人
と
の
付
き
合
い
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
、
仏
陀
は
忍
耐
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
忍

耐
に
は
三
大
類
あ
り
ま
す
。
第
一
、
人
為
的
な
加
害
を
忍
耐

す
る
こ
と
。
屈
辱
や
加
害
に
対
し
て
は
忍
耐
が
必
要
で
す
。

忍
耐
で
き
れ
ば
絶
対
に
得
し
ま
す
。
忍
耐
が
で
き
れ
ば
、
心
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が
清
浄
で
、
定
を
得
や
す
く
な
り
、
修
道
が
成
就
し
や
す

く
な
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
最
も
大
き
い
福
報
と
も
言
え
ま

す
。
第
二
、
自
然
の
変
化
に
対
し
て
忍
耐
す
る
こ
と
で
す
。

冷
熱
、
寒
暑
の
変
化
に
対
し
て
忍
耐
す
る
こ
と
で
す
。
飢
渇

に
対
し
て
忍
耐
す
る
こ
と
で
す
。
自
然
災
害
に
遭
っ
て
も
忍

耐
す
る
こ
と
で
す
。
第
三
は
、
修
行
を
指
し
ま
す
。
仏
法
の

修
学
に
は
、
も
っ
と
忍
耐
が
必
要
で
す
。
法
悦
を
得
る
前

に
、
功
夫
が
熟
達
す
る
ま
で
の
修
行
は
苦
行
で
あ
り
、
辛
い

こ
と
で
す
が
、
こ
の
時
期
を
過
ぎ
れ
ば
、
快
楽
が
得
ら
れ
ま

す
。
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
功
夫
が
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
。
高

速
道
路
に
乗
る
の
と
同
じ
よ
う
に
。
高
速
道
路
の
下
で
、
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
時
は
辛
い
の
と
同
じ
よ
う
に
。
普
通
の

道
路
に
は
車
が
多
く
速
度
も
遅
い
の
で
す
。
忍
耐
力
が
必
要

で
す
。
高
速
道
路
に
乗
れ
ば
、
気
分
爽
快
に
な
っ
て
、
一
切

の
障
碍
が
な
く
な
り
ま
す
。
修
行
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も

の
で
す
、
学
び
始
め
の
頃
は
、
無
量
の
法
門
と
宗
派
を
模
索

し
、
ど
の
宗
派
は
い
い
で
す
か
？
何
を
学
べ
ば
い
い
で
す

か
と
尋
ね
ま
す
。
あ
る
人
は
幸
運
で
す
。
三
、
五
年
の
間
に

見
つ
か
り
ま
す
。
幸
運
な
人
が
短
い
小
道
を
歩
い
た
ら
、
す

ぐ
に
大
道
を
見
つ
け
出
し
た
よ
う
に
、
し
か
し
あ
る
人
は
十

年
、
二
十
年
、
一
生
を
費
や
し
て
も
秘
訣
を
掴
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
非
常
に
無
駄
な
こ
と
で
、
気
の
毒
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、
勿
論
、
自
分
の
善
根
や
福
徳
と
関
係
が
あ
り
ま
す
、

善
根
、
福
徳
、
因
縁
が
具
備
す
れ
ば
、
仏
菩
薩
は
必
ず
加
持

し
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
仏
氏
門
中
不
捨
一
人
」
（
仏

は
一
人
も
見
捨
て
な
い
）
と
の
こ
と
で
す
。
真
心
で
道
を
向

け
る
人
、
道
を
慕
う
人
で
あ
れ
ば
仏
菩
薩
は
常
に
そ
こ
で
守

護
顧
念
し
て
下
さ
い
ま
す
。
そ
の
人
が
本
当
に
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
仏
菩
薩
の
啓
示
を
得
ら
れ
光
明
な
大
道
を

見
付
け
出
せ
ま
す
。
仏
菩
薩
は
、
ど
う
し
て
ま
だ
あ
な
た

に
啓
示
を
与
え
て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
与
え
ま
し
た

が
、
あ
な
た
は
受
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
方
法
を
教

え
た
ら
、
あ
な
た
は
こ
れ
が
良
い
方
法
と
は
限
ら
ず
、
別
の

法
門
が
、
も
っ
と
殊
勝
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
あ
な
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た
は
仏
菩
薩
と
対
抗
し
、
口
論
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
仏
菩
薩
は
仕
方
な
く
来
な
く
な
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
を
細
心
に
吟
味
し
て
下
さ
い
。
修
行
す
る
為

に
は
甚
大
な
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
忍
耐
が
な
け
れ
ば
成
就

で
き
ま
せ
ん
。
忍
耐
は
禅
定
の
前
条
件
で
、
忍
耐
が
な
け
れ

ば
更
に
高
い
境
地
に
進
め
ま
せ
ん
。
忍
耐
が
精
進
の
予
備
功

夫
で
、
忍
耐
が
あ
れ
ば
「
精
進
」
ま
で
進
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。

４
．
精
進

「
精
進
」
と
は
、
精
は
専
一
で
、
進
は
進
歩
で
す
。
よ
っ

て
、
仏
法
は
保
守
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
落
伍
し
て
は
い
ま

せ
ん
。
仏
法
は
、
毎
日
進
歩
を
求
め
ま
す
。
又
、
儒
家
の
日

新
（
日
に
日
に
新
し
く
な
る
こ
と
）
と
同
じ
意
味
で
す
。
現

在
、
あ
る
人
は
、
儒
家
が
落
伍
し
て
い
る
故
、
仏
教
を
淘
汰

す
べ
き
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
仏
法
の
六
度
の

精
進
と
儒
家
の
日
新
に
つ
い
て
理
解
出
来
て
い
な
い
か
ら
、

謬
論
を
言
い
出
し
た
の
で
す
。
進
歩
も
良
い
こ
と
で
す
が
、

最
も
重
要
な
の
は
精
進
で
す
。
「
精
」
と
は
純
粋
で
混
じ
り

け
の
な
い
こ
と
で
す
。
最
近
、
西
洋
で
は
た
く
さ
ん
の
有
名

な
科
学
者
が
、
一
生
の
中
で
数
多
く
の
特
殊
な
発
明
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
種
の
人
々
は
専
一
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
ま

す
。
毎
日
研
究
し
、
粘
り
強
く
、
そ
の
結
果
、
新
発
見
を
し

ま
し
た
。
世
間
法
で
は
、
こ
う
い
う
状
況
で
あ
り
、
仏
法
も

同
じ
状
況
で
す
。
無
量
の
法
門
の
中
で
、
「
一
門
専
攻
」

（
一
門
を
専
攻
す
る
こ
と
）
を
す
れ
ば
必
ず
成
就
で
き
ま

す
。
す
べ
て
の
法
門
を
勉
強
し
た
が
る
と
、
絶
対
に
成
就
で

き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
法
門
を
勉
強
す
る
の
は
、
一
つ
の
法

門
が
成
就
し
て
か
ら
の
事
に
な
り
ま
す
。
一
つ
の
法
門
が
成

就
す
れ
ば
、
そ
の
他
の
無
量
の
法
門
を
読
ん
だ
瞬
間
、
聴
い

た
瞬
間
、
す
ぐ
に
通
達
し
ま
す
。
覚
り
を
開
く
前
、
通
達
す

る
前
に
、
仏
法
の
た
く
さ
ん
の
法
門
を
学
べ
ば
す
べ
て
障
碍

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
修
行
に
当
た
っ
て
知
る
べ
き
こ
と
で

す
。
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民
国
初
年
、
諦
閑
法
師
に
は
一
人
の
弟
子
が
い
ま
し
た
。

こ
の
弟
子
は
四
十
歳
の
時
に
出
家
し
ま
し
た
。
彼
の
年
齢
は

老
法
師
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
諦
閑
法
師
の
幼
染
み
で
し
た
。

諦
閑
法
師
の
ほ
う
が
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
、
学

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
の
叔
父
は
、
商
売
の
関

係
で
、
よ
く
彼
を
旅
に
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
世

間
を
多
少
知
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
友
達
は
、
家
庭
が
貧
し

く
て
学
校
を
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
成
人
し
た
後
の
生
活

は
困
苦
で
し
た
。
鍋
や
食
器
を
修
復
す
る
技
術
を
覚
え
て
生

計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
毎
日
道
具
を
肩
に
担
ぎ
売

り
歩
き
、
非
常
に
辛
苦
で
し
た
。
彼
は
、
人
生
の
大
変
さ
を

切
実
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
が
小
さ
い
頃
一
緒

に
遊
ん
で
い
た
出
家
し
た
友
達
を
思
い
出
し
、
諦
閑
法
師
の

と
こ
ろ
に
行
き
、
お
寺
に
何
日
間
か
泊
ま
っ
て
か
ら
老
和
尚

に
「
生
活
は
大
変
辛
い
で
す
。
私
も
出
家
し
た
い
で
す
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
老
和
尚
は
「
あ
な
た
は
冗
談
を
言
わ
な
い

で
、
住
み
飽
き
た
ら
、
又
、
商
売
を
し
て
下
さ
い
」
と
答
え

ま
し
た
。
ど
う
し
て
出
家
を
さ
せ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
彼

は
年
を
取
っ
て
い
て
（
当
時
の
四
、
五
十
歳
は
老
人
だ
っ

た
）
体
力
も
衰
え
て
い
ま
し
た
。
出
家
す
れ
ば
、
毎
日
の
功

課
を
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
読
経
も
出
来
ま
せ
ん
。
お

寺
で
人
と
共
同
生
活
を
す
れ
ば
、
人
に
見
下
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
彼
が
と
て
も
辛
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講
経
を
学
ぶ
と
す
れ
ば
、
彼
は
字
が
読
め
ず
、
最
初
か
ら
習

う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
何
時
に
な
れ
ば
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？
気
が
遠
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
老
和
尚
は
、
彼
の

要
求
を
拒
絶
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
ど
う
し
て
も
「
私

は
出
家
以
外
も
う
何
も
し
ま
せ
ん
。
」
と
頼
み
込
み
ま
し

た
。
老
和
尚
は
も
う
成
す
術
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
の
感
情
を
思
い
出
し
、
老
和
尚
は
「
こ
う
し

ま
し
ょ
う
、
本
当
に
出
家
を
し
た
け
れ
ば
あ
る
条
件
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
彼
は
「
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
私
の
師
父
に
な
り
ま
す
か
ら
、

あ
な
た
の
言
う
こ
と
を
す
べ
て
受
入
れ
服
従
し
ま
す
。
」
と
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答
え
ま
し
た
。
老
和
尚
は
「
結
構
で
す
。
私
は
あ
な
た
を
剃

度
し
ま
す
。
剃
度
し
た
ら
戒
を
受
け
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
。

お
寺
に
も
住
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
受
戒
は
、
五
十
三
日
間

も
耐
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
な
た
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。
寧
波
の
田
舎
に
人
が
住
ん
で
い
な
い
小

さ
い
お
寺
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
見
付
け
て
住
め
ば
よ

ろ
し
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
老
法
師
は
、
付
近
で
何
人
か
の

護
法
の
人
と
信
徒
を
見
付
け
、
毎
月
彼
に
少
々
の
お
金
と
お

米
を
供
養
さ
せ
、
生
活
を
安
住
さ
せ
ま
し
た
。
又
、
近
く
の

念
仏
す
る
老
婆
に
頼
ん
で
、
毎
日
彼
の
着
替
え
を
洗
濯
し
、

昼
と
夜
に
食
事
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
を
念
ず
る
よ
う
に
と
彼
に
教
え
ま
し
た
。
ま
た

「
こ
の
一
句
の
仏
名
を
唱
え
る
だ
け
で
、
疲
れ
た
ら
休
み
、

休
ん
だ
ら
再
び
唱
え
、
ず
っ
と
唱
え
続
け
れ
ば
将
来
き
っ
と

利
益
を
得
ら
れ
ま
す
」
と
言
い
付
け
ま
し
た
。
こ
の
人
は
学

校
を
出
て
い
ま
せ
ん
が
素
直
で
正
直
で
す
。
一
心
に
こ
の
仏

名
を
唱
え
て
い
ま
し
た
。
彼
は
本
当
に
言
わ
れ
た
通
り
唱

え
、
疲
れ
れ
ば
休
み
、
休
ん
だ
ら
又
、
唱
え
ま
し
た
。
そ
の

ま
ま
三
年
間
、
こ
の
寺
を
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
つ
の
仏
名
で
、
少
し
の
雑
じ
り
も
な
い
事
。
こ
れ
を

精
進
と
言
い
ま
す
。
あ
る
日
、
彼
は
寺
を
出
て
町
に
い
る
親

戚
友
人
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
晩
御
飯
を
食
べ
終
え
て
か

ら
、
料
理
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
老
婆
に
「
明
日
は
料
理
を

作
ら
な
く
て
結
構
で
す
」
と
言
い
残
し
ま
し
た
。
こ
の
老
婆

は
「
師
父
は
三
年
間
も
出
掛
け
て
お
ら
ず
、
今
日
、
友
達
に

会
っ
た
か
ら
、
多
分
明
日
は
友
達
と
食
事
す
る
の
で
し
ょ

う
」
と
密
か
に
思
い
ま
し
た
。
翌
日
の
昼
に
な
っ
て
、
老
婆

は
師
が
帰
っ
た
か
ど
う
か
ご
飯
を
食
べ
た
か
ど
う
か
を
確
か

め
に
寺
に
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
寺
は
非
常
に
古

び
た
寺
で
、
門
も
閉
じ
て
い
ま
せ
ん
。
寺
に
着
き
、
師
に
呼

び
掛
け
て
も
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
探
し
た
末
に
、

師
は
寮
の
中
で
、
顔
を
窓
に
面
し
、
数
珠
を
手
に
持
っ
て
立

っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
が
、
呼
ん
で
も
返
答
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
目
の
前
ま
で
近
づ
く
と
、
は
じ
め
て
彼
が
死
ん
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で
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
立
っ
た
ま
ま
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
念
仏
し
て
往
生
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
老
婆
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
立
っ
た
ま
ま
で
死
ん
だ
人
を
今
ま
で

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
護
法
の
人
に
報

告
し
、
護
法
の
人
達
も
こ
の
状
況
を
ど
う
対
処
す
べ
き
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
人
を
遣
っ
て
観
宗
寺
に
い
る

諦
閑
法
師
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

ま
だ
車
が
な
く
、
消
息
を
知
ら
せ
に
行
っ
て
帰
っ
て
来
る
ま

で
に
は
三
日
か
か
り
ま
し
た
。
彼
は
立
っ
て
往
生
し
、
し
か

も
三
日
間
も
立
ち
続
け
、
師
父
が
自
分
の
後
事
を
処
置
し
て

下
さ
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
三
年
間
で
成
功
で
き
た
の
は
、

精
進
の
お
陰
で
し
た
。
諦
閑
法
師
は
「
あ
な
た
の
出
家
は
無

駄
で
は
な
か
っ
た
で
す
！
講
経
説
法
の
法
師
や
名
山
名
刹
の

住
持
方
丈
で
も
あ
な
た
の
成
就
に
匹
敵
で
き
ま
せ
ん
！
」

と
、
非
常
に
讃
嘆
し
ま
し
た
。
一
句
の
阿
弥
陀
仏
で
、
唱
え

疲
れ
た
ら
休
み
、
休
ん
だ
ら
又
唱
え
、
そ
れ
が
三
年
間
で
成

功
し
、
生
死
を
離
脱
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
殊
勝
な
成
就

は
ど
こ
に
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
一
句
の
阿
弥
陀
仏
は
、
専

一
で
精
進
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
じ
り
が
な
く
、
止
ま
り
が

な
い
こ
と
。
こ
れ
が
成
功
の
秘
訣
で
す
。

世
間
と
出
世
間
法
に
関
係
な
く
、
こ
の
一
生
の
中
で
成
就

し
た
け
れ
ば
、
精
進
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
念
仏
、
参
禅
、
念

呪
に
関
わ
ら
ず
、
皆
こ
の
原
則
を
遵
守
す
べ
き
で
す
。
説
法

を
学
ぶ
と
言
え
ば
、
自
分
が
修
学
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人

を
助
け
た
い
と
発
心
す
れ
ば
、
一
生
の
中
で
、
一
部
の
経

を
学
び
、
一
部
の
経
を
講
ず
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
専
一
で
精

進
と
い
う
こ
と
で
す
。
講
ず
る
度
に
、
そ
れ
相
応
の
境
地
に

達
し
、
毎
回
進
歩
が
あ
り
ま
す
。
専
門
に
『
阿
弥
陀
経
』
を

講
じ
て
、
十
年
間
続
け
た
ら
阿
弥
陀
仏
に
な
り
ま
す
。
専
門

に
、
十
年
間
で
「
普
門
品
」
を
講
じ
た
ら
、
観
音
菩
薩
に
な

り
ま
す
。
も
し
十
年
間
の
間
に
、
十
部
の
経
を
講
じ
た
ら
何

に
も
な
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
「
精
進
」
の
大
切
さ
を
知
り
ま

す
。
民
国
五
十
八
年
、
星
雲
法
師
は
、
私
に
仏
学
院
で
講
義

を
教
え
よ
う
と
招
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
彼
に
「
も
し
一
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人
の
学
生
に
一
部
の
経
を
学
ば
せ
た
ら
、
十
年
、
二
十
年

後
、
あ
な
た
の
仏
光
は
全
世
界
を
普
く
照
ら
し
覆
い
ま
す
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
彼
は
「
そ
れ
も
良
い
で
す
が
、
そ
う
す

れ
ば
仏
学
院
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
学
院
の
課
程
は
一
般

の
学
校
と
同
様
に
し
た
い
の
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
私
は

「
こ
の
や
り
方
で
は
あ
る
程
度
の
利
益
が
あ
り
ま
す
。
」
と

言
い
ま
し
た
が
、
彼
は
私
の
提
案
を
受
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
、
そ
こ
で
一
学
期
だ
け
を
教
え
て
、
そ
こ
を
離
れ

ま
し
た
。
も
し
そ
の
時
、
私
の
提
案
が
本
当
に
受
入
れ
ら
れ

て
い
れ
ば
、
五
割
と
言
え
ば
、
百
人
の
中
で
今
で
は
五
十
人

の
専
門
家
が
弘
法
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
『
阿
弥
陀
経
』
を

聴
き
た
け
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
に
講
じ
て
も
ら
え
ま
す
。
『
地

蔵
経
』
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
地
蔵
菩
薩
に
講
じ
て
も
ら
え
ま

す
。
こ
う
す
れ
ば
、
仏
法
は
本
当
に
広
く
世
間
に
知
れ
渡
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
に
は
専
門
家
に
な
っ
て
ほ
し
い

の
で
す
。
通
人
に
は
な
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
表
面
上

で
、
い
ろ
い
ろ
学
ん
で
も
、
実
際
に
は
ど
れ
に
つ
い
て
も
精

通
で
き
ま
せ
ん
。
一
つ
の
法
門
に
通
じ
れ
ば
、
結
果
は
す
べ

て
に
通
ず
る
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て
に
通
じ
て
い
て
も
、
一

つ
の
法
門
だ
け
を
弘
法
し
ま
す
。
こ
の
や
り
方
は
皆
さ
ん
に

お
手
本
を
示
し
て
い
ま
す
。
ど
の
仏
も
、
ど
の
菩
薩
も
、
す

べ
て
に
精
通
し
て
い
て
も
、
一
門
だ
け
に
専
念
し
ま
す
。
一

つ
の
法
門
に
専
念
す
る
修
学
法
は
「
精
通
」
で
あ
る
と
教
え

て
い
ま
す
。
精
進
の
利
益
、
功
徳
は
無
量
無
辺
で
す
。

５
．
禅
定
と
般
若

第
五
は
「
禅
定
」
で
す
。
禅
定
は
世
間
と
出
世
間
の
禅
定

を
包
括
し
ま
す
。
世
間
禅
定
と
は
四
禅
八
定
と
い
う
こ
と
で

す
。
成
就
で
き
れ
ば
、
将
来
は
色
界
と
無
色
界
に
生
ま
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
高
級
な
天
界
で
す
。
禅
定
に
よ

っ
て
得
ら
れ
ま
す
。
出
世
間
禅
定
に
は
大
乗
と
小
乗
が
あ
り

ま
す
。
諸
仏
如
来
が
修
す
る
禅
定
は
出
世
間
禅
定
で
す
。
す

べ
て
の
仏
法
の
修
学
す
る
要
は
「
定
」
に
あ
り
ま
す
。
禅
宗

だ
け
が
禅
定
を
修
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
宗
派
も
禅
定
を
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修
し
ま
す
。
念
仏
を
例
に
す
れ
ば
、
一
心
不
乱
を
得
る
こ
と

で
す
。
一
心
不
乱
と
は
禅
定
で
す
。
教
下
は
、
止
観
（
雑
念

を
止
め
て
、
心
を
一
つ
の
対
象
に
集
中
し
、
正
し
い
智
慧
を

起
こ
し
、
対
象
を
観
る
こ
と
）
を
修
し
ま
す
。
止
観
も
禅
定

で
す
。
密
教
で
は
三
密
相
応
を
修
し
ま
す
。
相
応
も
禅
定
で

す
。
要
す
る
に
、
各
宗
派
、
各
法
門
が
用
い
る
名
詞
は
違
い

ま
す
が
、
事
実
は
み
ん
な
定
を
修
し
て
い
ま
す
。
六
波
羅
密

の
中
に
す
べ
て
の
禅
定
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で

の
小
さ
い
定
も
そ
こ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
い
定
と

は
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
心
の
中
で
主
宰
が
あ
る
こ
と
で

す
。
大
き
く
言
え
ば
、
一
生
の
中
で
、
人
に
は
明
白
な
方
向

と
目
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
向
と
目
標
は
絶
対
環
境
に
左

右
さ
れ
ず
動
か
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
定
で
す
。
例
え
ば
科

学
者
は
、
あ
る
こ
と
を
研
究
し
て
、
他
の
事
に
影
響
さ
れ
な

け
れ
ば
成
功
し
ま
す
。
彼
は
仏
教
で
い
う
「
三
昧
」
を
得
て

い
ま
す
。
科
学
技
術
に
お
け
る
三
昧
で
す
。
念
仏
す
る
人

は
、
一
心
不
乱
に
で
き
た
ら
三
昧
を
得
ら
れ
ま
す
。
さ
っ
き

の
諦
閑
法
師
の
弟
子
の
よ
う
に
、
彼
は
本
当
に
一
心
不
乱
に

体
得
出
来
ま
し
た
。
忍
辱
は
基
礎
で
す
。
忍
耐
で
き
れ
ば
辛

抱
強
く
な
れ
ま
す
。
忍
耐
力
が
あ
れ
ば
精
進
が
で
き
ま
す
。

精
進
す
れ
ば
定
を
得
ら
れ
ま
す
。
定
は
修
学
の
鍵
で
す
。

「
禅
定
」
と
は
、
六
祖
大
師
は
『
壇
経
』
の
中
で
定
義
を
与

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
定
義
を
明
瞭
に
す
れ
ば
禅
定
は

座
禅
だ
け
の
意
味
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
「
座

禅
」
は
禅
定
を
修
す
る
無
量
の
方
法
の
内
の
一
つ
で
す
。
座

禅
以
外
に
ま
だ
方
法
が
あ
り
ま
す
。
皆
禅
定
を
修
し
ま
す
。

六
祖
大
師
が
、
『
金
剛
経
』
か
ら
悟
り
を
開
き
ま
し
た
。
よ

っ
て
大
師
が
講
じ
た
す
べ
て
の
こ
と
は
『
金
剛
経
』
で
仏
陀

が
説
い
た
原
理
原
則
に
依
拠
し
て
い
ま
す
。
大
師
の
解
釈
は

「
禅
」
と
は
、
外
で
相
に
執
着
し
ま
せ
ん
（
一
切
の
境
界
の

相
に
執
着
し
な
い
こ
と
が
禅
で
あ
る
）
。
「
定
」
と
は
、
内

か
ら
心
が
動
か
な
い
こ
と
で
す
。
『
金
剛
経
』
の
中
で
、
釈

迦
牟
尼
仏
が
須
菩
提
尊
者
に
ど
う
い
う
態
度
で
弘
法
す
べ
き

か
を
教
え
た
時
に
「
不
取
於
相
，
如
如
不
動
」
（
現
象
に
拘
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ら
ず
、
動
か
さ
れ
ず
）
と
い
う
名
言
を
言
い
ま
し
た
。
不
取

於
相
は
「
禅
」
で
す
。
す
な
わ
ち
相
に
執
着
し
な
い
こ
と
で

す
。
内
に
心
が
動
か
ず
、
念
頭
と
考
え
が
生
じ
ず
、
そ
れ
が

「
定
」
で
す
。
『
華
厳
経
』
の
「
善
財
童
子
五
十
三
参
」
で

は
、
禅
定
の
長
老
で
あ
る
粥
香
長
者
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
ど

こ
で
見
付
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
長
者
は
家
で
座
禅
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
道
場
に
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
長
者
は
市
場
に
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
仏
経
で
は
賑
や
か
な
市
場
で
修
行
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
米
国
の
大
モ
ー
ル
、
長
者
は
そ
こ

で
ぶ
ら
つ
い
て
い
る
の
は
何
故
で
す
か
？
禅
定
を
修
し
て
い

ま
す
。
「
外
不
著
相
，
内
不
動
心
」
（
外
で
は
相
に
執
着
せ

ず
、
内
で
は
心
は
不
動
で
あ
る
様
子
）
を
修
し
て
い
ま
す
。

モ
ー
ル
で
ふ
ら
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
は
長
者
は
禅

定
を
修
し
て
い
る
の
で
す
。
家
で
壁
に
面
し
て
座
禅
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
こ
で
高
級
禅
定
を
修
し
て
い
ま
す
。
我
々

は
、
表
面
的
現
象
に
囚
わ
れ
、
座
禅
す
る
人
を
見
れ
ば
、
こ

の
人
の
功
夫
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
モ
ー
ル

で
ふ
ら
つ
く
人
の
定
の
功
夫
の
ほ
う
が
遥
か
に
高
い
の
で

す
。
高
級
な
禅
定
は
行
、
住
、
坐
、
臥
、
み
な
こ
の
定
の
中

に
あ
て
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
「
禅
定
」
は
こ
ん
な
に
大
事
な
の
で
し
ょ
う

か
？
ど
う
し
て
必
ず
我
々
に
「
外
で
は
相
を
離
れ
、
内
で
は

心
が
動
か
な
い
」
と
教
え
る
の
で
し
ょ
う
？
そ
の
理
由
は
、

す
べ
て
の
相
は
虚
妄
で
、
一
切
の
有
為
法
如
夢
幻
泡
影
（
夢

・
幻
・
泡
・
影
の
よ
う
な
も
の
。
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
は
す
べ
て
実
体
が
な
く
空
で
あ
る
こ
と
を
譬
え
た
語
）
で

す
。
有
為
法
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
も
し
み
な
さ
ん
が
唯
識

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
れ
ば
分
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
「
百

法
明
門
」
の
中
で
仏
は
一
切
の
法
を
、
即
ち
万
事
万
法
を
百

類
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
百
類
の
八
類
は
心
法
で
す
。

五
十
一
類
は
心
所
法
（
心
理
作
用
）
で
す
。
二
十
四
類
は
不

相
応
行
法
で
す
。
十
一
類
は
色
法
（
物
質
）
で
す
。
す
べ
て

有
為
法
で
す
。
す
べ
て
の
物
質
は
夢
幻
泡
影
で
す
。
心
の
動
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き
や
妄
想
も
夢
幻
泡
影
で
す
。
仏
陀
は
、
本
当
に
こ
の
事
実

真
相
を
明
瞭
に
し
て
い
ま
す
か
ら
、
我
々
に
、
こ
れ
ら
の
現

象
に
対
し
て
、
念
頭
や
妄
念
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
勧
め

て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
真
心
も
回
復
で
き
、
宇
宙
の
一

切
の
事
物
に
対
す
る
見
方
も
如
来
と
同
様
に
な
り
ま
す
。
そ

の
時
の
知
見
も
仏
の
知
見
で
あ
り
正
し
い
知
見
で
、
こ
れ
は

「
般
若
波
羅
蜜
」
で
す
。
す
な
わ
ち
般
若
の
智
慧
で
す
。
所

以
に
、
般
若
智
慧
は
日
常
生
活
の
中
に
応
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
我
々
は
、
菩
薩
行
（
菩
薩
の
生
活
）
を
学
ぶ
べ
き
で

す
。
一
切
の
法
を
明
瞭
に
通
達
し
、
し
か
も
執
着
せ
ず
、
尽

力
に
他
人
を
助
け
る
事
。
ど
う
し
て
他
人
を
助
け
る
の
で
し

ょ
う
か
？
こ
れ
は
諸
仏
菩
薩
の
「
同
体
大
悲
、
無
縁
大
慈
」

と
い
う
源
か
ら
で
、
仏
菩
薩
だ
け
が
尽
虚
空
遍
法
界
の
あ
ら

ゆ
る
衆
生
が
自
分
と
一
体
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

一
体
で
あ
れ
ば
、
助
け
る
に
は
条
件
が
要
り
ま
せ
ん
。
我
々

の
左
手
と
右
手
の
よ
う
に
、
右
手
が
痒
く
な
れ
ば
、
左
手
が

自
然
に
動
く
の
に
条
件
が
要
り
ま
す
か
？
同
じ
体
で
す
。

現
在
、
我
々
は
自
性
を
見
失
い
、
一
切
の
衆
生
は
我
々
と
同

体
で
同
じ
真
如
本
性
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
こ
こ
で
自
分
と
他
人
を
分
別
し
迷
惑
顛
倒
に
な
り
、
業

を
為
し
、
自
ら
苦
果
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
苦
辛

は
、
言
語
に
表
せ
ま
せ
ん
。
仏
陀
は
我
々
に
迷
い
を
除
き
、

悟
り
を
開
く
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
迷

惑
顛
倒
を
す
べ
て
打
ち
破
れ
ば
、
事
実
真
相
が
初
め
て
見
え

て
来
ま
す
。
一
切
の
衆
生
を
救
う
こ
と
が
自
分
を
救
う
こ
と

で
す
。
こ
の
慈
悲
心
、
愛
の
心
は
「
無
縁
慈
、
同
体
悲
」
か

ら
出
て
来
た
も
の
で
、
何
の
条
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
一
切
の
事
に
は
方
法
と
順
序
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
「
持
戒
」
で
す
。
忍
耐
と
根
気
は
「
忍
辱
」
で
す
。
怠

け
ず
専
心
に
進
め
る
こ
と
は
「
精
進
」
で
す
。
心
に
主
宰
が

あ
っ
て
外
の
環
境
に
動
か
さ
れ
な
い
こ
と
は
「
禅
定
」
で

す
。
す
べ
て
の
事
物
に
つ
い
て
不
明
瞭
、
不
通
達
し
な
い
こ

と
は
「
般
若
」
で
す
。
仏
陀
は
我
々
に
こ
の
六
条
を
す
べ
て

日
常
生
活
の
中
で
応
用
す
る
よ
う
に
と
教
え
て
下
さ
っ
て
い
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ま
す
。
実
行
で
き
れ
ば
、
真
の
菩
薩
行
で
す
。
絶
対
に
、
菩

薩
戒
を
受
け
れ
ば
菩
薩
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
（
こ
の
菩
薩
は
迷
惑
顛
倒
な
菩
薩
で
す
）
。
も
し
六
度
を

理
解
せ
ず
に
こ
の
六
条
を
日
常
生
活
に
応
用
で
き
な
け
れ

ば
、
菩
薩
戒
を
受
け
て
も
泥
菩
薩
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

（
五
）十
願

三
福
、
六
和
、
三
学
、
六
度
を
全
部
日
常
生
活
の
中
で
応

用
出
来
れ
ば
、
仏
菩
薩
を
学
ぶ
こ
と
と
言
え
ま
す
。
少
し
菩

薩
ら
し
く
な
り
ま
す
。
菩
薩
の
修
行
は
、
単
な
る
六
度
だ
け

で
は
成
仏
で
き
ま
せ
ん
。
更
に
、
念
仏
し
浄
土
に
往
生
し
よ

う
と
思
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
念
仏
は
功
夫
が
純
粋
に
近

づ
き
、
外
観
で
は
一
心
不
乱
に
な
れ
ま
す
が
、
理
論
上
の
一

心
不
乱
に
は
到
達
出
来
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
六
波
羅

蜜
を
基
礎
と
し
て
一
層
上
に
上
る
に
は
ど
う
い
う
法
門
が
い

い
の
で
し
ょ
う
？
こ
の
法
門
は
『
華
厳
経
』
の
「
普
賢
菩
薩

十
大
願
王
」
で
す
。
こ
れ
は
、
成
仏
す
る
法
門
で
、
一
心
不

乱
に
到
達
す
る
法
門
で
す
。
法
身
大
士
の
境
地
で
す
。
所
以

に
、
こ
れ
は
最
後
に
修
学
す
る
も
の
で
、
順
序
を
越
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
も
し
、
六
波
羅
蜜
を
修
し
て
い
な
け
れ
ば

「
十
大
願
王
」
の
縁
に
も
近
づ
け
ま
せ
ん
。

普
賢
行
の
特
色
は
、
心
の
量
が
広
大
で
虚
空
法
界
の
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
十
願
の
ど
の
願
も
究
竟
円
満
で
す
。
第
一
、

「
礼
敬
諸
仏
」
で
す
。
諸
仏
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
仏
陀

は
、
『
華
厳
経
』
で
我
々
に
「
情
與
無
情
，
同
圓
種
智
」

（
万
法
す
な
わ
ち
全
て
の
も
の
は
自
性
と
い
う
同
じ
根
源
か

ら
生
じ
ら
れ
、
皆
諸
仏
と
同
じ
智
慧
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
一

切
平
等
で
あ
る
）
と
説
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
諸
仏
で
す
。

「
情
」
と
は
、
一
切
の
情
が
有
る
衆
生
で
す
。
い
わ
ゆ
る
す

べ
て
の
動
物
の
こ
と
で
す
。
「
無
情
」
と
は
植
物
や
鉱
物
の

こ
と
で
す
。
所
以
に
、
諸
仏
は
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
も
の
を
包

括
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
仏
に
対
す
る
敬
う
心
を
転
じ
て
、

一
切
の
衆
生
に
向
け
れ
ば
、
普
賢
心
で
す
。
こ
れ
は
、
一
般

の
菩
薩
の
心
と
違
い
ま
す
。
単
に
仏
に
対
す
る
恭
敬
は
ま
だ
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本
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
み
な
さ

ん
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
経
を
聴
く
と
き
に
、
も

し
、
も
っ
と
重
要
な
人
、
重
要
な
事
が
あ
れ
ば
、
経
を
聴
く

の
は
、
次
に
重
要
な
事
に
な
り
、
仏
も
頭
か
ら
離
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
恭
敬
は
純
真
で
は
な
く
、
も
し
至
誠

に
恭
敬
し
て
い
れ
ば
、
法
を
聞
く
の
が
、
人
生
の
一
大
事
に

な
り
ま
す
。
で
も
、
事
実
か
ら
言
え
ば
、
も
し
あ
る
人
が
、

あ
な
た
が
経
を
聴
い
て
い
る
時
に
「
今
す
ぐ
に
百
万
ド
ル
の

商
売
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
な
た
に
伝
え
た
ら
、
あ
な
た
は
き

っ
と
す
ぐ
に
出
て
行
っ
て
、
経
を
聴
く
の
を
止
め
て
し
ま
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
我
々
が
仏
菩
薩
に
対
す
る
恭
敬
と
誠
意

は
、
試
練
に
耐
え
る
事
が
難
し
い
の
で
す
。
試
練
が
来
れ

ば
、
こ
の
尊
敬
と
誠
意
は
、
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
少
し
も
、

真
実
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
普
賢
行
の
恭
し
さ
は
真
実
で
す
。

一
切
の
衆
生
に
対
す
る
態
度
は
、
仏
に
対
す
る
態
度
と
同
じ

で
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
一
切
の
衆
生
は
、
本
来
仏

で
す
。
一
人
の
衆
生
の
気
持
ち
を
害
す
れ
ば
仏
の
気
持
ち
を

害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仏
に
無
礼
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
椅
子
と
机
に
対
し
て
は
ど
う
す
べ
き
で
し

ょ
う
か
？
そ
れ
も
衆
生
で
す
。
「
衆
生
」
と
は
、
た
く
さ
ん

の
縁
が
交
じ
り
合
っ
て
生
じ
た
現
象
と
い
う
意
で
す
。
ど
の

よ
う
に
敬
え
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
毎
日
、
そ
れ
を
頂
礼

す
る
の
で
す
か
？
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
、
愚
か
者
に
な

り
ま
す
。
物
に
対
し
て
、
き
ち
ん
と
片
付
け
て
正
し
く
清
潔

に
保
養
す
れ
ば
、
恭
敬
で
す
。
本
を
き
ち
ん
と
本
棚
に
収
め

る
の
が
本
に
対
す
る
恭
敬
で
す
。
所
以
に
、
真
面
目
に
責
任

感
強
く
、
尽
力
に
事
を
完
璧
に
処
理
す
る
の
が
事
に
対
す
る

恭
敬
で
す
。
す
な
わ
ち
、
対
人
、
対
事
、
対
物
は
、
平
等
に

恭
敬
す
る
こ
と
で
あ
り
、
普
賢
菩
薩
の
大
行
で
す
。
よ
っ

て
、
普
賢
行
は
も
っ
と
も
円
満
で
殊
勝
な
る
修
行
方
法
で

す
。第

二
、
「
称
賛
如
来
」
で
す
。
第
一
は
、
礼
敬
諸
仏
で
、

第
二
は
「
称
賛
如
来
」
と
言
い
ま
す
。
ど
う
し
て
「
称
賛
諸

仏
」
と
は
言
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
？
そ
の
意
図
は
深
い
で
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す
。
「
礼
敬
諸
仏
」
は
、
外
観
か
ら
見
た
言
い
方
で
す
。
相

か
ら
言
え
ば
、
一
律
に
敬
う
べ
き
で
す
。
善
人
を
見
れ
ば
尊

敬
し
、
悪
人
を
見
て
も
尊
敬
し
ま
す
。
善
悪
、
正
邪
を
分
別

し
ま
せ
ん
。
正
法
を
恭
敬
し
ま
す
。
邪
法
も
恭
敬
し
ま
す
。

恭
敬
を
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
称
賛
如
来
」
は
、

本
性
か
ら
見
た
言
い
方
で
す
。
こ
こ
に
区
別
が
あ
り
ま
す
。

善
事
を
称
賛
し
ま
す
。
悪
事
は
称
賛
し
ま
せ
ん
。
恭
敬
し
ま

す
が
称
賛
し
ま
せ
ん
。
区
別
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
善
財
童

子
に
つ
い
て
、
「
五
十
三
参
」
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
典
範

が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
ど
の
善
知
識
に
対
し
て
も
礼
儀
を
以

て
恭
敬
称
賛
し
て
い
ま
す
。
た
だ
三
人
に
対
し
て
は
、
恭
敬

す
る
だ
け
で
称
賛
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
三
人
の
一
人
目

は
、
勝
熱
婆
羅
門
で
す
。
こ
の
人
は
外
道
で
す
。
愚
痴
を
代

表
し
ま
す
。
善
財
童
子
は
、
彼
を
恭
敬
す
る
だ
け
で
称
賛
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
二
人
目
は
、
甘
露
王
で
す
。
嗔
恚
を
代
表

し
ま
す
。
こ
の
人
の
性
格
は
非
常
に
悪
く
、
少
し
で
も
彼
の

気
を
害
し
た
ら
、
す
ぐ
に
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
油
の
入
っ
た

鍋
に
入
れ
ら
れ
、
刀
の
山
に
追
わ
れ
、
こ
の
よ
う
に
人
を
報

復
し
ま
す
。
善
財
が
行
け
ば
、
恭
敬
す
る
だ
け
で
称
賛
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
三
人
目
は
筏
蘇
蜜
多
で
、
淫
女
で
す
。
善
財

が
恭
敬
す
る
だ
け
で
称
賛
は
し
ま
せ
ん
。
こ
の
三
人
は
貪
、

瞋
、
痴
（
三
毒
煩
悩
）
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
恭
敬
は
し
ま

す
が
、
称
賛
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
所
以
に
、
讃
嘆
は
徳
性
を

標
準
と
し
、
必
ず
善
き
も
の
と
善
法
を
讃
嘆
し
ま
す
。
も
し

善
法
、
正
法
で
な
け
れ
ば
、
讃
嘆
し
ま
せ
ん
が
、
恭
敬
し
ま

す
。
恭
敬
は
、
清
浄
心
、
平
等
心
か
ら
で
す
。
他
の
一
般
の

宗
教
に
対
し
て
も
恭
敬
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
正

法
、
正
教
で
あ
れ
ば
、
讃
嘆
も
し
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
は
正
教
で
す
。
人
を
昇
天
さ
せ
ま
す
。
終
極
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
昇
天
す
る
こ
と
は
、
遥
か
に
三
悪
道
に
い
る

よ
り
殊
勝
で
す
。
で
す
か
ら
、
我
々
は
讃
嘆
し
ま
す
。
も

し
、
人
に
悪
行
を
さ
せ
三
途
に
堕
さ
せ
る
邪
教
で
あ
れ
ば
、

絶
対
に
讃
嘆
し
ま
せ
ん
。
所
以
に
、
こ
の
十
願
の
第
二
願
と

第
一
願
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
が
あ
り
ま
す
が
、
両

–114–



者
の
心
地
は
、
必
ず
清
浄
円
満
で
す
。

第
三
は
「
広
修
供
養
」
（
広
く
供
養
を
修
す
る
こ
と
）
で

す
。
普
賢
行
の
特
色
は
、
心
の
包
容
力
が
無
比
に
広
大
で

す
。
大
乗
仏
法
で
、
円
満
の
徳
性
が
作
用
を
発
揮
し
ま
す
。

一
般
の
菩
薩
は
見
性
（
見
性
成
仏
）
し
て
い
ま
す
が
、
円
満

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
徳
性
の
作
用
は
部
分
的
で

す
。
唯
一
、
普
賢
菩
薩
の
徳
性
の
作
用
だ
け
が
円
満
で
す
。

ど
の
願
で
も
、
虚
空
法
界
を
包
括
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
六

度
菩
薩
と
異
な
る
所
で
す
。
因
っ
て
、
彼
の
供
養
は
一
を
供

養
す
れ
ば
す
べ
て
を
供
養
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
体
の

仏
を
供
養
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
仏
を
供
養
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
成
仏
し
た
諸
仏
だ
け
で
な
く
有
情
と
無
情
の
衆
生
は

す
べ
て
入
っ
て
い
ま
す
。
成
仏
し
て
い
な
い
あ
ら
ゆ
る
有
情

衆
生
か
ら
無
情
衆
生
ま
で
全
部
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る

に
「
一
即
一
切
，
一
切
即
一
」
（
一
は
一
切
で
、
一
切
は

一
）
で
す
、
こ
れ
は
菩
薩
の
修
学
方
法
で
す
。
す
な
わ
ち
華

厳
境
地
で
す
。
こ
の
広
い
心
で
局
限
と
分
別
を
円
満
に
開
き

ま
し
た
。
普
賢
菩
薩
は
、
経
典
の
中
で
我
々
に
「
一
切
の
供

養
の
中
で
法
供
養
は
最
も
殊
勝
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
唯
一
仏
法
が
迷
い
を
破
り
、
悟
り
を
開

か
せ
る
こ
と
と
、
人
に
自
性
を
回
復
さ
せ
、
円
満
な
る
自
性

を
証
得
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
他
の
一
切
の
布
施
と

供
養
で
は
到
達
出
来
な
い
こ
と
で
す
。
法
供
養
の
中
で
「
教

に
依
拠
し
修
行
す
る
供
養
」
が
一
番
で
す
。
尚
、
こ
こ
で
特

別
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
仏
法
は
師
道
で
す
。
師
を
尊
敬

す
る
こ
と
、
道
を
重
ん
じ
る
こ
と
と
師
の
教
導
に
依
っ
て
修

学
す
れ
ば
究
竟
円
満
で
不
可
思
議
な
功
徳
利
益
を
得
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

仏
法
と
言
え
ば
、
ど
の
経
が
一
番
で
す
か
？
隋
唐
時
代

に
、
中
国
、
日
本
、
韓
国
の
高
僧
大
徳
は
、
世
尊
が
四
十
九

年
間
で
説
法
さ
れ
た
一
切
の
経
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
『
華
厳
経
』
が
第
一
位
だ
と
公
認
し
ま
し

た
。
『
華
厳
経
』
は
究
竟
円
満
な
教
学
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
こ
れ
は
、
挙
世
公
認
し
た
事
実
で
す
。
こ
の
大
徳
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方
は
、
再
び
『
無
量
寿
経
』
と
『
華
厳
経
』
を
比
較
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
『
無
量
寿
経
』
が
第
一
位
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
古
徳
は
か
つ
て
言
い
ま
し

た
：
『
華
厳
』
、
『
法
華
』
は
二
部
大
経
で
す
。
中
国
仏
法

で
は
「
一
乗
円
教
」
と
称
し
ま
す
。
一
乗
円
教
に
は
こ
の
二

部
の
経
だ
け
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
部
の
経
は
、
又

『
無
量
寿
経
』
の
導
引
で
す
。
皆
、
我
々
を
導
き
『
無
量
寿

経
』
に
入
っ
て
い
く
案
内
役
な
の
で
す
。
所
以
に
、
『
無
量

寿
経
』
は
一
番
の
中
の
一
番
で
す
。
古
人
の
こ
の
言
葉
を
読

ん
だ
時
、
私
は
無
比
に
歓
喜
し
ま
し
た
。
私
自
身
に
も
深
い

体
験
が
あ
り
ま
す
。
私
が
浄
土
宗
に
入
っ
た
の
は
『
華
厳

経
』
の
引
導
の
お
陰
で
し
た
。
過
去
に
は
『
華
厳
経
』
を

十
七
年
間
講
じ
て
い
ま
し
た
し
、
現
在
も
中
断
し
て
い
ま
せ

ん
。
目
前
は
、
「
普
賢
行
願
品
」
だ
け
を
講
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
十
七
年
間
の
間
に
、
『
華
厳
経
』
か
ら
浄
土
に
入
り
ま

し
た
。
私
は
、
普
賢
菩
薩
が
最
後
の
十
大
願
王
極
楽
へ
導
く

意
味
を
深
く
体
得
し
た
か
ら
で
す
。
極
楽
は
、
『
無
量
寿

経
』
の
境
地
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
真
正
に
『
無
量
寿
経
』
の

全
部
が
『
華
厳
経
』
の
帰
着
で
、
『
華
厳
経
』
の
精
華
で
あ

る
こ
と
を
心
得
ま
し
た
。
改
め
て
古
人
の
話
は
絶
対
正
確
だ

と
信
じ
ま
し
た
。

由
っ
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
四
十
九
年
間
の
中
で
説
か
れ
た

経
の
中
で
、
最
も
良
く
、
最
も
殊
勝
な
経
を
見
付
け
出
し
、

選
び
抜
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
夏
蓮
居
老
居
士
が
五
種
の
原

訳
本
を
善
本
に
編
集
し
て
く
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
我
々
は
、

こ
ん
な
に
円
満
で
殊
勝
な
法
益
を
得
ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
。
編
集
の
偉
大
さ
か
ら
見
れ
ば
、
老
居
士
も
菩
薩
の
再
来

で
あ
り
、
普
通
の
人
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
本
当

に
、
菩
薩
は
こ
の
一
代
の
衆
生
を
憐
憫
し
、
又
、
衆
生
の
成

仏
す
る
機
縁
が
熟
し
た
と
も
言
え
ま
す
。
所
以
に
、
大
菩
薩

が
感
応
さ
れ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
我
々

の
為
に
整
理
し
、
こ
の
法
門
を
末
法
の
九
千
年
の
間
に
大
い

に
弘
法
さ
れ
広
く
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
北
京
に
行
っ
た
時
、
夏
老
居
士
の
生
徒
で
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あ
る
黄
念
祖
老
居
士
が
一
枚
の
夏
老
居
士
の
写
真
を
贈
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
台
湾
に
持
ち
帰
っ
て
拡
大
写
真
に
焼
き
増

し
ま
し
た
が
、
家
で
供
養
出
来
る
よ
う
に
皆
さ
ん
に
提
供
し

ま
し
た
。
こ
の
写
真
を
何
度
も
焼
増
し
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
明
晰
し
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
か
ら
不
可
思
議
な
感
応

が
見
ら
れ
ま
す
。
夏
老
居
士
の
後
ろ
に
屏
風
が
あ
り
、
老
居

士
の
頭
の
上
に
仏
像
が
見
え
ま
す
。
仏
は
光
を
放
出
し
て
い

て
、
彼
の
靴
か
ら
も
光
を
放
出
し
て
い
ま
す
。
何
回
も
焼
き

増
し
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
明
ら
か
に
見
え
ま
す
。
老
居
士

の
頭
の
上
に
、
一
体
の
仏
が
、
蓮
台
に
座
っ
て
い
ま
す
。
老

居
士
を
供
養
す
る
こ
と
は
、
こ
の
大
菩
薩
の
恩
徳
を
忘
れ
な

い
た
め
で
す
。
我
々
の
修
行
の
依
拠
で
あ
る
完
全
な
る
善
本

を
編
集
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

『
無
量
寿
経
』
は
全
部
で
四
十
八
品
あ
り
ま
す
。
ど
の
品

が
一
番
で
し
ょ
う
か
？
根
底
を
追
求
し
て
、
一
番
の
中
の
一

番
を
探
し
出
し
ま
す
。

善
導
大
師
は
「
如
來
所
以
興
出
世
，
唯
說
彌
陀
本
願
海
」

（
如
来
が
世
間
に
出
て
来
た
目
的
は
、
弥
陀
の
本
願
を
説
く

こ
と
だ
け
に
あ
る
）
と
説
か
れ
ま
し
た
。
今
、
我
々
は
、

『
無
量
寿
経
』
が
一
切
経
の
中
の
一
番
だ
と
理
解
出
来
ま
し

た
。
一
切
の
諸
仏
如
来
は
、
皆
こ
の
法
門
を
弘
法
し
て
い
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
経
は
、
諸
仏
が
衆
生
を
済
度
す

る
最
も
主
要
な
る
経
典
で
す
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
経
は
補

助
で
す
。
本
経
の
四
十
八
品
の
中
で
、
第
六
品
が
最
も
重
要

で
す
。
第
六
品
は
、
阿
弥
陀
仏
が
説
い
た
四
十
八
願
で
す
。

弥
陀
が
自
分
で
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
伝
え

ま
し
た
。
「
仏
仏
道
同
」
（
仏
と
仏
は
道
が
同
じ
で
あ
る
）

世
尊
が
伝
え
た
の
は
、
阿
弥
陀
仏
が
自
分
で
説
い
た
も
の
と

同
じ
で
す
。
『
無
量
寿
経
』
の
全
経
を
開
け
ば
、
釈
迦
牟
尼

仏
が
紹
介
し
て
く
れ
た
西
方
極
楽
世
界
の
状
況
は
、
四
十
八

願
に
反
す
る
も
の
が
な
く
、
各
句
、
各
字
は
四
十
八
願
に
相

応
し
ま
す
。
こ
の
四
十
八
願
の
一
番
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

古
代
の
あ
ら
ゆ
る
高
僧
大
徳
は
、
皆
第
十
八
願
が
第
一
だ
と

共
同
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
十
八
願
と
は
何
で
し
ょ
う
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か
？
そ
れ
は
、
十
念
往
生
の
こ
と
で
す
。
十
念
、
或
い
は
一

念
で
往
生
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
で
、
仏
法
の
真
正
円
満
で

殊
勝
不
可
思
議
な
境
地
が
顕
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
年
、
私
は
仏
法
を
学
ぶ
初
期
の
頃
、
あ
る
疑
問
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
も
し
、
極
め
て
重
い
罪
を
犯
し
す
ぐ
に
地
獄

に
堕
ち
そ
う
な
人
が
い
た
ら
、
仏
は
そ
の
人
を
直
ち
に
成
仏

さ
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
も
し
仏
に
こ
う
い
う
能
力
が
な

け
れ
ば
、
仏
の
智
慧
と
能
力
に
は
、
ま
だ
限
度
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
仏
を
「
万
徳
万
能
」
と
讃
嘆
す
る
の
は
只
の

讃
美
で
、
事
実
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
反
対
に
、
仏
が
そ
う

い
う
人
を
直
ち
に
成
仏
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
仏
の
智
慧
と
神
力

は
本
当
に
円
満
で
す
。
我
々
は
、
そ
れ
を
感
服
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
『
無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願
ま
で
を
読
ん
だ

後
、
心
の
中
の
疑
問
が
初
め
て
消
え
ま
し
た
。
仏
の
智
慧
と

徳
用
は
究
竟
円
満
で
、
少
し
の
欠
陥
も
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
仏
は
、
的
確
に
重
い
罪
を
犯
し
た
人
を
直

ち
に
成
仏
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
問
題
は
、
そ
の
人
が
信
じ
る

か
ど
う
か
、
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も

し
信
心
が
な
く
て
仏
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
仏
の
能
力
も

発
揮
出
来
ま
せ
ん
。
『
無
量
寿
経
』
を
読
め
ば
、
仏
の
「
万

徳
万
能
」
は
真
実
で
、
誇
張
で
は
な
く
、
盲
目
的
に
讃
嘆
し

て
い
な
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
々
は
十

方
諸
仏
如
来
が
衆
生
を
済
度
す
る
妙
法
を
見
つ
け
出
し
ま
し

た
。
こ
の
法
門
に
依
拠
し
修
学
す
れ
ば
成
就
し
な
い
人
が
い

ま
せ
ん
。
前
に
、
諦
閑
老
法
師
の
弟
子
を
例
に
出
し
ま
し

た
。
一
句
の
阿
弥
陀
仏
を
三
年
間
念
じ
、
時
刻
到
来
を
予
知

し
、
立
っ
た
ま
ま
で
往
生
し
た
お
話
。
彼
の
往
生
は
、
上
品

上
生
で
す
。
普
通
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
、
往
生
し
た
後

で
も
三
日
間
も
立
ち
続
け
師
匠
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の

一
句
の
仏
の
名
号
は
第
十
八
願
で
す
。
彼
の
成
就
は
第
十
八

願
の
証
明
と
な
り
ま
す
。
こ
の
法
門
を
信
ず
る
人
に
は
、
き

っ
と
大
善
根
、
大
福
徳
が
具
わ
っ
て
い
ま
す
。
『
無
量
寿

経
』
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
彼
は
か
つ
て
過
去
世
の
中
で
、

無
量
無
辺
の
諸
仏
如
来
を
供
養
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
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法
門
を
信
受
奉
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
も
し
こ
の

よ
う
な
善
根
が
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
勧
め
ら
れ
て
も
信
じ
な

い
で
し
ょ
う
。

阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
無
量
な
義
理
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
つ
の
名
号
で
、
虚
空
法
界
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
、
こ
の
名
号
に
含
ま
れ
た
意
味
を
理

解
す
れ
ば
、
全
部
の
『
無
量
寿
経
』
は
こ
の
名
号
の
注
解
に

な
り
ま
す
。
『
無
量
寿
経
』
を
理
解
し
た
け
れ
ば
、
『
大

方
広
仏
華
厳
経
』
は
『
無
量
寿
経
』
の
注
解
で
す
。
『
大
方

広
仏
華
厳
経
』
を
理
解
し
た
け
れ
ば
、
全
て
の
『
大
蔵
経
』

が
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
注
解
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ゆ

っ
く
り
と
会
得
し
て
行
け
ば
、
こ
の
名
号
の
功
徳
は
本
当
に

不
可
思
議
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
一
句
の
名
号

は
、
全
部
の
仏
教
を
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
名
号
は
尽
虚
空

遍
法
界
の
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
法
で
す
。
す
べ
て
の
法
を
包
括

し
て
い
ま
す
。
所
以
に
、
こ
の
名
号
を
念
じ
れ
ば
、
す
べ
て

の
経
を
念
じ
尽
く
す
意
に
な
り
ま
す
。
清
朝
の
乾
隆
時
代

に
、
中
国
仏
教
史
で
名
高
い
法
師
で
あ
る
慈
雲
灌
頂
法
師
が

い
ま
し
た
。
慈
雲
灌
頂
法
師
に
は
著
作
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
『
観
無
量
寿
経
直
指
疏
』
の
中
で
、
我
々
に
次
の
よ

う
に
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
世
間
人
が
災
い
を
避
け
た
い

時
、
経
、
呪
文
、
或
い
は
種
々
の
懺
悔
法
を
用
い
る
と
皆
効

果
が
あ
り
ま
す
。
も
し
極
め
て
重
い
罪
障
で
あ
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
懺
悔
法
と
経
法
も
効
か
な
く
な
っ
た
時
、
こ
の
一
句
の

阿
弥
陀
仏
で
罪
障
を
消
す
こ
と
が
出
来
、
災
い
を
除
け
ら
れ

ま
す
。
災
い
除
け
、
滅
罪
に
は
こ
の
一
句
の
名
号
を
使
え
ば

一
番
の
功
徳
を
得
ら
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
々
は
、
こ
の

こ
と
を
知
ら
ず
、
何
時
も
こ
れ
を
捨
て
て
他
を
求
め
て
い
ま

す
。
病
気
に
な
れ
ば
『
薬
師
経
』
を
念
じ
ま
す
。
災
い
が
あ

れ
ば
「
普
門
品
」
を
念
じ
ま
す
。
人
々
は
、
こ
の
一
句
、
阿

弥
陀
仏
の
功
徳
が
遥
か
に
一
切
の
経
呪
を
越
え
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
。
懺
悔
法
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
実
際
に
言

う
と
、
皆
さ
ん
は
最
高
の
も
の
を
信
じ
て
い
ず
、
受
け
入
れ

て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
最
も
良
い
も
の
と
最
高
の
も
の
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を
最
後
に
残
し
ま
す
。
台
湾
の
故
宮
を
見
学
す
る
時
に
、
故

宮
で
最
も
価
値
の
あ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？
商
周
の
銅

器
で
す
。
し
か
し
、
一
般
の
人
が
見
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の

錆
が
入
っ
た
銅
に
し
か
見
え
ず
、
興
味
が
湧
き
ま
せ
ん
。

明
、
清
の
玉
器
を
見
れ
ば
、
本
当
に
価
値
の
付
か
な
い
宝
物

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
実
際
に
、
玉
器
の
価
値
は
商
周
の
銅

器
と
比
べ
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
錆
の
入
っ
た
銅
が
、
本
当
の

価
値
の
付
か
な
い
珍
宝
で
す
。
同
様
に
、
世
間
の
人
は
価
値

の
あ
る
も
の
を
知
り
ま
せ
ん
。
「
阿
弥
陀
仏
」
の
功
徳
を
知

り
ま
せ
ん
。
仏
は
、
仕
方
な
く
一
切
の
経
を
講
じ
、
衆
生
を

西
方
極
楽
浄
土
へ
導
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
善
導
大
師
の
説

か
れ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
真
に
認
識

し
、
三
宝
の
加
持
で
浄
土
宗
を
専
修
し
、
広
く
弘
法
す
る
の

は
、
こ
の
時
代
の
衆
生
の
機
縁
が
成
熟
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
最
近
の
五
、
六
年
の
中
で
、
各
種
の
異
な
る
形
式
の

『
無
量
寿
経
』
が
何
百
万
冊
か
印
刷
さ
れ
、
世
界
各
地
に
流

通
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
世
界
各
地
で
、
極
力
紹
介
推
薦

し
た
結
果
、
喜
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
も
非
常
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ
ん
な
に
真
剣
に
修
学
す
る
情
景

を
見
る
と
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
、
法
悦
を
感
じ
、
す
べ
て

の
苦
労
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
門
に
依
っ
て
修
学
し

押
し
広
め
れ
ば
「
広
修
供
養
」
は
円
満
に
な
り
ま
す
。

諸
仏
菩
薩
の
衆
生
を
迎
え
入
れ
る
方
法
手
段
は
無
量
無
辺

で
す
。
皆
が
大
慈
悲
の
顕
見
で
、
最
後
に
全
て
を
阿
弥
陀
仏

の
極
楽
世
界
へ
と
導
く
為
で
す
。
密
教
と
言
え
ば
、
龍
樹
菩

薩
は
鉄
塔
を
開
け
、
金
剛
薩
埵
（
始
祖
）
に
会
い
、
金
剛
薩

埵
が
密
法
を
龍
樹
菩
薩
に
授
け
、
そ
し
て
龍
樹
菩
薩
に
よ
っ

て
人
間
世
界
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
金
剛
薩
埵
を
金
剛
手
菩
薩

と
も
称
し
ま
す
。
普
賢
菩
薩
の
化
身
と
言
わ
れ
、
即
ち
、
普

賢
菩
薩
の
こ
と
で
す
。
も
う
一
人
の
準
提
菩
薩
が
密
宗
で
の

名
高
い
大
徳
で
、
観
世
音
菩
薩
の
化
身
と
も
言
わ
れ
、
す
な

わ
ち
観
音
菩
薩
で
す
。
我
々
凡
夫
の
分
別
あ
る
心
の
中
に
は

顕
と
密
が
あ
り
ま
す
が
、
仏
菩
薩
の
心
の
中
は
全
て
が
完
全

な
る
円
満
、
自
在
、
平
等
、
無
分
別
で
す
。
こ
の
こ
と
を
会
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得
す
れ
ば
、
八
万
四
千
の
法
門
は
、
正
に
異
な
る
道
か
ら
一

に
帰
す
る
こ
と
で
す
。
仏
陀
は
、
各
種
異
な
る
根
性
の
衆
生

を
迎
え
入
れ
る
た
め
、
恒
順
衆
生
（
つ
ね
に
衆
生
の
差
別
、

執
着
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
供
養
し
、
恵
み
を
与
え
、
衆
生
に

従
順
す
る
と
い
う
誓
い
）
随
喜
功
徳
（
他
人
の
な
す
善
を
見

て
、
こ
れ
に
し
た
が
い
、
喜
び
の
心
を
生
ず
る
こ
と
）
を
し

ま
す
。
衆
生
に
は
、
学
び
た
い
こ
と
の
み
を
教
え
ま
す
。
最

後
は
本
家
に
帰
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
阿
弥
陀
仏
に
出
会
え

た
ら
、
元
々
は
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
け
ま
す
。
こ
の

事
実
を
明
瞭
に
し
た
ら
、
あ
ら
ゆ
る
宗
派
と
法
門
に
対
し
、

誠
意
を
以
て
恭
敬
す
べ
き
で
す
。
修
学
の
方
法
は
異
な
っ
て

も
到
達
す
る
最
終
目
的
地
は
一
つ
で
す
。

第
四
は
「
懺
悔
業
障
」
（
業
障
を
懺
悔
す
る
こ
と
）
で

す
。
業
障
は
、
す
べ
て
の
人
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
人

は
念
頭
を
起
こ
せ
ば
業
を
な
し
ま
す
。
必
ず
障
碍
に
な
り
ま

す
。
何
を
妨
げ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
本
性
を
妨
げ
ま
す
。

我
々
の
真
如
本
性
の
中
に
は
、
無
量
な
智
慧
と
無
尽
な
徳
用

が
あ
り
ま
す
。
現
在
智
慧
、
徳
用
、
神
力
は
、
皆
作
用
し
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
？
障
碍
が
あ
る

か
ら
で
す
。
障
碍
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
煩
悩
障

で
、
も
う
一
つ
は
所
知
障
で
す
。
我
々
は
、
こ
の
二
種
類
の

障
害
を
消
滅
し
て
い
な
い
上
、
更
に
、
毎
日
新
し
い
業
障
を

造
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
執
着
し
な
い
時
が
あ
り
ま

す
か
？
仏
陀
は
、
『
華
厳
経
』
で
、
我
々
に
「
一
切
の
衆
生

は
、
皆
如
来
の
智
慧
と
徳
相
を
有
し
、
但
し
、
妄
想
と
執
着

が
あ
る
た
め
証
得
で
き
ぬ
」
と
説
か
れ
、
我
々
の
病
根
に
つ

い
て
語
っ
て
い
ま
す
。
医
者
が
病
人
の
病
の
根
源
を
診
断
す

る
よ
う
に
、
「
妄
想
」
は
所
知
障
の
根
で
す
。
「
執
着
」
は

煩
悩
障
の
根
で
す
。
よ
っ
て
、
仏
法
の
修
学
は
外
に
は
あ
り

ま
せ
ん
、
無
量
の
法
門
や
方
法
と
手
段
は
、
我
々
の
妄
想
と

執
着
を
打
ち
消
す
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
旦
、
二
つ
の

障
害
を
突
き
破
れ
た
ら
仏
性
が
見
え
て
来
ま
す
。
所
以
に

「
懺
悔
業
障
」
は
、
仏
法
修
学
の
中
の
鍵
で
あ
り
、
要
で

す
。
一
切
の
修
学
法
は
、
業
障
を
懺
悔
す
る
方
法
で
す
。
し
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か
し
、
業
障
は
簡
単
に
断
ち
切
れ
ま
せ
ん
。
業
障
が
残
っ
て

い
れ
ば
、
修
行
は
成
就
し
ま
せ
ん
。
無
量
無
辺
の
法
門
の
中

で
、
唯
一
浄
土
法
門
だ
け
が
最
も
特
殊
で
す
。
極
め
て
重
い

罪
の
業
障
を
負
っ
て
も
、
乃
至
五
逆
重
罪
を
犯
し
阿
鼻
地
獄

に
堕
ち
る
と
こ
ろ
で
も
、
業
障
が
ま
だ
懴
除
し
て
い
な
く
て

も
、
本
心
よ
り
過
ち
を
改
め
、
新
し
い
自
分
を
成
す
と
発
願

し
、
こ
の
一
句
の
「
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
専
念
し
、
真
に

浄
土
往
生
を
望
め
ば
、
業
障
は
打
ち
消
せ
ま
す
。
す
ぐ
に
成

仏
で
き
ま
す
。
所
以
に
、
慈
雲
大
師
は
「
こ
の
一
句
の
阿
弥

陀
仏
は
、
呪
文
で
消
せ
な
い
業
障
を
消
せ
る
」
と
説
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
随
意
に
言
っ
て
い
る
言
葉
で
は
な
く
的
確

な
こ
と
で
す
。
経
典
の
中
で
証
明
を
得
ら
れ
ま
す
。

過
去
、
何
年
間
か
の
間
に
業
を
負
っ
た
の
で
往
生
が
出
来

な
い
。
業
障
を
消
し
て
か
ら
は
じ
め
て
往
生
で
き
る
と
い
う

説
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
話
は
、
仏
教
界
で
大
き
な
震
撼
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
台
湾
と
米
国
の
念
仏
人
は
、
皆
慌
て

ま
し
た
。
一
九
八
四
年
、
私
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
到
着
し
た

時
、
周
宣
徳
老
居
士
が
空
港
に
迎
え
に
来
て
、
彼
の
最
初
に

出
た
言
葉
は
「
法
師
、
現
在
、
あ
る
人
は
業
を
負
い
な
が
ら

往
生
出
来
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
一
生
念
仏
し
て

も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
往
生
で

き
な
け
れ
ば
完
全
に
終
わ
り
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

す
か
？
」
と
私
に
問
い
掛
け
ま
し
た
。

私
は
聞
い
て
笑
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
に
「
業
障
を

負
い
な
が
ら
往
生
で
き
な
け
れ
ば
行
か
な
く
て
も
い
い
で
し

ょ
う
」
と
返
答
し
ま
し
た
。

彼
は
余
計
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
様
で
「
そ
う
し
た
ら
、
そ

う
し
た
ら
、
ど
う
い
う
訳
で
す
か
？
」
と
嘆
き
ま
し
た
。

私
は
「
も
し
業
障
を
負
い
な
が
ら
往
生
で
き
な
け
れ
ば
、

西
方
極
楽
世
界
は
阿
弥
陀
仏
一
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
な
た
が
行
く
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
逆
に
問
い

掛
け
ま
し
た
。

彼
は
「
ど
う
し
て
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。

私
は
再
び
「
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
西
方
極
楽
世
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界
に
は
、
四
土
、
三
輩
、
九
品
と
い
う
言
い
方
は
あ
り
ま
す

か
？
」

彼
は
「
こ
れ
は
あ
り
ま
す
。
経
典
に
あ
り
ま
す
」

私
は
「
も
し
業
障
を
負
わ
な
い
と
言
っ
た
ら
、
こ
の
四

土
、
三
輩
、
九
品
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
ま
す
か
？
」
と
続
け

て
言
い
ま
し
た
。

彼
は
こ
れ
を
聞
い
て
少
し
理
解
出
来
よ
う
で
し
た
。
四

土
、
三
輩
、
九
品
は
、
業
の
多
少
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。
業
障
が
多
け
れ
ば
品
位
は
低
く
な
り
、
業
障
が
少
な

け
れ
ば
品
位
は
高
く
な
り
ま
す
。
私
は
、
更
に
「
再
び
考
え

て
見
て
下
さ
い
。
観
音
菩
薩
、
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
は
等

覚
菩
薩
で
す
。
経
典
に
よ
っ
て
等
覚
菩
薩
に
も
未
だ
一
品
の

無
明
が
破
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
業
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
言
い
ま
し
た
。
彼
は
そ
れ
を
聞
い
て
笑
い
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
業
で
す
。
私
は
「
誰
が
業
障
を
負
っ
た
ら
往

生
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
問
い
掛
け
る
と
、

彼
は
忽
然
と
悟
り
ま
し
た
。
ほ
っ
と
し
て
笑
い
ま
し
た
。
極

楽
世
界
に
い
る
人
は
す
べ
て
業
障
を
負
っ
て
往
生
し
た
人
達

で
す
。

仏
法
は
、
円
満
を
説
く
こ
と
で
す
。
人
と
怨
み
を
結
び
つ

け
ま
せ
ん
。
私
は
、
又
「
業
を
消
す
と
い
う
の
も
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
か
と
言
う
と
、
今
、
業
を
多
く
消

し
、
西
方
極
楽
世
界
に
行
け
ば
品
位
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
も
良
い
事
で
す
」
と
、
一
言
を
補
充
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
着
い
た
ら
、
沈
家
楨
老
居
士
も
同
じ
質
問
を
さ
れ

ま
し
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
真
相
を
知
ら
ず
影
響
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
了
解
し
た
後
、
業
障
を
負
う
と
い
う
こ
と

は
間
違
っ
て
い
ず
、
業
障
を
消
す
こ
と
も
良
い
事
で
す
。
こ

れ
は
業
障
を
懺
悔
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
一
句
の
阿
弥
陀
仏

を
唱
え
れ
ば
、
真
正
に
懺
悔
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
念
ず
る

時
、
心
は
阿
弥
陀
仏
の
心
と
相
応
し
、
願
は
阿
弥
陀
仏
の
願

と
相
応
し
、
解
行
も
阿
弥
陀
仏
の
解
行
と
相
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
相
応
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

『
無
量
寿
経
』
を
読
誦
す
る
の
は
、
円
満
に
『
無
量
寿
経
』
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の
道
理
や
教
訓
を
真
剣
に
奉
じ
実
践
す
れ
ば
相
応
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
本
当
の
念
仏
人
で
す
。
念
仏
人
は
、
絶
対
に

「
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
」
で
は
な
く
、
口
で
念
仏
し
、
心
で
妄

想
を
起
こ
し
て
い
れ
ば
、
少
し
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
必

ず
、
こ
の
名
号
を
念
ず
る
時
に
は
、
心
は
仏
心
と
一
致
し
、

願
は
仏
願
と
一
致
し
、
四
十
八
願
を
自
分
の
本
願
に
転
じ
れ

ば
、
本
当
の
念
仏
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
一
切
の
罪
障
を

消
せ
ま
す
。

第
五
は
「
随
喜
功
徳
」
で
す
。
凡
夫
の
嫉
妬
と
い
う
重
い

煩
悩
を
退
治
す
る
こ
と
で
す
。
嫉
妬
心
は
生
ま
れ
な
が
ら

あ
る
も
の
で
す
。
赤
ん
坊
が
、
ま
だ
何
ヶ
月
か
、
一
歳
の
年

頃
、
飴
を
も
ら
う
時
、
も
し
他
の
人
が
多
く
取
れ
ば
、
心
の

中
に
嫉
妬
が
自
然
に
現
れ
ま
す
。
嫉
妬
心
は
修
学
に
と
っ
て

は
大
き
な
障
害
で
す
。
所
以
に
、
普
賢
菩
薩
は
特
別
に
こ
の

願
を
提
出
し
、
「
随
喜
功
徳
」
を
修
す
る
よ
う
に
と
我
々
に

勧
め
ま
し
た
。
嫉
妬
を
な
く
し
て
、
更
に
人
の
成
す
善
は
自

分
の
成
す
善
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
人
の
善
行
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
随
喜
は
単
な
る
他
人
の
な
す
善
行
、

善
事
を
見
て
喜
び
の
心
が
生
ず
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
尽

力
に
他
人
の
善
行
を
促
成
し
助
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
儒
家
が
言
う
「
成
人
之
美
、
成
人
之
善
」
で
す
。
も

し
、
我
々
に
能
力
が
な
く
助
け
る
事
が
出
来
な
く
て
も
、
歓

喜
心
で
讃
嘆
す
れ
ば
、
そ
れ
も
随
喜
功
徳
で
す
。
随
喜
の

時
、
嫉
妬
し
な
い
上
に
成
就
さ
せ
よ
う
と
発
心
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
尽
力
に
他
人
を
助
け
る
こ
と
は
真

実
な
随
喜
で
、
自
分
に
力
が
あ
っ
て
も
尽
力
に
助
け
ず
、
或

い
は
、
単
に
嫉
妬
し
な
い
こ
と
は
真
実
な
随
喜
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
他
人
を
成
就
す
る
こ
と
は
、
自
分
を
成
就
す
る
こ
と

と
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
に
超
え
ら
れ
る
こ
と
を

喜
ん
で
容
認
出
来
れ
ば
、
随
喜
の
功
徳
は
も
っ
と
殊
勝
と
な

り
ま
す
。

中
国
の
古
く
か
ら
の
教
学
は
、
後
世
子
孫
の
成
就
が
自
分

を
超
越
す
る
よ
う
に
と
望
み
ま
す
。
超
越
出
来
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
教
育
の
失
敗
を
意
味
し
ま
す
。
現
代
人
の
よ
う
に
嫉
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妬
心
と
障
碍
心
が
あ
り
、
人
が
自
分
を
超
え
る
こ
と
を
恐
れ

る
の
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
人
に
教
え
る
時
は
、
完
全
に

教
え
ず
、
尽
力
に
教
授
し
な
い
事
を
吝
法
と
言
い
ま
す
。
吝

法
は
、
愚
痴
の
果
報
を
受
け
ま
す
。
吝
財
は
貧
困
の
果
報
を

受
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
果
報
の
恐
ろ
し
い
こ
と
を

知
ら
な
い
の
で
す
。
以
前
の
中
国
で
は
、
官
位
の
あ
る
人
の

帽
子
は
進
賢
冠
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
官
帽
は
法
を
表
し
て

い
て
、
深
い
教
育
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
帽
子
は
階
段
の
よ

う
に
二
層
で
で
き
て
い
て
、
前
は
低
く
後
ろ
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
低
い
方
は
、
自
分
を
代
表
し
、
高
い
方
は
、
後
人

を
代
表
し
て
い
ま
す
。
大
臣
は
、
い
つ
も
心
の
中
で
、
後
人

が
自
分
を
越
え
ら
れ
る
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。
徳
行
、
学

問
、
能
力
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
生
活
水
準
に
至
る
ま
で
進

歩
を
求
め
続
け
、
高
め
さ
せ
る
こ
と
は
教
学
の
成
功
と
言
え

ま
す
。
社
会
全
体
は
進
歩
し
て
お
り
、
後
退
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皇
帝
の
帽
子
の
上
は
平
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。
心
の
平

等
を
表
し
て
い
ま
す
。
皇
帝
と
大
臣
の
官
服
は
、
其
々
相
応

す
る
義
務
と
責
任
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
常
に
、
人
々
が
正

直
で
あ
る
よ
う
に
と
鞭
撻
し
て
い
ま
す
。

次
の
時
代
は
我
々
の
教
学
の
時
代
で
す
。
も
し
我
々
の
徳

行
、
学
問
、
能
力
が
相
当
な
成
就
が
な
け
れ
ば
次
世
代
の
衆

生
を
済
度
出
来
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
現
代

の
子
供
が
受
け
て
い
る
教
育
は
、
益
々
科
学
に
偏
っ
て
い

ま
す
。
依
存
す
る
社
会
は
、
益
々
複
雑
に
な
っ
て
行
き
ま

す
。
彼
ら
を
済
度
す
る
人
の
心
は
益
々
清
浄
に
な
り
、
智
慧

が
益
々
高
く
、
徳
行
は
厚
く
な
ら
な
け
れ
ば
次
世
代
に
対
応

出
来
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
「
随
喜
功
徳
」
は
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
来
ま
す
。
つ
ま
り
、
嫉
妬
や
瞋
恚
は
深
く
自
性
を
傷

つ
け
る
こ
と
で
す
。
根
か
ら
払
い
除
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
払
い
除
く
方
法
は
「
随
喜
功
徳
」
で
す
。

第
六
は
「
請
転
法
輪
」
（
説
法
を
請
う
こ
と
）
で
す
。
仏

の
弟
子
と
し
て
、
仏
の
教
育
を
受
け
、
真
実
の
利
益
を
得

て
、
ど
う
い
う
方
法
で
恩
師
（
仏
）
に
恩
返
し
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
。
仏
菩
薩
の
形
像
を
供
養
し
、
毎
日
お
供
え
を
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す
れ
ば
報
恩
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
報
恩
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
仏
像
を
供
養
し
、
仏
前
に
お
供
え
す
る
の
は
い

つ
も
報
恩
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
自
分
に
気
付
か

せ
る
た
め
で
す
。
本
当
の
恩
返
し
は
、
仏
の
願
望
を
実
現
さ

せ
る
事
で
す
。
仏
の
心
願
は
、
一
切
の
衆
生
の
心
を
仏
心
の

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
心
願
を
実
現
さ
せ
る
事
が
本

当
の
仏
へ
の
恩
返
し
と
な
り
ま
す
。
所
以
に
、
本
当
の
仏
へ

の
恩
返
し
は
「
請
転
法
輪
」
で
す
。
現
代
の
言
葉
に
言
い
換

え
れ
ば
、
法
師
を
礼
聘
し
弘
法
利
生
す
る
事
で
す
。
こ
れ
が

最
大
の
福
徳
で
す
。
そ
の
意
味
は
、
供
養
に
あ
り
ま
す
。
説

法
す
る
の
は
法
師
で
す
が
、
礼
聘
と
い
う
間
接
的
な
縁
が
な

け
れ
ば
彼
は
自
分
か
ら
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
礼
聘

す
る
人
の
福
報
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
す
。
一
般
に
、
修

福
と
言
う
の
は
、
自
分
の
た
め
の
修
福
で
も
、
大
衆
と
亡
者

（
祖
先
或
い
は
親
類
）
の
た
め
の
修
福
で
も
、
経
を
念
ず
る

だ
け
で
あ
っ
て
も
功
徳
は
、
結
構
大
き
い
も
の
で
す
。
講
経

の
場
合
は
、
功
徳
は
も
っ
と
大
き
い
で
す
。
経
を
念
ず
る
の

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
少
し
の
善
根
を
植
え
た
だ
け
で
、
実

際
の
教
理
を
明
瞭
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
法
師
に
講

義
し
て
頂
け
れ
ば
、
経
典
に
つ
い
て
完
全
に
理
解
出
来
、
喜

ん
で
読
誦
し
、
更
に
教
え
に
従
い
奉
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
講
経
の
福
徳
は
誦
経
よ
り
何
倍
に
も
増

え
ま
す
。

現
在
で
は
、
講
経
の
法
師
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
礼
聘

し
た
く
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
た
く
さ
ん
の
所
で
聴
衆
か

ら
「
法
師
に
弘
法
に
来
て
頂
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
」
と
い

う
質
問
が
あ
る
と
、
私
は
笑
い
な
が
ら
言
い
ま
し
た
「
法
師

が
講
経
弘
法
し
に
来
る
こ
と
は
果
報
で
す
。
果
に
は
必
ず
因

が
あ
り
ま
す
。
修
因
し
な
け
れ
ば
、
果
報
は
簡
単
に
得
ら
れ

ま
せ
ん
」
修
因
は
何
を
修
す
る
か
と
言
え
ば
、
「
修
因
」
と

は
法
師
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
老
法
師
、
或
い
は
名
高
い
法

師
が
来
ら
れ
れ
ば
、
歓
喜
し
、
皆
さ
ん
は
競
い
合
っ
て
供
養

す
る
で
し
ょ
う
。
初
学
の
人
は
講
経
が
旨
く
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
聴
き
に
行
か
な
い
で
し
ょ
う
。
関
心
も
持
た
な
い
で
し
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ょ
う
。
そ
う
し
た
ら
、
初
学
の
人
は
「
講
経
は
難
し
す
ぎ
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
学
ぶ
の
を
や
め
よ
う
。
経
を
念
じ
た
方
が
利

は
あ
る
」
と
や
る
気
が
な
く
な
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
法
師

を
育
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
、
講
経

が
旨
く
な
い
人
ほ
ど
、
持
ち
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

彼
が
称
賛
さ
れ
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ら
れ
る
と

は
、
多
分
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
学
業
に
励
み

ま
す
。
又
、
初
学
の
法
師
を
軽
慢
し
な
い
よ
う
に
。
特
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
聴
く
だ
け
で
讃
嘆
し
な

い
こ
と
で
す
。
讃
嘆
は
、
誹
謗
よ
り
人
を
堕
落
さ
せ
ま
す
。

人
は
誹
謗
を
聞
け
ば
、
怒
り
ま
す
が
、
本
当
に
意
志
の
強
い

人
は
、
誹
謗
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
努
力
精
進
し
ま
す
。
高
い

成
就
の
成
果
に
よ
り
人
の
見
方
を
変
え
ま
す
。
誹
謗
は
、
か

え
っ
て
彼
に
と
っ
て
逆
増
上
縁
と
な
り
ま
す
。
も
し
讃
嘆
さ

れ
た
ら
、
彼
は
自
分
が
上
達
し
た
と
勘
違
い
し
ま
す
。
彼
は

努
力
し
な
く
な
り
、
上
達
も
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
ど
う
し

て
か
と
い
う
と
、
自
己
満
足
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
讃
嘆
は

人
を
駄
目
に
し
ま
す
。
若
い
人
と
初
学
の
人
に
対
し
て
絶
対

讃
嘆
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
更
に
、
供
養
し
て
も
い
け
ま
せ

ん
。
財
が
多
く
な
り
、
知
名
度
が
上
が
れ
ば
、
す
ぐ
に
堕
落

し
ま
す
。
若
い
法
師
は
、
菩
提
心
を
発
し
出
家
し
ま
す
が
、

信
徒
の
讃
嘆
と
供
養
に
よ
っ
て
堕
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。
法

師
を
堕
落
さ
せ
る
の
は
、
信
徒
で
す
。
法
師
を
堕
落
さ
せ
れ

ば
、
将
来
果
報
を
受
け
る
時
は
誰
も
助
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
連

帯
関
係
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
ど
う
い
う
人
に
対
し
て
大
い
に

供
養
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
？
そ
れ
は
、
八
風
に
吹
か
れ

て
も
動
か
な
い
人
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
讃
嘆
さ
れ
て

も
歓
喜
心
を
生
じ
ず
、
誹
謗
さ
れ
て
も
煩
悩
心
を
起
こ
し
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
人
の
心
は
永
遠
に
平
静
に
保
た
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
真
に
讃
嘆
に
値
し
ま
す
。
ど
う

し
て
か
と
い
う
と
、
讃
嘆
は
彼
を
害
さ
な
い
か
ら
で
す
。
彼

を
宣
揚
し
、
更
に
多
く
の
人
に
知
ら
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
衆

生
を
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
供
養
す
る
こ

と
と
供
養
を
受
け
る
こ
と
は
両
方
と
も
非
常
に
難
し
い
こ
と
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な
の
で
す
。
仏
教
に
は
、
よ
く
「
施
主
の
一
粒
の
米
は
須
彌

山
の
如
く
重
い
、
今
世
に
道
を
悟
ら
な
け
れ
ば
、
毛
と
角
を

被
っ
て
（
す
な
わ
ち
動
物
に
な
る
こ
と
）
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
供

養
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
受
け
て
享
受
す
る
こ
と
は
、

尚
更
で
き
ま
せ
ん
。
人
に
は
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
福
報
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
？
実
際
を
言
う
と
、
諸
仏
、
菩
薩
も
こ
の
供
養

を
享
受
し
ま
せ
ん
。
も
し
、
供
養
者
が
福
報
を
植
え
る
為
で

あ
れ
ば
、
受
け
る
べ
き
で
す
。
受
け
て
か
ら
供
養
に
転
じ
れ

ば
い
い
の
で
す
。

近
代
、
印
光
大
師
が
我
々
に
非
常
に
良
い
手
本
を
示
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
印
光
大
師
の
帰
依
弟
子
が
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
い
ま
し
た
の
で
、
印
光
大
師
が
財
供
養
を
受
け
れ
ば
、

そ
れ
を
全
部
経
本
を
印
刷
す
る
こ
と
に
使
い
ま
し
た
。
蘇
州

弘
化
社
は
、
印
光
大
師
が
自
分
で
作
っ
た
印
経
機
構
（
経
典

を
流
通
す
る
機
構
）
で
す
。
私
は
、
出
家
し
て
か
ら
完
全
に

印
光
法
師
の
真
似
を
し
ま
し
た
。
弟
子
の
一
切
の
供
養
を
全

部
経
本
を
印
刷
し
、
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

心
の
中
で
自
分
が
悟
ら
な
け
れ
ば
、
毛
と
角
を
被
っ
て
返
す

よ
う
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か

と
言
え
ば
、
経
典
を
も
ら
っ
た
す
べ
て
の
人
達
が
私
の
代
わ

り
に
返
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
布
施
か
ら
修
得

し
た
福
を
転
じ
て
布
施
供
養
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
す

れ
ば
、
皆
さ
ん
の
福
報
は
、
無
量
無
辺
に
な
り
ま
す
。
信
徒

の
供
養
を
受
け
る
時
、
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
如
法
で
す
。
も

し
、
供
養
を
受
け
自
分
で
享
受
す
れ
ば
、
絶
対
に
如
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
寺
や
道
場
を
建
て
る
に
し
て
も
、
本
当
に
弘

法
利
生
の
為
の
道
場
で
あ
れ
ば
、
布
施
供
養
の
真
実
な
る
功

徳
と
な
り
ま
す
。
も
し
、
道
場
で
弘
法
せ
ず
、
修
業
も
し
て

い
な
け
れ
ば
、
こ
の
道
場
は
、
闘
争
す
る
道
場
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
道
場
を
建
て
る
に
当
た
り
特
に
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
以
前
、
李
炳
南
老
師

が
「
道
場
を
建
て
る
当
初
は
誰
も
が
菩
薩
で
す
。
尽
力
を
あ

げ
て
こ
の
道
場
を
建
て
ま
す
。
道
場
が
建
ち
終
わ
る
と
、
皆
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が
羅
刹
に
変
身
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
権
力
を
争
い
、
利
益
を
奪

い
ま
す
。
変
質
し
て
い
ま
す
。
道
場
を
建
て
る
初
心
を
、
す

っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

法
師
を
供
養
す
る
時
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
仏
に
は
、
法
師
へ
の
供
養
は
、
四
事
供
養
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
四
事
と
は
、
ま
ず
飲

食
。
法
師
も
人
間
で
す
。
世
間
に
い
れ
ば
食
べ
な
け
れ
ば
成

り
ま
せ
ん
。
法
師
に
飲
食
を
供
養
し
、
生
命
を
支
え
ま
す
。

衣
服
。
法
師
も
衣
服
を
着
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
彼
の
服
が

破
れ
れ
ば
（
未
だ
あ
れ
ば
不
必
要
で
す
）
一
着
の
服
を
供
養

し
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
時
に
は
、
湯
薬
を
く
よ
う
し
ま

す
。
寝
る
時
に
は
、
臥
具
を
供
養
し
ま
す
。
現
在
で
は
、
あ

る
信
徒
が
家
を
供
養
し
た
り
、
い
い
物
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も

全
部
法
師
に
供
養
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
法
師

の
生
活
は
居
心
地
が
良
す
ぎ
、
西
方
極
楽
世
界
に
行
き
た
い

と
思
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
も
悪
く
な
い
で
す
ね
。

ど
う
し
て
西
方
に
行
き
た
い
で
し
ょ
う
？
仏
道
を
成
す
道
心

も
、
生
死
を
脱
す
る
道
心
も
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
法
師
を
育
て
る
こ
と
や
法
師
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
に

対
し
、
実
に
大
き
な
損
害
で
す
。
法
師
は
、
出
家
す
れ
ば
家

が
な
く
な
り
ま
す
。
も
う
一
軒
の
家
を
彼
に
贈
れ
ば
、
ま
た

彼
を
家
に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
法
師
を

駄
目
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
法
師
に
所
有
権
が
あ
り
財
産
も

あ
れ
ば
、
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
誰
が
法
師
を
駄
目
に

し
た
の
か
と
言
え
ば
、
信
徒
が
法
師
を
駄
目
に
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
自
分
が
毎
日
仏
法
を
破
壊
し
三

宝
を
害
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
は
、

た
く
さ
ん
の
善
行
と
功
徳
を
積
ん
で
い
る
と
思
い
込
ん
で
い

ま
す
。
命
終
し
て
、
地
獄
で
閻
王
に
会
え
ば
、
弁
明
し
よ
う

と
し
て
も
出
来
ま
せ
ん
。
事
実
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
弁
明
す

る
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

仏
教
の
道
場
で
修
福
す
る
に
は
、
真
実
な
る
智
慧
が
要
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
説
明
す
べ
き
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
法
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師
は
説
明
し
た
が
り
ま
せ
ん
。
明
ら
か
に
す
れ
ば
信
徒
が
供

養
し
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
は
っ
き
り
言
え
ば
、
私
は
西
方
極
楽
世
界
に
行

き
た
い
の
で
す
。
こ
こ
で
苦
労
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
私
は
皆
さ
ん
に
真
実
の
事
を
話
し
ま
す
。
供
養
が

な
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
せ
ん
。
供
養
が
な
け
れ
ば
一
番
楽

で
す
。
私
の
手
間
が
省
け
ま
す
。
こ
の
為
に
、
私
は
仏
陀
教

育
基
金
会
を
作
り
ま
し
た
。
専
門
に
経
典
を
印
刷
し
ま
す
。

経
典
を
配
布
し
ま
す
。
私
は
、
責
任
者
の
簡
居
士
に
、
あ
る

原
則
を
言
い
ま
し
た
。
「
供
養
が
多
け
れ
ば
多
く
印
刷
し
、

少
な
け
れ
ば
少
な
く
印
行
し
、
供
養
が
な
け
れ
ば
経
本
を
印

刷
し
な
く
て
結
構
で
す
。
そ
れ
が
一
番
い
い
の
で
す
」
皆
さ

ん
の
供
養
が
多
け
れ
ば
、
気
を
遣
っ
て
、
ど
の
本
を
先
に
印

刷
し
よ
う
か
、
ど
う
印
刷
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
供
養
が
な
け
れ
ば
、
最
も
清
浄
で
手
間
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
供
養
を
求
め
ず
、
道
場
を
求

め
ず
、
何
も
求
め
な
け
れ
ば
、
心
は
清
浄
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
道
心
で
す
。
自
分
で
清
浄
心
を
修
し
、
他
人
が
清
浄
心

を
修
す
る
の
を
助
け
、
絶
対
に
名
聞
利
養
か
ら
遠
ざ
け
る
こ

と
が
真
の
仏
法
で
す
。
若
い
法
師
を
成
就
さ
せ
た
け
れ
ば
、

彼
ら
に
苦
し
み
を
味
わ
わ
せ
た
方
が
い
い
の
で
す
。
彼
ら
が

苦
労
す
る
の
を
見
て
い
ら
れ
な
い
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
彼
ら

を
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
苦
労
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
）
釈
迦
牟
尼
仏
が
在
世
の
頃
、
全
て
の
弟
子
達
は
、
日

中
一
食
、
樹
下
一
宿
の
よ
う
な
貧
苦
の
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
。
あ
な
た
が
も
し
そ
れ
を
見
て
、
彼
ら
を
世
間
に
呼
び
戻

し
た
ら
、
彼
ら
は
ど
う
や
っ
て
成
道
出
来
る
の
で
し
ょ
う

か
？
仏
陀
は
、
経
典
で
「
以
苦
為
師
」
（
苦
を
師
と
す
る
）

と
我
々
に
教
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
常
に
苦
痛
の
中
に
い

れ
ば
、
本
当
の
道
心
が
起
こ
り
、
固
い
信
念
で
こ
の
世
間
を

超
越
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
所
以
に
、
苦
は
良

い
も
の
で
す
。
自
分
が
苦
し
み
を
味
わ
い
た
く
な
け
れ
ば
、

他
人
が
、
苦
労
し
て
い
る
の
を
恭
敬
心
で
見
守
り
、
障
碍
し

な
い
で
下
さ
い
。
真
誠
に
、
確
実
に
、
法
師
を
育
て
上
げ
成
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就
さ
せ
て
、
そ
の
後
法
を
求
め
れ
ば
、
本
当
の
良
い
法
師
が

こ
こ
に
来
て
弘
法
利
生
し
て
下
さ
い
ま
す
。

第
七
は
「
請
仏
住
世
」
（
仏
に
世
に
留
ま
っ
て
も
ら
う
こ

と
）
で
す
。
「
請
転
法
輪
」
の
主
要
な
目
的
は
、
仏
教
を

宣
伝
す
る
こ
と
で
す
。
普
遍
に
、
広
く
仏
教
を
大
衆
に
紹
介

す
る
こ
と
で
す
。
我
々
は
、
こ
の
一
生
の
中
で
修
学
し
、
真

の
成
就
を
し
た
け
れ
ば
、
「
請
転
法
輪
」
だ
け
で
は
足
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
よ
く
考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。
一
生
の
中

で
、
一
回
か
二
回
の
経
を
聴
い
た
だ
け
で
悟
り
を
開
き
証
果

し
た
人
は
い
る
で
し
ょ
う
か
？
仏
陀
が
在
世
の
時
に
は
あ
り

ま
し
た
が
、
仏
滅
し
た
後
は
、
も
う
な
く
な
り
ま
し
た
。
所

以
に
「
請
仏
住
世
」
は
必
須
で
す
。
す
な
わ
ち
良
い
教
師
に

常
駐
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
毎
日
教
導
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
で
、
我
々
が
長
期
的
に
薫
陶
を
受
け
れ
ば
成
就
で

き
ま
す
。

私
が
台
中
で
学
習
し
て
い
た
頃
、
李
炳
南
老
師
が
、
生
徒

に
「
其
々
の
志
向
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
問
い
掛
け
ま

し
た
。
孔
子
が
、
弟
子
に
「
其
々
の
志
向
と
願
望
を
言
っ

て
見
て
く
だ
さ
い
」
と
問
い
掛
け
た
よ
う
に
、
私
に
そ
の
質

問
が
来
ま
し
た
の
で
、
私
は
「
将
来
は
、
あ
ち
こ
ち
で
弘
法

利
生
す
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
師
は

そ
れ
を
聞
い
て
、
頷
い
て
言
い
ま
し
た
「
結
構
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
で
大
衆
は
成
就
出
来
ま
せ
ん
。
」
師
は
再
び
「
あ

な
た
は
自
分
で
成
就
出
来
ま
す
が
、
他
人
は
成
就
出
来
ま
せ

ん
。
」
と
補
充
し
ま
し
た
。
私
は
「
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

と
聞
く
と
、
師
は
「
宣
伝
す
る
効
果
を
得
ら
れ
る
だ
け
で

す
」
と
答
え
ま
し
た
。
老
師
は
、
三
十
年
間
台
中
に
住
み
、

台
中
の
た
く
さ
ん
の
人
々
は
そ
こ
で
成
就
し
ま
し
た
。
師
は

更
に
「
も
し
私
が
、
一
年
間
の
間
に
一
日
か
二
日
だ
け
台
中

に
来
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
人
も
成
就
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
「
一
日
曝
之
、
十
日
寒
之
」
（
一
日
だ
け
熱
心
で
あ

り
、
十
日
だ
と
興
が
冷
め
る
こ
と
）
」
と
説
明
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
正
に
道
理
は
そ
の
通
り
で
す
。
し
か
し
、
仏
教
は

縁
を
重
視
し
ま
す
。
仏
陀
は
無
縁
の
人
を
済
度
し
ま
せ
ん
。
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無
縁
の
人
を
救
お
う
と
し
て
も
、
信
じ
て
も
ら
え
ず
、
結
果

的
に
無
駄
で
す
。
あ
ち
こ
ち
で
法
を
宣
揚
す
る
縁
は
、
浅
く

て
簡
単
で
す
。
あ
る
地
方
に
住
み
続
け
、
一
方
を
教
化
す
る

縁
は
深
く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
所
以
に
、
私
は
、
幾
年

も
外
で
遊
化
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
本
当
に
利
益
を
得
ら

れ
ま
し
た
。
最
も
大
き
い
利
益
は
「
家
」
に
対
す
る
観
念
が

淡
泊
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
毎
日
旅
行
し
、
毎
日
旅
館
に

泊
ま
り
、
ど
こ
に
も
家
が
あ
り
ま
せ
ん
。
確
実
に
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
道
場
が
あ
っ
て
も
、
一
年
間
の
う
ち
十
幾
日
住

む
だ
け
で
あ
り
、
又
、
出
か
け
ま
す
。
旅
館
に
泊
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
。
「
家
」
の
観
念
を
打
ち
破
れ
れ
ば
、

自
分
に
と
っ
て
一
種
の
解
脱
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
容
易
に

理
解
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
私
は
十
分
に
体
得
し
ま
し
た
。

大
衆
は
、
成
就
し
た
け
れ
ば
、
仏
陀
が
住
世
す
る
こ
と
が

大
事
に
な
り
ま
す
。
仏
滅
す
れ
ば
、
仏
の
弟
子
で
、
出
家

や
在
家
（
居
士
）
に
関
係
な
く
、
本
当
に
修
行
を
積
み
重

ね
、
学
問
が
あ
り
、
徳
行
が
あ
り
、
我
々
の
手
本
で
、
我
々

の
修
学
を
指
導
で
き
る
人
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
常
駐
さ
せ
る

べ
き
で
す
。
こ
の
地
区
の
人
々
は
、
長
期
的
に
薫
陶
を
受
け

れ
ば
、
本
当
の
成
就
を
得
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
成
就
し

た
け
れ
ば
「
請
転
法
輪
」
以
外
、
真
剣
に
「
請
仏
住
世
」
と

発
心
す
る
こ
と
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
我
々
自
身
が

敬
虔
な
仏
弟
子
で
あ
れ
ば
、
仏
法
の
真
実
の
利
益
を
受
け
た

我
々
自
身
か
ら
、
法
師
大
徳
を
礼
聘
す
べ
き
で
す
。
常
駐
さ

れ
る
法
師
に
対
し
て
は
、
誠
心
誠
意
に
、
か
つ
、
尽
力
に
供

養
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
本
当
の
大
徳
で
あ
れ
ば
、
生
活

が
非
常
に
簡
単
で
世
話
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
一
定

の
道
理
で
す
。
又
、
道
場
の
荘
厳
さ
は
、
す
べ
て
衆
生
を
迎

え
入
れ
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
も
し
、
道
場
が
荘
厳
で
な
け

れ
ば
、
他
人
が
見
れ
ば
、
こ
の
道
場
は
、
た
い
し
た
こ
と
が

な
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
道
場
が
荘
厳

で
立
派
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
が
こ
こ
は
素
晴
ら
し
い
所
在
と
思

い
、
歓
喜
心
と
恭
敬
心
が
自
然
に
生
じ
る
で
し
ょ
う
。
一
般

の
人
は
見
掛
け
だ
け
で
中
身
を
知
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
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外
観
が
良
け
れ
ば
広
大
な
衆
生
を
摂
取
で
き
ま
す
。
真
の
価

値
を
理
解
す
る
人
は
、
外
観
に
拘
り
ま
せ
ん
が
、
衆
生
を
迎

え
入
れ
る
た
め
に
、
道
場
は
荘
厳
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
道
場
が
荘
厳
で
あ
っ
て
も
、
道
場
に
住
ん
で
い
る
出
家

の
人
の
居
所
は
粗
末
で
す
。
中
国
大
陸
に
行
っ
て
見
れ
ば
わ

か
り
ま
す
。
中
国
の
寺
院
は
、
宮
殿
式
で
幾
重
の
閣
に
飛
檐

で
、
非
常
に
荘
厳
で
す
。
反
対
に
、
出
家
の
人
の
住
ま
い
は

粗
末
で
、
方
丈
和
尚
が
住
ん
で
い
る
場
所
も
単
純
で
素
朴
で

す
。
で
す
か
ら
、
荘
厳
な
る
道
場
は
、
大
衆
を
摂
取
す
る
為

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
細
心
に
観

察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
態

度
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
よ
う
な
儀
式
で
「
請
仏

住
世
」
を
す
れ
ば
、
こ
の
地
方
で
仏
法
が
根
を
下
ろ
し
、
成

長
し
、
花
が
開
き
、
実
を
実
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
が

明
白
に
な
っ
て
来
ま
す
。

普
賢
十
願
の
前
の
七
願
は
、
菩
薩
の
願
行
で
、
後
の
三
願

は
菩
薩
の
回
向
行
で
す
。
所
以
に
第
八
願
「
常
随
仏
学
」

（
常
に
仏
を
学
ぶ
こ
と
）
は
、
仏
陀
が
修
学
の
模
範
、
典
範

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
、
仏
陀
は
世
に
い
ま
せ

ん
が
、
仏
陀
の
経
典
は
未
だ
世
間
に
あ
り
ま
す
。
経
典
を
依

拠
と
し
て
修
行
す
る
こ
と
は
「
常
随
仏
学
」
で
す
。
こ
の
方

法
は
、
仏
法
修
学
の
中
で
最
高
標
準
に
当
り
ま
す
。

第
九
は
「
恒
順
衆
生
」
で
す
。
こ
れ
は
、
法
界
の
一
切
有

情
衆
生
に
順
ず
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
順
ず
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
。
中
国
人
は
「
孝
」
を
重
ん
じ
ま
す
。
そ
の
次
は

「
順
」
を
重
ん
じ
ま
す
。
順
じ
な
け
れ
ば
不
孝
に
な
り
ま

す
。
仏
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
大
孝
の
行
為
で
、
衆
生
に
順
ず

る
こ
と
で
す
。
ま
た
恒
順
の
中
で
、
機
縁
を
観
察
し
、
衆
生

が
断
悪
修
善
す
る
よ
う
に
と
誘
導
し
ま
す
。
迷
い
を
払
い
、

悟
り
を
開
か
せ
ま
す
。
時
期
因
縁
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
知
っ
て
お
れ
ば
、
適
時
適
所
で
善
巧
に
対
処
し
、
円
満

に
効
果
を
収
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
は
、
第
十
項
で
「
普
皆
回
向
」
で
す
。
自
分
の
行
な

っ
た
善
根
功
徳
を
、
少
し
も
保
留
せ
ず
に
法
界
一
切
の
衆
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生
、
菩
提
に
差
し
向
け
て
利
益
を
回
向
し
ま
す
。
心
を
開
く

こ
と
で
す
。
尽
虚
空
遍
法
界
の
す
べ
て
の
こ
と
は
、
自
分
自

身
で
あ
る
と
悟
れ
ま
す
。
こ
の
境
地
を
証
得
で
き
れ
ば
、
究

竟
の
大
円
満
に
な
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
我
々
が
修
学
の
依
拠
と
な
る
の
は
、
浄
土
五
経

一
論
で
す
。
修
行
の
方
法
に
は
五
科
目
が
あ
り
ま
す
：
三

福
、
六
和
、
三
学
、
六
度
、
十
大
願
王
。
非
常
に
簡
単
明
瞭

で
、
複
雑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
が
一
生
こ
の
原
則
に
よ

っ
て
修
学
す
れ
ば
絶
対
成
就
し
ま
す
。
古
徳
の
言
葉
で
「
萬

修
萬
人
去
」
（
万
人
が
修
す
れ
ば
万
人
が
行
く
）
と
い
う
教

え
は
、
理
論
の
依
拠
と
修
行
の
方
法
を
我
々
に
提
供
し
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
対
人
、
対

事
、
対
物
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
こ
の
五
科
目
を
遵
守

す
れ
ば
絶
対
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
専
心
念
仏
す

れ
ば
、
成
就
出
来
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。
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七
、仏
法
の
修
学
次
第

（
一
）信
解
行
証

前
は
、
仏
法
修
学
の
依
拠
、
及
び
行
門
綱
領
に
対
す
る
紹

介
で
し
た
。
更
に
、
仏
法
教
学
の
善
巧
を
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
「
善
巧
」
と
は
手
段
方
法
が
巧
み
で
あ
る
こ
と
で
す
。

も
し
知
ら
な
け
れ
ば
、
仏
法
か
ら
真
実
な
利
益
が
学
べ
ま
せ

ん
。
仏
法
の
修
学
は
、
四
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
清
涼
大
師
が
華
厳
経
で
説
い
た
「
信
、
解
、
行
、
証
」

で
す
。

第
一
、
「
信
」
で
す
。
信
ず
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
縁
が

成
熟
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
我
々
は
、
よ
く
「
仏
は
、
無

縁
の
人
を
済
度
し
な
い
。
」
と
言
い
ま
す
が
、
縁
と
は
、
信

ず
る
こ
と
で
す
。
信
じ
な
い
人
は
、
縁
が
ま
だ
熟
し
て
い
な

い
人
の
こ
と
で
す
。
所
以
に
、
仏
は
、
衆
生
を
済
度
す
る
の

は
、
必
ず
信
ず
る
人
か
ら
済
度
し
ま
す
。
仏
教
は
、
他
の
宗

教
と
違
い
、
他
の
宗
教
で
は
信
じ
れ
ば
助
か
り
ま
す
が
、
仏

法
の
「
信
」
は
入
門
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
「
信
」
の

後
は
、
「
解
」
に
な
り
ま
す
。
一
切
の
こ
と
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
宇
宙
人
生
の
真
相
を
理
解
す

る
こ
と
で
す
。
本
当
に
理
解
し
て
か
ら
修
行
に
入
り
ま
す
。

所
以
に
「
行
」
は
「
解
」
を
基
礎
と
し
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
理
論
を
理
解
せ
ず
、
方
法
も
わ
か
ら
な
け
れ
ば
「
行
」

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
「
行
」
は
、
盲

目
状
態
で
の
修
行
と
な
り
ま
す
。
本
当
の
「
行
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
当
の
行
は
、
必
ず
理
論
の
基
礎
と
正
確
な
方
法

に
基
づ
き
ま
す
。
「
行
」
の
最
後
の
目
的
は
「
証
」
に
達
す

る
こ
と
で
す
。
「
証
」
す
れ
ば
、
本
当
の
受
用
を
得
ら
れ
ま

す
。
「
証
」
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
自
分
を
信
ず
る
こ
と
で

す
。
理
解
し
た
こ
と
と
、
行
ず
る
こ
と
を
、
生
活
の
中
で
応

用
し
、
す
べ
て
が
融
合
で
き
れ
ば
「
証
」
は
円
満
で
す
。
例

え
ば
、
『
無
量
寿
経
』
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
我
々
の
考

え
方
と
行
為
で
す
。
す
な
わ
ち
経
の
こ
と
で
す
。
経
と
生
活

を
一
緒
に
融
合
さ
せ
れ
ば
「
証
」
で
す
。
真
如
で
す
。
仏
法
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の
貴
重
さ
は
此
処
に
あ
り
ま
す
。

所
以
に
、
必
ず
修
行
の
次
第
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
「
信
、
解
、
行
、
証
」
で
す
。
「
信
」
と
は
、

第
一
、
自
分
を
信
ず
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
仏
教
が
ほ
か

の
宗
教
と
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
神
を
信
ず
る
こ
と
は
、
宗
教

で
最
も
重
要
な
条
件
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
仏
法
で
、
最
も

重
要
な
の
は
自
分
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
外
の
も
の
を
信

ず
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
に
仏
性
が
あ
る
こ
と
を

信
じ
ま
す
。
自
分
が
本
来
仏
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
自

分
は
、
諸
仏
如
来
と
無
二
無
別
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

自
分
の
真
如
本
性
に
汚
れ
れ
ば
、
汚
れ
を
払
え
ば
自
性
が
回

復
で
き
、
諸
仏
如
来
と
同
様
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
い
つ
も

自
分
の
罪
悪
が
深
い
の
で
成
就
で
き
な
い
と
い
う
恐
れ
が
あ

れ
ば
、
絶
対
に
成
就
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
自
分
が
成
就

で
き
る
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
仏
菩
薩
が
、
ど

ん
な
に
大
き
い
神
力
、
大
智
慧
と
徳
行
が
あ
っ
て
も
、
彼
を

助
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
仏
菩
薩
は
、
立
ち
上
が
れ
る
人
を
救
っ

て
下
さ
い
ま
す
が
、
自
分
で
立
ち
上
が
れ
な
け
れ
ば
、
仏
菩

薩
で
も
、
な
す
術
が
あ
り
ま
せ
ん
。
所
以
に
、
第
一
は
自
分

を
信
ず
る
こ
と
で
す
。

第
二
、
他
を
信
ず
る
こ
と
で
す
。
「
他
」
と
は
、
仏
法
の

こ
と
で
す
。
我
々
は
、
仏
が
経
典
の
中
で
説
い
た
た
く
さ
ん

の
道
理
と
方
法
を
依
拠
し
信
心
が
深
ま
り
ま
す
。
こ
の
通

り
に
修
行
す
れ
ば
絶
対
成
就
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ま

ず
自
分
を
信
じ
、
そ
れ
か
ら
他
を
信
じ
ま
す
。

益
大
師
は

「
理
」
（
道
理
）
を
信
ず
る
こ
と
と
「
事
」
を
信
ず
る
こ
と

へ
と
義
理
を
拡
大
し
ま
し
た
。
「
事
」
は
「
理
」
か
ら
来
て

い
ま
す
。
「
理
」
と
は
清
浄
心
で
あ
り
、
真
如
本
性
（
真

心
）
の
こ
と
で
、
一
切
の
万
物
現
象
は
「
理
」
か
ら
顕
現
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
根
底
に
は
、
因
果
が
あ
り
ま
す
。
し

か
も
、
因
果
は
連
続
に
循
環
し
て
い
ま
す
。
前
の
因
に
果
が

実
り
、
果
が
再
び
因
と
な
り
、
因
は
、
又
、
果
を
実
ら
せ
、

こ
の
よ
う
に
循
環
し
、
重
ね
重
ね
で
、
無
尽
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
明
瞭
に
す
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
信
心
が
始
ま
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り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
解
」
を
求
め
ま
す
。
一
切
の
通
達

が
明
瞭
に
な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、
修
行
に

惑
い
が
な
く
な
り
、
法
悦
を
得
ら
れ
、
障
碍
も
な
く
な
り
ま

す
。仏

法
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
に
最
も
重
要
な
事
は
、
一
人
の

師
に
親
近
す
る
こ
と
で
す
。
師
の
教
導
を
受
け
入
れ
、
師
の

教
え
る
方
法
に
従
い
修
学
す
る
こ
と
は
、
古
今
不
変
な
正
道

で
す
。
中
国
古
代
で
は
、
仏
教
教
学
は
、
ま
ず
五
年
間
、
戒

を
学
び
ま
す
。
こ
の
「
戒
」
は
三
蔵
の
律
蔵
で
は
な
く
、
師

の
教
戒
を
遵
守
し
、
師
が
定
め
た
規
矩
を
遵
守
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
学
生
は
、
将
来
成
功
し
て
も
、
失
敗
し
て
も
、
師

に
す
べ
て
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
師
道
で
す
。
正
直

に
言
え
ば
、
今
は
も
う
師
道
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
先
生
が
無
責
任
だ
か
ら
で
す
。
学
生
も
真
剣
に
勉
強
し

ま
せ
ん
し
、
師
道
は
本
当
に
没
落
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現

代
の
悲
劇
で
す
。
学
生
は
、
先
生
に
対
し
て
尊
敬
の
念
が
な

く
、
先
生
も
、
真
剣
に
学
生
に
気
配
り
せ
ず
、
学
生
の
願
望

を
満
足
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
五
年
間
、
戒
を
学
ぶ
こ
と
は
、

中
国
人
曰
く
「
師
承
」
の
こ
と
で
す
。
ど
う
い
う
戒
を
学
ぶ

の
で
し
ょ
う
か
？
簡
単
に
言
え
ば
、
「
戒
、
定
、
慧
」
三
学

の
基
礎
を
養
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
師
の
責
任
で
す
。
師
の

教
え
は
、
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
禅
宗
に
弟
子
入
り
す
る
よ

う
に
、
こ
の
五
年
間
、
師
は
弟
子
に
ど
う
い
う
こ
と
を
さ
せ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
一
つ
の
仕
事
を
与
え
て
真
面

目
に
遂
行
し
て
も
ら
い
、
毎
日
型
通
り
の
行
動
を
さ
せ
ま

す
。
こ
の
単
純
な
修
行
法
を
変
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
弟
子

は
、
窮
屈
に
感
じ
、
五
年
間
、
道
場
で
雑
用
を
し
た
だ
け
だ

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
実
は
、
彼
の
考
え
と
違

い
、
彼
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
本
人

が
知
ら
な
い
だ
け
で
す
。
何
を
身
に
付
け
た
か
と
い
う
と
、

煩
悩
が
減
っ
て
い
ま
す
。
制
限
さ
れ
た
こ
と
を
全
部
遵
守
で

き
れ
ば
、
五
年
後
に
は
、
福
と
慧
の
修
行
を
両
得
出
来
ま

す
。
「
福
」
と
「
慧
」
は
？
毎
日
お
寺
で
仕
事
す
る
の
は
布

施
を
修
し
て
い
ま
す
。
出
家
す
れ
ば
供
養
す
る
金
が
あ
り
ま
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せ
ん
が
、
仕
事
を
こ
な
し
て
労
力
で
布
施
波
羅
蜜
と
供
養
を

修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
福
」
で
す
。
毎
日
、

こ
れ
も
聞
け
ず
あ
れ
も
見
ず
、
六
根
が
塞
が
り
摂
取
さ
れ
れ

ば
、
心
が
定
を
得
ら
れ
清
浄
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
慧
」

で
す
。
所
以
に
師
は
福
、
戒
、
定
、
慧
の
修
行
を
一
斉
に
、

少
し
も
痕
跡
が
な
く
教
え
て
い
ま
す
。

こ
の
教
学
法
は
、
教
下
で
も
同
様
で
す
。
法
華
宗
を
例
に

あ
げ
れ
ば
、
一
旦
、
天
台
宗
の
道
場
に
弟
子
入
り
す
れ
ば
、

師
は
、
常
住
の
ひ
と
つ
の
仕
事
を
弟
子
に
与
え
、
或
い
は
掃

除
、
水
汲
み
、
台
所
で
雑
用
な
ど
を
さ
せ
て
、
そ
れ
か
ら
経

文
を
暗
記
さ
せ
ま
す
。
天
台
宗
は
、
『
法
華
経
』
を
主
と

し
て
修
し
ま
す
の
で
、
弟
子
は
、
『
法
華
経
』
を
毎
日
読
誦

し
、
五
年
間
ず
っ
と
読
み
続
け
て
、
暗
記
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
仕
事
す
る
と
き
に
は
、
経
を
離
し
ま
す
。
仕
事
が

終
る
と
、
又
、
す
ぐ
に
持
経
し
ま
す
。
ほ
か
は
、
何
も
し
ま

せ
ん
。
一
心
で
雑
用
を
こ
な
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
五
年
間

を
過
ご
す
の
が
本
当
の
修
学
で
す
。
絶
対
に
、
使
用
人
扱
い

さ
れ
て
い
る
と
誤
解
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
真
実
の

定
、
慧
を
同
時
に
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
修
学
の
基
礎
を
築

く
こ
と
で
す
。
五
年
間
が
経
て
ば
、
こ
の
弟
子
に
福
と
慧
が

と
も
に
具
わ
る
よ
う
に
な
り
、
講
堂
で
聴
講
が
許
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
一
、
二
年
、
経
を
聴
け
ば
悟
り
を
開
き
、

見
性
成
仏
し
ま
す
。

「
高
僧
伝
」
を
読
め
ば
古
人
の
こ
の
教
学
方
法
が
伺
え
ま

す
。
生
徒
は
、
寺
院
に
長
く
住
ん
で
い
な
く
て
も
、
証
果
開

悟
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
の
人
々
は
、
一
つ
の
道
場

に
三
、
五
年
或
い
は
一
生
住
ん
で
も
開
悟
出
来
ま
せ
ん
。
読

経
を
し
、
三
蔵
十
二
部
を
全
部
読
ん
で
も
悟
り
を
開
け
ま
せ

ん
。
せ
い
ぜ
い
あ
る
程
度
の
仏
学
常
識
を
得
ら
れ
る
だ
け
で

す
。
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
と
、
た
く
さ
ん
覚
え
て
も
煩
悩
は

断
て
ず
、
智
慧
も
開
け
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
師
に
親
近
し

て
、
師
の
指
定
し
た
道
を
歩
む
最
初
の
時
期
は
、
恐
ら
く
窮

屈
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
時
期
を
過
ぎ
れ
ば
、
不
可
思
議
な
歓

喜
を
得
ら
れ
ま
す
。
本
当
に
法
楽
を
味
わ
え
る
喜
悦
で
す
。
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今
日
の
修
学
に
は
、
厳
重
な
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
最
初
か
ら
「
広
学
多
聞
」
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

古
徳
は
煩
悩
を
断
つ
と
こ
ろ
か
ら
学
び
始
め
ま
す
。
す
な
わ

ち
「
煩
悩
無
尽
誓
願
断
」
で
す
。
煩
悩
を
全
部
断
ち
切
れ

ば
、
定
と
慧
の
修
学
も
完
了
し
、
そ
れ
か
ら
「
法
門
無
量

誓
願
学
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
正
し
い
修
学
の
道
で
、
ど

の
段
階
も
省
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
現
代
人
が
、
修
学
で

犯
す
過
ち
は
、
煩
悩
を
断
た
ず
に
広
く
学
び
始
め
る
こ
と
で

す
。
し
か
も
益
々
多
く
学
ぶ
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
清
涼

大
師
は
、
こ
の
修
学
方
法
を
「
有
解
無
行
」
（
理
解
だ
け

で
、
実
際
の
行
動
が
な
い
）
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
理
解
し

よ
う
と
思
う
ば
か
り
で
、
努
力
し
、
自
分
の
本
当
の
功
夫
を

疎
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
煩
悩
を
断
た
ず
、
清
浄
心
を

修
さ
ず
、
そ
の
結
果
、
邪
見
が
増
え
る
一
方
で
す
。
こ
の
よ

う
に
得
た
知
見
は
、
み
な
邪
知
邪
見
で
、
正
し
い
知
見
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
話
は
非
常
に
道
理
に
適
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）戒
定
慧
を
同
時
に
修
行
す
る
こ
と

仏
法
を
学
ぶ
の
は
ど
こ
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
、
一
部
の
経
を
読
む
と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
べ
き

で
す
。
意
味
が
解
ら
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。
煩
悩
を
断
た

な
け
れ
ば
、
福
慧
が
足
り
ず
、
理
解
し
た
こ
と
は
、
邪
知
邪

見
で
間
違
い
で
す
。
ど
う
し
て
、
ず
っ
と
一
部
の
経
を
念

ず
る
の
で
し
ょ
う
か
？
経
を
念
ず
る
に
は
禅
宗
の
禅
定
を
修

す
る
方
法
と
、
密
宗
の
三
密
加
持
と
異
曲
同
工
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
方
法
手
段
が
異
な
る
だ
け
で
す
。
経
を
念
ず
る

と
、
戒
、
定
、
慧
、
三
学
を
一
回
で
完
成
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

戒
律
と
は
「
諸
惡
莫
作
，
眾
善
奉
行
」
（
一
切
の
悪
を
断

ち
、
一
切
の
善
を
為
す
）
の
こ
と
で
す
。
読
経
す
る
時
、
心

が
散
乱
し
な
け
れ
ば
、
「
諸
悪
」
は
自
然
に
止
み
ま
す
。
経

典
と
は
、
仏
が
真
如
本
性
か
ら
顕
れ
た
言
語
文
字
で
あ
っ

て
、
こ
れ
以
上
に
善
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
読

経
は
「
衆
善
奉
行
」
の
意
味
で
す
。
読
経
す
れ
ば
同
時
に
戒

律
も
円
満
に
な
り
ま
す
。
一
つ
ず
つ
修
す
る
必
要
が
な
く
な
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り
ま
す
。
読
経
は
、
専
念
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
専
念

と
は
、
定
を
修
す
る
こ
と
で
す
。
念
ず
る
時
は
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
間
違
い
が
な
く
、
漏
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
は
っ

き
り
朗
朗
と
念
じ
れ
ば
、
慧
を
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
以
に
、
経
を
念
ず
る
こ
と
は
「
戒
、
定
、
慧
」
三
学
を
一

斉
に
修
す
る
こ
と
で
す
。
も
し
念
じ
な
が
ら
研
究
し
、
仏
経

を
世
間
の
本
の
よ
う
に
見
な
し
た
ら
、
「
戒
、
定
、
慧
」
三

学
を
全
部
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
修
行
と
言
え
な
く
な
り
ま

す
。
読
経
は
、
修
行
の
基
礎
で
、
修
行
の
根
本
で
す
か
ら
、

決
し
て
軽
く
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
修
行
入
門
は
、
読
経

を
選
択
し
、
こ
の
方
法
で
取
り
掛
か
れ
ば
正
し
い
の
で
す
。

も
し
、
一
日
に
一
時
間
経
を
読
め
ば
、
一
時
間
の
修
行
と
な

り
ま
す
。
二
時
間
か
け
て
読
め
ば
、
二
時
間
の
修
行
と
な
り

ま
す
。
勿
論
修
行
の
時
間
は
、
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
良
い
こ

と
で
す
。
台
湾
と
ダ
ラ
ス
の
道
場
で
、
た
く
さ
ん
の
同
修
が

一
日
に
、
『
無
量
寿
経
』
を
十
回
読
み
ま
す
。
彼
ら
は
、
恐

ら
く
二
千
回
以
上
読
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
経
文
を
熟

知
し
、
一
回
に
か
け
る
時
間
は
三
十
分
か
ら
四
十
五
分
ぐ
ら

い
で
す
。
一
日
に
十
回
読
め
ば
お
よ
そ
五
、
六
時
間
で
戒
を

修
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
日
こ
れ
だ
け
長
い
時
間

を
か
け
修
行
す
れ
ば
、
何
年
か
後
に
は
心
が
自
然
に
落
ち
着

き
を
得
ら
れ
、
定
を
得
ら
れ
ま
す
。
定
を
得
て
再
び
経
を
読

め
ば
、
目
が
輝
い
て
来
ま
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
一

読
す
れ
ば
す
ぐ
に
意
味
が
明
瞭
に
な
り
、
全
部
理
解
出
来
ま

す
。
仏
経
は
、
仏
が
清
浄
心
か
ら
顕
れ
た
も
の
で
、
我
々
の

心
も
清
浄
で
あ
れ
ば
、
自
然
に
仏
心
と
相
応
し
、
理
解
出
来

る
の
も
当
然
で
す
。
今
、
仏
経
を
理
解
出
来
な
い
の
は
、

我
々
の
心
が
散
乱
し
て
い
て
、
清
浄
心
で
あ
る
仏
心
と
相
応

出
来
ず
、
共
鳴
を
起
こ
せ
な
い
た
め
で
す
。
そ
れ
故
、
仏
の

真
意
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
道
理
を
知
り
、
善
知
識
と

良
き
師
に
親
近
す
る
時
は
、
師
匠
の
教
え
た
方
法
は
、
決
し

て
間
違
い
が
な
い
の
だ
と
堅
く
信
ず
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

慎
重
に
、
一
部
の
経
を
選
び
ま
す
。
浄
土
を
修
す
る
に

は
、
『
無
量
寿
経
』
に
な
り
ま
す
。
天
台
を
修
す
る
に
は
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『
法
華
経
』
に
な
り
ま
す
。
華
厳
を
修
す
る
に
は
『
華
厳

経
』
に
な
り
ま
す
。
任
意
の
宗
派
を
修
し
た
け
れ
ば
、
そ
の

宗
の
主
な
る
経
典
を
選
び
、
一
門
だ
け
を
専
攻
す
る
こ
と
で

す
。
ま
ず
属
し
て
い
る
宗
派
の
経
典
を
真
面
目
に
五
年
間
か

け
て
読
み
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
五
年
間
で
煩
悩
を
払

い
、
清
浄
心
を
回
復
さ
せ
る
。
そ
れ
が
、
仏
法
を
学
ぶ
第
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
す
。
実
を
言
う
と
、
五
年
の
時
間

は
、
以
前
で
あ
れ
ば
適
当
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
通

用
し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
の
人
は
、
心
地
に
汚
れ
が

少
な
く
、
汚
染
さ
れ
た
程
度
も
軽
い
の
で
、
五
年
間
か
け
洗

浄
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
取
り
除
け
ま
す
。
現
代
人

は
、
汚
染
の
程
度
は
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
尚
、
以
前
の
人

は
、
十
歳
を
過
ぎ
て
、
初
め
て
汚
染
さ
れ
、
是
非
、
人
我
、

貪
、
瞋
、
痴
、
慢
が
現
れ
ま
す
。
現
在
の
子
供
は
、
二
、
三

歳
か
ら
、
も
う
貪
、
瞋
、
痴
、
慢
が
現
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ

か
ら
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
テ
レ
ビ
か
ら
学
ん

だ
の
で
す
。
家
庭
で
は
、
毎
日
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
の
で

汚
染
を
防
げ
ま
せ
ん
。
天
真
爛
漫
な
幼
少
時
代
が
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
不
幸
な
こ
と
で
す
。
私
は
、
幼
い
頃
、

農
村
に
い
ま
し
た
。
十
三
、
四
歳
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
物

心
が
つ
き
ま
し
た
。
幼
少
の
時
間
が
長
か
っ
た
の
で
す
。
幼

少
の
頃
は
物
事
が
わ
か
ら
な
く
て
、
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

世
間
の
苦
し
み
を
一
切
知
ら
ず
、
毎
日
、
遊
ぶ
こ
と
に
専
念

し
て
い
ま
し
た
。
物
心
が
つ
け
ば
楽
し
さ
は
薄
れ
て
行
き
ま

す
。
人
の
顔
色
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
時
代
の
人
々
は
、
以
前
と
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
生
は

本
当
に
辛
い
も
の
で
す
。
心
が
清
浄
に
な
り
智
慧
が
開
け
る

ま
で
修
学
す
れ
ば
参
学
は
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
物
を
見
る
こ
と
、
聴
く
こ
と
と
接
触
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
ま
す
。
自
分
に
定
が
あ
る
故
、
外
の
環
境
に
影
響
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
主
宰
出
来
れ
ば
、
見
る
こ
と

や
聴
く
こ
と
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
智
慧
と
定
力
の
増
上

縁
に
な
り
ま
す
。
定
と
慧
は
ど
の
よ
う
に
増
上
す
る
の
か
と

言
え
ば
、
外
の
環
境
に
動
か
さ
れ
な
け
れ
ば
定
力
を
増
上
さ
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せ
ま
す
。
全
て
が
明
瞭
で
あ
れ
ば
、
智
慧
を
増
上
さ
せ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
時
に
参
学
す
る
と
、
定
と
慧
は
更
に

上
昇
出
来
ま
す
。
こ
れ
が
古
人
の
教
学
方
法
で
す
。
ま
ず

戒
、
定
、
慧
を
修
し
ま
す
。
根
本
智
を
修
し
て
か
ら
、
再
び

参
学
す
れ
ば
円
満
な
る
後
得
智
が
成
就
し
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
全
て
が
明
瞭
で
す
。
仏
は
『
般
若
経
』
で
曰
く
「
般
若

無
知
，
無
所
不
知
」
（
根
本
の
智
慧
は
何
も
知
ら
な
い
が
、

作
用
す
れ
ば
、
す
べ
て
が
明
瞭
な
り
）
所
以
に
、
ま
ず
「
無

知
」
を
修
し
ま
す
。
五
年
間
戒
を
学
び
ま
す
。
す
な
わ
ち
何

も
知
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
、
何
で
も

明
瞭
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
「
無
所
不
知
」
で
す
。
本
当
の
修

行
は
こ
う
い
う
次
第
で
、
こ
う
い
う
方
法
で
目
的
を
達
成
し

て
行
き
ま
す
。

古
大
徳
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
教
導
し
た
規

矩
を
遵
守
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
更
に
儒
家
の
基
礎
を
修
学

の
基
本
と
し
ま
す
。
そ
の
訳
は
、
中
国
仏
教
は
小
乗
を
捨

て
、
儒
家
を
小
乗
の
代
替
と
し
ま
し
た
。
特
に
、
孔
子
の
徳

行
を
仏
教
に
入
門
す
る
根
基
と
し
、
す
な
わ
ち
『
論
語
』
に

説
く
「
五
徳
」
で
す
。
温
厚
、
善
良
、
恭
慎
、
節
倹
、
忍
譲

で
す
。
即
ち
「
温
、
良
、
恭
、
倹
、
譲
」
で
す
。
こ
の
上
に

三
福
、
六
和
、
三
学
、
六
度
、
十
大
願
王
を
築
い
て
行
け

ば
、
真
正
に
究
竟
円
満
に
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
全
部
の
仏

法
は
、
宗
派
と
法
門
に
関
係
が
な
く
、
宗
門
、
教
下
、
顕

教
、
密
教
は
皆
こ
の
構
造
と
基
礎
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
こ
の

原
則
に
背
け
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
構
造
と
段
階

に
従
っ
て
修
学
す
れ
ば
、
宗
派
に
関
係
な
く
必
ず
成
就
し
ま

す
。
由
っ
て
、
五
徳
、
六
和
の
上
に
基
礎
を
築
く
の
が
中
国

大
乗
仏
法
の
特
色
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
、
仏
法
は
教
学
上
、
も
う
ひ
と
つ
の
進
歩
的

な
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
近
代
に
な
っ
て
か
ら
や
っ
と
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
進
修
教
育
の
こ
と
で
す
。
仏
陀
が
在
世
の

頃
、
未
だ
卒
業
し
て
い
な
い
聲
聞
弟
子
達
は
独
立
し
て
い

ず
、
仏
陀
か
ら
離
れ
ず
に
一
緒
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
菩

薩
は
成
就
を
得
た
弟
子
で
し
た
。
菩
薩
は
仏
陀
の
代
わ
り
に
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一
方
を
教
化
し
、
（
仏
に
代
わ
っ
て
弘
法
す
る
こ
と
で
あ

る
）
各
地
で
道
場
を
建
て
、
講
経
説
法
を
し
て
仏
教
を
押
し

広
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
年
あ
る
期
間
だ
け
、
学
生

の
夏
休
み
の
よ
う
に
又
仏
陀
の
所
に
戻
り
ま
す
。
学
生
は
休

み
に
入
り
ま
す
が
、
教
師
は
ま
だ
進
修
学
習
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
故
、
仏
陀
の
所
に
戻
っ
て
再
教
育
を
受
け
ま
す
。
普

通
は
、
三
ヶ
月
間
の
学
習
生
活
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
結
夏
安

居
」
と
言
い
ま
す
。
結
夏
安
居
と
い
う
の
は
、
四
方
で
教
化

に
従
事
す
る
学
生
を
呼
び
戻
す
こ
と
で
す
。
全
員
を
召
集

し
、
仏
陀
の
講
経
説
法
を
聴
か
せ
て
、
彼
ら
の
戒
、
定
、
慧

を
更
に
増
上
さ
せ
ま
す
。
そ
の
上
、
教
学
上
に
お
け
る
各
種

の
境
遇
や
難
題
、
及
び
解
決
法
を
研
究
討
論
し
、
互
い
の
参

考
改
進
と
な
る
よ
う
に
着
目
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
学
方

法
は
、
中
国
歴
代
で
は
見
る
こ
と
が
稀
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
暑
中
休
暇
で
の
進
修
教
育
は
、
非
常
に
称
賛
す
べ
き

で
す
。
結
夏
安
居
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
ま
だ
台
湾
で

少
数
の
地
区
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
形
式
上
だ
け

と
な
り
本
来
の
精
神
は
も
う
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の

寺
院
、
或
い
は
居
士
団
体
が
行
う
夏
冬
の
修
学
旅
行
、
仏
学

講
座
、
念
仏
会
、
法
要
な
ど
の
こ
と
も
進
修
教
育
に
類
似
し

て
い
ま
す
。
普
遍
に
提
唱
す
べ
き
で
す
。
煩
悩
を
断
ず
る
こ

と
は
、
戒
、
定
、
慧
を
修
す
る
こ
と
で
す
。
生
死
を
了
す
る

と
い
う
話
題
な
ど
は
、
こ
の
世
間
で
は
非
常
に
珍
し
い
も
の

で
あ
り
、
語
っ
て
も
人
に
受
入
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
進
修
教
育
法
は
非
常
に
殊
勝
で
効
果
的
で
す
。
現
在

の
人
々
は
観
念
が
違
い
ま
す
の
で
、
始
め
か
ら
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ひ
と
つ
が
有
限
で
、
ひ
と

つ
（
一
門
専
攻
す
る
こ
と
）
が
無
限
で
す
。
実
に
差
が
大
き

い
の
で
す
。
何
千
年
に
亘
り
、
こ
の
方
法
を
用
い
て
数
え
切

れ
な
い
人
達
が
成
就
し
ま
し
た
。
反
対
に
、
現
在
の
新
し
い

教
学
方
法
を
見
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
、
人
々
に
仏
学
の
博
士
学

位
や
少
し
の
名
聞
利
養
を
与
え
る
だ
け
の
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
、
生
死
を
了
す
る
こ
と
、
三
界

を
超
越
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
恐
ら
く
非
常
に
困
難
で
し
ょ

う
。
こ
こ
で
深
く
反
省
す
べ
き
で
す
。
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八
、仏
法
の
教
学
芸
術

更
に
、
仏
法
の
教
学
芸
術
を
語
り
ま
す
。
仏
陀
が
在
世
の

頃
、
各
地
を
巡
っ
て
講
経
説
法
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
、
列
国
を
周
遊
す
る
孔
子
に
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。
印
度

に
い
た
頃
、
仏
陀
の
大
団
体
は
、
何
処
か
に
招
か
れ
た
ら
、

そ
こ
に
行
き
ま
す
。
あ
る
時
期
を
経
て
、
別
の
地
方
に
招
聘

さ
れ
た
ら
、
又
そ
こ
へ
行
き
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ
に
も
定

住
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
仏
陀
は
一
人
で
行
く
の
で
は
な
く
、

千
二
百
五
十
人
を
連
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
招

聘
す
る
側
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
財
力

と
物
力
が
な
け
れ
ば
招
聘
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
仏
法

は
、
中
国
に
伝
来
し
て
か
ら
寺
院
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
固
定
し
た
住
居
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
理
由
と

は
、
帝
王
が
仏
教
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
で
す
。
印
度
で
托
鉢

す
る
僧
侶
は
、
大
変
尊
敬
さ
れ
、
恭
敬
か
つ
供
養
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
反
対
に
、
中
国
で
は
、
托
鉢
は
、
乞
食
に
等
し
い

と
い
う
印
象
が
あ
り
、
人
に
見
下
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
僧
侶

達
は
、
皇
帝
が
迎
え
た
貴
賓
で
あ
り
皇
帝
の
師
の
身
分
で
し

た
か
ら
、
皇
帝
の
師
に
物
乞
い
を
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
仏
法
が
中
国
に
伝
来
す
る
と
、
自
然
に
中
国
化

と
さ
れ
ま
し
た
。
托
鉢
や
、
樹
下
一
宿
の
習
わ
し
が
廃
除
さ

れ
、
僧
侶
の
中
国
で
の
生
活
方
式
は
、
住
居
が
あ
る
生
活
に

変
わ
り
ま
し
た
。
朝
廷
は
侍
従
を
指
定
し
、
僧
侶
の
世
話
を

さ
せ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
僧
侶
は
生
活
の
た
め
に
苦
労
す
る

こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
唐
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
寺
院

は
、
叢
林
に
発
展
し
、
百
丈
大
師
と
馬
祖
は
大
寺
院
制
度
の

二
人
の
創
始
者
で
し
た
。
馬
祖
と
は
、
禅
宗
の
道
一
禅
師
の

こ
と
で
す
。
俗
姓
は
「
馬
」
で
禅
宗
第
八
代
目
の
祖
師
で
、

六
祖
慧
能
の
孫
弟
子
で
し
た
。
「
馬
祖
が
叢
林
（
学
校
制
度

の
寺
院
）
を
建
て
、
百
丈
が
清
規
を
制
定
し
」
叢
林
の
一
切

の
清
規
は
、
百
丈
が
起
草
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
二
人

が
、
中
国
叢
林
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。
叢
林
と
は
仏
教
大

学
の
こ
と
で
す
。
叢
林
は
、
規
模
と
制
度
を
兼
ね
備
え
て
、
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仏
教
教
学
を
制
度
化
さ
せ
ま
し
た
。
従
前
の
よ
う
に
、
個
人

私
塾
式
で
、
小
規
模
の
伝
授
方
式
を
変
え
、
馬
祖
以
来
、
中

国
仏
教
は
制
度
化
さ
れ
て
大
規
模
な
学
校
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。
数
多
く
の
叢
林
専
門
大
学
に
変
わ
り
、
完
全
に
中
国
式

に
変
貌
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
外
国
に
類
の
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
叢
林
の
教
学
、
講
義
、
教
材
、
及
び
教
法
は
、

す
べ
て
最
高
の
芸
術
的
境
地
に
至
っ
て
い
ま
す
。
経
典
、
音

楽
、
彫
刻
、
仏
像
、
建
築
、
供
具
な
ど
、
種
々
の
と
こ
ろ
か

ら
仏
教
の
円
満
な
教
学
に
心
が
満
た
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
し

か
し
、
最
近
で
は
、
た
く
さ
ん
の
円
満
な
教
学
法
の
伝
承
が

絶
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
仏
教
に
あ
る
梵
唄
は
変
質
し

て
い
ま
す
。
従
前
の
梵
唄
に
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
仏
教
は
、

現
代
で
は
非
常
に
人
材
が
乏
し
く
、
芸
術
人
材
も
い
ま
せ

ん
。
仏
教
の
芸
術
人
材
は
、
奥
深
い
仏
法
の
修
養
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
表
現
が
出
来
、

表
現
す
る
も
の
に
命
を
宿
ら
せ
ま
す
。
世
間
芸
術
の
よ
う

に
、
哲
学
的
内
容
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
創
造
し
た
も
の
は

完
璧
に
な
れ
ま
せ
ん
。
所
以
に
、
一
幅
の
画
、
一
首
の
詩
、

一
節
の
曲
に
は
必
ず
高
度
な
哲
学
的
修
養
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
「
真
、
善
、
美
、
慧
」
を
表
せ
る
こ
と
で

す
。
仏
教
梵
唄
の
歌
詞
は
、
み
な
古
人
が
作
っ
た
も
の
で
高

い
境
地
に
達
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
唄
う
人
の
心
は

清
浄
で
は
な
く
、
声
も
清
浄
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
心
が
悟

り
の
境
地
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
霊
感
が
現
れ
ず
、
そ
の

上
、
俗
っ
ぽ
く
て
耐
え
が
た
い
も
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の

聖
歌
の
方
が
ず
っ
と
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

仏
教
が
衰
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
仏
教
人
材

が
欠
乏
し
て
い
る
こ
と
は
、
仏
教
に
内
容
と
真
実
み
が
欠
乏

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
実
は
、
本
当
の
修
行
者

が
い
な
い
か
ら
な
の
で
す
。
絵
画
、
彫
刻
芸
術
と
言
え
ば
、

敦
煌
壁
画
、
雲
崗
石
窟
、
そ
れ
か
ら
、
最
近
北
京
の
房
山
で

発
見
さ
れ
た
石
経
を
見
れ
ば
、
中
国
仏
教
芸
術
の
偉
大
さ
と

壮
観
さ
が
覗
か
れ
ま
す
。
石
経
は
、
中
国
仏
教
の
代
表
作
と

言
え
ま
す
。
文
化
大
革
命
の
後
に
発
見
さ
れ
て
、
現
在
収
録
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し
て
い
る
『
大
蔵
経
』
よ
り
内
容
は
遥
か
に
豊
富
で
す
。
後

期
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典
は
ま
だ
全
部
『
大
蔵
経
』
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
石
経
に
は
全
部
入
っ
て
い
ま
す
。
石
経

は
、
大
き
く
て
、
厚
め
の
石
板
の
両
面
に
彫
ら
れ
、
字
の
大

き
さ
は
親
指
ぐ
ら
い
で
、
字
体
は
非
常
に
優
美
で
す
。
全
部

の
『
大
蔵
経
』
は
、
四
百
年
に
亘
っ
て
彫
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
大
事
業
は
、
万
里
の
長
城
と
比
べ
て
も
少
し
も
遜

色
が
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
発
見
さ
れ
た
も
の
は
完
全
な
も
の

で
、
全
部
で
何
万
個
も
石
が
あ
り
、
七
つ
の
洞
窟
に
分
け
て

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
だ
全
部
取
り
出
さ
れ
て
い
な
い
様

子
で
、
二
つ
の
洞
窟
だ
け
が
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
参

観
し
に
行
き
ま
し
た
。
本
当
に
奇
跡
で
す
。
古
人
の
苦
心
に

感
心
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
経
典
を
逸
失
さ
せ
な
い
た

め
に
、
こ
の
方
法
で
仏
経
を
保
存
し
後
世
に
伝
え
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
後
代
の
子
孫
の
た
め
に
、
本
当
に
責
任
を
果
た
し

た
の
で
す
。

仏
教
寺
院
の
体
系
は
、
学
校
と
博
物
館
の
融
合
体
に
譬
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
学
校
と
博
物
館
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
い
ま
す
が
、
寺
院
で
は
、
統
一
さ
れ
て
い
て
特
殊
な
体
系

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
仏
教
の
一
切
の
芸
術
は
、
高
度
な
教

学
芸
術
で
す
、
単
純
な
芸
術
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
い
教

育
目
的
、
高
い
霊
性
と
、
智
慧
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
一
般
の
凡
夫
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
更
に
味
わ

え
な
い
も
の
で
す
。
一
般
の
人
は
た
く
さ
ん
の
仏
と
菩
薩
の

像
を
見
る
と
、
仏
教
は
た
く
さ
ん
の
神
を
崇
め
る
低
級
宗
教

と
誤
解
し
ま
す
。
高
級
宗
教
に
は
、
た
だ
一
人
の
神
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
唯
一
の
神
で
す
。
仏
教
で
は
、
供
養
さ
れ
て

い
る
諸
仏
菩
薩
が
神
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
法
門

を
代
表
し
て
い
ま
す
。
世
間
に
は
、
無
量
無
辺
な
事
理
が
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
形
像
や
、
一
種
の
方
法
で
は
完
全
に
表

せ
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
異
な
る
種
類
の
芸
術
品
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
仏
教
芸
術
は
、
教
育
上
に
設
け
ら
れ
て
い
る

特
殊
な
目
的
を
明
瞭
に
す
れ
ば
、
仏
教
は
、
神
教
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
本
当
に
こ
の
こ
と
を
理
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解
出
来
れ
ば
、
尊
敬
す
る
念
も
油
然
と
湧
き
出
て
来
ま
す
。

一
切
の
諸
仏
は
、
我
々
の
本
性
の
徳
用
を
代
表
し
て
い
ま

す
。
一
切
の
菩
薩
は
、
修
行
の
徳
用
を
代
表
し
て
い
ま
す
。

修
さ
な
け
れ
ば
、
本
性
の
徳
用
が
あ
り
な
が
ら
顕
現
で
き

ず
、
受
用
も
で
き
ま
せ
ん
。
本
性
の
徳
用
は
、
修
行
の
徳
用

に
よ
っ
て
顕
現
さ
れ
ま
す
。
菩
薩
は
「
修
」
を
代
表
し
、
仏

は
「
本
性
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
所
以
に
、
仏
教
で
は
、

一
般
的
に
供
養
し
て
い
る
仏
像
は
、
一
体
の
仏
像
と
二
体
の

菩
薩
像
で
す
。
仏
は
、
こ
こ
で
真
如
本
性
を
代
表
し
、
菩

薩
は
本
性
か
ら
用
を
起
こ
す
こ
と
の
代
表
で
す
。
本
性
は

「
空
」
で
あ
り
、
「
体
」
で
あ
り
、
作
用
を
起
こ
す
こ
と
は

「
有
」
で
す
。
体
、
相
、
用
の
「
体
」
は
空
寂
で
あ
り
、

「
体
」
か
ら
「
相
」
が
現
れ
、
「
相
」
が
現
れ
れ
ば
作
用
が

起
き
ま
す
。
菩
薩
は
「
相
」
と
「
用
」
を
代
表
し
、
仏
は

「
自
性
本
体
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
所
以
に
、
『
華
厳

経
』
の
中
で
は
仏
は
説
法
し
て
い
ま
せ
ん
、
「
本
体
」
は
話

す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
菩
薩
は
説
法
さ
れ
ま
す
。
作

用
が
起
き
れ
ば
説
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
相
」
と
「
作

用
」
か
ら
説
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
「
本
体
」
か
ら
説
く

こ
と
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
体
は
話
せ
な
い
だ
け
で

な
く
、
念
頭
も
あ
り
ま
せ
ん
。
所
謂
「
口
が
開
く
こ
と
、
念

頭
が
起
き
る
こ
と
の
い
ず
れ
に
か
か
わ
ら
ず
間
違
い
で
あ

る
。
」
本
体
を
指
す
こ
と
で
あ
り
、
供
養
さ
れ
る
仏
は
、
一

体
だ
け
で
す
。
ど
う
し
て
二
体
の
菩
薩
（
用
）
を
供
養
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？
無
量
無
辺
の
「
相
」
「
用
」
は
、
主

に
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
「
知
」
、
ひ
と
つ

は
「
行
」
で
す
。
す
な
わ
ち
、
「
解
」
、
「
行
」
の
こ
と
で

す
。
王
陽
明
が
「
知
」
「
行
」
合
一
の
学
説
を
提
唱
す
る
こ

と
を
仏
教
か
ら
学
び
ま
し
た
。
仏
教
は
「
解
行
相
応
」
（
理

解
と
行
動
は
相
応
す
る
）
と
言
い
ま
す
。
彼
は
「
知
行
合

一
」
（
知
る
こ
と
と
行
動
が
合
一
す
る
）
と
言
い
換
え
て
、

自
分
の
哲
学
を
作
り
ま
し
た
。
実
際
に
彼
の
哲
学
は
、
完
全

に
仏
教
か
ら
得
た
も
の
で
す
。
「
解
」
「
行
」
は
、
す
な
わ

ち
「
理
」
「
事
」
で
す
。
通
常
、
我
々
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
供
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養
す
る
の
は
自
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
の
表
し
で
あ

り
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
両
脇
に
は
阿
難
尊
者
と
迦
葉
尊
者
と
い

う
名
の
二
体
の
羅
漢
が
い
ま
す
。
阿
難
尊
者
は
、
多
聞
第
一

で
「
解
」
す
な
わ
ち
智
慧
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
迦
葉
尊
者

は
、
苦
行
第
一
で
「
行
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
釈
迦
牟
尼

仏
の
両
脇
に
は
、
文
殊
と
普
賢
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

文
殊
は
、
智
慧
第
一
で
「
解
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
普
賢

は
「
行
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
「
解
」

「
行
」
の
両
種
類
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
浄
土
宗
は
、
阿
弥
陀

仏
を
供
奉
し
、
自
性
本
体
を
代
表
し
ま
す
。
観
音
菩
薩
は
、

大
慈
大
悲
で
「
行
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
大
勢
至
菩
薩

は
、
智
慧
第
一
で
「
解
」
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
仏
像
の
お
供
え
の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
、
一
体
の
仏
像
と
二
体
の
菩
薩
像
で
、
絶
対
に
二

体
の
仏
像
と
三
体
の
菩
薩
像
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

諸
仏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
性
の
一
部
分
を
代
表
し
ま
す
が
、

ど
の
部
分
も
究
竟
円
満
で
あ
っ
て
、
即
ち
「
一
即
一
切
，
一

切
即
一
」
（
一
が
一
切
で
あ
り
、
二
で
な
い
こ
と
）
で
す
。

釈
迦
牟
尼
仏
の
名
前
は
、
名
号
を
説
明
す
る
も
の
で
、
名
号

は
徳
用
を
表
し
ま
す
。
「
釈
迦
」
は
、
仁
慈
と
い
う
意
味

で
す
。
人
に
は
、
仁
慈
の
心
で
、
慈
悲
深
く
あ
れ
と
い
う
こ

と
で
す
。
「
牟
尼
」
は
、
静
寂
と
い
う
意
味
で
、
静
寂
と

は
、
清
浄
で
す
。
自
分
に
対
す
る
態
度
の
表
し
方
で
す
。
人

に
は
、
慈
悲
、
自
分
に
は
清
浄
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
が
釈
迦

牟
尼
仏
の
表
し
て
い
る
意
味
で
す
が
、
我
々
の
本
性
に
は
、

も
と
も
と
具
わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
は
、
梵
音

か
ら
直
接
訳
さ
れ
た
も
の
で
、
意
味
を
訳
せ
ば
「
阿
」
は

「
無
」
で
「
弥
陀
」
は
「
量
」
で
す
。
そ
れ
で
阿
弥
陀
は
、

無
量
と
い
う
意
味
で
す
。
一
切
が
無
量
で
、
万
事
が
無
量

で
、
智
慧
無
量
、
神
力
無
量
、
功
徳
無
量
、
寿
命
無
量
…
無

量
の
中
で
は
寿
命
が
第
一
と
な
り
ま
す
。
寿
命
が
な
け
れ

ば
、
一
切
の
無
量
も
言
え
な
く
な
り
ま
す
。
無
量
な
る
寿
命

が
あ
れ
ば
、
一
切
無
量
な
る
徳
用
も
発
揮
で
き
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
無
量
で
あ
る
無
量
を
獲
得
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

–150–



実
際
に
は
無
量
は
自
性
で
あ
り
、
真
如
本
性
で
す
。
六
祖
慧

能
大
師
曰
く
「
自
性
に
は
一
切
が
具
備
さ
れ
て
お
り
、
自
性

が
万
法
を
生
み
出
す
。
（
一
切
の
現
象
は
自
性
に
よ
り
変
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
」
自
性
に
は
無
量
な
意
味
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
方
法
で
こ
の
無
量
を
得
ら
れ
ま
す

か
？
観
音
と
勢
至
両
菩
薩
の
方
法
を
真
似
て
修
行
す
れ
ば
い

い
の
で
す
。
観
音
菩
薩
は
、
大
慈
大
悲
を
教
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
大
勢
至
菩
薩
は
、
一
心
念
仏
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
大
勢
至
菩
薩
、
曰
く
「
浄
念
を
継
続
さ
せ
、
他
の
方
法

を
借
り
ず
に
、
自
然
に
心
を
開
け
」
一
句
の
「
阿
弥
陀
仏
」

の
名
号
で
成
就
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
単
に
仏
名
を
念
ず
る

こ
と
は
小
乗
に
属
し
ま
す
。
観
音
行
を
加
え
れ
ば
大
乗
に
変

わ
り
ま
す
。
観
音
行
は
、
所
謂
、
大
慈
大
悲
な
行
為
で
す
。

人
に
は
大
慈
大
悲
で
、
自
分
に
は
一
句
の
阿
弥
陀
仏
を
一
心

で
念
じ
る
と
、
必
ず
や
「
無
量
寿
」
を
得
ら
れ
ま
す
。
本
性

の
徳
用
が
開
発
さ
れ
、
無
量
無
辺
な
功
徳
が
現
れ
て
来
ま

す
。
で
す
か
ら
、
其
々
の
仏
像
菩
薩
像
が
、
一
種
の
修
行
方

法
と
宇
宙
の
真
理
を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
大
事
で

す
。仏

教
建
築
の
中
で
、
仏
像
を
供
養
す
る
大
殿
を
外
か
ら
見

れ
ば
二
層
に
な
っ
て
お
り
、
中
に
入
っ
て
見
る
と
一
層
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
、
あ
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
外
か
ら
見
る
時
は
真
俗
二
諦
で
す
が
、
中
は
、
真
俗
不

二
、
万
法
一
如
（
真
実
で
永
遠
不
変
で
あ
る
真
如
の
こ
と

で
、
真
如
の
理
が
唯
一
絶
対
で
平
等
で
あ
る
こ
と
を
い
う
）

で
す
。
こ
の
意
味
は
外
見
に
差
別
が
あ
り
ま
す
が
、
実
質
は

一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
教
正
規
の
建
築
は
、

門
内
に
入
れ
ば
、
最
初
に
見
え
る
建
物
は
天
王
殿
で
、
中
に

は
護
法
神
で
あ
る
四
大
天
王
と
、
正
中
に
あ
る
弥
勒
菩
薩
が

供
奉
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
設
計
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
人
が
山
内
に
入
れ
ば
、
一
目
で
弥
勒
菩
薩
が
見
え
ま

す
。
弥
勒
菩
薩
像
は
、
布
袋
和
尚
像
で
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
が

笑
み
い
っ
ぱ
い
の
顔
で
人
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
仏
法
を
学

ぶ
こ
と
は
、
笑
顔
で
人
を
迎
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
怒
っ
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て
は
な
り
ま
せ
ん
。
怒
り
っ
ぽ
い
人
が
、
仏
法
を
学
べ
な
い

と
訴
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
彼
の
腹
は
、
非
常
に
大
腹
で

す
。
「
大
」
は
、
何
で
も
包
容
で
き
る
意
味
で
す
。
細
か
い

こ
と
に
拘
ら
な
い
、
平
等
心
と
、
喜
悦
相
を
表
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
人
と
事
物
に
対
し
平
等
心
と
、
喜
悦
心
で
接

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
初
め
て
仏
教
の

門
に
入
る
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

両
側
に
い
る
護
法
が
、
東
西
南
北
と
い
う
四
大
天
王
と
な

り
ま
す
。
東
方
天
王
は
責
任
感
を
代
表
し
、
持
国
天
王
（
国

を
守
る
使
命
の
あ
る
人
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
事

務
を
主
持
す
る
人
は
主
人
で
あ
り
、
会
社
の
実
務
を
主
持
す

る
人
は
社
長
と
会
長
で
あ
り
、
国
家
の
実
務
を
主
持
す
る
人

は
帝
王
、
総
統
で
す
。
各
自
の
職
場
で
、
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
大
事
で
す
。
こ
の
社
会
に
い
る
誰
に
も
、
自
分
な
り
の

職
責
が
あ
り
ま
す
。
尽
力
に
職
責
を
円
満
に
果
た
せ
れ
ば
、

社
会
が
調
和
し
、
国
家
も
、
強
く
豊
か
に
な
れ
ま
す
。
持
国

天
王
は
、
こ
の
こ
と
を
教
示
し
て
い
ま
す
。

南
方
は
、
増
長
天
王
で
す
。
単
に
、
職
責
を
果
た
す
だ
け

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
日
々
進
歩
を
求
め
る
べ
き
で
す
。
進
め

な
け
れ
ば
、
後
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
時
代
は
、
永
遠
に
進

歩
し
て
い
ま
す
。
増
長
天
王
は
、
徳
性
を
増
上
さ
せ
、
乃

至
、
学
問
、
智
慧
、
才
芸
、
能
力
、
生
活
水
準
ま
で
す
べ
て

を
増
上
さ
せ
て
下
さ
い
ま
す
。
仏
教
は
、
落
伍
し
て
い
ま
せ

ん
。
仏
教
は
、
進
歩
を
重
視
し
、
常
に
、
時
代
の
最
先
端
に

立
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
後
を
走
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
す
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
持

国
、
増
長
と
い
う
役
目
を
円
満
に
果
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
二
人
の
天
王
が
、
実
践
方
法
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

西
方
広
目
天
王
は
、
我
々
に
多
く
見
る
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
。
北
方
多
聞
天
王
は
、
多
く
聴
く
こ
と
を
教
え
て
い
ま

す
。
中
国
で
は
「
万
巻
の
本
を
読
み
、
万
里
の
旅
を
す
る
」

と
言
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
読
書
は
、
根
本
の
学
問
を
成
就

し
、
万
里
の
旅
を
す
る
こ
と
は
、
今
日
で
い
う
観
光
旅
行
、

考
察
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と
で
す
。
人
の
長
所
を
取
り
込
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み
、
人
の
欠
点
を
見
れ
ば
自
分
自
身
の
こ
と
を
反
省
し
、
自

分
に
も
同
じ
欠
点
が
あ
れ
ば
改
め
ま
す
。
我
々
は
他
人
の
欠

点
を
捨
て
、
他
人
の
長
所
を
取
る
と
い
う
原
則
を
以
て
、
自

分
の
社
会
と
、
国
家
を
建
設
す
れ
ば
、
こ
の
国
家
は
、
世
界

で
最
も
優
秀
な
国
家
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
本
当
の
護
法

で
す
。
所
以
に
、
仏
菩
薩
の
彫
刻
に
は
教
学
の
意
義
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
時
々
刻
々
、
自
分
に
気
付
き
、
こ
の
理
想
と

目
標
に
向
け
精
進
す
る
。
こ
の
通
り
に
実
行
出
来
れ
ば
、
仏

教
は
、
迷
信
で
は
な
く
、
偶
像
崇
拝
で
も
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

四
大
天
王
の
手
は
、
道
具
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
具

も
法
を
表
す
も
の
で
す
。
東
方
持
国
天
王
の
手
は
琵
琶
を

持
っ
て
い
ま
す
。
物
事
の
進
展
は
早
す
ぎ
て
も
行
け
ま
せ
ん

「
中
道
」
と
は
、
過
ぎ
て
も
至
ら
な
く
て
も
良
く
な
い
こ

と
で
す
。
琴
を
弾
く
よ
う
に
、
弦
が
緩
く
な
れ
ば
弾
け
ま

せ
ん
し
、
き
つ
す
ぎ
れ
ば
弦
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
儒

家
は
、
中
庸
を
提
唱
し
、
仏
法
は
、
中
道
を
重
視
し
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
責
任
を
果
た
せ
る
過
程
の
中
に
、
過
ぎ
る
こ
と

も
な
く
至
ら
な
い
こ
と
も
な
く
、
中
道
に
沿
う
と
、
事
が
円

満
に
達
し
ま
す
。
南
方
増
長
天
王
は
、
日
新
を
代
表
し
て
い

ま
す
。
彼
の
手
は
、
剣
を
取
っ
て
い
ま
す
。
智
慧
の
剣
「
乱

れ
も
つ
れ
る
麻
糸
を
切
り
、
智
慧
の
剣
で
煩
悩
を
断
つ
こ

と
」
の
意
味
で
す
。
西
方
広
目
天
王
の
体
は
、
龍
に
巻
か
れ

て
い
ま
す
。
時
に
は
蛇
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
蛇
と
龍
は
同

じ
意
味
で
、
変
化
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
「
神
龍
の
首
が
見

え
て
も
尾
が
見
え
ず
」
と
い
う
諺
は
、
こ
の
現
実
社
会
の
一

切
の
人
々
、
事
、
物
が
変
化
多
端
で
あ
り
、
無
常
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
れ
ば
応
変

自
由
に
な
り
、
龍
は
こ
の
意
味
を
代
表
し
ま
す
。
北
方
多
聞

天
王
は
、
手
に
傘
を
持
っ
て
い
ま
す
。
傘
は
、
遮
蔽
と
い
う

意
で
、
千
変
万
化
の
世
界
で
、
種
々
の
汚
染
を
防
ぐ
意
味
で

す
。
広
く
学
習
し
、
多
聞
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
清
浄
心

が
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
実
社
会
に
つ
い
て
、
完
全
に
理
解
出
来
れ
ば
智
慧
と
能
力
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を
以
て
適
切
な
態
度
と
方
法
で
臨
機
応
変
に
処
理
し
、
対

人
、
対
事
、
対
物
に
関
わ
ら
ず
、
円
満
に
処
理
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
天
王
殿
は
、
我
々
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
教

え
て
い
ま
す
。
単
な
る
神
様
に
、
お
香
を
お
供
え
す
れ
ば
平

安
に
な
れ
る
と
い
う
考
え
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。

以
上
の
説
明
か
ら
、
仏
教
寺
院
の
中
で
は
、
す
べ
て
が
教

学
か
ら
離
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
供
具
に
も
そ
れ
な
り
の
教
育

意
義
が
あ
り
ま
す
。
仏
前
に
一
杯
の
水
を
供
え
る
意
義
は
、

法
を
表
す
こ
と
で
す
。
水
は
清
く
、
清
浄
な
る
も
の
で
、

我
々
の
心
が
水
の
よ
う
に
清
浄
で
あ
る
よ
う
に
、
水
の
よ
う

に
平
静
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
水
を
見
れ
ば
、
自
分
の
心
が
、
水
の
よ
う
に
清
浄

で
平
等
で
あ
る
と
想
起
す
る
こ
と
で
す
。
仏
前
に
供
え
る
花

は
「
因
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
花
が
咲
け
ば
「
果
」
（
実
）

を
結
び
ま
す
。
花
は
、
六
度
万
行
を
表
し
て
い
ま
す
。
果
物

を
供
え
る
の
は
、
仏
菩
薩
に
召
し
上
が
っ
て
頂
く
の
で
は

な
く
、
「
果
」
を
見
た
時
に
、
望
む
果
報
を
得
た
け
れ
ば
、

そ
れ
に
相
応
す
る
因
を
修
す
べ
き
と
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ

る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
仏
教
の
一
切
の
施
設
や
供
具
な

ど
は
、
自
分
を
気
付
か
せ
教
育
す
る
も
の
で
す
。
仏
菩
薩

は
、
嗅
が
ず
、
食
べ
ず
、
何
も
要
り
ま
せ
ん
。
更
に
「
灯
」

は
智
慧
と
光
明
を
表
し
、
「
香
」
は
戒
定
真
香
を
表
し
て
い

ま
す
。
す
べ
て
は
法
を
表
す
こ
と
で
、
教
育
を
表
し
て
い
ま

す
。
現
代
で
は
、
仏
法
を
学
ぶ
人
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
意
義

を
全
く
理
解
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
お
香
を
上
げ
る
の
は
、
何

の
為
で
し
ょ
う
？
供
え
物
を
す
る
の
は
何
の
為
で
し
ょ
う
？

そ
れ
ら
、
す
べ
て
を
知
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
仏
を
信
ず

る
こ
と
は
迷
信
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
社
会
上
で
は
、

仏
法
を
学
ぶ
人
々
は
、
迷
信
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
り

ま
す
。
更
に
神
経
病
で
あ
る
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
も
し
、

自
分
が
仏
教
を
明
白
に
理
解
出
来
、
再
び
、
そ
の
人
達
に
説

明
す
れ
ば
、
彼
ら
も
学
べ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
こ
の
よ
う
に
仏
法
を
中
国
大
陸
に
紹
介
し
、
押
し
広
め

て
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
々
が
「
こ
ん
な
良
い
も
の
を
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知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
感
嘆
し
、
仏
法
を
学
ぼ
う
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
仏
法
は
真
実
の
智
慧
と
無
量
な
大
覚
で
、
一
切

の
衆
生
に
真
実
の
利
益
と
幸
せ
を
与
え
、
離
苦
得
楽
（
苦
を

離
れ
さ
せ
楽
を
得
さ
す
）
を
与
え
ま
す
。
仏
は
、
無
尽
な
慈

悲
心
で
衆
生
を
教
化
し
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
今
日
ま
で
、

顕
教
や
密
宗
或
い
は
任
意
の
法
門
や
宗
派
に
関
わ
り
な
く
、

仏
教
史
の
中
で
、
こ
の
理
論
方
法
に
依
拠
し
修
行
し
て
い
た

朝
廷
の
時
代
で
は
、
非
常
に
殊
勝
な
成
果
を
得
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
真
実
で
す
。
最
近
の
一
代
は
、
仏
法
が
衰
え

て
い
ま
す
。
本
当
の
仏
教
が
理
解
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

成
果
も
自
然
に
少
な
く
薄
い
も
の
で
す
。
末
法
の
時
期
は
、

衆
生
の
業
障
が
重
い
の
で
、
念
仏
法
門
は
取
り
分
け
殊
勝
で

便
利
に
な
り
ま
す
。
念
仏
法
門
が
殊
勝
な
と
こ
ろ
は
、
簡
単

容
易
で
長
い
時
間
が
か
か
ら
ず
、
儀
式
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
人
で
も
随
時
随
処
で
修
行
出
来
ま
す
。
こ
の
法
門
に

よ
り
成
就
出
来
る
人
は
特
別
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
台
湾

は
、
広
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

保
守
的
に
言
え
ば
、
こ
の
四
十
年
の
間
に
、
念
仏
法
門
に
よ

り
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
出
来
た
人
々
は
、
少
な
く
と
も

五
百
人
は
い
ま
す
。
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
西
方

極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
は
、
成
仏
す
る
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
小
さ
な
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が

成
仏
出
来
る
と
は
、
台
湾
は
宝
の
島
で
す
。
中
国
大
陸
の
寛

律
法
師
が
、
一
冊
の
「
近
代
往
生
伝
」
を
書
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
、
大
陸
の
念
仏
往
生
し
た
人
々
を
記
載
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
お
よ
そ
百
人
余
り
で
、
も
ち
ろ
ん
漏
れ
た
人
も
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
浄
宗
の
成
就
が
殊
勝
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
浄
宗
で
成
就
し
た
け
れ
ば
、
必
ず
五
経
一
論
を
理
論
の

根
拠
と
す
る
こ
と
が
根
本
で
す
。
経
典
で
は
、
明
白
に
「
発

菩
提
心
、
一
向
専
念
」
は
重
要
な
方
法
だ
と
述
べ
て
い
ま

す
。
理
論
に
依
拠
し
、
正
し
い
方
法
を
習
得
す
れ
ば
我
々
も

成
就
出
来
ま
す
。
こ
れ
は
修
行
の
殊
勝
を
闡
明
す
る
こ
と
で

す
。
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馬
鳴
菩
薩
は
、
大
乗
起
信
論
の
中
で
「
本
覚
本
有
、
不
覚

本
無
」
（
覚
り
は
本
来
あ
る
も
の
で
、
迷
い
は
本
来
無
い
も

の
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。
「
迷
、
邪
、
染
」
は
悪
業
で
す
。

本
来
無
い
物
で
す
。
「
仏
性
正
知
」
は
、
至
善
で
あ
り
、
本

来
有
る
物
で
す
。
本
来
有
る
物
は
当
然
回
復
出
来
ま
す
。
本

来
無
い
物
は
、
当
然
、
断
ち
切
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
「
罪

業
」
は
、
迷
で
あ
り
、
邪
で
あ
り
、
本
来
無
い
も
の
で
す
。

当
然
、
消
去
出
来
ま
す
。
「
仏
道
」
は
、
本
来
有
る
も
の
で

す
か
ら
、
仏
道
は
必
ず
証
得
出
来
ま
す
。
理
論
上
、
根
拠
を

見
付
け
ま
し
た
。
業
障
は
消
去
出
来
る
と
い
う
証
明
を
得
ら

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
我
々
は
、
一
句
の
「
阿
弥
陀
仏
」
で

心
の
中
の
旧
習
や
悪
習
を
一
掃
し
、
更
に
、
苦
行
で
我
々
の

志
向
を
固
め
ま
す
。
真
誠
懇
切
に
念
仏
を
続
け
、
長
い
時
間

が
経
て
ば
、
自
然
に
念
仏
三
昧
（
一
心
不
乱
）
を
得
ら
れ
ま

す
。
こ
の
時
に
は
、
心
身
自
在
で
、
万
境
如
如
に
な
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
功
夫
が
成
就
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
を

言
う
と
、
自
在
往
生
で
西
方
に
往
生
出
来
ま
す
。
ど
う
し
て

「
自
在
」
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
行
き
た
い
時
に
す
ぐ
に

行
け
る
か
ら
で
す
。
も
う
暫
く
世
間
に
住
み
た
け
れ
ば
、
住

ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
自
在
で
す
。
他
人
は
、
自
在

を
得
ら
れ
て
、
ど
う
し
て
自
分
は
得
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
、
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
功
夫
が
足
り
な

い
か
ら
な
の
で
す
。
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
念
じ
れ
ば
得
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
正
直
に
、
古
来
の
経
験
に
拠
れ
ば
、

大
抵
の
人
々
は
、
三
年
で
、
自
在
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
時
に

は
、
こ
の
世
間
に
住
ん
で
い
て
も
、
恐
怖
が
な
く
な
り
、
心

安
に
な
れ
ま
す
。
も
し
、
第
三
次
世
界
大
戦
が
起
き
た
と

し
て
も
、
原
子
爆
弾
が
頭
の
上
で
爆
発
し
て
も
、
あ
な
た

は
「
極
楽
世
界
に
行
き
ま
す
」
と
微
笑
ん
で
言
え
る
で
し
ょ

う
。
苦
し
み
を
味
わ
わ
ず
、
恐
怖
が
な
く
、
本
当
に
自
在
を

得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
経
典
で
述
べ
た
「
衆
生
に
真
実
の
利

益
を
恵
ま
せ
る
」
こ
と
の
証
明
で
す
。

欧
陽
竟
無
大
師
が
「
當
知
佛
法
，
方
便
多
門
，
不
拘
形

式
」
（
仏
法
は
方
便
多
門
で
あ
り
、
形
式
に
拘
ら
な
い
こ
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と
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。
正
面
教
学
で
、
利
益
が
あ
れ
ば
正

面
を
取
り
ま
す
。
反
面
教
学
で
、
効
果
が
あ
れ
ば
反
面
を
取

り
ま
す
。
順
境
、
逆
境
に
関
わ
ら
ず
、
臨
機
応
変
に
出
来
ま

す
。
し
か
し
、
一
個
の
目
標
で
、
衆
生
を
利
益
し
、
衆
生
に

惑
い
を
払
わ
せ
、
悟
り
に
到
達
さ
せ
、
「
離
苦
得
楽
」
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
も
し
、
体
罰
と
罵
り
で
こ
の

目
標
を
達
成
出
来
れ
ば
、
こ
れ
も
教
学
の
手
段
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
禅
宗
の
棒
で
喝
を
か
け
る
こ
と
は
本

当
の
慈
悲
で
す
。
反
対
に
、
一
切
虚
妄
の
も
の
、
感
情
的
な

も
の
、
迷
い
、
及
び
執
着
は
、
す
べ
て
仏
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
べ
き
で
す
。
み
な
さ
ん
は

迷
い
と
執
着
を
遠
ざ
け
「
破
迷
開
悟
、
離
苦
得
楽
」
と
い
う

正
確
な
目
標
へ
邁
進
出
来
る
よ
う
に
衷
心
か
ら
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

一
九
九
一
年
十
二
月

浄
空
法
師
が
米
国
マ
イ
ア
ミ
に
て
講
じ
ま
し
た
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「
国
連
十
年
生
涯
教
育
」ア
ジ

ア
非
政
府
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

組
織
会
議
に
於
い
て

場
所
：
日
本
岡
山
・
岡
山
国
際
セ
ン
タ
ー

期
日
：
二O

O

三
年
六
月
十
日

こ
の
度
は
、
会
議
主
催
側
の
お
招
き
を
頂
き
、
ユ
ネ
ス
コ
の

「
生
涯
教
育
」
に
関
す
る
私
の
所
感
を
述
べ
る
よ
う
に
と
の
ご
要

望
を
お
受
け
ま
し
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
に
於
け
る
最

も
厳
粛
た
る
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

昨
今
、
世
界
の
不
安
と
社
会
の
動
乱
な
ど
に
直
面
し
て
、
多
く

の
方
々
は
そ
の
発
生
の
原
因
や
解
決
の
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
私
に
浅
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
に

あ
り
ま
し
た
。
私
見
に
は
、
こ
れ
を
教
育
の
問
題
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
「
建
國
君
民
，
教
學
為
先
（
国
を
建
て

よ
う
と
す
る
君
主
と
そ
の
臣
民
に
と
っ
て
、
優
先
す
べ
き
は
教
育

で
あ
る
）
」
と
い
う
中
国
古
代
の
『
礼
記
』
に
あ
る
訓
の
と
お
り

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
体
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
？
そ
れ
は
各
段

階
で
教
育
の
失
策
が
あ
り
、
と
く
に
古
代
聖
賢
の
説
に
つ
い
て

教
育
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
中
国
は
今
、
欧
米
社
会
か
ら
の
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
民
族
的
自
信
を
失
い
、
古
代
先

哲
た
ち
の
教
え
を
疑
う
よ
う
に
な
り
、
孔
孟
の
説
や
お
釈
迦
様

の
教
え
か
ら
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
方
、
欧
米
社

会
で
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
宗
教
教
育
の
働
き
を

疑
い
、
『
聖
書
』
の
説
教
を
今
さ
ら
信
仰
し
な
く
な
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
主
の
死
亡
を
宣
言
す
る
動
き
さ
え
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
、
今
日
世
界
で
起
き
て
い
る
全
て
の
天
災
と
人
災
の

根
本
的
な
原
因
な
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

中
国
で
は
上
古
時
代
に
尭
舜
が
教
育
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、

そ
の
際
も
う
既
に
1.
父
慈
子
孝
（
父
は
慈
、
子
は
孝
）
、
2.
君
仁

臣
忠
（
君
は
仁
、
臣
は
忠
）
、
3.
夫
婦
恩
愛
（
夫
婦
は
愛
し
合

う
）
、
4.
兄
弟
和
睦
（
兄
弟
は
仲
睦
ま
じ
い
）
、
5.
朋
友
有
信

（
友
人
と
の
付
合
い
に
信
用
第
一
）
と
い
わ
ゆ
る
「
五
事
」
を
教

化
の
主
旨
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
身
を
修
め

 

付　

録 
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る
為
に
は
「
言
忠
信
，
行
篤
敬
（
言
葉
は
忠
実
に
、
行
い
は
誠
実

に
）
」
、
事
を
扱
う
為
に
は
「
正
其
誼
，
不
謀
其
利
（
相
手
と
の

付
合
い
を
大
事
に
し
、
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
せ
ぬ
）
」
及
び

「
明
其
道
，
不
計
其
功
（
道
理
を
相
手
に
解
ら
せ
て
、
其
の
苦
労

を
気
に
せ
ぬ
）
」
、
人
と
の
付
合
い
を
す
る
為
に
は
「
己
所
不

欲
，
勿
施
於
人
（
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
、
人
の
施
す
こ
と
な
か

れ
）
」
及
び
「
行
有
不
得
，
反
求
諸
己
（
行
い
得
ざ
る
者
は
、
諸

を
己
に
省
み
求
め
よ
）
」
な
ど
、
数
々
の
教
え
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
儒
家
の
孔
子
と
孟
子
は
尭
舜
の
説
を
継
承
し
、
次
第
に

四
千
余
年
に
わ
た
る
中
国
教
育
の
基
本
理
念
と
教
学
の
総
指
南
と

し
て
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

「
人
之
初
，
性
本
善
（
生
を
受
け
た
初
め
、
人
は
本
来
善
な

り
）
」
と
儒
家
が
よ
く
口
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
育
哲
学
に
於

い
て
は
何
よ
り
も
先
ず
人
間
が
生
来
善
良
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

善
良
で
な
い
も
の
は
、
そ
れ
は
後
天
的
に
悪
い
習
性
だ
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
故
に
、
歴
代
聖
賢
た
ち
は
み
な

教
育
に
は
非
常
に
熱
心
な
の
で
あ
り
ま
し
た
。
教
育
こ
そ
悪
を
防

ぎ
、
本
来
善
良
で
あ
る
も
の
を
守
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
高
揚
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
教
育
こ
そ
人
を

し
て
悪
か
ら
善
へ
、
敵
か
ら
友
へ
、
迷
い
か
ら
悟
り
へ
、
平
凡
か

ら
聖
賢
へ
と
転
じ
さ
せ
る
こ
と
さ
え
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
に
お
い
て
官
民
と
わ
ず
各
界
の
聖
賢
哲
人
は
、
上
記

の
道
理
を
心
得
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
る
こ
そ
、
「
建
國
君

民
，
教
學
為
先
（
国
を
建
て
よ
う
と
す
る
君
主
と
そ
の
臣
民
に
と

っ
て
、
優
先
す
べ
き
は
教
育
で
あ
る
）
」
と
い
う
重
要
な
訓
辞
が

生
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
つ
の
国
ま
た
は
一
つ
の
政
権

に
と
っ
て
、
国
民
全
体
を
教
化
す
る
た
め
に
何
が
い
ち
ば
ん
重
要

で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
教
育
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
こ
の
訓
辞

が
人
々
に
諭
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

教
育
は
主
に
四
つ
の
部
分
に
分
け
た
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
こ
れ

ら
は
一
体
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
れ
も
引
き
離
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
第
一
は
家
庭
教
育
で
あ
り
ま
す
。
第
二
は
学
校
教
育
で
あ
り

ま
す
。
第
三
は
社
会
教
育
で
あ
り
ま
す
。
第
四
は
宗
教
教
育
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
教
育
は
、
家
庭
教
育
を
根
本
と
し
、
宗
教

教
育
を
円
満
終
結
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
教
育
を
う
ま

く
出
来
れ
ば
、
世
の
中
が
泰
平
に
な
り
、
社
会
全
体
が
安
定
し
、

そ
し
て
人
々
が
幸
福
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
こ
の
四
つ

の
教
育
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
ら
、
世
の
中
は
動
乱
に
陥
ら
な
い
は
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ず
は
な
い
で
し
ょ
う
。

今
日
の
世
の
社
会
構
造
を
見
て
み
ま
す
と
、
基
本
的
な
家
庭
組

織
か
ら
国
家
ま
で
、
ど
こ
も
功
利
的
な
教
育
に
走
っ
て
い
る
フ
シ

が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
家
庭
で
は
、
倫
理
道
徳
な
ど

を
気
に
せ
ず
、
多
く
の
夫
婦
は
ひ
た
す
ら
に
離
婚
の
泥
沼
に
陥
っ

て
い
る
か
、
仕
事
や
ら
金
儲
け
や
ら
で
、
子
供
の
教
育
を
お
ろ
そ

か
に
し
、
自
ら
が
子
供
の
良
き
模
範
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

の
子
供
は
両
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
学
校
教
育
で
も
、
科
学
技
術
や
経
済
競
争
に
役
立
つ
知
識

を
伝
授
す
る
こ
と
し
か
重
視
し
な
く
な
り
、
道
徳
人
文
的
教
育
を

お
ろ
そ
か
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
が
先
生
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
に
お
い
て
も
深
刻
に
汚
染

さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
毎
日
目
に
す
る
新
聞
や
雑
誌
、

テ
レ
ビ
、
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
そ
の
中
の
多
く
は

人
々
に
殺
し
や
、
盗
み
、
売
買
春
お
よ
び
非
現
実
的
な
妄
想
を
走

ら
せ
る
こ
と
を
教
え
て
い
て
、
も
の
ご
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て

の
教
育
は
ロ
ク
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
で
、

人
々
は
お
互
い
に
利
害
関
係
し
か
な
く
、
恩
愛
や
道
徳
も
な
け
れ

ば
、
義
理
も
人
情
も
薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、

宗
教
教
育
も
形
式
だ
け
に
流
さ
れ
、
宗
教
的
儀
式
だ
け
を
重
ん
じ

る
代
わ
り
に
、
お
経
は
読
め
て
も
、
経
典
の
本
当
の
意
義
に
つ
い

て
は
分
り
ま
せ
ん
。
教
義
も
解
ら
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
行
動
に

移
せ
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
？
こ
う
い
う
意
味
で
は
、
も
う
宗
教

教
育
は
存
在
し
て
い
な
い
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
現
在
は
、
こ
の
四
つ
の
教
育
と
も
没
落
し
て
し
ま
っ
た
以
上

は
、
世
の
秩
序
が
乱
れ
な
い
わ
け
が
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
世
の
有
志
者
よ
、
こ
の
世
を
悪
運
か
ら
救
い
た
い
と
思
え

ば
、
こ
の
四
つ
の
教
育
を
至
急
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
以
外
の
方
法

は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

家
庭
は
社
会
の
基
本
的
な
組
織
で
あ
り
ま
す
。
「
家
和
萬
事

興
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
萬
事
」
に
は
社
会
、
国
家
、
世

界
が
含
ま
れ
て
お
り
、
家
庭
で
は
家
族
み
ん
な
が
和
気
藹
々
と
し

て
い
れ
ば
、
世
界
全
体
に
は
平
和
が
訪
れ
な
い
わ
け
が
な
い
で
あ

り
ま
し
ょ
う
？
社
会
は
安
定
し
な
い
わ
け
も
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ

う
？
親
た
る
者
が
手
本
と
し
て
子
供
に
倫
理
道
徳
を
重
ん
じ
、
悪

口
非
行
を
防
ぎ
、
常
に
学
習
し
な
が
ら
善
行
を
積
み
重
ね
て
い
く

と
い
う
一
連
の
こ
と
を
示
し
て
は
じ
め
て
家
庭
の
円
満
を
感
得
で

き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
以
前
で
は
人
の
親
た
る
者
た
ち
は
み
ん
な
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こ
の
こ
と
を
心
得
て
い
た
の
で
、
親
は
子
供
の
前
で
は
、
そ
の
一

挙
手
一
投
足
を
以
っ
て
礼
儀
を
背
か
な
い
よ
う
注
意
し
、
子
供
に

は
絶
対
に
良
く
な
い
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
親
は
教
師
を
尊
敬
し
、
そ
の
様
子
を
子
供
に
見
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
供
な
り
に
親
の
行
動
に
理
解
す
る
と
同
時
に
、

彼
ら
自
身
も
教
師
に
対
し
て
信
頼
感
が
増
し
、
喜
ん
で
教
師
の
指

導
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
家
庭
教

育
だ
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
一
方
、
教
師
も
学
生
の

良
い
手
本
と
な
っ
て
、
子
供
に
親
を
尊
敬
し
親
孝
行
す
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、
子
供
が
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
、
学
生
が
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
い
う
現
象
の
原
因

が
ど
こ
に
あ
る
か
は
分
か
っ
て
く
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
孟
子
は

「
養
不
教
，
父
之
過
。
教
不
嚴
，
師
之
惰
。
（
養
う
だ
け
で
教
え

な
い
の
は
父
の
過
ち
。
教
え
な
が
ら
厳
格
で
な
い
の
は
教
師
の
怠

り
。
）
」
と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、
そ
の
原
因
は
良
き
手
本
に
な

れ
な
か
っ
た
親
自
身
で
あ
り
、
教
師
自
身
な
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
宗
教
教
育
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

宗
教
は
本
来
多
次
元
的
な
社
会
教
育
な
の
で
あ
り
ま
す
。
す
べ
て

の
宗
教
の
経
典
で
は
家
庭
教
育
を
重
視
し
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
『
新
旧
約
・
聖
書
』
に
は｢

神
は

世
の
人
を
愛
し
て
い
る
。｣

と
何
回
に
も
わ
た
っ
て
語
ら
れ
て
お

り
ま
す
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
『
コ
ー
ラ
ン
』
に
は｢

ア
ラ
ー
は
世

の
人
に
対
し
て
、
確
実
な
仁
愛
と
慈
悲
を
有
し
て
い
る
。｣

と
記

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
汝
ら
は
親
を
孝
行
し
、
親
族
と
仲
を
睦
ま

じ
く
し
、
人
に
対
し
て
は
善
な
る
こ
と
を
言
う
べ
し
」
と
も
書
い

て
あ
り
ま
す
。
仏
教
で
は
「
慈
悲
は
根
本
で
あ
り
、
方
便
は
門
で

あ
る
」
と
説
い
て
い
ま
す
。
即
ち
、
す
べ
て
の
宗
教
教
育
は
、
ど

れ
も
「
仁
慈
博
愛
」
を
教
義
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
宗
教

教
育
は
国
家
を
問
わ
ず
、
民
族
を
問
わ
ず
、
人
々
に
互
い
に
尊
重

し
合
い
、
仲
睦
ま
じ
く
付
き
合
い
、
平
等
に
対
応
す
る
こ
と
を
教

え
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
の
宗
教
も
広
く
人
々
を
愛
す
る
平

和
博
愛
の
教
育
を
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
宗
教
に
お
い
て
そ
の
宗

教
心
は
寛
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
仏
教
で
は
「
心
包
太
虛
，
量

周
沙
界
」
と
言
い
ま
す
が
、
人
は
も
し
、
そ
の
心
に
自
分
し
か
認

め
ず
、
他
人
を
抑
え
た
り
貶
し
た
り
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
そ
れ
は

決
し
て
神
の
意
志
で
は
な
け
れ
ば
、
宗
教
教
義
で
説
く
内
容
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
た
だ
あ
る
個
人
の
考
え
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
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こ
う
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
信
者
が
そ
の
宗
教
の
経
典
に
つ
い

て
深
く
理
解
し
、
そ
の
経
典
の
説
く
教
え
を
実
践
し
よ
う
と
し
な

け
れ
ば
、
そ
の
宗
教
は
迷
信
的
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
宗
教
そ
の
も
の
は
迷
信
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
宗
教
教
育

の
本
質
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
宗
教
こ
そ
が
正
真
正
銘
に

す
べ
て
の
人
々
を
救
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

聖
賢
た
ち
の
経
典
に
よ
れ
ば
、
我
々
は
こ
の
社
会
で
暮
ら
し
て

い
る
間
、
ど
ん
な
職
業
に
就
い
て
い
て
も
、
み
ん
な
「
君
、
親
、

師
」
の
使
命
を
背
負
っ
て
い
る
、
と
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
作

之
君
、
作
之
親
、
作
之
師
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ど
な
た

で
も
一
生
を
通
し
て
善
行
を
成
就
し
た
い
と
思
い
、
事
業
を
成
就

し
よ
う
と
思
え
ば
、
こ
の
原
則
に
背
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
作
之
君
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
大
衆
を
正
し
い
道
へ
導
い

て
、
後
ろ
に
い
る
人
間
が
立
ち
往
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
リ
ー
ド
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
役
の
人
間
は
智

慧
、
行
い
と
も
優
秀
な
人
で
、
さ
ら
に
臨
機
応
変
の
能
力
を
備
え

て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
「
作
之
親
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
親
と
い
う
の
は
恩
徳
を
布
施
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
親

が
そ
の
子
供
を
愛
す
る
よ
う
な
深
い
愛
情
を
抱
き
、
他
人
と
親
し

く
接
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
会
社
の
社
長

な
ら
ば
、
職
員
全
員
を
自
分
の
子
供
だ
と
思
っ
て
、
愛
情
を
持
っ

て
接
し
て
い
れ
ば
、
忠
誠
心
の
な
い
職
員
は
い
な
く
な
る
の
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
「
作
之
師
」
と
い
う
の
は
、
人
を
導
い
て

教
育
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
教
師
が
学
生
を
大
切
に
思
う
よ

う
に
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
最
良
の
手
本
に
な
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
の
人
は
上
記
三
つ
の
使
命
を
背
負
っ
て
お
り
、
み
ん

な
が
聖
賢
の
教
え
を
道
徳
の
帰
依
と
し
て
「
君
、
親
、
師
」
の
三

文
字
を
実
践
し
ま
し
た
ら
、
必
ず
や
家
庭
は
幸
福
で
あ
り
、
社
会

は
安
定
し
、
世
界
は
平
和
で
あ
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

ご
周
知
の
と
お
り
、
各
国
の
聖
賢
た
ち
と
各
宗
教
の
神
聖
な
教

え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
非

常
に
豊
富
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
そ
の
経
典
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
行

動
し
て
い
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
四
つ
の
教
育
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は

き
っ
と
出
来
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
皆
様
に
是
非

と
も
倫
理
道
徳
教
育
の
重
要
性
を
理
解
し
、
特
に
聖
賢
神
聖
に
つ

い
て
の
教
育
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
私
浄
空
は
、

二
十
一
世
紀
の
為
に
「
世
界
宗
教
大
学
」
を
設
立
す
る
よ
う
ユ
ネ
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ス
コ
に
提
案
し
て
お
り
、
宗
教
ご
と
に
学
院
を
設
立
し
て
、
宗
教

教
育
が
牽
引
車
と
な
っ
て
、
徐
々
に
生
涯
に
わ
た
る
四
つ
の
教
育

に
立
ち
戾
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す

と
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
に
は
一
縷
の
光
が
差
し
込
ま
れ
、
救
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
こ
の
よ
う
な
盛
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
て
自

分
の
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
つ
つ
、
今
日
の
発
言
を
終
わ
り
に
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浄
空

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ゴ
リ
フ
ェ
ス
大
学

ク
ン
ジ
ラ
ン
大
学
名
誉
教
授　

（
翻
訳
：
安
小
鉄　

審
訂
：
涂
玉
盞
）
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仁
愛
平
和
教
育
を
根
付
か
せ
る

た
め
に

埸
所
：
日
本
岡
山　

期
日
：
二OO

四
年
八
月
二
十
四
日

先
の
岡
山
国
際
貢
献
会
の
会
議
の
席
に
お
い
て
、
私
浄
空
が
呼

び
か
け
ま
し
た
「
倫
理
道
徳
教
育
の
復
活
」
に
対
し
ま
し
て
会
の

み
な
さ
ま
が
た
よ
り
ご
支
持
を
賜
り
、
再
び
こ
う
し
て
「
如
何
に

し
て
四
つ
の
教
育
を
根
付
か
せ
る
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な

励
ま
し
に
な
る
と
同
時
に
こ
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
動
乱
の
世
界
に
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
ご
有
識
の
み
な

さ
ま
が
、
世
界
を
救
う
た
め
に
肩
を
並
べ
て
と
も
に
奮
闘
す
る
こ

と
は
、
世
界
に
と
っ
て
の
曙
光
で
あ
り
、
人
々
の
生
き
る
力
と
な

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
賜
り
、
ご
臨

席
の
大
徳
の
み
な
さ
ま
に
「
如
何
に
し
て
四
つ
の
教
育
を
根
付
か

せ
る
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
浅
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
教
育
こ
そ
が
、

二
十
一
世
紀
の
世
界
の
存
亡
と
盛
衰
の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

衝
突
を
な
く
せ
る
の
は
た
だ
道
徳
教
育
の
み

教
育
に
は
大
き
く
四
つ
あ
り
、
こ
の
四
つ
の
教
育
は
一
体
で
あ

っ
て
決
し
て
分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
第
一
に
家
庭
教
育
、

第
二
に
学
校
教
育
、
第
三
に
社
会
教
育
、
そ
し
て
四
つ
目
が
宗
教

教
育
で
す
。
四
つ
の
教
育
は
家
庭
教
育
を
根
本
と
し
て
、
宗
教
教

育
で
仏
教
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
円
満
」
、
つ
ま
り
完
璧
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
四
つ
の
教
育
の
主
体
は
ま
た
中
国
の
先

人
が
後
世
の
人
々
に
教
え
る
倫
理
道
徳
教
育
で
も
あ
り
ま
す
。
古

今
東
西
、
す
べ
て
の
聖
人
賢
者
、
す
べ
て
の
宗
教
の
経
典
は
こ
の

道
徳
教
育
を
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
自
然
の
法
則
に
従
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
自
然
の
法
則
こ
そ
が
神
仏
の
教
え
な

の
で
す
。
そ
の
神
仏
の
教
え
と
は
誰
か
一
人
の
教
え
を
指
す
の
で

は
な
く
、
大
自
然
そ
の
も
の
の
法
則
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
真
理

を
指
す
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
四
つ
の
教
育
が
う
ま
く
い
け
ば
、

天
下
泰
平
、
社
会
は
安
定
し
て
人
々
は
幸
せ
で
い
ら
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
も
し
こ
の
四
つ
の
教
育
を
疎
か
に
し
た
ら
社
会
に
深
刻
な
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衝
突
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。

今
日
、
私
た
ち
は
み
な
同
じ
よ
う
な
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
の
不
和
、
夫
婦
の
確
執
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
国
と
国
と
の
対
立
、
グ
ル
ー
プ
を
異
に
す
る
人
同
士
の
対

立
、
宗
教
と
宗
教
の
対
立
、
こ
れ
ら
は
み
な
社
会
に
お
け
る
大
き

な
衝
突
で
す
。
ま
た
自
分
の
心
が
、
外
の
人
や
物
事
に
対
立
す
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
自
己
に
お
け
る
大
き
な
衝
突
で
し
ょ
う
。
こ

う
し
た
衝
突
は
深
刻
な
問
題
で
、
そ
の
深
刻
さ
は
一
般
の
人
々
の

想
像
で
は
及
ば
な
い
ほ
ど
で
す
。
今
日
の
問
題
は
、
仏
法
で
い
う

な
ら
ば
輪
廻
す
る
た
び
ご
と
、
そ
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
（
深
層
心
理
）

に
怨
み
や
憤
り
が
積
も
り
積
も
っ
て
今
こ
の
時
に
爆
発
し
た
も
の

で
す
。
ゆ
え
に
人
と
付
き
合
え
ば
、
ど
う
も
気
に
入
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
誰

か
を
見
る
た
び
に
、
あ
る
い
は
何
か
を
見
る
た
び
に
ど
う
も
気
に

食
わ
な
い
、
不
愉
快
に
な
る
…
な
ど
と
言
う
経
験
は
、
お
そ
ら
く

多
く
の
人
に
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
無
量
劫
」
、
つ
ま
り
果
て
し
な
い
ほ
ど
長
い

時
間
を
か
け
て
累
積
さ
れ
て
き
た
怨
み
で
、
と
て
も
や
っ
か
い
な

も
の
で
す
。
も
し
、
す
べ
て
爆
発
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
の
世
界

は
西
洋
の
宗
教
の
言
う
「
終
末
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
終

末
」
と
い
う
の
は
世
界
が
滅
亡
し
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
衝
突
は
必

ず
や
解
消
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
解
消
さ
せ
な
か
っ
た

ら
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
る
た
び
に
互
い
の
怨
み
を
晴
ら
そ
う
と

報
復
合
戦
が
続
き
、
永
遠
に
終
わ
る
こ
と
は
な
く
、
相
手
も
自
分

も
苦
し
み
が
続
く
の
み
で
す
。

対
立
や
衝
突
は
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど

の
よ
う
に
解
消
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
衝
突
を
解
消
す
る

原
理
は
仏
法
の
「
境
随
心
転
（
境
に
随
い
て
心
を
転
ず
）
」
、

「
一
切
法
従
心
想
生
（
一
切
の
法
は
心
の
想
う
と
こ
ろ
に
従
い
て

生
ず
）
と
い
う
教
え
に
あ
り
ま
す
。
も
し
、
す
べ
て
の
人
に
怨
恨

の
心
が
宿
っ
て
い
た
ら
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
世
界
は
破
滅

し
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
す
べ
て
の
人
の
心
に
喜
び
が
、
愛
が
、

感
恩
が
あ
っ
た
ら
こ
の
世
界
は
極
楽
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
娑

婆
（
苦
し
み
が
多
く
、
忍
耐
す
べ
き
世
界
、
人
の
世
）
と
極
楽
に

違
い
は
な
い
の
で
す
。
極
楽
は
阿
弥
陀
さ
ま
が
お
造
り
に
な
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
世
界
も
神
さ
ま
が
お
造
り

に
な
っ
た
わ
け
で
も
閻
魔
さ
ま
が
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
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ま
せ
ん
。
こ
の
世
界
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
の
は
私
た
ち
の
心
そ

の
も
の
で
あ
る
と
、
仏
さ
ま
は
お
経
の
中
で
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
心
に
善
が
あ
れ
ば
、
こ
の
世
界
に
善
で
な
い
も
の

は
お
な
く
な
り
、
す
べ
て
の
人
も
、
す
べ
て
の
事
も
、
す
べ
て
の

物
も
善
と
な
り
、
善
で
な
い
も
の
は
な
く
な
り
ま
す
。
純
浄
、
純

善
と
な
っ
て
こ
の
世
界
は
華
蔵
と
な
り
、
極
楽
と
な
り
、
天
国
と

な
る
の
で
す
。

純
浄
純
善
は
ど
の
よ
う
に
育
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は

古
の
聖
人
賢
者
が
唱
え
た
仁
愛
と
平
和
の
教
育
が
必
要
で
す
。
古

代
の
中
国
の
『
礼
記
』
の
中
に
「
建
國
君
民
，
教
學
為
先
（
国
を

治
め
る
に
も
、
身
を
修
め
る
に
も
、
ま
ず
教
育
や
学
問
が
大
切

だ
）
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
教
学
」
と
い
う
の
は
悟
り

を
教
え
る
も
の
で
す
。
で
は
、
何
を
悟
る
の
で
し
ょ
う
か
。
宇
宙

（
い
っ
さ
い
の
存
在
の
総
体
）
と
人
生
の
真
を
悟
る
の
で
す
。

宇
宙
と
人
生
の
真
実
に
は
三
つ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

人
と
人
と
の
関
係
で
す
。
二
つ
目
は
人
と
自
然
界
と
の
関
係
で
、

三
つ
目
は
人
と
天
地
鬼
神
（
死
者
の
霊
魂
と
天
地
の
神
霊
）
と
の

関
係
で
す
。
も
し
、
こ
の
三
つ
の
関
係
を
理
解
し
明
瞭
な
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
の
人
は
仏
で
あ
り
、
菩
薩
で
す
。

「
仏
」
「
菩
薩
」
「
聖
人
、
賢
人
」
と
は
宇
宙
の
真
実
、
真
象
を

理
解
し
た
人
に
対
す
る
呼
び
名
な
の
で
す
。
明
瞭
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
そ
の
人
は
「
凡
夫
」
で
あ
り
、
凡
夫
に
は
宇

宙
の
真
実
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

真
実
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
つ
い
つ
い
自
ら
の
妄
想
や
判
断
、

執
着
を
以
っ
て
人
や
物
事
に
向
き
合
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
ど
う
し
て
問
題
が
生
じ
ず
に
済
み
ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
こ
そ

自
ら
の
生
活
環
境
を
娑
婆
世
界
、
極
苦
の
世
界
に
変
え
て
し
ま
う

の
で
す
。
も
し
、
人
々
が
は
っ
き
り
明
確
に
悟
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
こ
の
世
界
は
極
楽
世
界
に
、
天
国
に
、
天
園
に
な
る
の
で

す
。ゆ

え
に
現
前
の
世
界
の
混
乱
の
根
源
は
、
各
レ
ベ
ル
の
教
育
に

お
い
て
倫
理
道
徳
の
修
養
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
、
と
り
わ
け
古

の
聖
人
賢
者
が
唱
え
た
仁
愛
と
平
和
の
教
え
が
疎
か
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。
中
国
人
は
西
洋
文
化
の
衝
撃
を
受

け
、
民
族
の
自
信
を
失
い
、
古
の
聖
哲
た
ち
の
教
え
に
疑
い
を
抱

い
て
孔
子
、
孟
子
、
釈
迦
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
西
洋
は
科
学
技
術
が
発
達
し
、
宗
教
教
育
に
疑
い
を
抱
く
よ
う

に
な
り
、
『
聖
書
』
の
教
え
を
信
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。
信
徒
た
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ち
が
そ
れ
ら
の
教
え
に
心
か
ら
従
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
、
現
下
の
世
界
で
起
き
て
い
る
す
べ
て
の
災
い
の
根
源
な
の
で

す
。宗

教
教
育
か
ら
ほ
か
の
三
つ
の
教
育
へ

今
日
の
社
会
の
結
び
つ
き
を
見
る
に
、
基
本
と
な
る
家
庭
か

ら
、
国
家
や
世
界
の
つ
な
が
り
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
功
利
的

な
競
争
や
闘
争
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
は
倫
理
道
徳
を
教

え
ず
、
離
婚
率
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
と
な
り
、
ま
た
、
親
た
ち
は
お

金
を
稼
ぐ
の
に
忙
し
く
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
疎
か
に
し
、
ま
た

身
を
以
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
手
本
に
も
な
れ
な
い
た
め
、
今
の
子

ど
も
た
ち
は
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
学
校
教
育
は
科
学
技
術
や
経
済
に
お
け
る
競
争
の
た
め
の
知

識
を
詰
め
込
む
こ
と
に
忙
し
く
、
道
徳
、
人
文
の
教
育
を
疎
か
に

し
て
い
る
た
め
、
学
生
は
教
師
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
社
会
教
育
が
最
も
深
刻
で
、
毎
日
の
新
聞
や
雑

誌
、
テ
レ
ビ
や
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
人
殺
し
や
盗
み
、
姦

淫
、
妄
言
ば
か
り
を
教
え
、
因
果
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
は
人
と
人
と
の
関
係
を
利
害
の
衝
突
ば
か
り
に
し

て
、
恩
義
や
情
義
を
失
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
宗
教
教
育

も
ま
た
そ
の
多
く
は
今
日
す
で
に
形
式
化
が
進
み
、
宗
教
的
な
儀

式
ば
か
り
を
重
く
見
て
い
ま
す
。
経
が
読
め
て
も
、
経
典
に
書
か

れ
た
本
当
の
意
味
を
知
ら
ず
、
教
義
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
ど

う
し
て
人
々
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
四
つ
の
教
育
が
す
べ
て
だ
め
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
天
下
が
乱
れ
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
、
学
校
教
育
は
倫
理
道
徳
を
捨

て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
教
育
を
通
し
て
倫
理
道
徳

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て

唯
一
宗
教
教
育
だ
け
が
今
で
も
仁
愛
、
平
和
、
尊
敬
を
語
っ
て
い

る
の
で
す
。
世
界
に
ま
だ
一
筋
の
光
明
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
宗
教
教
育
で
す
。
宗
教
教
育
は
私
た
ち
に
神
や
仏
を
信

じ
、
そ
の
教
え
を
信
じ
、
因
果
応
報
を
信
じ
る
こ
と
を
教
え
ま

す
。
世
の
心
あ
る
人
々
が
現
前
の
世
界
の
救
お
う
と
思
う
な
ら
、

緊
急
に
宗
教
教
育
を
復
活
さ
せ
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
や
仏

を
信
じ
、
そ
の
教
え
を
信
じ
、
因
果
応
報
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
、
宗
教
教
育
が
牽
引
車
と
な
っ
て
徐
々
に
「
倫
理
を
崇

め
、
道
徳
を
重
く
」
し
た
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に

–167–

め
、
道
徳
を
重
く
」
し
た
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に



立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
、
世
界
は
救
わ
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
終

末
が
お
と
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
一
月
、
私
た
ち
は
こ
の
国
際
平
和
会
議
の
席
上
、
ユ
ネ
ス

コ
の
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
十
年
」
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
一
致
し
た
考
え
に
到
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り

宗
教
教
育
こ
そ
安
定
と
平
和
を
得
る
の
に
最
も
有
効
な
方
法
で
あ

り
、
そ
の
宗
教
教
育
に
こ
そ
人
、
モ
ノ
、
お
金
を
集
中
さ
せ
、
地

球
規
模
に
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
な
ど
す
べ
て
の
宗
教
は

人
々
に
倫
理
道
徳
、
仁
愛
平
和
を
説
い
て
い
ま
す
。
倫
理
道
徳
を

根
付
か
せ
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
語
れ
る
よ
う
に
な
り
模
範
と
な
る

こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
私
た
ち
は
知
る
べ
き
で
す
。
中
国
人

は
何
を
以
っ
て
天
下
を
治
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
武

力
で
も
、
警
察
力
で
も
、
あ
る
い
は
技
術
力
や
経
済
力
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
み
な
問
題
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
は

教
育
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
「
国
を
治
め
る
に
は
、
ま
ず
教
育
や
学

問
が
大
切
だ
」
で
す
。
古
代
中
国
の
聖
人
賢
者
た
ち
が
用
い
た
方

法
と
は
つ
ま
り
教
育
な
の
で
す
。
彼
ら
の
教
育
は
簡
単
に
し
て
要

領
を
得
て
い
ま
し
た
。

仁
愛
平
和
教
育
と
は

イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
歴
史
学
者
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
は
「
二
十
一

世
紀
の
社
会
問
題
を
解
決
す
る
に
は
中
国
の
孔
孟
思
想
と
大
乗
仏

教
の
教
え
が
必
要
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼
が
一
九
七
三
年
に

発
表
し
た
文
章
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
一
部
の
進
ん
だ

宗
教
と
哲
学
の
創
始
者
は
、
神
性
の
本
質
は
威
力
で
は
な
く
、
愛

や
仁
慈
、
人
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
仏
や
菩
薩
、
イ
エ
ス
は

威
力
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
克
己
、
献
身
、
自
己
犠
牲
の
あ
ら

わ
れ
な
の
で
あ
る
。
儒
家
と
神
道
教
は
人
と
自
然
界
と
の
調
和
共

存
を
説
き
、
道
教
は
自
然
を
一
番
と
し
て
、
人
間
が
お
ろ
か
な
行

為
で
自
然
を
乱
す
こ
と
を
禁
じ
た
。
叡
智
に
富
み
、
よ
り
柔
軟
な

こ
れ
ら
の
伝
統
的
宗
教
と
哲
学
の
基
礎
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
た

世
界
観
こ
そ
、
確
か
に
今
日
の
す
べ
て
の
人
々
を
救
い
得
る
可
能

性
が
あ
る
」
。

儒
教
と
仏
教
は
五
つ
の
教
え
を
説
い
て
い
ま
す
。
「
父
慈
子

孝
」
、
「
君
仁
臣
忠
」
、
「
夫
婦
恩
愛
」
、
「
兄
弟
和
睦
」
、

「
朋
友
有
信
」
で
、
こ
の
五
つ
を
教
え
の
根
本
と
し
て
い
ま
す
。

父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
兄
弟
、
朋
友
の
道
で
、
こ
の
人
の
道
は
、

天
理
、
天
然
で
あ
っ
て
、
ど
こ
か
の
誰
か
が
思
い
つ
い
た
も
の
で
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は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
人
の
間
は
も
と
よ
り
自
然
に
形
作
ら
れ
た

関
係
な
の
で
す
。
そ
し
て
自
然
の
法
則
こ
そ
が
「
道
」
な
の
で

す
。道

に
従
う
こ
と
が
す
な
わ
ち
「
徳
」
で
、
中
国
の
聖
人
は
八
つ

の
徳
を
説
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
孝
悌
忠
信
、
礼
義
廉
恥
」
、

あ
る
い
は
「
忠
孝
仁
愛
、
信
義
和
平
」
で
す
。
こ
の
二
つ
の
説
を

一
つ
に
ま
と
め
れ
ば
「
孝
悌
忠
信
仁
愛
を
以
っ
て
人
に
対
し
、
礼

義
廉
恥
和
平
を
以
っ
て
と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
倫

理
道
徳
の
教
育
も
こ
れ
を
旨
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

古
代
中
国
の
聖
人
賢
者
た
ち
は
み
な
こ
の
道
理
を
知
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
国
を
治
め
る
に
は
、
ま
ず
教
育
や
学
問
が

大
切
だ
」
と
い
う
大
切
な
教
え
を
垂
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
つ
ま

り
、
国
を
建
て
、
全
国
の
人
々
を
教
化
す
る
の
に
最
も
大
切
な
の

は
教
育
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

儒
家
は
「
人
之
初
，
性
本
善
（
人
の
初
め
、
性
は
本
よ
り
善
な

り
）
」
と
説
い
て
い
ま
す
。
教
育
哲
学
で
は
、
ま
ず
人
間
は
善
で

あ
る
と
し
て
お
り
、
善
で
な
い
も
の
は
、
後
天
的
に
身
に
つ
い
た

悪
い
習
性
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
聖
人
賢
者
は
非
常
に

教
育
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
教
育
の
み
が
善
で
な
い
も
の
に
染

ま
る
こ
と
を
防
ぎ
、
本
来
の
善
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
ま
た
教
育
は
「
転
悪
為
善
（
悪
を
転
じ
て
善
と
為

す
）
」
、
「
転
敵
為
友
（
敵
を
転
じ
て
友
と
為
す
）
」
、
「
転
冤

為
親
（
仇
を
身
内
と
為
す
）
」
、
「
転
迷
為
悟
（
迷
い
を
悟
り
と

為
す
）
」
、
「
転
凡
為
聖
（
凡
夫
を
聖
人
と
為
す
）
」
こ
と
も
で

き
ま
す
。

家
庭
は
社
会
に
お
い
て
基
礎
と
な
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
「
家
和

萬
事
興
（
家
庭
和
や
か
に
し
て
、
万
事
興
る
）
」
と
言
い
ま
す

が
、
「
万
事
」
と
は
社
会
や
国
家
、
世
界
の
こ
と
で
す
。
人
々
の

家
庭
が
円
満
で
あ
れ
ば
、
世
の
中
が
乱
れ
た
り
、
社
会
が
不
安
定

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
が
子
ど
も
に
分
を
わ

き
ま
え
る
こ
と
を
説
き
、
物
事
の
是
非
を
諭
し
て
、
善
い
行
い
す

る
こ
と
を
教
え
て
こ
そ
、
家
庭
の
円
満
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
昔
の
親
た
ち
は
そ
の
道
理
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
前
で
は
礼
儀
正
し
く
あ
ろ
う
と
そ
の
言
動
を
慎

み
、
子
ど
も
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
親
は
教
師
を
尊
び
、
教
師
を
敬
っ
て
い
る
姿
を
子
ど

も
に
見
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
教
師
を
信
頼
し
て
そ
の
教

え
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
家
庭
教
育
な
の
で
す
。
そ
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し
て
教
師
は
子
ど
も
た
ち
の
よ
き
お
手
本
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

に
親
孝
行
を
説
き
、
目
上
の
人
を
敬
う
こ
と
を
教
え
る
の
で
す
。

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
か
、
学
生
が
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
の
責
任
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
「
養
い
て
教
え
ざ
る
は
父
の
過
ち
な
り
。

教
え
て
厳
な
ら
ざ
る
は
師
の
惰
り
な
り
」
と
孟
子
は
言
っ
て
い
ま

す
。
親
自
身
、
教
師
自
身
が
そ
れ
を
き
ち
ん
と
実
行
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聖
人
賢
者
の
著
し
た
古
典
は
私
た
ち
に
こ
う
教
え
て
い
ま
す
。

こ
の
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
た
と
え
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
て

い
て
も
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
「
君
、
親
、
師
」
、
つ
ま
り
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
親
と
し
て
、
教
師
と
し
て
の
使
命
を
持
っ
て
い

ま
す
。
「
之
の
君
と
な
り
、
之
の
親
と
な
り
、
之
の
師
と
な
る
」

と
言
い
ま
す
。
ど
ん
な
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
生
に
お
い
て
徳

行
を
な
し
、
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
原
則

を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
君
、
親
、
師
」
と
い
う
の
は
古
代
の
聖
人
の
物
事
に
当
た
る

態
度
や
、
人
へ
の
接
し
方
を
指
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
商
の
時

代
、
湯
王
と
い
う
聖
人
は
「
万
方
罪
あ
ら
ば
、
罪
朕
が
躬
に
在
ら

ん
」
と
言
い
ま
し
た
。
天
下
万
民
に
罪
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
罪
を

わ
が
身
に
あ
ら
し
め
た
ま
え
、
と
い
う
意
味
で
す
。
ど
う
し
て
彼

は
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
は
君
主
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
万
民
に
罪
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
彼
の
教
化
が
足
り
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
も
し
自
ら
の
家
族
の
一
人

が
過
ち
を
犯
し
た
な
ら
、
自
分
自
身
に
も
責
任
が
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
か
と
言
え
ば
、
き
ち
ん
と
教
え
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
ほ
か
の

人
の
せ
い
に
し
て
も
、
兄
弟
姉
妹
の
せ
い
に
し
て
も
、
親
の
せ
い

に
も
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
私
た
ち
が
そ
れ
を
悟
っ
た
ら
、

彼
ら
を
感
化
し
な
か
っ
た
自
分
自
身
に
も
罪
が
あ
る
こ
と
を
知
る

で
し
ょ
う
。
罪
は
わ
が
身
に
あ
る
の
で
す
。
聖
人
は
普
通
の
人
間

と
は
違
い
ま
す
。
普
通
の
人
は
罪
と
は
相
手
に
あ
る
も
の
で
、
よ

い
こ
と
が
自
分
の
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
そ
の
考
え
は
大

き
な
誤
り
で
、
ほ
か
の
い
か
な
る
誤
り
よ
り
も
重
い
も
の
で
す
。

湯
王
は
「
ど
の
よ
う
な
集
団
で
あ
っ
て
も
、
集
団
が
誤
り
を
犯
し

た
な
ら
、
指
導
者
に
罪
が
あ
る
。
そ
れ
は
指
導
者
が
し
っ
か
り
せ

ず
、
き
ち
ん
と
教
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

指
導
者
の
責
任
と
は
つ
ま
り
「
君
、
親
、
師
」
で
す
。
こ
の
三
つ

の
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
せ
ば
、
功
徳
無
量
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
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「
君
」
と
は
指
導
者
で
あ
り
、
計
画
を
立
て
人
々
を
導
く
こ
と
で

す
。
「
親
」
と
は
つ
ま
り
父
母
と
な
っ
て
、
子
を
育
て
養
い
、
き

ち
ん
と
し
た
暮
ら
し
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
「
師
」
と
は
教
え
諭

す
こ
と
で
す
。
も
し
、
き
ち
ん
と
教
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活

に
お
け
る
問
題
を
解
決
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
ら
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
失
格
で
、
こ
の
罪
は
何
よ
り
も
重
い
で
し
ょ
う
。

湯
王
の
こ
の
話
は
本
当
に
そ
の
通
り
で
、
社
会
に
お
け
る
多
く
の

指
導
者
は
こ
の
道
理
を
知
る
べ
き
で
す
。

す
べ
て
の
人
に
「
君
、
親
、
師
」
の
こ
の
三
つ
の
使
命
が
あ

り
、
す
べ
て
の
人
が
古
の
聖
人
賢
者
の
倫
理
道
徳
を
そ
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
こ
の
三
つ
を
よ
く
行
っ
た
な
ら
、
す
べ
て
の
家
庭

は
幸
福
に
満
ち
、
社
会
は
安
定
し
、
天
下
泰
平
と
な
る
で
し
ょ

う
。私

は
こ
の
岡
山
で
行
わ
れ
た
先
の
会
議
に
お
け
る
送
別
会
の
食

事
の
席
で
こ
う
申
し
ま
し
た
。
平
和
の
た
め
に
働
く
な
ら
、
ま
ず

は
自
ら
の
考
え
を
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
相
手
は
正
し

く
、
間
違
っ
て
い
る
の
は
自
分
な
の
だ
、
と
。
「
相
手
が
間
違
っ

て
い
て
も
正
し
い
の
で
す
。
私
が
正
し
く
て
も
間
違
っ
て
い
る
の

で
す
」
と
私
が
言
う
と
、
み
な
さ
ん
は
し
み
じ
み
と
聞
き
入
っ
た

後
に
「
い
や
、
そ
れ
は
難
し
す
ぎ
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
私
は
申
し
上
げ
ま
し
た
。
「
た
と
え
ど
ん
な
に
難
し
く
て
も

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
世
界
の
安
定

と
平
和
の
た
め
に
で
き
う
る
貢
献
な
の
で
す
。
私
た
ち
が
そ
う
し

な
け
れ
ば
、
口
先
だ
け
で
安
定
や
平
和
を
叫
ぶ
の
と
同
じ
で
す
。

そ
れ
で
は
安
定
も
平
和
も
本
当
に
根
付
か
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
平
和
の
た
め
に
働
こ
う
と
い
う
人
は
『
相
手
が
間
違
っ
て
い

て
も
正
し
い
。
自
分
が
正
し
く
て
も
間
違
っ
て
い
る
』
と
い
う
気

持
ち
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
」
と
。
こ
れ
こ
そ

が
、
荘
子
の
言
う
「
得
を
以
っ
て
民
に
在
り
と
為
し
、
失
を
以
っ

て
己
に
在
り
と
為
す
（
何
か
の
利
益
が
あ
れ
ば
民
の
お
か
げ
だ
と

し
、
損
失
が
あ
っ
た
ら
自
分
の
せ
い
だ
と
す
る
）
」
な
の
で
す
。

す
べ
て
の
宗
教
団
体
は
と
も
に
仁
愛
と
平
和
の

教
育
を
推
し
進
め
よ
う

す
べ
て
の
宗
教
の
根
本
は
多
文
化
の
社
会
教
育
で
す
。
仏
教
は

多
文
化
的
な
社
会
教
育
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

ば
お
釈
迦
様
の
教
え
は
、
国
や
民
族
、
文
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
身
分
や
地
位
、
富
の
多
寡
を
超
え
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
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で
す
。
釈
迦
の
教
え
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
人

は
も
う
釈
迦
の
弟
子
と
な
り
ま
す
。
そ
の
教
え
を
学
ぶ
弟
子
た
ち

の
地
位
は
み
な
同
じ
で
す
。
ゆ
え
に
仏
教
は
「
多
文
化
の
社
会
教

育
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
す
べ
て
の
宗
教
、
た
と
え
ば
イ
ス
ラ

ム
教
に
し
て
も
キ
リ
ス
ト
教
に
し
て
も
、
そ
の
教
え
は
国
や
民

族
、
社
会
階
層
を
越
え
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
世

界
の
ど
の
宗
教
を
見
て
も
、
ひ
と
つ
の
国
の
人
や
、
あ
る
グ
ル
ー

プ
に
だ
け
信
者
を
限
っ
て
い
る
宗
教
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の

宗
教
は
世
界
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
す
べ
て
の
宗
教
は
多

文
化
的
社
会
教
育
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

ま
た
、
世
に
あ
る
ど
の
宗
教
の
経
典
を
見
て
も
、
仁
愛
、
平
和

を
重
視
し
て
い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
『
コ

ー
ラ
ン
』
に
は
「
ア
ラ
ー
は
人
々
に
愛
と
慈
し
み
を
以
っ
て
対
す

る
」
と
あ
り
、
ま
た
「
汝
、
父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
、
親
族
と
仲

睦
ま
じ
く
し
、
人
に
は
善
言
を
以
っ
て
対
せ
よ
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
『
新
約
聖
書
』
に
は
幾
度
と
な
く
「
神
は

汝
を
愛
す
る
」
「
神
は
世
人
を
愛
す
る
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
で
は
「
仁
慈
博
愛
、
和
睦
平
等
」
を
そ
の
教
え
の
宗
旨
と
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
宗
教
は
互
い
に
受
け
入
れ
、
互

い
に
尊
重
し
合
い
、
仲
良
く
共
存
し
て
、
平
和
的
な
態
度
で
相
手

に
接
す
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
、
国
や
民
族
の
違
い
を
超
え
て

い
ま
す
。
ゆ
え
に
宗
教
教
育
と
は
平
和
と
博
愛
の
教
育
で
あ
り
、

人
を
愛
し
、
衆
生
を
愛
す
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
な
の
で
す
。
す

べ
て
の
宗
教
の
経
典
は
広
い
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
仏
教
は
「
心

包
太
虛
，
量
周
沙
界
（
心
に
大
空
を
抱
け
ば
、
無
数
の
世
界
に
到

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
自
分
ば

か
り
で
ほ
か
の
人
を
貶
め
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
神
や
仏
の
意
思
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
宗
教
の
教
義
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
お
そ
ら
く
あ
る
個
人
の
考
え
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。

も
し
信
徒
が
そ
の
経
典
を
深
く
理
解
せ
ず
、
そ
の
教
え
を
自
ら

の
も
の
に
し
て
い
な
か
っ
た
ら
そ
の
宗
教
は
怪
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
宗
教
そ
の
も
の
は
怪
し
い
も
の
で
も
迷
信
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
宗
教
教
育
の
本
質
は
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
本
当
に
人
々

を
救
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

多
く
の
人
は
あ
る
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
す
。
宇
宙
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
生
命
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
世
界
は
ど
う
形
作

ら
れ
て
き
た
の
か
、
な
ど
で
す
。
仏
教
の
言
う
虚
空
、
法
界
、
刹

土
衆
生
と
い
う
の
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
誰
が
造
っ
た
の
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か
、
な
ど
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
宗
教
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
こ
う
答

え
ま
す
。
「
そ
れ
は
神
が
造
っ
た
の
だ
」
、
「
創
造
主
は
神
で
あ

る
」
と
。
宇
宙
に
は
た
っ
た
ひ
と
つ
の
「
真
神
」
し
か
い
ま
せ

ん
。
宗
教
に
よ
っ
て
そ
の
創
造
主
の
名
は
異
な
り
ま
す
が
、
け
れ

ど
も
宇
宙
を
創
造
し
た
の
は
確
か
に
そ
の
神
な
の
で
す
。
仏
教
で

は
「
神
」
と
は
言
わ
ず
に
「
法
性
」
と
言
い
ま
す
。
『
華
厳
経
』

の
中
に
は
「
唯
心
所
現
、
唯
識
所
変
」
と
あ
り
ま
す
。
仏
教
は

「
心
、
識
」
と
言
い
ま
す
が
、
「
心
」
と
「
識
」
は
つ
ま
り
「
真

如
（
一
切
存
在
の
真
実
の
す
が
た
、
こ
の
世
界
の
普
遍
的
な
真

理
）
」
、
「
自
性
（
物
そ
れ
自
体
の
本
性
、
本
来
の
性
質
）
」

の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
「
真
如
、
自
性
」
と
他
の
宗
教
の
言
う

「
神
」
や
「
主
」
、
「
ア
ラ
ー
」
な
ど
と
は
同
じ
で
、
こ
れ
は
ひ

と
つ
の
事
実
、
ひ
と
つ
の
道
理
を
指
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
こ

そ
私
た
ち
が
宗
教
教
育
を
学
び
、
受
け
入
れ
る
最
も
基
本
的
な
条

件
と
信
念
な
の
で
す
。

ゆ
え
に
私
た
ち
は
異
な
っ
た
宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
が
創
り
あ

げ
た
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
式
、
異
な
っ
た
教
え
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
の
姿
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
教
え
の
普
及
を
助
け
る
た
め
、
違
う
地

区
、
違
う
文
化
、
違
う
精
神
世
界
を
持
っ
た
衆
生
に
あ
わ
せ
て
変

化
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
私
ど
も
の
研
究
所
に
は
す
べ
て

の
宗
教
の
経
典
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
説
く
道
理
は
み
な
同

じ
で
あ
り
、
方
向
も
目
標
も
同
じ
で
す
。
悪
を
断
ち
、
善
を
行
う

こ
と
を
教
え
、
迷
い
を
振
り
切
り
悟
り
を
開
き
、
凡
を
転
じ
て
聖

と
す
る
道
を
説
い
て
い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

を
出
発
点
に
観
察
し
、
理
解
す
れ
ば
、
宇
宙
に
は
確
か
に
唯
一
に

し
て
、
す
べ
て
の
宗
教
に
共
通
す
る
「
真
神
（
法
性
、
つ
ま
り
一

切
存
在
の
真
実
の
本
性
。
真
如
・
実
相
・
法
界
な
ど
と
同
義
）
」

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
異
な
っ
た
宗
教
同
士
で
も
団
結
は
可
能
で
す
し
、
互
い
に

協
力
し
合
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
宗
教
活
動
を
と
も
に
行
い
、
す

べ
て
の
信
徒
が
真
の
心
、
清
浄
な
心
、
平
等
、
仁
愛
、
平
和
を
学

び
、
互
い
に
受
け
入
れ
合
う
こ
と
、
互
い
に
尊
重
す
る
こ
と
、
互

い
に
敬
愛
す
る
こ
と
、
互
い
に
信
じ
る
こ
と
、
謙
虚
な
気
持
ち
で

互
い
に
譲
り
合
う
こ
と
、
互
い
に
思
い
や
る
こ
と
、
互
い
に
助
け

合
う
こ
と
、
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
を
学
び
、
一
緒
に
な
っ
て
こ

の
地
球
、
こ
の
世
界
に
ひ
と
つ
の
天
国
、
あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
極

楽
世
界
、
あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
天
園
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
学
ぶ
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の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
宗
教
教
育
を
受
け
た
も
の
の
使
命

で
あ
り
、
天
職
で
す
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
全
身
全
霊
を
か
け

れ
ば
、
こ
の
世
界
か
ら
災
い
が
消
え
、
安
定
と
平
和
、
そ
し
て
幸

せ
が
必
ず
や
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仁
愛
と
平
和
の
教
育
を
根
付
か
せ
る
た
め
の

提
言

仁
愛
平
和
教
育
を
根
付
か
せ
る
た
め
、
僭
越
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
は
こ
こ
で
二
つ
の
提
言
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

一)

衛
星
放
送
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
よ
る
教
育
活

動
ま
ず
、
衛
星
放
送
局
に
「
仁
愛
平
和
大
講
堂
」
と
い
う
番
組
を

持
つ
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
こ
で
は
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
講
師
が
「
孝
悌
忠
信
、
禮
義
廉
恥
、
仁
愛
和
平
」
を
掲

げ
て
、
倫
理
道
徳
を
教
え
て
宗
教
教
育
を
行
い
ま
す
。
す
べ
て
の

番
組
は
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
四
言
語

で
放
送
し
ま
す
。
そ
の
他
の
言
語
に
つ
い
て
は
こ
の
四
つ
の
言
語

か
ら
翻
訳
を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

最
初
は
既
存
の
衛
星
放
送
局
の
放
送
枠
を
利
用
し
、
毎
日
最
も

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
時
間
帯
に
一
時
間
番
組
を
全
世
界
に
向
け
て

放
送
し
ま
す
。
そ
の
後
は
放
送
時
間
を
拡
張
し
、
最
終
的
な
目
標

は
専
用
の
衛
星
テ
レ
ビ
局
を
立
ち
上
げ
て
、
仁
愛
と
平
和
を
説
く

道
徳
教
育
番
組
を
二
十
四
時
間
放
送
す
る
こ
と
で
す
。

番
組
の
主
軸
と
な
る
講
師
は
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
各
地
か
ら
選
抜

し
て
も
ら
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。
道
徳
の
面
で
も
、
学
術
的
に
も

信
頼
で
き
る
経
験
豊
富
な
人
材
、
た
と
え
ば
退
職
し
た
大
学
教
授

な
ど
が
う
っ
て
つ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
の
安
定
や
、
背
景

の
異
な
る
人
々
の
共
存
に
何
ら
害
を
及
ぼ
さ
ず
、
す
べ
て
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、
国
家
に
対
し
て
善
意
の
立
場
を
貫
け
る
、
そ

ん
な
人
で
す
。

も
し
ど
こ
か
の
国
が
興
味
を
持
っ
て
、
土
地
や
宿
泊
施
設
、
ス

タ
ジ
オ
を
提
供
し
て
く
れ
た
ら
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す

れ
ば
番
組
に
出
演
す
る
講
師
は
そ
こ
に
一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
て
番

組
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
撮
影
後
の
番
組
は
ユ
ネ
ス
コ

の
審
査
を
経
て
社
会
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
な
し
と
確
認
し
た
上

で
四
つ
の
言
語
で
世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
番
組
制
作
や
教
材
の
準
備
に
か
か
る
時
間
な
ど
を
考
慮
し
て

す
ぐ
に
で
も
実
行
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
一
年
で
高
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い
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

私
浄
空
は
仏
教
教
育
に
た
ず
さ
わ
り
四
十
六
年
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
二
十
年
は
個
人
や
民
間
の
力
を
借
り
て
、
大
量
の
仏
教
経
典

の
解
説
書
や
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
、C

D

、V
C
D

、D
V
D

な
ど
を
作
成
、

流
通
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
六
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
り
、
昨
年
か
ら
は
衛
星
放
送
に
よ
る
テ
レ
ビ
教
育
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
世
界
各
地
で
仏
教
を
学
ぶ
人
々
に
対
す

る
大
き
な
影
響
力
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
世
界
各
地
で
こ

の
仕
事
に
携
わ
ろ
う
と
い
う
人
の
数
の
増
加
か
ら
も
証
明
で
き
ま

す
。
も
し
こ
こ
で
国
連
が
今
日
の
科
学
技
術
に
よ
る
遠
隔
教
育
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
な
ら
、
そ
の
一
年
の
効
果
は
き
っ
と
私
た

ち
の
過
去
二
十
年
の
効
果
を
上
回
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
一

年
の
後
、
世
界
の
安
全
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
各
国
は
民
心
の
淳

厚
、
社
会
の
安
定
、
経
済
的
繁
栄
、
そ
し
て
世
界
平
和
に
向
か
っ

て
大
き
く
邁
進
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
世
界
を
災
い

か
ら
救
う
最
良
の
方
策
で
す
。
も
し
こ
れ
が
本
当
に
実
行
で
き
た

ら
、
み
な
さ
ん
は
神
が
使
わ
し
た
ま
う
使
者
で
あ
り
、
救
世
の
聖

人
賢
者
と
な
る
の
で
す
。

も
し
、
国
連
が
こ
の
教
育
番
組
の
設
立
を
望
む
な
ら
ば
、
私
は

こ
の
衛
星
放
送
を
利
用
し
て
、
全
世
界
に
募
金
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ま
た
、
私
は
国
連
に
対
し
て
一
日
十
時
間
、
無
料
で
衛
星
放

送
の
放
送
枠
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
た
だ

脇
で
お
手
伝
い
を
す
る
だ
け
で
、
番
組
製
作
に
つ
い
て
は
直
接
関

わ
ら
な
い
つ
も
り
で
す
。
私
浄
空
は
国
連
が
世
界
規
模
の
衛
星
放

送
局
を
開
局
し
、
全
世
界
に
向
け
て
仁
愛
と
平
和
の
教
育
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

(

二)

仁
愛
平
和
国
際
大
学
校

宗
教
教
育
事
業
に
は
必
ず
継
承
者
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
国
連

の
指
導
の
下
、
ど
こ
か
の
国
に
土
地
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
こ

に
学
校
を
建
設
し
ま
す
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
、
大
学
院
ま
で
で

す
。
学
生
た
ち
は
そ
こ
で
純
粋
に
道
徳
と
深
遠
な
る
学
問
を
学
び

ま
す
。
外
界
か
ら
の
悪
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
生
活
に
お
け

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
す
べ
て
健
康
的
な
正
し
い
も
の
を
選

び
、
最
高
の
教
材
を
与
え
ま
す
。
学
校
で
の
生
活
に
は
す
べ
て
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
仕
事
は
心
や
さ
し
い
よ
い

人
材
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

教
師
陣
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
衛
星
放
送
局
同
様
、
世
界
各
地

か
ら
ユ
ネ
ス
コ
の
選
抜
を
経
た
、
道
徳
、
学
術
の
二
方
面
で
評
価
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で
き
る
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
国
際
大
学
校
は
世
界
に
向
け
て
生
徒
を
募
集
し
ま

す
。
こ
こ
で
の
教
育
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
孝
悌
忠
信
仁
愛
を
以
っ
て

人
に
対
し
、
礼
義
廉
恥
和
平
を
以
っ
て
と
も
に
生
き
る
」
で
す
。

こ
れ
も
衛
星
放
送
局
開
設
の
目
標
と
同
様
に
、
世
界
を
救
え
る
現

代
の
聖
人
賢
者
育
成
を
目
標
と
し
ま
す
。
核
と
な
る
学
生
た
ち
は

幼
稚
園
の
段
階
か
ら
こ
の
学
校
で
教
育
を
受
け
ま
す
が
、
設
立
し

た
ば
か
り
の
時
期
は
、
世
界
の
著
名
な
学
校
や
大
学
か
ら
推
薦
を

受
け
た
学
生
を
品
性
、
道
徳
を
基
準
に
選
抜
し
て
入
学
さ
せ
ま

す
。
お
そ
ら
く
世
界
各
地
の
心
あ
る
親
御
さ
ん
の
多
く
が
、
こ
の

学
校
に
我
が
子
を
送
り
出
し
て
く
れ
る
こ
と
と
私
は
信
じ
て
い
ま

す
。仁

愛
平
和
国
際
大
学
校
で
は
「
修
身
、
齊
家
、
治
國
、
平
天

下
（
身
を
修
め
、
家
を
整
え
、
国
を
治
め
た
ら
天
下
泰
平
と
な

る
）
」
の
理
念
の
下
、
教
育
を
行
い
、
「
修
身
」
が
そ
の
根
本
と

な
り
ま
す
。
中
国
の
四
書
の
一
つ
『
大
学
』
に
は
「
天
子
よ
り
以

っ
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壱
是
に
皆
身
を
脩
む
る
を
以
っ
て
本
と

為
す
（
上
は
天
子
か
ら
、
下
は
一
般
庶
民
に
い
た
る
ま
で
も
っ
ぱ

ら
身
を
修
め
る
こ
と
が
根
本
で
あ
る
）
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た

「
修
身
」
と
は
「
入
れ
ば
則
ち
孝
、
出
れ
ば
則
ち
悌
、
言
忠
信
に

し
て
、
行
い
篤
敬
（
家
で
は
孝
行
し
、
外
で
は
年
長
者
に
対
し
て

従
順
、
言
葉
は
誠
で
、
行
い
は
人
情
に
篤
い
）
」
こ
と
で
あ
り
、

人
や
物
事
に
対
し
て
は
「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
な
か

れ
。
行
い
て
得
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
皆
反
り
て
諸
れ
を
己
に
求
む

（
自
分
が
望
ま
な
い
こ
と
を
、
人
に
し
て
は
い
け
な
い
。
何
か
や

っ
て
み
て
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
、
相
手
を
責
め
る
よ
り
自
分
の

や
り
方
を
反
省
す
る
べ
き
だ
）
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
こ
そ
孔
子
の
説
く
「
仁
」
で
す
。
自
分
が
ほ
か
の
人
に
何
か
を

望
む
な
ら
、
ま
ず
自
分
が
先
に
ほ
か
の
人
に
対
し
て
そ
う
す
る
べ

き
で
す
し
、
相
手
が
自
分
に
し
た
こ
と
が
い
や
だ
っ
た
ら
、
自
分

自
身
も
ほ
か
の
人
に
そ
の
よ
う
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

と
て
も
自
然
な
ル
ー
ル
で
す
。
「
行
い
て
得
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
皆

反
り
て
諸
れ
を
己
に
求
む
」
は
私
た
ち
に
常
に
自
ら
の
過
ち
を
改

め
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
す
。
私
は
よ
く
学
生
た
ち
に
こ
う
言

い
ま
す
。
人
や
物
事
と
相
対
し
た
時
、
も
し
何
か
問
題
が
生
じ
た

ら
、
必
ず
自
分
が
誤
っ
て
い
て
、
い
つ
で
も
相
手
の
言
っ
て
い
る

こ
と
が
正
し
い
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
し
な
さ
い
、
と
。
私
自
身

も
ま
た
た
ゆ
ま
ず
過
ち
を
改
め
、
心
を
入
れ
替
え
る
よ
う
努
力
し
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て
い
ま
す
。
『
呂
氏
春
秋
』
に
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。
「
凡
そ

事
の
本
は
、
必
ず
先
ず
身
を
治
る
べ
し
。
其
の
身
を
成
し
て
而
し

て
天
下
成
り
、
其
の
身
を
治
め
て
而
し
て
天
下
治
ま
る
。
天
下
を

為
す
者
は
、
天
下
に
於
い
て
な
ら
ず
、
身
に
於
い
て
な
り
」
。
つ

ま
り
す
べ
て
の
こ
と
は
ま
ず
自
ら
の
身
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
釈
迦
も
、
孔
子
も
み
な
ま
ず
自
ら
が
悟
り
、
成
就

し
て
初
め
て
、
人
々
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
し
、
平

和
を
も
た
ら
す
可
能
性
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

こ
の
学
校
の
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
に
は
、
人
、
モ
ノ
、

お
金
を
集
中
し
て
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
は

分
校
設
立
な
ど
し
ま
せ
ん
。
奨
学
金
や
学
資
ロ
ー
ン
な
ど
の
制
度

を
整
え
、
優
秀
な
学
生
や
貧
し
い
地
域
か
ら
の
学
生
を
助
け
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
私
浄
空
自
身
も
こ
の
学
校
に
奨
学
金
を
提

供
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
非
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と
も
に
手
を
携
え
て
こ
の

一
大
事
業
を
支
え
て
ゆ
け
ば
、
必
ず
や
全
世
界
の
平
和
を
愛
す
る

多
く
の
人
々
の
応
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
こ
そ
が
二
十
一
世
紀
の
輝
く
一
筋
の
光
明
と
な
り
、
世
界
は

救
わ
れ
る
の
で
す
。

本
日
は
こ
の
す
ば
ら
し
い
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な

お
話
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
最
後
に
な
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浄
空

豪
州
浄
宗
学
院
院
長

豪
州
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
名
誉
教
授

豪
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
名
誉
教
授

（
翻
訳
：
永
井
江
理
子　

審
訂
：
涂
玉
盞
）

真誠、清浄、平等、正覚、

慈悲、看破、放下、自在、

随縁、念仏

–177–



2550年ウェーサーカ祭
国際座談会＆文化交流

仏教徒の人類に対する貢献
世界平和の永続的な発展
2006年10月７日～９日

–178–



二
五
五0

年
ウ
ェ
ー
サ
ー
カ
祭
活
動
概
覧

 

第
一
展
示
エ
リ
ア 

仏
教
徒
の
人
類
に
対
す
る
貢
献

華
厳
三
聖
と
阿
弥
陀
仏
、
柱
面
墨
書

仏
教
徒
の
人
類
に
対
す
る
貢
献
：
仏
教
徒
が
仏
陀
教
育
を
実
行
に
移
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
土
清
浄
、
衆
生
安
泰
、
天
下
泰
平
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

華
厳
三
聖
：
毘
盧
遮
那
仏
、
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
は
、
修
行
者
が
苦

し
い
娑
婆
世
界
で
修
学
し
、
そ
し
て
大
行
と
大
智
の
円
満
な
世
界
を
完

成
し
、
華
厳
教
義
を
学
習
か
つ
実
行
す
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
宇
宙
万
有
は
一
つ
の
生
命
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い

る
。

阿
弥
陀
仏
：
「
阿
弥
陀
」
と
は
無
量
の
智
慧
と
福
徳
、
寿
命
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
「
仏
」
は
「
智
慧
、
悟
り
」
の
意
味
で
あ
る
。

柱
面
墨
書
：
会
場
に
は
七
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
く
の
高
さ
の
柱
が
あ

る
。
柱
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
や
教
義
に
つ
い
て
書
い
た
墨
書
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
国
境
や
種
族
、
宗
教
を
超
え
て
、
人
々
が
平
等
に
向

き
合
い
、
仲
睦
ま
じ
く
共
存
で
き
る
よ
う
祈
る
も
の
で
あ
る
。

仏
陀
示
現　

凡
人
の
成
仏-

十
二
相
成
道

仏
陀
は
凡
人
の
身
で
苦
行
を
積
み
、
智
慧
円
満
の
境
地
に
達
し
た
。

そ
の
生
涯
に
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
展
示

で
は
、
仏
陀
の
「
十
二
相
成
道
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の

「
十
二
相
」
を
通
じ
て
、
凡
夫
が
い
か
に
「
転
凡
成
聖
」
、
つ
ま
り
凡

を
転
じ
て
聖
と
成
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▲華厳三聖。　　　 ▲阿弥陀仏。

▲仏教徒の人類に対する貢献。

▲仏陀示現　凡人の成仏-十二相成道。 ▲柱面墨書。
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多
元
的
な
文
化
を
包
容
し
、
世
界
平
和
を
促
進
す
る

仏
陀
は
そ
の
一
生
を
、
教
学
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
教
学
の
目
的
と
は
、
わ
れ
わ

れ
を
迷
い
か
ら
導
き
出
し
、
悟
り
を
開
か
せ
る
こ
と
、
苦
か
ら
離
れ
て
真
実

の
楽
を
得
さ
せ
る
こ
と
、
宇
宙
人
生
の
真
相
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

教
学
内
容
は
一
切
の
学
説
、
宗
教
、
科
学
、
文
化
を
融
合
し
、
民
族
を
融
和
さ

せ
、
異
な
る
も
の
を
分
け
隔
て
ず
、
共
存
共
栄
、
平
等
互
愛
を
実
現
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
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孔
子
六
芸
図

至
聖
先
師
孔
子
は
『
詩
』
、
『
書
』
、

『
礼
』
、
『
楽
』
、
『
易
』
、
『
春
秋
』
の

六
経
を
確
立
し
、
こ
れ
を
広
め
た
。
六
経
に

は
い
ず
れ
も
大
道
が
記
さ
れ
て
お
り
、
人
を

啓
蒙
し
て
自
性
に
目
覚
め
さ
せ
る
。
こ
れ
を

学
ぶ
者
は
、
六
経
を
読
ん
で
大
道
を
知
る
。

礼
と
楽
に
従
い
、
自
ら
の
天
性
に
従
っ
て
学

べ
ば
、
す
べ
て
の
六
芸
を
発
揮
し
、
あ
ま
ね

く
人
々
に
福
を
も
た
ら
し
、
聖
道
を
歩
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

国
境
を
越
え
た
教
え

仏
陀
の
教
え
を
広
め
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

学
習
者
は
時
空
の
制
限
を
受
け
ず
に
、
自
分

に
適
し
た
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
、
自
主

的
な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
る
。
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孔
子
聖
蹟
の
図
、
地
獄
変
相
図
、
童
趣
の
印
鑑

孔
子
聖
蹟
の
図
：
孔
子
の
生
涯
に
お
け
る
重
要
な
行
誼
や
教
え
の
内
容
を
、

三
十
二
枚
の
絵
で
表
現
し
て
い
る
。
孔
子
が
無
類
の
精
神
を
教
え
、
仁
孝
礼
義

の
思
想
内
容
を
教
え
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

地
獄
変
相
図
：
こ
の
絵
の
目
的
は
人
を
脅
か
す
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
深

い
因
果
に
つ
い
て
教
え
る
と
い
う
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
地
獄
変
相
（
地
獄

絵
）
の
描
写
は
真
に
迫
っ
て
お
り
、
ま
る
で
目
の
前
の
出
来
事
で
あ
る
か
の
よ

う
だ
。
こ
の
た
め
人
々
に
与
え
る
影
響
は
深
く
、
こ
れ
を
見
た
人
々
は
悪
い
こ

と
は
行
わ
ず
、
良
い
こ
と
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

童
趣
の
印
鑑
：
廬
江
中
華
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
の
篆
刻
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
十
歳
前
後

の
子
供
た
ち
が
、
刀
に
よ
っ
て
彫
り
上
げ
た
中
華
文
化
の
金
石
の
美
で
あ
る
。

 
第
四
展
示
エ
リ
ア 

▲孔子聖蹟の図。　　　　  

▲廬江中華文化教育センター篆刻教室の学生た
ちの作品展が、会場の一角で行われた。

▲地獄変相図。　　　　  
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廬
江
中
華
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

廬
江
中
華
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
徳
行
教

育
を
施
す
こ
と
と
、
教
師
を
育
成
す
る
こ
と
を

中
心
に
、
中
華
社
会
に
お
け
る
伝
統
的
な
倫
理

道
徳
教
育
の
回
復
に
尽
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

身
を
修
め
る
こ
と
を
根
幹
と
し
、
教
学
を
優
先

し
、
調
和
の
取
れ
た
社
会
の
手
本
に
な
ら
ん
と

し
て
い
る
。

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

参
加
者
が
記
念
撮
影
で
き
る
よ
う
に
、
パ
リ
の

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ

を
背
景
に
し
た
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
。

 

第
五
展
示
エ
リ
ア 

 

第
六
展
示
エ
リ
ア 

▲法宝区
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会
議
場 

▲2550年ウェーサーカ祭会場。　　

▲９つの宗教が手に手をとっている。宗教は団結できることを象徴している。 ▲浄空老法師が基調講演で「宗教は団  

   結できる。人々は良く教育できる」と強調。

▲参加した来賓に

　　地獄変相図を贈呈。

▲大勢の人々が心をひとつにして平和を祈る。
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▲全員が起立して祈祷。

▲会場で「今日の仏教」を上映。仏教の過去、現在、未来の使命について明確に知ることができる。
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交
流
活
動 

▲左から２人目は国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の松浦晃一郎・事務局長、左から３人目はタイの
Preeyanuch Jariyavidyanont副大使。

▲左はオーストラリアのユダヤ協総会のUri   

   Themal会長。　　　　

▲一番右は世界仏教学人のPhallop Thaiarry・
秘書長。右から２人目はイベントの主催者、法宝法師。

▲左は中国のユネスコ代表、章新勝氏。

▼会議室。
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▲閲読会場の案内書に注目があつまる。　　　　

▲童趣の印鑑。　　　　

▲人々の関心を集めた金石の美。　　　　▲仏と僧侶。　　　　

 
イ
ベ
ン
ト
の
ハ
イ
ラ
イ
ト 

▼インタビューに答える浄空老法師。　　　　
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イ
ギ
リ
ス
で
の
ウ
ェ
ー
サ
ー
カ
祭 

▲2006年10月、浄空老法師がケンブリッジ大学で講演。　　　　

▲2006年10月、浄空老法師がロンドン大学東洋
   アフリカ学院で講演。

▲ケンブリッジ大学の一角。　　　　

▲2006年10月、浄空老法師がロンドンで行った  
   Friends House講座の実況。

▲国籍を分け隔てることなく共に聖賢教育について学ぶ。　
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心を尽くし、力を尽くしてあなたの神を愛しなさい。自分を愛するように隣人を愛しなさい。これが私のあなた方に対する要求
です。互いに愛し合うのです   キリスト教      釈浄空

正しい行動をする者は道理をわきまえた者である。他人を傷つけてはならない。思想であれ、行為であれ、言葉であれ、
怒りを拭い去りなさい   ヒンディー教      釈浄空

悲憤慷慨する者こそ、富める者である。水を与える者は、他人からも水をもらうだろう。   ユダヤ教      釈浄空

国境、種族、宗教を超えて平等に向き合い、仲睦まじく共存しよう      釈浄空



人の是非を問うてはならない。人を害する者は自ら苦しみを味わうことになる。   仏教      釈浄空

万物を愛し、美徳を実践し、衆生を利益する。彼は最も幸せな人である。   仏教      釈浄空

人ができる最もすばらしいことは、他人の過ちを許すことである。   ユダヤ教      釈浄空

敵視し合う者たちを仲直りさせることは、忠誠心と慈愛に満ちた祈りよりもすばらしい。   イスラム教      釈浄空



感謝の世界に生きよう。
あなたを叱責してくれた人に感謝しましょう。なぜならその人はあなたの定と慧を伸ばしてくれたからです。

あなたを陥れた人に感謝しましょう。なぜならその人はあなたの能力を高めてくれたからです。

あなたを捨てた人に感謝しましょう。なぜならその人はあなたに自立を教えてくれたからです。

あなたを鞭打った人に感謝しましょう。なぜならその人はあなたの罪業を取り除いてくれたからです。

あなたを騙した人に感謝しましょう。なぜならその人はあなたの見識を広めてくれたからです。

あなたを傷つけた人に感謝しましょう。なぜならその人はあなたの精神を鍛えてくれたからです。

あなたを成就させてくれたすべての人に感謝しましょう。
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